
    
      
        
      
    

  





































































			※本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信・放送したり、ホームページ上に転載することを禁止します。
本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
また、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

			※本作品を示すサムネイル等のイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

			※本作品は縦書きでレイアウトされています。
また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示される文面・画面に差異が生じる場合があります。

			※本作品を電子書籍版に収録するにあたり、一部、漢字が簡略体で表記されている場合があります。
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			プロローグ

			


			　女の友情って儚はかなくない？

			　そんなことを考えている俺【リオン・フォウ・バルトファルト】は、簡単に説明するのならとある乙女ゲー世界に転生した野郎である。

			　前世、死の直前までプレイしていた〝あの乙女ゲー〟の世界に転生してしまった。

			　あの、と強調する理由は、とにかく男に対して理不尽な世界だからだ。

			　何しろ乙女ゲーである。

			　女性に優しく、男性は女性のために存在しているような世界だ。

			　俺はもっと男に優しい剣と魔法のファンタジー世界に転生したかったよ。

			　転生したところで、俺に特別な役回りがあるわけでもない。

			　その他大勢のモブである。

			　黒髪黒目、際立った美形でもなければ目立つ存在でもない。

			　ちょっと奥手な心優しい高校生と思ってくれたらいい。

			　さて、高校生とは言ったが、この世界には高校などというものはない。

			　ただし、学園というファンタジー世界の教育の場が用意されていた。

			　あの乙女ゲーが日本の高等学校をモデルにしており、そのために二学期というのはイベントが多い。

			　学園祭もその一つである。

			「あ、二人とも机はもうちょっと右に移動させて」

			　空き教室で作業をしているのは、俺と友人である【ダニエル・フォウ・ダーラント】と【レイモンド・フォウ・アーキン】の三人だ。

			　テーブルやらイスを運び込み、学園祭の準備をする俺たち。

			　業者を呼んで本格的な改装を行った空き教室は、喫茶店として十分な設備を持っていた。

			　学園祭の生徒たちの手作りという喫茶店とはレベルが違うのも、貴族が通う学園ならではの光景だろう。

			　俺はあのチープな感じも嫌いじゃないが、それをこの学園でやるとひんしゅくを買ってしまう。

			　良くも悪くも金持ちや身分の高い貴族がいる学園だ。

			　世の中、その場その場にあった対応が求められる。

			　俺も仕方なく、本当に仕方なく金をかけて喫茶店の用意をしていた。

			　内装にこだわり、用意したティーセットや茶葉──お菓子の数々は、仕方なく揃そろえたのだ。

			「おい、ダニエル！　そのティーセットは高いから大事に扱えよ！」

			　高価と聞いてティーセットを持ったダニエルが、震えながら俺に文句を言ってきた。

			「そんな高いティーセットを学園祭に出すなよ！　緊張して、手が震えてくるじゃないか」

			　眼鏡をかけているレイモンドが、教室内を見る。

			「お金をかけすぎじゃない？　ここまでやる生徒は少ないと思うよ。赤字になるよ」

			　俺は二人に分かっていないな、という感じで首を横に振ってやった。

			　俺の態度に苛いら々いらしている二人がムッとしている。

			「赤字？　それがどうした。今の俺は金持ちだ。どこかの馬鹿な学園の生徒たちから、たっぷり搾り取ってやったからな。少しは還かん元げんしてやらないとね」

			　レイモンドが呆あきれている。

			「その性格の悪さは、流石はリオンだよね。学園の生徒をほとんど敵に回しただけのことはあるよ」

			　ダニエルは俺に忠告までしてきた。

			「お前、恨まれているって自覚を持った方がいいぞ。ユリウス殿下との決闘で、お前が負けるって思っていた連中は大損しているからな」

			　悲しいことに、レイモンドの言う通りだ。

			　俺は学園一の嫌われ者である。

			　理由？　元王太子殿下である【ユリウス・ラファ・ホルファート】殿下──あの乙女ゲーの攻略対象である男子たちを、決闘でボコボコにしたからだ。

			　イラッときたからボコった。

			　ついでに、その決闘は生徒たちの間で賭けの対象になっていてね。

			　俺は自分が勝つと信じていたから、自分に大金を賭けたよ。

			　ここにいる二人も俺に賭けてお小遣い稼ぎを成功させている。

			　だが、ユリウス殿下たちが勝つとした大半のアホ共は、借金までして賭け事をした。有り金全部をかけた馬鹿もいる。

			　そんな馬鹿たちに、ユリウス殿下たちに勝ってしまった俺は恨まれているというわけだ。

			　──俺は何も悪くないのに、悲しいね。

			　本来なら、最悪処刑ものの行為である。だが、大金とコネなどを使ってこの危機を乗り切った俺は、逆に褒め称たたえられ出世するという首をかしげたくなる結果を出してしまった。

			　世の中って不思議だね。

			　ただの学生から、今では正式な六位上という宮廷階位を持つ騎士で男爵様だ。

			　出世したくない俺にはまったく嬉しくない状況である。

			「褒めるなよ」

			　ダニエルが肩を落としている。

			「褒めてねーよ」

			　友人たちとそんな話をしていると、空き教室に二人の女子が入ってきた。

			　普段着ることもないシックなメイド服に身を包んでいるのは、リビア──【オリヴィア】である。長めなスカートを両手に握り、少し持ち上げ歩きにくそうにしていた。

			　亜麻色に近いボブカットの髪。

			　優しそうな青い瞳も印象的だが、それ以上にリビアが出している優しい雰囲気に癒いやされる。

			　お腹や腰回りを引き締めるデザインだったために、大きな胸が強調されているのも実に素晴らしい。

			「変じゃありませんか？」

			　心配そうに俺たちに自分の格好を見せてくるリビアに、庇ひ護ご欲よくがそそられてしまう。

			　無自覚に魔性の女っぷりを発揮している気もするが、騙だまされてもいいとさえ思えてくる。

			　これがあの乙女ゲーの〝主人公〟の力か。

			　──可愛いじゃないか。

			「似合っているよ。サイズも問題ないね」

			　ダニエルもレイモンドも、そんなリビアを見て頬を赤らめている。

			　そんな目で見るんじゃないと言いたくなったところで、リビアの後ろから堂々としたアンジェが俺たちの前に出てきた。

			　腰に手を当て、そして自分の姿を見せつけてくる。

			「胸を強調しすぎているが、本当にこれで良いのか？　もっと落ち着いた感じがいいと思うが？」

			　アンジェ──【アンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ】は、メイド服を着こなしていた。

			　公爵令嬢であるアンジェが、メイド服を着るなど意外だと思うかも知れない。

			　しかし、お嬢様も色々と大変らしい。

			「アンジェは着慣れていますね」

			　リビアが不思議そうにしていると、その理由を笑顔で説明した。

			「これとは違うメイド服は着ていたからな」

			「アンジェが？」

			「行儀見習いとして王宮で二年を過ごしたからな」

			　お嬢様も大変そうだな。

			　気の強そうな顔立ちと、鋭い目つき。

			　赤い瞳は力強さを感じさせるが、リビアに対しては優しい顔を向けている。

			　本当に対極に位置するような二人──そもそも、あの乙女ゲーの世界ならライバル同士の関係だった。いや、ライバルとは言えないな。

			　敵だった。

			　リビアが主人公なら、アンジェは〝悪役令嬢〟という立ち位置だ。

			　本来なら互いに男を取り合って戦う関係だ。

			　競争相手というよりも、敵同士と言った方が正しい関係。

			　リビアが平民出身で、貴族の通う学園に特別に入学できた。

			　対して、アンジェは公爵令嬢というトップクラスのお嬢様。

			　本来なら敵同士になるはずの二人だが、今は〝誰かさん〟のおかげでこんなにも仲良しだ。

			　──俺じゃないよ。

			　もう一人の転生者が原因だよ。

			「アンジェ、お嬢様ですよね？　どうしてそんなことをするんですか？」

			「貴族の娘にも色々とあるのさ。特に私のような立場は色々と、な。それよりも、リビアも似合っているじゃないか。初々しい感じが実にいい」

			　アンジェがリビアに抱きついた。

			「私もちょっとこの制服は気に入っています」

			　抱きつかれ、少し照れながらもリビアは嬉しそうだった。

			　俺は二人を見ながら、

			「何て尊とうとい光景だ」

			　そんな呟つぶやきが漏れてしまった。

			　婚活地獄で荒すさんでしまった心を、この光景が水のように染み込み癒やしてくれる。

			　レイモンドも眼鏡を光らせ同意してくる。

			「いいよね」

			　ダニエルも頷うなずいた。

			「いい。これが本当に学園の女子なのか？　俺たちは夢を見ていないか？」

			　ダニエルが信じられないのも無理はない。

			　何しろ、この学園の女子──特に上級クラスの女子は酷い。冗談抜きで酷い。

			　さて、そんな二人も俺の喫茶店を手伝ってくれる。

			　この学園、日本の高校をモデルにしていながら、授業風景は大学に近くクラスが存在しない。

			　そのためクラス単位での出し物が出来ないので、グループ単位の出し物になる。

			　俺たち五人が喫茶店を出すように、他もグループ単位で出し物をする。

			　アンジェが俺たちを見た。

			「リオンたちに制服はないのか？」

			「あるけど、野郎は代わり映えしないよ。野郎は安い服でいいかな、って」

			　俺の答えにリビアが申し訳なさそうにする。

			「私たちの服で予算がなくなったとかですか？　む、無理して高い服を用意して貰もらわなくてもよかったのに」

			　いじらしいリビアの態度に、ダニエルが笑った。

			「いや、単純に興味がないからだよ。だって、こいつはその他には金をかけまくりだし」

			　レイモンドも同意しやがった。

			「絶対に趣味だよね。お金をかけすぎだよ。これじゃあ、他の喫茶店を出す連中が可哀想なレベルだよ。やりすぎだよ」

			　アンジェまでもが、俺を見て呆れている。

			「リオンは茶狂いだから。そういう男子は多いが、お前はその中でも指折りの茶狂いだ」

			　俺はお茶に狂ってなどいない。

			　師匠のお茶に惚ほれ込んだだけだ。

			　師匠──学園の教師であり、男子にマナーを教えてくださる完璧紳士だ。俺もいつか、あの人のような紳士になりたいと思っている。

			「俺なんてまだまださ」

			「腕前の話ではなく、茶にどれだけ金と時間をつぎ込んでいるのかという話だぞ」

			　アンジェが冷たい。

			「この前も私たち二人を置いて、教師と茶葉を買いに行っただろ」

			　ダニエルとレイモンドが、ないわ～とでも言いたげな顔をした。

			「お前、二人との約束をすっぽかしてそれはないぞ」

			「羨うらやましすぎて夜道で襲しゅう撃げきしたいくらいだよ」

			　いや、そもそもその日は、二人のために茶葉を調達したのであって。

			　それよりも、俺と二人──リビアとアンジェの間には、悲しいかな恋愛は成り立たないのだ。

			　リビアが少し落ち込んでいる。

			「あの日も三人でお茶をしましたね。お茶はいいんですけど、お菓子がおいしくて最近はその──」

			　アンジェがリビアに抱きつく。

			「私はふくよかな方が好きだぞ、リビア。もう少し肉付きがよくても大丈夫だ」

			　涙目になるリビアだった。

			「私もアンジェみたいにスタイルがよくなりたいです」

			「嬉うれしいことを言ってくれる。だが、リビアも綺き麗れいな脚をしているじゃないか」

			「そ、そうですか？」

			　二人がイチャイチャしているのを見ていると、ダニエルとレイモンドが俺に嫉しっ妬とのこもった視線を向けてくる。

			　いや、ないから。

			　二人とだけは付き合えないから。

			　──本当に、こればかりはどうしようもない。

			　何しろ二人とは身分が違いすぎるのだから。

			


			　　　◇

			


			　学園祭の準備で生徒たちが慌ただしく動いていた。

			　主に男子が忙しそうで、女子は指示を出しているだけというのが涙を誘う光景だね。

			　女子に対して甘く優しいという世界は、男子たちの苦労の上に成り立っているというのがよく分かる光景だった。

			　だが、祭りの前という雰囲気は、やはり楽しくもあった。

			　普段と違う学園での景色は新鮮で、そして楽しい。

			　そんな楽しさをぶち壊す存在が、俺の喫茶店に来ていた。

			　姉貴──次女の【ジェナ】である。

			　都会かぶれした次女は、椅子に座って机に突っ伏している。

			　その後ろには愛人──専属使用人という名の亜人奴隷を控えさせており、猫耳を持つ背の高い奴隷が高級なスーツに身を包み立っていた。

			　このように奴隷を連れ回すのが、学園女子の普通だ。

			　上級クラスに在籍している女子のほとんどが、愛人を連れ回して自分の世話をさせている。

			　──実に悲しい光景だ。

			　喫茶店内の掃除をしていた俺とリビアが二人の時に、迷惑にも乗り込んできた次女に俺は不ふ快かい感かんを隠さず対応していた。

			「何の用？　邪魔だから帰って欲しいんだけど」

			　俺の素直な意見を注意してくるのはリビアだった。

			「リオンさん、お姉さんにそんなことを言ったら駄目ですよ」

			　味方を得たとばかりに、顔を上げて抗議してくる次女。

			「そうよ！　もっと私を慰なぐさめなさいよ。お茶くらい出してもいいんじゃないの？」

			　何て酷い態度だろう。

			　しかし、ここは女子の立場が強い世界。

			　そう、ここは──女尊男卑の世界だ。

			　こんなの序の口である。

			「だったら早く用件を言えよ。こっちは忙しいんだからさ」

			　次女はふて腐れた態度で話をはじめた。

			「実は──親友と喧けん嘩かしちゃったの」

			　次女にも親友がいたのかという驚きもあったが、話が進まないので黙っておく。

			「喧嘩ですか？　なら、仲直りをしたらいいと思います」

			　リビアが笑顔でそう言うと、次女が鼻で笑った。

			「駄目よ。だって、今回の喧嘩は男が原因だもの」

			「だ、男性ですか？　え、えっと──」

			　男女間の問題に疎うといのか、リビアが俺に助けを求めてくる。

			「男を取り合ったのか？」

			「だって、その子爵家の跡取り、これから金持ちになるもの」

			「金持ちになる？」

			　聞けば、その子爵家の跡取りである男子だが、実家は貧乏であるために今まで見向きもされてこなかったらしい。

			　だが、ホルファート王国本土──大陸に領地を持っていた。

			　その領地から、この度めでたく資源が発見された。

			　鉱山を所有することになり、今後は国も援助を出して開発が進むことになる。つまり、大きな収入源を持つことが決まったのだ。

			　そうなると、今まで見向きもされなかった男子に、学園の女子たちが獲物でも見つけた肉食獣のように集まってきたらしい。

			「本土に領地を持っていて、今後は確実に裕福なのよ。こんな優良物件、狙うしかないじゃない」

			　リビアがその話を聞いて、

			「あ、愛とかないんですか？　その男性が好きとか──」

			「貴族の結婚にそんなものは必要ないのよ。大事なのは甲か斐い性しょうよ。愛とか恋は、ここにいる【ミオル】や他の愛人を見つけて楽しむわ。そのためにも、財力が重要だって分かんないの？」

			　──分かりたくもねーよ！

			　こいつぶん殴りたい。

			　女だけど、姉貴なら殴っても許されるのではないだろうか？

			「相変わらず腐った根性をしているな」

			　それより、後ろの猫耳奴隷がミオルという名前なのは初めて知った。

			　元から興味もなかったから、そちらはどうでもいいとして、だ。

			「ともかく、姉貴が狙っていた男子を横取りしようとしたわけか。そんな奴は縁を切って正解だよ。他人の恋人を狙う奴とか最低だからね」

			　略奪とか、浮気とか不倫とか最低だよね。

			　すると、

			「──違うの」

			「え？」

			「最初に親友が狙っていたけど、条件が良いから私も狙ってみようかな、って」

			　──後から横取りしようとしたのってお前かよ！

			　こいつ最低だな。

			「お前が悪い。はい、解散」

			　俺がそう言うと、次女が抗議をしてきた。

			「何で助けてくれないのよ！　あんたが私と親友の間に入って、話を付けてくれたら解決するのよ。あんた、腕っ節だけはあるんだから、大事な姉を助けなさいよ」

			「大事？　おい、辞書で大事って調べて来いよ」

			　そもそも、俺にこの問題を解決しろとはどういう意味だ？

			　何をして欲しいのか聞いてみると、

			「ほら、あんたって強いじゃない？　だから、ちょっと親友と男子に、お姉様をよろしくって言ってくれればいいの。簡単でしょ？」

			　──こいつ、俺の力を利用して親友と男子を脅すつもりか？　最低じゃないか！

			　リビアが次女を注意する。

			「そんなの駄目です！」

			「──何で？」

			　次女が睨にらむと、リビアが驚いて一歩後ろに下がってしまった。後ろで控えているミオルも、腕を組んでリビアを威圧している。

			「え、えっと──」

			　俺がリビアの前に立つ。

			「さっきの話だが、俺の答えを言うぞ。──絶対に嫌だね。お前の助けになることはしてやらねーよ。それから、あまりリビアをいじめるなよ。俺はお前よりもリビアを優先するし、何かあればアンジェが黙っていないぞ」

			　それを聞いて、次女がすぐに怯ひるんだ。

			「わ、悪かったわよ。流石に公爵令嬢は洒落にならないわ。それにしても役に立たない愚弟よね。ミオル、もう行くわよ」

			「はい、お嬢様」

			　いや、お前の話の方が洒落にならないよ。

			　次女が空き教室を去っていく。

			　リビアが安あん堵どしていた。

			「ちょっと怖かったです」

			　猫耳野郎は細マッチョというか、長身で筋肉もあって威圧感があるから睨まれると怖い。

			　リビアが怖がっても仕方がなかった。

			「気にするな。何かされたら言えよ。すぐに潰すから」

			「それはちょっと──でも、心配してくれてありがとうございます」

			　微笑ほほえむリビアの顔を見て、俺は視線をそらした。

			　すると、慌ただしい足音が聞こえてくる。

			　ダニエルとレイモンドだ。

			「大変だ、リオン！」

			「と、隣の空き教室に！」

			


			　　　◇

			


			　四人で隣の空き教室前に向かうと、そこにはユリウス殿下の姿があった。

			　見物に来た女子たちにチラシを配っている。

			「暇があれば来てくれ。歓迎するよ」

			　ユリウス殿下の微笑みに、女子たちが頬を染めていた。

			「は、はい！」

			「通います。私、学園祭の三日間、全力で通います！」

			「わ、私も沢山お金を使います！」

			　何かの洗脳ではないだろうか？

			　そんな女子たちに、ユリウス殿下は爽やかな笑顔で自分たちの出し物を宣伝していた。

			「〝喫茶店プリンセス〟をよろしく！」

			　──喫茶店プリンセスだとぉぉぉ！

			　ダニエルが肩を落としていた。

			「喫茶店を隣同士に並べるなんてあり得ないだろ」

			　レイモンドが俺をチラチラ見ている。

			「リオンへの当てつけかな？　実行委員にも、決闘の時に賭けに負けた人がいるだろうし。でも、流石にこれは酷いよね」

			　ユリウス殿下が俺を見つけると、意味ありげな笑みを向けてきた。

			　こいつ、俺のことが嫌いなのか？　奇遇だな。俺もお前が嫌いだよ。

			　紺色のサラサラした髪が輝いて見える。流石は、乙女ゲーの攻略対象──その代表と言ってもいい王子様だ。無駄に美形で、無駄に輝いて見える。

			　さて、そんな元王太子殿下にして、今はただの王子様であるユリウス殿下はアンジェの元婚約者だ。

			　アンジェを捨てて、別の女を選んだ大馬鹿者である。

			　本来であれば、選ばれるのはアンジェでもその女でもなく、この世界の主人公であるリビアであるはずだったのだ。

			　それが、あの女のせいで無茶苦茶だ。

			「バルトファルト、お前も喫茶店を出すらしいな。俺たちも喫茶店を開くつもりだ。良かったら来てくれ。──歓迎するぞ」

			　馬鹿王子の勝ち誇った顔に腹が立つ。

			　ユリウス殿下からチラシを受け取ったリビアが驚いていた。

			「お、お茶とお菓子のセットで百ディア！」

			　目を回したリビアが倒れるので、俺は咄とっ嗟さに支える。

			　チラシを取り上げて中身を確認すると、強気の価格設定。──いや、強気というか、ぼったくりではないだろうか？

			　前世感覚で言えば、安いお茶とお菓子で一万円を払う感じだぞ。おまけに追加オプションで金額は膨れ上がって──数十分で一人、二万から三万は簡単に消えていきそうだ。

			　キャバクラだってそこまで酷くねーよ！

			　ダニエルとレイモンドも唖あ然ぜんとしている。

			　俺は客一人で、十ディアから二十ディアもいけば良い方だと思ったが──忘れていた。ここは貴族のお嬢とボンボンたちが通う学園だった。

			　金持ちが多いから、価格設定はもっと強気でも良かったのだ。

			　ユリウス殿下は、リビアを見て首をかしげる。

			「安すぎたか？　だが、これくらいが良いとマリエが言うからな。本当ならもっと稼ぎたいんだが」

			　リビアが金銭感覚の違いにくじけそうになっていた。

			「──リオンさん、貴族様って凄すごいですね。私にはこんな高額な喫茶店に入る勇気がありません」

			「それが正しい感覚だと思うよ。こいつらは無視して良いから」

			　そもそも生きてきた環境が違うし、この価値観の違いはそう簡単には埋められないだろう。

			　──価値観の違いというのは、大きな問題だから仕方がない。

			　ユリウス殿下がムッとした表情になる。

			「随分と余裕だな。だが、バルトファルト──今度は負けないぞ」

			　そう言って去って行くユリウス殿下だったが、俺たちは敵情視察のためについて行く。

			　ついでに学園祭で負けないとか、何を言っているんだ、こいつ？

			　面白い奴だな。笑いを取る才能はあるらしい。

			　俺たちがゾロゾロと一緒に部屋に入ると、ユリウス殿下が驚く。

			「お、おい、なんで来るんだ！」

			「いや、偵察でもしようかな、って」

			「図々しいぞ！」

			「俺、自分に正直だから、気になったから見ておこうと思ってね。ほら、見せてみろ──よ？」

			　ユリウス殿下を押しのけると、そこにはとんでもない光景が広がっていた。

			　最初に思ったのは──これ、喫茶店じゃねーよ。

			　ローテーブルに豪華そうなソファーが並び、部屋は薄暗い。

			　元はただの空き教室が、内装に随分と力を入れているのか高級感にあふれていた。

			　教室の中では【クリス・フィア・アークライト】と【ブラッド・フォウ・フィールド】が衣装合わせをしていた。

			　どうみてもスーツ姿。しかも、胸元が開いている。黒系統のスーツに色つきのシャツ。

			　俺は叫ばずにはいられなかった。

			「ホストクラブじゃねーか！」

			　青い髪に眼鏡という真面目青年のようなクリスが俺に気が付き、普段から鋭い視線を更に鋭くしている。

			「バルトファルトか」

			　紫色の長い髪をまとめたチャラいスーツ姿のブラッドが、前髪をかき上げながら、

			「敵情視察かい？　相変わらずコソコソと汚い男だな」

			　汚いのはお前らだよ。

			　喫茶店と言いつつ、実際はホストクラブじゃないか。

			「お前ら卑ひ怯きょうだぞ！」

			　俺がそう言うと、クリスがとても嬉しそうに笑った。

			「お前からその言葉を聞けるとは思わなかった。やはり、マリエの提案に乗って正解だったな。お前の悔しがる顔を見られただけでも価値がある」

			　またあいつか！　あいつは本当にろくな事をしない！

			　ユリウス殿下が俺たちを前に宣言する。

			「今度の学園祭、勝つのは俺たちだ。バルトファルト、負けそうだからって逃げるんじゃないぞ」

			　俺を煽あおってくるユリウス殿下が本当に嬉しそうにしている。

			　お前ら馬鹿か？　喫茶店とホストクラブで何を勝負しろと？　そもそも戦う土俵が違うじゃねーか！

			　リビアがしきりに首をかしげている。

			「あの、これも喫茶店なのでしょうか？　雰囲気は酒場に近いような気がします」

			　リビアに顔を近付け、威圧するのはブラッドだった。

			「特待生まで文句を付けるのかい？　マリエの提案に文句を言わないで欲しいね。それに、提供するのはお酒じゃない。あくまでもお菓子とお茶だ。サービスは僕たちがするけどね。マリエの考えは君には分からないよ」

			「え、えっと、でも、何か違うような」

			　俺はリビアとブラッドの間に割り込む。

			「触るな。リビアが汚れるだろうが。あっちに行け」

			　手でシッシッ！　と離れるように促うながすと、ブラッドの眉間に皺しわが寄った。

			「──本当に腹が立つ奴だね」

			　お前ら、元は名門貴族の跡取りとして恥ずかしくないのか？　学園祭でホストクラブとか正気じゃないって。

			　部屋の中を珍しそうに見ていたダニエルが、メニュー表を発見して驚く。

			「サービス料十分で百ディア！」

			　レイモンドも驚いていた。

			「こ、こんなに高額な喫茶店って……」

			　俺たちが更に驚いていると、衣装合わせをしていたらしい女子──転生者が奥のカーテンから姿を見せた。【カイル】が側に控えている。

			　こいつはキャバ嬢として参加するつもりなのか？

			　女子の名前は【マリエ・フォウ・ラーファン】。ラーファン子爵家の末娘で、ユリウスをはじめとした名門貴族の跡取りたちを誑たぶらかした女だ。

			　希代の悪女が転生者──本当に勘弁して欲しい。

			　小柄の金髪碧へき眼がん。見た目は可愛い小悪魔系だろうか？　長い髪はゆるくふわりと癖を持ち、絶壁とも言える胸を持つスレンダー体型の女だ。

			　俺はこいつを見ていると、苛々して仕方がない。

			　──前世の妹を思い出す。

			「当然よ。言っておくけど、ユリウスをはじめ、みんな元は付くけど名門の跡取りだったのよ。そんな彼らにサービスして貰えるなら、それくらい払って当然じゃない？」

			　ドレス姿のマリエを見て、俺は舌打ちをした。

			「看板のプリンセス、ってお前のことか？　お前、子爵家の末っ子だろ？　プリンセスってお前──」

			　マリエが少し顔を赤くして、俺に言い返してくる。

			「こ、心はいつでもお姫様よ」

			　すると、ブラッドがマリエをフォローした。

			「マリエ、君はいつでも僕たちのプリンセス。お姫様だよ」

			「ありがとう、ブラッド。それに引き換え、脇役もどきのモブのあんたときたら本当に失礼よね」

			「俺、嘘うそが言えないんだ。ピュアだから」

			「あんたがピュアなら、ならず者も聖人君子じゃない。冗談は止めて」

			　この女にローキックを入れてやりたい。

			　マリエがふわりとした髪をかき上げ、そして俺たちに告げる。

			「学園祭当日が楽しみね。でも、あんたたちの喫茶店は暇そうだから、私たちの休憩場所に使ってあげるわ。あ、ちゃんと代金は払うわよ。だから、ちゃんとしたお茶を出してね」

			　言われなくても俺はお茶で嘘は吐かない。

			　だって師匠に申し訳ないから。

			　それにしても、学園祭で思わぬ強敵が隣に出現してしまった。

		

	

			


			第01話「王妃様」

			


			　学園祭を翌日に控えると、看板を持った生徒たちが自分たちの出し物を宣伝していた。

			「よし、私も頑張らないと！」

			　手作りの看板を持ったリビアが、いつもと違う学園内を歩いていた。

			　リオンの喫茶店を宣伝するためだ。

			　準備で忙しいリオンたち。ダニエルやレイモンドも買い出しで走り回り、アンジェは一年生の女子代表でもある。

			　実行委員としての仕事もあるため忙しい。

			　宣伝できそうなのがリビアしかいなかった。

			　そうして中庭を歩くと、男子数人が同じように看板を持って出し物の宣伝をしていた。

			　リビアだと気が付くと、

			「あれ？　君って特待生だよね？」

			　声をかけられ、リビアが少し慌てながら答える。

			「は、はい。えっと、喫茶店の宣伝をしようと」

			　そんなリビアに、男子たちが笑顔で話しかけてくる。

			　警戒していたリビアは、少し拍子抜けしてしまった。

			「そっちは喫茶店か。俺たち、屋台を出すから食べに来てよ。サービスするよ」

			「クレープなんだけどね。今年はかぶりが少ないから、気合を入れて稼がないと」

			「喫茶店は多いって聞いたから、そっちは頑張りなよ」

			　三人組が作業に戻っていくと、リビアは安堵した。

			（よかった。邪険にされたらどうしようかと思ったから）

			　学園に特別に入学が許されただけで、リビア自身は貴族ではない。

			　周囲からすれば、リビアは異質な存在だ。そのため、過去にはいじめも受けている。

			　また宣伝をするために歩き出すと、今度は女子たちがいた。

			「あの！」

			　だが、男子とは違い──女子たちの視線は非常に冷たかった。

			　専属使用人を連れているので、上級クラスの女子らしい三人組。

			　ベンチに座って話をしていたので声をかけたのだが、態度が非常に悪かった。

			「特待生が何よ？　私たち、忙しいんだけど」

			「き、喫茶店の宣伝で」

			　リビアが勇気を出して、リオンの喫茶店を宣伝する。

			　相手の女子は馬鹿にしたように笑っていた。

			「もしかして、バルトファルトの喫茶店？　行くわけがないでしょ。あんた、もしかしてあいつらに気に入られて調子に乗ってない？　少し男子にチヤホヤされたからって、勘違いしないでよね。平民風情が」

			　平民と言われ、嫌でも自分と彼女たちとの間にある壁をリビアは感じるのだった。

			　二人の女子が止めに入る。

			「止めなよ。この子、公爵令嬢のお気に入りだよ」

			「関わらない方がいいって。バルトファルトを怒らせると、あんたの実家も危ないわよ」

			　喧嘩腰の女子を宥なだめ、二人が連れ去る形で女子三人と使用人たちが去っていく。

			　リビアは少し悲しそうにするも、首を横に振る。

			「よし、次に行こう！」

			　悲しくはあったが、それでも自分にはアンジェも──そしてリオンもいる。知り合いすらいなかった入学時に比べれば、寂しくはなかった。

			（大丈夫。──私には二人がいるから）

			　二人がいる。それは、二人しかいないという意味でもあった。

			　宣伝を続けていくと、比較的男子の方は優しかった。

			　これまでが嘘のような対応だ。

			　しかし、やはり女子は冷たかった。

			　リビアの顔を見るなり、離れていく女子が大半だった。

			　落ち込むも、すぐにやる気を出してリオンの喫茶店を宣伝するリビアだったが──。

			「喫茶店をやるの？　あら、無料チケットなんて配っているのね。チケットはまだあるかしら？」

			「は、はい！」

			　──振り返ると、一人の女子が笑顔で声をかけてきてくれた。

			　宣伝用のお茶とお菓子がセットになっている無料チケットを渡した女子は、紺色の長い髪がとても綺麗だった。リビアが羨むようなスレンダー体型で、立ち姿も堂々としていた。

			「貴方は特待生よね？」

			「はい」

			「そう。私はカーラ──【カーラ・フォウ・ウェイン】よ。準男爵家の次女で、普通クラスに在籍しているわ」

			　上級クラスと普通クラスでは、そもそも授業内容が違う。

			　行事で一緒に行動することはあっても、普段は別々に行動していた。

			　そのため、どこかですれ違ったことはあったとしても初対面に近い。

			　相手が名乗ってくれたのが嬉しく、リビアは喫茶店の場所を丁寧に説明した。

			「私はリビア──オリヴィアと言います。学園祭では喫茶店を出しますから、是非来てくださいね！」

			　すると──。

			「そこ、確かユリウス殿下たちの喫茶店もあるわよね？」

			　リビアは肩を落として落ち込んでしまう。

			　リオンにとっての強力なライバル──それが、ユリウスたちの喫茶店だった。

			「そうなんです。リオンさんも困っていました」

			「ふ～ん、バルトファルト男爵と親しいのね」

			　リオンをバルトファルト男爵と呼んだのを聞き、リビアはハッとした。

			（す、少し気安すぎたかな？）

			　リオンは気にしていないが、貴族と平民という立場には変わりがない。リオンとリビアが必要以上に仲良くするのを、よく思わない生徒がいるのをリビアは知っていた。

			　しかし、カーラは嬉しそうにしていた。

			「噂うわさは色々と聞くけど優しい人なのかもね」

			「え？」

			「だって、特待生と一緒にいても男爵にはメリットがないもの。あ、別に貴女あなたが悪いって意味じゃないわよ。ただ、思っていたより優しい人なんだろうな、ってね」

			　カーラの言葉にリビアは嬉しくなった。

			　リオンを認めて貰えたと思ったから。

			「は、はい！　リオンさんは優しい人です。優しくて、強くて本当に頼りになる人なんです。時々やり過ぎてしまいますけど、皆さん誤解しているだけなんです」

			　本当に誤解なのか怪しいが、リビアにとってリオンは憧れの騎士だ。

			　優しく、強く、誰かを守れる理想の騎士である。

			「そ、そう。良かったわね」

			　若干引き気味のカーラに、リビアは満足げに微笑んだ。

			「はい。私、この学園に来て良かったと思えたのは、リオンさんと──アンジェのおかげなんです」

			「アンジェ──公爵令嬢のアンジェリカ様よね？」

			　カーラはそんなリビアに──。

			「ねぇ、学園祭で男爵とお話は出来るかしら？」

			「出来ると思いますよ」

			「そう──なら、貴方から男爵に私を紹介してくれない？　とりなして欲しいの」

			「紹介ですか？　必要ないと思いますけど、私で良ければ」

			　とりなして、という言い方が気になるも、リビアは笑顔で頷いた。

			「ありがとう。必ず顔を出すから、その時はよろしくね」

			　──そう言ってカーラは去っていくのだった。

			　リビアは深く考えずに手を振った。

			


			　　　◇

			


			　学園祭当日。

			　学園の上空では、開始を告げる花火が打ち上がっていた。

			　空に白い煙が、風にながれて消えていく。

			　客となるのは主に貴族の関係者たち。

			　学生時代を懐かしむ女性や、そんな女性たちに連れてこられた旦那や子供たち──そして、愛人たちも側にいる。

			　何とも奇妙な光景だった。

			　校門には次々に客が入っていくのだが、その流れを見ている女性が一人。

			　プラチナブロンドの長い髪。

			　青い瞳の女性は、少し垂れ目で優しそうな顔立ちをしていた。

			　一見すれば、二十代の女性。

			　足首の上まであるワンピースを腰で縛り、体のラインが出ている。

			　女性らしい膨らみと、引き締まった腰をしていた。

			　グラマラスな体形をしているが、雰囲気もあってどこか優しそうな柔らかな印象を与える女性である。

			　学園に入る一般客の列に並び、楽しそうに中を見ていた。

			「あら、楽しそうね。屋台がいっぱい出ているわ」

			　誰に声をかけたわけでもない。

			　しかし、周囲にいた女性客に扮ふんした護衛の一人が返事をする。

			　周囲には二人が会話をしているようには見えない。

			「──王妃様、遊びが過ぎます。学園祭をご覧になりたいのなら、正式に訪問すればよかったのでは？」

			　王妃──【ミレーヌ・ラファ・ホルファート】は、優しそうな雰囲気を一変させると妖艶な微笑みを浮かべた。

			　女性はホルファート王国の王妃にして、ユリウスの実母であるミレーヌだった。

			「それではつまらないでしょうに。可愛いユリウスを虚こ仮けにした男爵さんには、しっかり釘を刺さないとね」

			　周囲には一般客に扮した護衛が幾人も配置されていた。

			　一番近くにいる護衛が溜息を吐く。

			「ご命令くだされば、我々が──」

			　ミレーヌが柔らかい笑みを浮かべる。

			「私の目で見定めたいのよ。いったいどんな子なのかしらね？　本当に楽しみだわ」

			　クスクスと笑う王妃ミレーヌは、護衛の一人に頼むのだった。

			「それと、案内に一人呼び出して欲しいの。──アンジェを。アンジェリカを呼んで貰えるかしら？」

			　護衛の一人が人混みに消えるようにその場から消えると、ミレーヌは笑みを浮かべつつ校門で生徒が配っていたパンフレットを受け取り広げた。

			「──楽しみね、バルトファルト男爵」

			　少しだけ怖い笑みをパンフレットで隠すミレーヌは、学園入り口に並んだ屋台を見ながらアンジェが来るまで時間を潰すのだった。

			


			　　　◇

			


			　何だろう？

			　ちょっとだけ悪寒がした。

			　きっと気のせいだ。だって俺の勘はよく外れるから。

			　気持ちを切り替えた俺は、両手を叩いて全員に指示を出す。

			　今日は学園祭初日。

			　俺の喫茶店の準備は万全だった。

			「よし、学園祭初日だ。気合を入れて働けよ、野郎共。あと、お嬢様たち二人は適度に休憩を挟みつつ、学園祭を楽しむのも忘れないように」

			　そんな俺の挨拶に、無粋にも文句を付けてくるのはダニエルとレイモンドだった。

			　二人ともカーテンの奥にある厨ちゅう房ぼう担当である。

			「俺たちは最初からこき使うつもりかよ」

			「バイト代はしっかり請求するからね」

			　対して、女子の方は緊張している様子だった。

			「アンジェ、緊張してきました」

			「私も喫茶店で働くなど未経験だ。だが、少し楽しいと──」

			　そんなウェイトレス二人がキャッキャッと楽しそうにしているのを見ていると、ドアが開いて設置したドアチャイムベルが鳴った。

			　俺は精一杯の笑顔を向ける。

			「いらっしゃ──」

			「アンジェリカさん、実行委員から呼び出しがかかっていますよ」

			　お客様かと思ったら、見回りで忙しい女性教師がアンジェを呼びに来ただけだった。

			　アンジェが首をかしげる。

			「私に用事ですか？」

			「えぇ、急用と聞いています。すぐに本部へ向かってください」

			　教師はアンジェに伝え終わると、そのままどこかへと去っていく。

			　困っているのはアンジェだった。

			「すまない。すぐに用事を済ませて戻ってくる」

			　みんなで頑張ろう！　みたいな雰囲気だったのに、その直後に呼び出しを受けてしまった。

			　可哀想なのはアンジェの方だろう。

			　リビアが握りこぶしを作ると、

			「大丈夫です！　アンジェが来るまで私が頑張ります！」

			　俺はそんなやる気のあるリビアを見て、何て神こう々ごうしいのだろうと思った。

			　両手を挙げて頑張るぞー！　ってアピールしている姿を写真で残したい。

			　後で【ルクシオン】に頼むとしよう。

			　アンジェがクスリと笑った。笑顔で喫茶店を出ていく。

			「なら、早く戻ってこられるように私も頑張るよ。リオン、あまり無茶をするなよ」

			　この場合の無茶というのは、客に対して酷いことをするなという意味だろう。

			　何となく察することが出来た。

			「俺ってそんなに信用がないの？」

			　アンジェは笑った。

			「お前はすぐにやりすぎるからな。行ってくる」

			　アンジェがいなくなった喫茶店。

			　リビアがドアから見える景色に驚く。

			「あ、あれ？　リオンさん、何だか行列が出来ているように見えるんですけど」

			　奇遇だね。

			　俺にも見えているよ。

			　隣の教室へと続く長蛇の列が──。

			


			　　　◇

			


			「王妃様、あまり無茶を言われても困ります」

			　アンジェがメイド服で迎えに行った相手は──無邪気そうに学園祭を楽しんでいるミレーヌだった。

			　ミレーヌはアンジェに「ごめんね」と謝罪するのだが、

			「でも、今日くらいは私のわがままに付き合って欲しいわね。貴女の頼みで、私も色々と大変だったのよ。貴女のお気に入りの男爵のこととかね」

			　それを言われると何も言えないアンジェは黙ってしまう。

			　ミレーヌはアンジェに抱きつき、そして学園祭の雰囲気を楽しんでいた。

			「学園祭って初めて！　それに、アンジェのメイド服姿も久しぶりに見たわ。以前は私付きだったから見慣れていたのにね」

			「あ、あの頃は、色々とお世話になりました」

			　アンジェは王宮で行儀見習いをしていたが、その仕事のほとんどはミレーヌの側での世話係だった。

			　ただ、当時は幼く失敗も多かった。

			　今よりも子供だったので性格がきつく、それでいて過激な部分も多かった。

			（あの頃を思い出すと恥ずかしいな）

			　世間を知らず、建前を本気と勘違いし、そしてミレーヌにも色々と迷惑をかけていた幼い日々。

			　昔の恥ずかしい思い出が蘇り、アンジェはミレーヌから視線をそらす。ミレーヌは、そんなアンジェを見て楽しそうにしていた。どうやら、からかっているらしい。

			（私はこの方に一生頭が上がらないのだろうな）

			　そして、周囲へと意識を向ける。

			　学園祭に溶け込むように、ミレーヌの護衛が客の格好をしてこちらを監視している。

			「それにしても学園というのは凄いわね。私の祖国にはなかったわ」

			　ミレーヌはとても楽しそうにしながら、アンジェに話しかけるのだった。

			「そうですか」

			　ミレーヌは他国から嫁いできた王妃だ。

			　本来なら微妙な立場でもあるのだが、本人の才覚から王宮内でも無視できない権力を持っていた。

			　アンジェがユリウスと正式に婚約できたのも、ミレーヌの許可があったからだ。

			　ミレーヌがアンジェの顔を覗のぞき込む。

			「叙じょ勲くん式しきよりも顔色がよくて安心したわ。きっと、今が充実しているのね」

			（天てん真しん爛らん漫まんのようで、人をよく見ている。怖い人だな）

			　アンジェは敵かなわないと思いつつ答えた。

			「楽しく学生生活を送っていますから」

			　ミレーヌが少し考えてから尋ねる。

			「もしかして、これから会うリオン君？」

			　アンジェは少し頬を染めつつ答えた。

			「違いますよ。それよりも、本当にリオンとお忍びで会うおつもりですか？」

			「当然じゃない。ユリウスが廃はい嫡ちゃくになったのは本人の責任だけど、親としては文句も言ってやりたいわ。決闘を安易に引き受けたユリウスも問題よ。でも、私が気に入らないのは内容なの。本当に酷すぎて声も出なかったわよ」

			「私の代理人が申し訳ありませんでした」

			　アンジェが謝罪するほどに、リオンの決闘内容は酷かった。

			　圧倒的な力でねじ伏せ、おまけにユリウスたちに説教までしたのだ。

			　当時のユリウスは王太子。そんな立場の人間に、上から目線で説教し、更に煽りまくっていた。普通はあり得ない。

			　普通なら重い処罰が待っている。

			　だが、そこからリオンは逆に出世するという偉業を成し遂げていた。

			　しかし、だ。

			（やはり王妃様は恨んでいるのだろうな）

			　公人としては許しても、私人としてミレーヌがリオンを許せないというのを、アンジェも理解していた。何しろ、ミレーヌにとってユリウスは息子である。

			　そのユリウスを酷い目に遭わせたのがリオンだ。

			　感情的に許せないのだろう。

			（だが、やはり凄いな。その程度で気持ちを抑えているのだから）

			　同時に、リオンを公人としては許せるだけの度量も持ち合わせていた。

			　それがミレーヌだ。

			「王国の騎士に任命したのだから、これからは私たちにも彼の行動の責任が発生するのよ。ここはガツンと言ってやるわ」

			「あまり厳しい言葉は勘弁してあげてください。その──リオンが可哀想です」

			「アンジェは優しくなったわね。少し前の貴方なら、私が言って聞かせます！　くらい言ったのに。それとも、ユリウスの件がまだ応えているのかしら？」

			「いいえ、とは言い切れません」

			　未だに引きずっているアンジェを見て、ミレーヌは優しく語りかける。

			「母親として謝罪するわ。ごめんなさいね、アンジェ。それにしても、あの子はどうして騙されちゃったのかしら？　王宮ではそんなそぶりもなかったのに」

			　王宮ではむしろ、近付いてくる女性を警戒する程だったとミレーヌは言う。

			「殿下曰いわく、学生の──普通の雰囲気が良かったそうです。あと、自分を理解してくれる、と」

			　それを聞いてミレーヌは困っていた。

			「学生の普通という雰囲気が分からないのよね。私は学園に通ったことがないから。ただ、聞いていた以上に学園って──酷い場所ね」

			　ミレーヌが見て酷いと言ったのは、女子の態度だった。

			　屋台の前で揉もめている女子を二人は見る。

			「ちょっと、こんなものでお金を取るつもり？　タダにしなさいよ」

			「こ、困ります」

			　男子が店員で、女子は客──金を払わずに屋台から去っていく。

			　おまけに多くの女子が亜人種の奴隷を連れ回していた。

			　他国から嫁いできたミレーヌには、その光景は異常に見えているようだ。

			「本当に酷いわね」

			「お恥ずかしい限りです」

			　そんな学園祭を見て回りながら、二人はリオンの喫茶店へと向かった。

			　ミレーヌは喫茶店が見えると表情を引き締める。

			「ここね──って、お隣は大盛況ね」

			　長蛇の列が出来ている隣の喫茶店。

			　対して、リオンの喫茶店にはお客はいても列など出来ていなかった。

			　アンジェは少し迷ってしまう。

			（殿下の出し物を見せるのは後でも。いや、流石にお忍びだから避けた方がいいのか？　私と一緒にいるところを見ては、殿下も落ち着かないだろうし）

			　ミレーヌがアンジェの手を握る。

			「さぁ、リオン君を困らせに行くわよ。アンジェも協力してね」

			「いえ、あの、協力は流石に無理です。私はここのウェイトレスでして」

			「良いから。良いから！　紅茶が温ぬるいとか、そうやって文句を付けるだけだから。最低でも三回は淹いれ直させるわ。それで今回は許してあげる」

			　十分に迷惑な客だと思いながら、二人が喫茶店に入ると──。

			「紅茶が温いわ！　淹れ直してきて！」

			　カップごと投げつけられ、紅茶まみれになるリオン。

			　服は随分とボロボロで他にも何かされた跡があった。とにかく酷い状態で立っている。

			　俯うつむいているため、リオンの表情は見えない。

			　リビアが泣きそうな顔になっていた。

			「リオンさん、すぐに手当を──」

			　だが、リオンはリビアを手で制し、そして下がっているように言うのだった。

			　そして、女子生徒に対して謝罪する。

			　相手は随分と派手な女子生徒と、その取り巻きたちだった。

			「申し訳ございません。すぐに淹れ直して参ります」

			　そう言って落ちたカップを拾おうとリオンが屈むと、女子は立ち上がってニヤニヤしながらリオンの後頭部を踏みつけた。

			　厨房から様子を見ていたダニエルやレイモンドが、悔しそうに俯いている。

			　友達を助けないのは薄情にも見えるが、学園という特殊な環境では女子の方が立場は強い。

			　それを知っているため、リオンは厨房の二人にも目で手を出すなと訴えていた。

			「やっぱりいいわ。どうせたいした茶葉でもないのだし、このまま帰らせてもらうわ。こんな不ま味ずいお茶とお菓子を私たちに出したのだから、お金なんて取らないわよね？　いえ、むしろあんたが払うべきじゃないかしら？」

			　女子はグリグリと、革靴のかかと部分で、リオンの後頭部を踏みつける。その友人である女子たち、そして彼女たちの専属奴隷たちが笑っていた。

			　リオンは踏みつけられ、まるで土下座をしているような体勢になっている。

			「お代は支払っていただきます」

			「はぁ？　あんた、私たちからどれだけお金を巻き上げたと思っているの？　借金が返せなくて、専属使用人を売った子もいるのよ！　それが分かっているの！」

			　そもそも借金はリオンの責任ではないし、奴隷を売ったのはその女子の都合である。

			　ミレーヌはドン引きして声も出なかった。

			　そのあまりにも酷い光景を眺めていたが、ハッと気が付く。

			「え？　──え？」

			　何度もリオンとアンジェを交互に見て、何が起きているのか説明を求めていた。

			　一方アンジェは怒りでワナワナと体が震えている。

			　そして前に出ると、リオンを踏みつけている女子を突き飛ばした。

			「ちょっと、何をするのよ！」

			　女子がよろめきながら自分の専属使用人に支えられると、アンジェを睨み付けてくる。

			　リオンが顔を上げ、止めに入る前にアンジェの口が動いた。

			「態度の悪い客人だ。お帰り願おうか」

			　アンジェが来ると周囲の女子たちが騒がしくなるが、突き飛ばされた女子は笑みを浮かべていた。

			　公爵令嬢であるアンジェに対して、怯おびえた様子がまるでなかった。

			「誰かと思えば、ユリウス殿下に婚約破棄されたアンジェリカじゃない。何、その格好？　貴族の娘として恥ずかしくないのかしら？」

			　アンジェが舌打ちをしたいのを我慢する。

			（伯爵家の娘か。しかも敵対派閥──厄介だな）

			　アンジェと親しくないばかりか、敵対的な派閥にいる伯爵令嬢だった。

			「何その目？　もしかして、あんたを怖がると思ったの？　残念でした！　今のあんたなんか──」

			　すると、アンジェの前にリビアが出て来る。

			「もう止めてください！　リオンさんにも酷いことをして、アンジェにまで──もう帰ってください！」

			　アンジェはリビアの顔を見る。

			「リビア、お前──」

			　だが、相手は額に青筋を浮かべた。

			「──図に乗るんじゃないわよ、平民風情が」

			「え？」

			　相手の言葉に、リビアが一歩下がった。

			「お前程度がこの私に意見するの？　どこまで調子に乗れば気が済むのかしら？　あんた、自分が貴族にでもなったつもり？　アンジェの可愛いペットだからって、私たちと同じ地位に立てると思ったの？」

			「──ペット？」

			　リビアが酷く驚いた顔をしていた。

			　アンジェはまずいと思い、

			「そこまでにしろ。これ以上は本気で許さないぞ」

			　だが、相手は黙らなかった。それどころか、アンジェの過去を話すのだった。

			「お友達が減ったから平民にすり寄ったの？　公爵令嬢様が情けなくなったわね。あんた、いつだったかパーティーで言っていたじゃない。平民なんて数字だって。あんたも平民なんてたいして気にかけていなかったじゃない」

			　リビアがアンジェの方へ、ゆっくりと顔を向けてくる。

			「アンジェがそんな──」

			「ち、違う。私は──」

			　二人が慌てている状況が面白かったのか、その女子は続けた。

			「平民なんか人間じゃないのよ！　あんた、少しは立場が分からないの？　ちょっと手柄を立てた屑くず騎士と、公爵令嬢がいるからみんな黙っているだけよ。あんたなんてね──」

			　そこで低い声が部屋に響く。

			「そのドブ臭い口を閉じろ」

			　──リオンだった。

			　伯爵令嬢がリオンに視線を向け睨み付ける。

			「調子に乗りやがって。あんた、伯爵家を敵に回すって意味が分かっているのかしら？」

			　女子が自分の専属使用人へと目配せをした。専属使用人が、リオンの頭を踏みつける。

			「ふん、偉そうに。お嬢様、こいつにはきつい教育が必要なようですよ」

			　集まる専属使用人たちが、リオンを見下しニヤニヤしていた。

			　見守っていたミレーヌが、これまでと思ったのか声を張り上げた。

			「いい加減にしなさい！　これ以上は見ていられません」

			　喫茶店内の視線がミレーヌに集まると、アンジェと睨み合っていた相手が苛立った顔をする。ミレーヌにたいして向ける顔は、自国の王妃に向けるような顔ではなかった。

			「何よ、おばさん」

			「お、おばっ！」

			　アンジェは頭を抱えたくなる。

			（こいつは自国の王妃の顔も知らないのか。だが、こんな場所に王妃様がいるとは思わないか）

			　伯爵令嬢ではあるが、その女子の立場は微妙だった。

			　いわゆる成り上がり。しかも、リオンのような手柄を立てての成り上がりでもなかった。

			　王宮にも顔を出さないような女子であり、行儀見習いも行わずにミレーヌの顔を知らなかったのだろう。

			　アンジェが注意しようとするも、頬を引きつらせながらミレーヌは耐えていた。

			「今の発言は聞かなかったことにします。貴女たち、すぐに支払いを済ませて出て行きなさい。それでも学園の生徒ですか。いえ、貴族として恥ずかしくないのですか！」

			　ミレーヌの言葉に対して、喫茶店内の女子たちの中には鼻で笑う者もいた。

			　目の前の相手は止まらない。

			「はぁ？　調子に乗らないでよ。私を誰だと思っているの？　オフリー伯爵家の娘よ。身の程を知りなさい！　この婆ばばあを摘まみ出して」

			　女子が専属使用人に命令すると、亜人たちがミレーヌを囲む。

			　アンジェは我慢の限界に達していた。

			「貴様ら。誰に向かって──」

			　すると、視界にこちらを見ているリオンの顔が入った。

			　ミレーヌとアンジェの顔を見て、その顔は──段々と笑みに変わる。最初は驚いていたが、その顔は状況を察したのかとても楽しそうだった。口が三日月のように広がり、目も弧を描いていた。

			　我──大義を得たり！　そんな声が聞こえてきそうだった。

			（ま、まずい。なんとかこの場は──）

			　アンジェが気付いた時には、リオンはミレーヌを囲んでいた専属使用人の一人を蹴り飛ばしていた。

			　魔法で強化したリオンの肉体が──全力で攻撃を行えば、強きょう靭じんな肉体を持つ亜人たちをも吹き飛ばしてしまう。

			「ぶっ飛べ、ば～か！」

			　その行動に、亜人たちだけではなく、女子や厨房で見ていたダニエルやレイモンドも驚いている。

			　リビアはもうわけが分からないという顔をしていた。

			　叫んだのはダニエルだ。

			「ば、馬鹿はお前だ！　専属使用人に手を出したら──」

			「いいんだよ！　お前ら、喜べ。楽しいパーティーの時間だぁぁぁ！」

			　普段、男子たちが専属使用人を攻撃しない理由は、女子に嫌われるから。この一点である。この一点で専属使用人たちは守られていたのだ。

			　ただ、この状況、リオンにしてみれば言い訳が出来るのだ。

			　リオンは王妃の顔を知っている。

			　叙じょ勲くん式しきで王妃であるミレーヌの顔を見ているのだ。そして、アンジェが側にいることや立ち位置やら配慮から、王妃だと確信したようだった。

			「くたばれぇぇぇ！」

			　もう一人の亜人をリオンは両手を組んでハンマーのように振り下ろし、硬い床に叩き付けた。

			　容赦など微み塵じんも感じられない。

			　リオンを取り押さえようと覆い被さった亜人は、そのまま投げられ同じように床に叩き付けられる。

			　三人を一瞬で叩きのめし、リオンはミレーヌを庇かばうように前に出て──。

			「控えろ、下郎共！　このお方をどなたと心得る！　ホルファート王国王妃──ミレーヌ様であらせられるぞ！　頭が高いんだよ、ひれ伏せ！」

			　自分を踏みつけて笑っていた伯爵令嬢たちを、今度は逆にリオンが見て笑っている。そしてミレーヌの正体まで暴いてしまった。

			　ミレーヌが戸惑っている。

			「え？　あれ？　何で？」

			　困っているミレーヌを見て、アンジェは両手で顔を隠した。

			「リオン──お前という奴は」

			　お忍びが台無しである。王妃を理由に専属使用人たちを叩きのめし、女子たちをひれ伏させようとしていた。

			　リオンは女子たちを威圧する。

			「お前ら覚悟しろよ！　王妃様に手を出した報いを受けてもらう！　伯爵家の娘だろうが、ただで済むと思うな！」

			　王妃であるミレーヌの威光を笠かさに着て、リオンは高笑いをする。女子たちは動けないのか立ち尽くし、口をパクパクさせていた。血の気が引いて顔が青ざめている。

			　ミレーヌがリオンの腕にすがりつく。

			「リオン君、待って。お忍びなの。こんな所で騒ぎなんて起こせないの！　だから落ち着こう。良い子だから。ね？」

			　怒おこりに来たミレーヌが、リオンを宥めようとしている不思議な状況。

			　しかし、リオンは話など聞いていなかった。

			　興奮しているのか、目が本気だった。

			「お任せください、王妃様。このリオン、こいつらを成敗する際は先陣を切る覚悟です。さぁ、ご命令を！　族滅でも根切りでも実行してみせますよ！　ご命令を！　王妃様の敵は、全てこのリオン・フォウ・バルトファルトが倒しましょう！　滅めっ殺さつですよ、滅殺！」

			「駄目って言ってるでしょう！」

			　涙目のミレーヌ。アンジェは溜息を吐く。

			（興奮しているな。これまで何をされたのか想像はつくが）

			　喫茶店内には、リオンに嫌がらせを行おうとしていた女子たちが多くおり、俯いて震えていた。

			　ボロボロになったリオンの服。

			　床には何かをたたきつけた跡もあれば、テーブルの上も随分と汚れていた。

			　ゴミ箱を見れば、割れた陶器類の山。

			　リオンへ仕返しをしようと、喫茶店に乗り込んできたわけだ。

			　同じようなことをしようとしたミレーヌだったが、それ以上のことを学園の女子がしているとは思わなかったのかドン引きしている。

			　女子たちを叩くための口実が出来たと、リオンが高笑いしている。

			「大義は我らにあり！　アロガンツでお前の実家を蹂じゅう躙りんしてやるよ！」

			　ミレーヌがリオンにすがりついて涙目だった。

			「お願いだから止めて。私が悪かったから許して頂戴！」

			　あまりに酷い状況の中で、リビアだけは俯いて泣きそうな顔になっている。

			　そして、厨房から出てきたダニエルとレイモンドたちは──専属使用人たちを縛り上げていた。

			　しかも笑顔で、だ。

			「王妃様に手を出そうとした。いけないことだよな」

			「いけないね。これはリオンの言うとおりじゃないかな？　大義は我らにあり、だよ」

			　普段から男子を見下してくる専属使用人たちを前に、二人ともどうしてやろうかと笑顔だった。

			（収拾がつかん、か。──あの人に頼るとしよう）

			　アンジェはどうにもならないと思い、ある人に助けを求めることにした。

			　同時に、リビアの顔を見て自分も俯く。

			（リビアに何と声をかければいいんだ？　私は──私はリビアに──）

		

	

			


			第02話「愛の告白」

			


			「ミスタリオン！　いけません。茶の道を進む者が、ご婦人に迷惑をかけるなどあってはならないことですよ！　それは紳士ではありませんよ！」

			「すみません、師匠。でも、俺──俺は！」

			　客がいなくなった喫茶店。

			　俺は師匠に叱られていた。

			　アンジェが師匠に助けを求めたために、こうして俺はお説教を受けている。普通なら真面目な顔をして聞き流すところだが、師匠の言葉が胸に突き刺さってくる。

			　流石の俺もこの人には逆らえない。

			　何しろ師匠は、学園の教師である前に俺のお茶の先生──師匠だ。

			　師匠が俺の肩にそっと手を置く。

			「辛かったでしょう。苦しかったのでしょう。しかし、そこで諦めてはいけません。その先にこそ、真の紳士としての道──そして、茶の道が続いているのです」

			「──は、はい、師匠！」

			　紳士の道は長く険しいらしい。

			　俺が師匠の言葉に感動していると、溜息を吐く声が聞こえてきた。

			　落ち着いた大人の女性が、今は疲れた顔をして椅子に座っている。その両隣には、アンジェとリビアが座り、丸テーブルを囲んでいた。

			　俺は汚れた服を着替え、ダニエルとレイモンドは楽しいパーティーを行うために、店を出て友人たちに声をかけている。

			　腹立たしい女子たちは、王妃様のお許しをもらって逃げるように俺の店から出ていった。あいつらの顔は覚えた。──絶対に忘れない。

			「そちらの話も終わったようね。では、次は私がお話をしてもいいかしら？」

			　師匠が背筋を伸ばし、スーツをピシッと整えると給仕を開始した。

			「では、私がお茶の用意をしましょう。ミスタリオン、道具をお借りしてもよろしいかな？」

			「もちろんです！」

			　師匠に使ってもらえるなら、道具も茶葉も大喜びしていることだろう。

			　それはそうと、王妃様が俺を怒っていますという顔で見てくるのが気になる。

			「リオン君。私は怒っています」

			　王妃様の言葉に、俺はその場で両膝をついて両手も床に付ける。

			「やはりそうでしたか。分かっていました──どうか、家族だけは許してください！　俺は、俺はどうなっても構いませんから！」

			　そんな俺の態度にミレーヌ様がまた慌てた。

			「え？　いや。ち、違うのよ。そういう話じゃないのよ。アンジェ助けて！」

			　隣に座るアンジェに助けを求めたミレーヌ様を見て、どうやら俺に本気で怒っている様子ではないのを察した。

			　いや、元々分かっていたが、からかってやるつもりで演技をしただけだ。

			　本気で王妃様が怒っていたら、俺は今頃王国から脱走している。

			　ただ、アンジェには演技だと気付かれていた。

			「ミレーヌ様、からかわれていますよ。リオンはミレーヌ様が本当に怒っていないと分かっている顔をしています」

			「え？」

			　ミレーヌ様が俺を見てくるので、舌を出して自分の頭に拳を乗せ──テヘペロをしてみた。

			　もの凄く冷たい目を向けてくるので、どうやら許してはくれないらしい。

			「最低ね。見損なったわ」

			「申し訳ありませんでした！」

			　今度こそ本気で謝罪をしたところで、師匠がミレーヌ様の用件を伺う。師匠がお茶を用意してくれるなんて何だか得した気分だ。

			　その香ってくる匂いには衝撃を受けた。

			　──っ！　同じ茶葉を使っているはずなのに、どうしてここまで差が出る。

			　香りまで別ものみたいじゃないか。

			　流石は師匠だ。

			「王妃様、今回のお忍びの件ですが──」

			「もう良いわ。下手なことを言うと、誰かさんがいじめるからハッキリ言います。リオン君、私は貴方に文句を言いに来ました。処罰云々ではなく、個人的な話です」

			　──そうだろうね。

			　理由はどうあれ、俺はユリウス殿下をボコボコにしたのだ。

			　母親としては許せないだろう。

			　さて、この王妃様──ミレーヌ様だが、ゲームではいわゆる敵側の人間だ。アンジェと親しい様子からも分かるように、主人公がアンジェと敵対すればそのまま一緒に敵になる人物でもある。

			　流石は女性向けのゲームだ。姑しゅうとは嫌いらしい。

			　ユリウス殿下が主人公を好きになると、そんなことは許さないという立場の人だからね。当たり前のことを言っているだけなのに、乙女ゲーでは二人の仲を引き裂く敵になる。

			　何だか理不尽だよね。当たり前のことを言っているのに、酷い人枠だよ。

			　そんなミレーヌ様も、最後は主人公を認めざるを得なくなる。

			　それは主人公が聖女という立場を得てしまうからだ。この聖女という立場だが、宗教的に凄く重要な意味を持っている。

			　その辺り、ゲームではふわっとしすぎて説明不足だったけどね。どうして聖女が凄いのか説明はないが、主人公が最後に活躍するので凄いんだ、的に見えてしまう。

			　主人公自身の力も重要なのだが、この聖女としての力がこれまた凄くて──。

			　話がそれた。さて、ミレーヌ様が俺にどんな文句を言いに来たのか？

			「お伺いしますよ」

			「よろしい。では──ユリウスの事を先に詫わびます。あの子のわがままに付き合わせて申し訳ありませんでした」

			　謝罪から始まるとは思わなかった。

			　悪の親玉なのに礼儀正しいな。

			「どうしてこうなってしまったのか、母親でも理解に苦しむわね。言い方は悪いけれど、子爵家の娘なら愛人でも良かったのよ。あの子、王宮では女性に対して素っ気なかったから、ここまで執しゅう着ちゃくするとは思わなかったわ」

			　ミレーヌ様が俺の瞳を見つめてくる。

			　透き通った青い瞳に吸い込まれそうになった。

			　俺は凄いことに気が付いた。──この人、めっちゃ美人だ。

			　先程からの態度を見ていても、とても三十代の女性とは思えない。

			　むしろ、可愛くない!?

			「ただし、決闘内容には納得が出来ません。戦いぶりが酷すぎます。貴方ならもっと穏便に事を収められたのではなくて？」

			　出来たとは思うが、そもそもストレスの発散に気を遣いたくない。

			　俺が神しん妙みょうな顔をしつつ、助けを求めるようにリビアやアンジェへとチラチラ視線を向ける。しかし、二人とも気付いてくれない。

			　先程の伯爵家の女子が言った言葉が原因だろう。

			　お互いに俯いていて、俺のアイコンタクトに気付いてくれない。

			　ここはルクシオンに助けを求めるため、強く念じると電子音の声が聞こえてきた。

			『マスターが穏便に事を収める？　無理ですね。この人はマスターに何を期待しているのでしょうか？』

			　──相棒が酷い。

			　この役立たずの人工知能が！　もっと俺に優しくしろよ。

			　ただ、黙っているとミレーヌ様が勘違いをしてくれた。リビアやアンジェたちへの視線で何か思ったのだろう。

			「あら、もしかしてそういうこと？　若いわね～」

			　笑顔で俺をからかってくるが、何を勘違いしたのか？

			　──都合が良いので黙っておこう。

			「リオン君、分かっていると思うけど、王宮にも貴方の敵は多いわよ。ユリウスに期待していた人たちも多いの。貴方、この先のことをしっかり考えている？」

			　王宮どころか、学園中が敵だらけですけどね。

			　まったく、俺のような善良な人間がどうしてこんな目に遭うのか。それはそうと、王宮に敵がいてもね──別に、って感じだ。

			「もちろんです」

			　分かっているふりをしているが、王宮のことはアンジェパパに頼ります。そもそも、王宮とか俺は顔を出さないし、出世にも興味がないので関わりたくない。

			　何だったら、降格してくれてもいいのよ。

			　ユリウス殿下に期待していた人たち？　見る目がなかったと諦めてもらおう。実際、見る目がないって。だって、アンジェを捨ててマリエを選んでいる時点で駄目だもの。

			　王太子として失格だったね。

			「そう。強い子ね。ユリウスの側に貴方みたいな子がいれば、あの子も道を間違えなかったのかしら？」

			　それはどうだろう？　確かに俺が側にいれば、マリエは遠ざけただろう。だが、今度はゲーム的な理由で、ユリウス殿下にリビアを勧めたかも知れない。そうなるとアンジェは敵になってしまう。

			　ゲーム的に正しい選択か、リアルで正しい選択か──どっちも面倒だな。

			　困ったな。あいつの側にいたら、俺は今以上に大変なことになっていた気がするぞ。

			　しかし、仮定の話に意味などない。

			「俺がいたところで結果は変わりませんよ」

			「そうかしら？　それはいいとして、今日はもう一つだけ別の目的があるの。それを手伝ってもらいましょう」

			「別の目的？」

			「私は他国から嫁いできたから、学園に通ったことがないのよ。だから、学園での思い出が欲しいな～。リオン君は手伝ってくれるわよね？　私ね、学園が凄く気になっていたのよ。知り合いの女性たちみんなが楽しそうに話をするから、羨ましくて」

			　悪戯いたずらっ子のような笑みを向けてくる三十代のご婦人が、学園の思い出が欲しいと？

			　前世の俺なら婆自重しろとか笑っていたかも知れない。

			　だが──今は違う。

			　俺は立ち上がってミレーヌ様の手を両手で握った。

			　何て綺麗な手だ。

			「え？」

			　驚くミレーヌ様──いや、ミレーヌさんに言うのだ。

			「良いでしょう。学園での思い出を作っていただきます。ミレーヌさん──俺と結婚してください！」

			　顔を真っ赤にして狼狽うろたえているミレーヌさん。

			　椅子から立ち上がったのは、リビアとアンジェだった。

			「リオンさん！　何を言っているんですか！」

			「お、おま──お前は！　相手は王妃様だぞ！」

			　師匠も流石に驚いている。完璧紳士の師匠を驚かせた俺って凄くない？

			「ミスタリオン、流石にその冗談は笑えませんぞ！」

			　分かっている。分かっているが、ここでよく考えて欲しい。

			　学園に通う目的は何か？　勉学？　違います！

			　ここはあの乙女ゲーの学園だ。目的はただ一つ！　それは結婚することだ！　つまり、そういう思い出が欲しいのだ。ならば、俺がここで行うのは求婚である！

			　本気ではないが、思い出が欲しいと言えばこれしかないだろう。

			　つまり、王妃様は告白されたがっているのだ！　なんという名推理。俺って凄い！

			　そして、結婚相手と見た際にミレーヌさんは超優良だ。経産婦？　子供を産める証拠だろうが！　貴族は跡取りが欲しいから、むしろ大歓迎である！　処女じゃない？　学園にいる女子なんてほとんど非処女だ！

			　処女なんて幻想上の生き物は存在しない！

			　年齢？　別に良いね。躾しつけの出来ていない獣みたいな十代よりも、お淑しとやかで可愛い三十代の方が最高だ！　俺は人間と結婚したいんだ！

			　学園生活で理解した。女子に幻想を抱くのはもう止めよう、って。

			　俺は学園の女子とミレーヌさんなら、迷わずミレーヌさんを選ぶね！

			　あれ、待って。冗談のつもりだったけど、本当にこの人、身分以外はパーフェクトじゃない？

			「好きです！　愛しています！」

			　俺は考えるよりも早く、口から言葉が出てしまっていた。

			「こ、困ります。わ、私には夫も子供も──そ、それにおばさんだし」

			「関係ありません。貴女は美しい。たとえ家族がいたとしても、俺は好きなんで──ぶっ！」

			　頬を染め、目を潤うるませる可愛いミレーヌさんの照れ顔を見ていたら、急に後頭部を叩かれた。

			　いったい誰だ！　ぶっ飛ばしてやる！

			　そう思って振り返ったら、そこには怒気をまとったユリウス殿下の姿があった。

			　乱れたスーツ姿で、胸元が大きく開かれていた。髪型も乱れている。随分とくたびれた感じになっていた。

			「あ、殿下」

			　俺がそう言うと、ユリウス殿下は持っていたお盆を振り上げた。

			「人の母上を口説くとは良い度胸だな、バルトファルト。貴様をここで斬ることが出来ないのが残念で仕方がないよ」

			　結構本気で怒っていた。

			　目の前で母親を口説かれたら当然か？

			　ミレーヌさんが戸惑っている。

			「ち、違うのよ、ユリウス。こ、これはその──」

			「母上もいい加減にその手を離してください！　バルトファルト、お前もさっさと手を離せ！」

			「え～ヤだ」

			　嫌がるとユリウス殿下が殴ってきた。

			　吹き飛ぶ俺。

			「リオン君！」

			　慌てて駆け寄ろうとするミレーヌさんだったが、ユリウス殿下に手を引かれ俺の店を出ていく。

			「母上もいい加減にしてください。隣に俺たちの店があります。そこで話を聞きますからね。まったく、どうして学園にいるのか」

			　去っていく二人を見送りつつ、俺は思うのだ。

			　──王妃様、学園での良い思い出は作れましたか、と。

			


			　　　◇

			


			　喫茶店プリンセス。

			　こちらも休憩時間になったことで、部屋に客はいなかった。

			　先程まで札束を数えていたマリエは上機嫌だったが、今はカーテンで仕切った奥でユリウスが連れてきた人物から隠れている。

			（なんで悪の親玉がいるのよ！）

			　悪の親玉ではないが、ゲームでは悪役令嬢の支援をしていたのが王妃であるミレーヌだ。

			　マリエからすれば当然敵だ。

			　しかも、今のマリエでは太刀打ちできない相手だった。

			　隠れながら様子をうかがっていると、カイルがマリエのスカートを引っ張る。

			「ご主人様、もう嫌ですよ。女子たちが、サービス料は払っていると言って僕の体をなで回すんですよ。次はお手伝いしませんからね」

			　そんな文句を言う自分の専属使用人に対して、マリエは腹立たしかった。

			（何を言っているのよ！　あんたたちの生活費とか必要経費を稼ぐために、こっちは大変だっていうのに！　少しは手伝いなさいよ）

			　マリエがお金にこだわっているのは、ユリウスたちの生活費が必要だからだ。

			　ユリウスはリオンとの決闘の一件から、見限られてこそいないものの、大幅に仕送りを減らされている。

			　他の四人に至っては仕送りを止められていた。

			　そんな状態である五人と、そして自分の生活費を稼ぐためにマリエは学園祭で荒稼ぎしているのだ。

			「三日間だけ頑張りなさい。そうすれば、後は楽になるから」

			「本当ですか？」

			　文句の多い使用人だと思いながら、マリエはミレーヌたちの様子をのぞき見ていた。

			　ソファーに座り、ユリウスとローテーブルを挟んで向かい合っている。

			「母上、バルトファルトに近付かれては困ります。あいつは油断できません」

			　黙っているミレーヌは、目つきが鋭くなっていた。

			「知らないでしょうが、あいつはとにかく汚い奴です。金のために何でもします。おまけに卑怯者です。王妃である母上に告白するなど異常ですよ」

			　ユリウスはいかにリオンが駄目なのかを説明しているのだが、ミレーヌは店内を見渡して目つきが更に険しくなっていた。

			　マリエは青ざめる。

			（あ、これは絶対に怒っている）

			　ミレーヌの息子であるユリウスに、女子生徒や女性客の接待をさせたのだ。マリエもまずいと思ったのかガクガクと震えてきた。

			「──ユリウス、貴方たちの出し物は喫茶店だと言っていましたよね？」

			「えぇ、喫茶店ですよ。多少、マリエがアレンジしてくれましてね。どうです？　似合いますか？」

			　自分のスーツ姿を自慢してくるユリウス。その後ろにはジルクが同じような格好で控えていた。

			　サービス料を貰い、女子に接待をしていたため服装と髪が若干乱れている。

			「その女をここに呼びなさい。今すぐ問い詰めてあげるわ」

			　ミレーヌが酷く冷たい声で命じた。

			　その言葉に、ユリウスは残念そうな顔をしてはき出した。

			「母上も他と同じですね。そんな態度ではマリエと会わせられません」

			（ありがとう、ユリウス！　流石は私の王子様！）

			　マリエの内心の喜びとは裏腹に、ミレーヌはローテーブルに手を振り下ろし、大きな音を立てるとユリウスを睨み付ける。

			　その表情に、ユリウスとジルクは若干怯えた。

			「──連れてきなさい」

			「い、嫌です！　俺たちの関係を認めてくれるのなら考えます」

			「貴方は決闘騒ぎまで起こして何を言っているの？　ジルク、貴方が付いていながらどういうことですか！　ユリウスも目を覚ましなさい。貴方、さっきはリオン君が金に汚いと言いましたね？　なら、この喫茶店は何ですか！」

			　ミレーヌが手に持ったメニュー表には、喫茶店とは思えない金額が並んでいた。

			「この価格設定は何ですか？　質の悪いお茶とお菓子で百ディア？　おまけにサービス料？　名門の元跡取りたちが、なんて格好をしているの！」

			　喫茶店の名前を借りたホストクラブのようなものだ。

			　だが、学園の女子には大人気だった。

			「ユリウス、リオン君を卑怯者と言いましたね？」

			「ひ、卑怯者かと」

			「では、決闘で負け、マリエという女に近付かないと約束しながら、どうしてこの場に貴方がいるのですか？　約束を平気で破る卑怯者はどちらですか！」

			　見ていられなかったのか、ジルクが割って入った。

			「王妃様、これは殿下が私たちを手伝っているだけです。約束を破っているわけでは──」

			「無様な言い訳をするとは何事ですか！　恥を知りなさい！　おまけにリオン君が異常ですって？　ユリウス、答えなさい。婚約者を捨てて他の女を選び、王太子の地位を失った貴方は正常なのですか？　貴方はリオン君に何か言える立場ですか？」

			「いえ、あの、それはその──」

			　しどろもどろになるユリウスに、ミレーヌがしびれを切らす。

			「ハッキリしなさい！」

			　説教が始まり、部屋の空気は最悪だった。

			　いつの間にか、雰囲気を察したグレッグは逃げており、クリスとブラッドは買い出しに出かけていて不在。

			　マリエは、部屋の奥で祈るような気持ちで時間が過ぎるのを待っていた。

			（なんなのよ、あのおばさん！　あのモブ野郎の肩を持って！）

			


			　　　◇

			


			　ユリウス殿下に頬を殴られた俺は、膝を抱え椅子に座っていた。

			「──めっちゃ好みだったのに」

			　悔しがっていると、呆れたアンジェが俺を責める。

			「この阿呆が。どこの国に自国の王妃を口説く騎士がいるのか」

			　そう。王妃様でなければ──悔しくて仕方がない。

			　師匠は仕事に戻った。

			　部屋には俺とアンジェ──そしてリビアがいるのだが、俯いていて会話に入ってこない。

			　そんな部屋に、ドアをノックする音が聞こえてくる。

			「あの～、もういいですか？」

			　ドアを開けて顔を出してきた女子は、知らない人だった。

			「今日は俺の心が折れたので閉店です」

			「え、えっと、それだと困るんですけど。オリヴィアさん、お願いできない？」

			　女子がリビアに助けを求めた。

			　知り合いなのかと思っていると、リビアが顔を上げて俺にお願いしてくる。

			「カーラさんです。リオンさんに紹介して欲しいと言われて」

			「そう、とりなしてもらったのよね」

			　それを聞いて、アンジェの目つきが険しくなった。

			　リビアがその瞳に怯えると、アンジェは慌てて視線を緩める。だが、カーラへ向き直り再び視線をきつくした。

			　──この二人、大丈夫だろうか？　何だか、関係がぎこちなくなっている。

			　カーラさんは、そんなアンジェの視線に怯えながらも室内に入ってくる。

			「カーラ・フォウ・ウェインです。男爵、お見知りおきください」

			　カーラ？　ウェイン？　──なんということだろう。

			　俺が「あ、はい」と返事をしている横で、アンジェはカーラさんを睨み続けていた。だが、リビアがオロオロしながら話をするので黙って聞いている。

			「え、えっと、普通クラスの方です。私が宣伝をしている時に、リオンさんを紹介して欲しいと言われて」

			　──これも因果なのだろうか？

			　俺は抱えていた膝を下ろし、そしてカーラさんに座るように言うのだった。

			「わざわざリビアに紹介──とりなしを依頼した理由を聞いても良いかな？」

			　リビアは俺の雰囲気が違うと察したのか、戸惑っていた。

			　そもそも、俺に会うだけならリビアに紹介して貰う必要はない。

			　普通に声をかけてくれればいい。それなら俺だって笑顔で対応しただろう。

			　でも、この女はそれをせず、リビアを通して俺と面会してきた。確か、こんな場面があの乙女ゲーにもあった気がする。

			　面倒な貴族のルールを知らない主人公が、利用された場面だったかな。

			　俺は先程までの態度を改め、割と本気でカーラさんと対面していた。

			「あ、分かりますか？　流石は出世頭ですね。他の男子とは大違いですよ」

			「それはどうも」

			　リビアがアンジェに助けを求めるように視線を向けるが、すぐに視線を落とした。アンジェも何か言いたそうにしているが、口を閉じて俯く。

			　リビアは俺に尋ねることにしたらしい。

			「リオンさん、いったいどうしたんですか？　なんだか雰囲気がいつもと違いますよ」

			　すると、カーラさんが本性を現した。

			「ちょっと黙っていてね。これから大事な話をしたいから」

			　リビアなど眼中にはない態度だった。

			　先程までとは違う態度に、リビアは困惑していた。

			　──お前、俺の前でリビアにそんな態度をしたら、印象は最悪だと分かっているのか？　いや、学園の女子に期待した俺が悪いな。

			　それにしても困ったことになった。

			「男爵。私を、ウェイン家を、いえ──私たちをどうかお救いください」

			　アンジェがカーラさんを睨む理由。それは、彼女が俺を頼ってきたと分かったからだ。

			　俺も知っていた。

			　名前で思い出したのだが、こういうイベントもあったと懐かしい気分になっていた。

			


			　　　◇

			


			　学園祭の初日が終わり、俺は自室のベッドに座っていた。

			　打ち上げはダニエルとレイモンドの三人で行った。

			　リビアとアンジェが、すぐに帰ってしまったからだ。

			　俺が考え込んでいると、ルクシオンが俺の目の前を横切る。

			「何だ？」

			『浮気をする奴は最低だ』

			「何が言いたいのかな？」

			『これ、実はマスターのお言葉です。さて、そして今日の行動を思い返してみましょうか。王妃を口説いたマスターにお聞きします。浮気は最低ではなかったのですか？』

			「──違うんだ。この気持ちを抑えられなかったんだ」

			『本当に自分の発言が次々に突き刺さっていますね。あまりの見事さに感動すら覚えますよ。鏡を持ち歩いたらいかがですか？』

			「いや、だってあの人なら、ありかなしなら、ありだろ！」

			『王妃ですよ。ありかなしなら、なしです』

			　正論ばかり言う人工知能には、きっと俺の気持ちなど理解できないのだ。

			『そもそも、王妃が言っていた学園の思い出とは、きっと学園祭を一緒に回ることだったと思いますよ。それを急に口説きはじめて──正気を失ったのかと思いました。あ、失礼しました。元から正気ではありませんでしたね』

			「お前は馬鹿だな。学園の存在理由なんて結婚以外にないだろうが。思い出が欲しいってことは口説いて欲しい、って意味だろ。いや、待て。一緒に学園祭を見て回りたい──もしかして、デートをしたかったのか？　そいつは盲点だったね。でも、学園の存在理由は結婚だろ？」

			『それは男子だけです。学園は勉強するところですよ』

			「本当か!?　初めて知ったよ！」

			『それは良かったですね。これからは勉学に励んでください』

			「悪いな。婚活からは逃げられないんだ」

			『婚活を諦めていなかったのですか？　諦めが悪いですね』

			「嫌われても諦めない不屈の闘志を持つ男だからな」

			　諦められるものなら諦めたいが、どんなに強がっても世間体というものは付きまとう。これが俺だけの問題ではないから厄介だ。俺だけではなく、家族も後ろ指をさされることになる。それは嫌だった。両親や次兄に弟──俺のせいで困らせたくなかった。

			　他？　誰かいたかな？　姉？　妹？　知らないね。

			『ものは言いようですね』

			　ルクシオンと馬鹿みたいな会話を続けていたら、急に本題を切り出してきた。

			『マスター、あの女子に力を貸すのは本当ですか？』

			　俺は天井を見上げた。

			「学園祭が終われば連休に入る。そこで助けに向かうさ」

			『マスターが助ける理由はないはずです』

			　俺もないと思っている。

			　だが、正式に依頼されてしまったのだ。

			　それも、リビアが紹介した──仲介したという形になっていた。やり方は騙し討ちだが、結果的に周囲からはリビアがカーラの依頼を引き受けて、俺にとりなした形に見えるらしい。

			　つまり、助けを求めてきたカーラを、リビアが受け入れて俺を紹介したように周りは見る。

			　リビアが内容を知らなくても、だ。

			　俺が拒否すると、リビアが依頼を受けながら解決できなかった形になる。俺も、知り合いからの依頼も受けられない奴、みたいな感じに見られる。

			　とにかく、俺もリビアもカーラに巻き込まれてしまったのだ。

			　ただし、この場合は別に突っぱねても良い。

			　騙し討ちだからね。こんなことをする奴を助けてやる義理はない。

			　ないのだが──助けたくないのだが、助けなければいけない理由もある。

			　カーラからの依頼は、空賊を退治して欲しいというものだった。

			　空賊退治というのは貴族の仕事みたいなものだ。

			　そして、問題なのはその空賊たちだった。

			『空賊に苦しめられている領地、ですか。マスターよりも王宮に依頼するべきでは？』

			「そうだな。この場合、泣きつく相手は王宮が正しいよ。けど、その空賊がさぁ──主人公の必須アイテムを持っているんだよね」

			『ゲーム的な理由で参加しなければならないと？』

			「主人公が──リビアが聖女としての能力を発揮するためには、三つのアイテムが必要だ。そのうちの二つは自分で回収することになる。その一つを空賊が持っているから、退治しないと回収できない」

			　一つは王都にあるダンジョンに隠された【聖なる腕輪】。

			　そして、カーラに討伐を依頼された空賊が持っている【聖なる首飾り】。

			　最後はこの国で一番大きな宗教──神殿が管理している【聖女の杖】だ。

			　最終的にリビアが聖女になるためには、この三つのアイテムを手に入れる必要がある。神殿から聖女と認められれば、杖は自動で手に入る。

			　残る二つは自力で回収しなければならない。

			　そして、この三つのアイテムは、リビアの能力を大きく上昇させる重要アイテムだ。

			「空賊のイベントなんて、本当なら二年生になってからなのに」

			　本来なら中盤の山場である空賊イベントは、二年生の時に起きるはずだった。

			　ある伯爵家の領地というか領空に出現した空賊を討伐するために、主人公がユリウス殿下たちの力を借りるのだ。

			　因ちなみに、ここは大きな分岐点になっており、誰が助けてくれるかでルートが固定される。

			『王国の正規軍は頼れないのですか？　ウェイン家は準男爵でも、寄親は伯爵だったはずですが？』

			「あ、それは色々とあってね。実はブラッドの元婚約者の実家なの。今回の依頼も、カーラの裏にはその伯爵家の娘がいる。カーラはそいつの取り巻きの一人だったからね」

			『アンジェリカのような女性なのですか？』

			「いや、屑だよ」

			　俺でもドン引きしてしまう屑キャラで、実際に会うと本当に醜かった。

			　アンジェのように、実は悪くないパターンも期待したが無駄だったね。

			　成り上がりの伯爵家で、実は空賊を引き入れたのもその伯爵家だ。

			　これは終盤に起こる戦争の布石となっている。

			　賊とつるんで悪いことをしているのだ。

			　事実を話すと、ルクシオンが俺に問いかけてきた。

			『マスターは、ゲーム的な利益を優先していますね。現実的なメリットは少ないと思うのですが、その辺りはどうお考えで？』

			「ユリウス殿下たちが頼りにならないなら、俺が回収するしかないだろ。このまま戦争になると困るんだよ」

			　そう、本当に困る。

			　リビアが聖女にならないと、ルクシオンを所持している俺でも大陸から逃げるしかなくなるのだから。

			　勝てる、勝てないといった話じゃないのだ。

			『どうしてカーラ──いえ、その後ろにいる伯爵家はマスターに討伐依頼を？』

			「罠わなだよ、罠。言っただろ、俺でもドン引きの屑だぞ。ゲームでも屑過ぎて笑ったよ」

			　とにかく、学園に入学した主人公に腹が立ったから、空賊退治に誘い出すという流れだ。まさか、俺に話が来るとは思わなかった。

			　伯爵家の令嬢は、成り上がりの自分が馬鹿にされる中──主人公がチヤホヤされるのが気に入らなかった、というのがゲームの流れだったな。

			　いったい何がそのお嬢様の怒りに触れてしまったのだろうか？

			『マスター、このままでは、オリヴィアの相手はマスターということになりますが？』

			「俺？　ないって。だってモブだよ」

			　俺の言葉にルクシオンは『そうですか』と言うだけだった。

			『本当によろしいのですか？　話を聞く限り、これはオリヴィアが解決するべき問題のように思います。聖女の装備も、本人に回収させる方がよろしいのでは？』

			「お前がいる俺の方が向いているし、今のリビアには無理じゃないか？　なら、代わりに俺がやればいいんだよ。その方が効率的だ」

			『マスターは過保護ですね』

			　そう言って、ルクシオンは黙ってしまうのだった。

		

	

			


			第03話「エアバイクレース」

			


			　二日目。

			　初日に馬鹿共が痛い目に遭ったこともあり、俺の喫茶店は実に快適だった。

			　問題があるとすれば──。

			「リビア、あちらのテーブルを頼む」

			「は、はい」

			　──ウェイトレス二人が、ぎこちなく働いていることかな。

			　俺が厨房からケーキを受け取ると、レイモンドが話しかけてくる。

			「あの二人、大丈夫なの？」

			「昨日のアレが響いたな。あんな奴らの言葉に惑わされなくてもいいのにさ」

			　リビアもアンジェも、互いを意識しているのに気軽に声をかけられないでいた。

			「しばらく様子見だな。直に元通りになるだろ」

			「どうかな？　家庭環境の違いは友人関係を築く上で致命的だと思うけどね」

			　少し性格が捻ひねくれたレイモンドの言葉だが、俺にも心当たりがあった。

			　たとえば、金持ちと貧乏人がいたとする。

			　同じ価値観で物事を考えられるかと聞かれれば、答えはいいえ、だ。

			　二人にとって価値観の差は大きいということだ。

			　時計を見る。

			「二人を休憩に出そうかな」

			　レイモンドが眼鏡を指で押し上げた。

			「それがいいかもね。お客も少ないし」

			　初日が酷すぎたから、別にこれでも問題ない気がする。

			　レイモンドが俺を本気で心配してきた。

			「というか、これって本気で赤字になるよ」

			「いいんだよ。最終日のアレで稼ぐから」

			「あぁ、アレか──って！　賭け事じゃないか！」

			　学園祭の最終日。

			　見世物というか、いくつかの競技を行うことになっている。理由は、学生たちが学園でこれだけ学んでいるということを見せるためだ。

			　ただ、学園祭の目玉の一つになっており、各種目には結構な賞金が出ている。

			　ついでに周囲は誰が勝つか賭けており、賭け事で盛り上がることになっていた。

			　学園祭としてそれでいいのかとも思うが、儲もうけ時でもある。何しろ、俺にはルクシオンがいるからな──賭け事をするなら勝率が上がる。

			　あいつに情報を集めて貰い、それらを精査すれば高い確率で勝つことが可能だ。

			　レイモンドが俺を見て呆れている。

			「リオンは賭け事が好きだよね」

			　心外である。

			「逆だ。俺は賭け事なんて嫌いだよ」

			　ギャンブルなど嫌いだ。だけど、勝てる勝負なら大好きさ！

			


			　　　◇

			


			　学園祭で盛り上がる校舎を、リビアとアンジェが歩いていた。

			　いつもならもっと距離が近い二人だったが、今日は微妙な距離を維持していた。

			　リビアはアンジェの気持ちが分からず、アンジェはリビアにどう接すれば良いのか分からない。これまで、あまり互いの生まれを意識してこなかった。

			　だが、昨日の一件で、二人の間に溝が出来ていた。

			　アンジェが話しかけてくる。

			「このクレープはおいしいな」

			　リビアも返事をするが、

			「そ、そうですね」

			　話が続かなかった。

			　微妙な間が出来てしまい、お互いにどうすれば良いのかを考えて余計にうまくいかない。そんな中、二人は大きな掲示板を目にする。

			　それはエアバイクレースのトーナメント表だった。

			　各学年から代表者を選び、レースを行い上位者だけが次のレースに挑む。そうやって勝ち上がり、最終レースで決着をつけるという方式だった。

			　他にも種目はあるが、エアバイクのレースだけは妙に特別な盛り上がりを見せている。

			　リビアが掲示板を見上げる。

			「エアバイクのレースだけ試合数が多いですね」

			　アンジェは、これなら自分でも説明できると思ったのか、ここぞとばかりに饒じょう舌ぜつに語り出す。

			「毎年盛り上がるからな。他にも色々と種目はあるが、一番人気はエアバイクのレースだよ。シンプルながら、賭け事も面白いからな。他は誰が勝つかを選ぶだけだが、エアバイクのレースは順番を予想する買い方も出来る。勝った際の儲けも大きいのさ」

			　現代風に言えば、競馬やボートレースのようなものだった。

			　動く金額も非常に大きい。

			　リビアが感心する。

			「アンジェは詳しいですね」

			　嬉しくなるアンジェは続ける。

			「入学前に何度か来たことがある。それに今年は優勝候補筆ひっ頭とうもいるが、一年生の代表はジルクだからな。あいつはエアバイクの扱いに長たけているし、どちらが凄いのか楽しみにしているファンも多いと思うぞ」

			「ジルクさん、エアバイクが上手なんですね。あ、名前がありました」

			　ジルクの名前を見つけて喜ぶリビアが、アンジェに聞いてみる。

			「リオンさんは出場しないんですか？」

			「リオンか？　あいつも成績は悪くないし、ギリギリ選手になれる技量はあるが──今年はジルクがいるから選択肢がなかった」

			　大体何でも出来てしまうリオンは、エアバイクにも当然乗れる。

			　だが、技量はジルクと比べると劣っていた。

			「リオンさんが出てくれたら、応援できたんですけどね」

			「そうだな。だが、あいつはやる気がないからな。今回も賭ける側で儲けると騒いでいたぞ」

			「あまり賭け事にはまらないで欲しいですね」

			「まったくだ」

			　二人がそんな話をして楽しそうにしている後ろでは、マリエが掲示板を見上げていた。

			


			　　　◇

			


			　買い出しに出たマリエとカイルの二人。

			　アンジェとリビアが楽しそうにしている後ろで、マリエはエアバイクレースのトーナメント表を見ていた。

			　他の種目にも目を通す。

			　どの種目にもユリウスたち五人の名前が掲載されている。

			「この大会でみんなが優勝すれば、目標金額なんてすぐに集まるわ。これで生活費に悩まされなくてすむわね」

			　両手に荷物を抱えたマリエとカイル。

			　カイルが疲れた顔をしている。

			「いっそ、皆さんの優勝に稼いだお金を賭けたらどうです？　皆さん、優勝候補なんですよね？　勝てれば見返りも大きいですよ」

			　だが、マリエは意外にも──。

			「駄目よ。それにね、私は賭け事が大嫌いなの」

			　──マリエは賭け事が嫌いだった。

			（前世でもそう。付き合う彼氏は大抵賭け事で負けて駄目だったし、借金は作るし散々よ。私は堅実に大きく稼ぐのよ）

			　堅実かどうかは置いておくとして、マリエにとって賭け事は嫌な思い出しかない。

			（それに今現在も同じよ。よりにもよって、家族が賭け事で借金を作るし──前世の家族が懐かしいわね。あの頃はよかったな。子供の頃は楽しかったのに）

			　現在のマリエの実家である子爵家は、お世辞にも素晴らしい家族とは言えなかった。

			　マリエは荷物を抱え、自分たちの店へと向かう。

			「さぁ、バリバリ稼ぐわよ。手伝いなさい、カイル」

			「仕方がありませんね。お給料を稼ぐために頑張りますよ」

			　二人は楽しそうにしているアンジェやリビアから離れ、ユリウスたち五人が女性に囲まれ大変なことになっている喫茶店へと戻るのだった。

			


			　　　◇

			


			　三日目。

			　学園祭の目玉である各種競技が行われる日。

			　俺は有料ラウンジから、競技場を見下ろしていた。

			　無駄に広い競技場を、ソファーに座りながら眺めている。

			　ローテーブルには金貨に銀貨、そして札束が積み上げられていた。

			　札束を数えながら、俺は笑う。もう、笑いが止まらなかった。

			


			

			


			『マスター、次のレースですが、数名が特定選手を勝たせるために動くようです。そのため、次の予想は十二と四に変更です』

			　聞こえてくるルクシオンの声。

			　ルクシオンが競技場やら、選手控え室などに潜り込んで情報をかき集めてくれる。

			　そのため、俺は賭けに勝ち続けていた。

			「ウェイター、次のレースは十二番と四番で。金額はこれだけだ」

			　札束をウェイターに渡すと、券を購入してきてくれる。

			　慌ただしく購入に向かうウェイターを見送りつつ、俺はソファーの背もたれに両腕をかけて笑っていた。

			「勝つって楽しいね！」

			　そんな俺を冷めた目で見ているのは、アンジェとリビアだった。二人は隣同士に座り、ジュースを飲みながら観戦している。

			「お前という奴は、本当に周りを煽るのが好きだな」

			「リオンさん、賭け事をやり過ぎたらいつか痛い目に遭いますよ」

			　周囲では大金を賭けて負けた奴もいる。

			　そんな奴らからすれば、勝ち続けている俺は憎くて仕方がないだろう。

			「大丈夫、負けないから。たとえ一回か二回くらい負けても、全然問題ないくらい勝っているから安心だよ」

			　積み上げた金貨や銀貨が眩まぶしく輝いていた。

			　そして、ルクシオンが予想した通りに、十二番が一着で、四番が二着。

			　俺はまたしても大金を手に入れた。

			「笑いが止まらないね！」

			　喫茶店での損失など笑い飛ばせるだけの金額を既に稼いでいた。

			　そして次のレースには、いよいよジルクが出てくる。

			　ジルク──ジルク・フィア・マーモリアは、宮廷貴族の子爵家出身だ。

			　ユリウス殿下の乳兄弟にして、大親友というキャラである。緑色の長髪に優しそうな笑顔を浮かべているが、実は腹黒という奴だ。

			　こいつ、エアバイクの扱いがうまい。

			　一年生で優勝候補に名前を連ねるだけの実力はあるのだ。

			　だから、精々俺を儲けさせてくれよ、ジルク君。

			『マスター、少々問題が起きました』

			　だが、ルクシオンの報告が入ると、とたんに雲行きが怪しくなった。

			　俺がこめかみに指で触れて聴く体勢に入ると、ルクシオンが続ける。

			『一年生の代表枠で出場したジルクですが、どうやら標的にされています』

			　──ジルクが標的？

			　俺が真剣な表情で会場を見下ろしていると、リビアが少し気を遣いつつ尋ねてくる。

			「あ、あの、リオンさんもやっぱり出場したかったですか？」

			「え？」

			　俺が首をかしげると、アンジェも申し訳なさそうな顔をしていた。

			「……すまない。選手決めは実行委員の多数決だ。私も意見を押し通すのは難しい」

			「ん？」

			　どうやら二人とも俺が出場したかったと思っているらしい。確かに立候補はしてみたが、男子は最低でも一種目に立候補する決まりになっているだけだ。

			　別に出たくなかったし、賭け事で儲けるつもりだったので問題ない。

			　ただ、一般の男子にしてみれば、この大会は自分をアピールする絶好の機会だった。

			　ここで活躍すれば、女子の見る目も変わってくる。つまり、優勝などすれば、婚活が非常に有利になるのだ。

			　そのため、各種目に出場する男子たちは真剣そのものである。

			　時には後ろ暗い手を使っても、勝とうとする執念があった。

			　だが、ジルクに対しては話が違うようだ。

			　スタート直後から様子がおかしかった。

			　アンジェがすぐに気付いたようだ。

			「ジルクの奴、マークされているな」

			　一年生でも優秀な選手ならマークされていてもおかしくはないが、そのマークのされ方が徹底しているのだ。

			　囲まれ、そしてぶつけられ──明らかに攻撃を受けている。

			　リビアがそれを見て悲しそうにしていた。

			「ど、どうしてあんなことをするんですか？　ジルクさん、可哀想です」

			　リビアの言うとおりだ。

			　俺もジルクに賭けているため、このまま負けてもらっては困る。

			　困るのだが、リビアが心配するのは──もしかしたら本能的に、ジルクが自分の恋人になっていたかも知れない相手だからだろうか？

			　──俺には関係ないな。

			　アンジェは呟く。

			「そういうことか。奴らは伯爵家の娘──クラリスの取り巻きたちだ」

			　リビアが首をかしげた。

			「クラリス？　えっと、それって──」

			　レースが中盤から終盤へと移行すると、ジルクは勝負に出て上級生たちの囲みを突破した。無理矢理アクロバティックな動きで囲みを抜け出し、次々に他の選手たちを追い抜いていく。

			「なんかあいつだけ違法改造したバイクみたいだな」

			　まるでバイクの性能からして違うのではないか？　そんなことを思ってしまうほどの華麗なごぼう抜きに会場は大盛り上がりだ。

			　俺もジルクが勝てば賭けに勝つから嬉しい。

			　ルクシオンが告げてきた。

			『ジルクは勝利しても決勝には出られませんね』

			　小声で「駄目そうか？」と訊きくと、ルクシオンはジルクの怪け我がについて報告してくる。

			『骨折しています。囲まれて攻撃を受けてひびが入ったところに、無理な動きをして折れてしまいました。いくら治療魔法のような便利なものがある世界でも、次のレースには間に合いません』

			　ジルクはギリギリでトップを抜き去ってゴールしていた。

			　そんなジルクがエアバイクで飛行船に戻ると、倒れ込んだために医療関係者たちが集まって担架で運んでいく。

			　アンジェがラウンジから出ようとするので聞いてみた。

			「どこに行くの？」

			「これでも一年のまとめ役だからな。ジルクの怪我の様子を確認して、必要なら代役を用意する。実行委員と話をするさ」

			　リビアも付いていこうとするので、俺もテーブルの上の札束や金貨をバッグに入れて追いかけることにした。

			


			　　　◇

			


			　医務室にはマリエの声が響いていた。

			「ジルク～！」

			　ベッドに横になるジルクにすがりつき、マリエは本気で泣いていた。

			　ジルクは心配させまいと笑顔を向けている。

			　長い緑髪には、頭部に巻いた包帯が目立っていた。

			「大丈夫ですよ、マリエさん。私はこの通り無事です」

			　医務室にいるのは、他はユリウス殿下とカイルだけ。他の男子たち──マリエに恋してしまった攻略対象の男子たちは選手として出場するので、この場にはいなかった。

			　アンジェは一年生の実行委員と話をしている。

			「代役を立てるしかないか」

			　アンジェの判断に、実行委員たちは困っていた。

			「で、でも、そうなると選手に誰を選ぶのか問題が出ます」

			「優秀な男子はほとんど他の競技に出ていますから、代わりなんて簡単には見つかりませんよ」

			　代役を用意するのも大変らしい。

			　リビアが俺の腕を掴つかむ。この場の雰囲気に小声になっていた。

			「あ、あの、ジルクさん大丈夫ですか？」

			「三日もあれば治るって。骨折しても三日で治るなんて凄いよね」

			　魔法って凄いね。

			　前世の現代医療に喧嘩を売っているとしか思えないスピード治療だ。

			　ルクシオンは対抗して『私なら条件次第で一日でも大丈夫です。いえ、二十四時間も必要ありません』とか俺にアピールしてくる。

			　こいつはこいつで、魔法に負けたくないのか必死すぎて笑える。

			　リビアが不思議そうにしながら、

			「でも、私ならもっと早く治療できますよ。どうして皆さんそうしないんですか？」

			　治療魔法というのは使い手が少ない。

			　そして主人公は治療魔法に適性がある訳で──聖女と呼ばれるほどに高い才能と力を持っている特別な存在だ。

			　そんなリビアから見れば、どうして周りはそうしないのかと不思議なのだろう。

			　俺は黙っているように説得した。

			「リビアの普通は異常だから。医者に言ったら、怒られるから黙っていようね。これが普通だから」

			「そ、そうですか？　でも、リオンさんが言うなら従います」

			　あまり理解していないような感じだが、黙っていてくれれば助かる。

			　それにしても、俺が言うならとかいじらしいことを言われてしまった。

			　──惚れてしまいそうになるから止めてくれ。

			　それよりも、だ。専門家たちよりもリビアが優秀なのは分かるが、それをこの場で披ひ露ろうしても面倒になるだけだ。医者はプライドを傷つけられるし、噂を聞きつけたろくでもない連中が集まる可能性が高い。

			　然しかるべき時と場所で、リビアの能力は発揮してもらうとして──。

			「エアバイクのレースは賞金も高かったのに！　私の賞金がぁぁぁ！」

			　泣いているマリエの本音が酷い。

			　ユリウス殿下など、そんなマリエの背中に手を置いて慰なぐさめている。

			「大丈夫だ、マリエ。俺やみんなが他の種目で優勝するから」

			　学園祭の出し物の一つだが、貴族の学園だけあって賞金は豪華だ。前世風に言えば、数百万という金額が普通に振る舞われる。

			　各種目で賞金額は違っており、エアバイクレースの賞金はその中でも破格の三千万という金額だ。それだけ人気があることを賞金額が物語っている。

			「エアバイクレースに期待していたの！　他の競技じゃ全部手に入れてもエアバイクレースの半分の金額にもならないわ！」

			　ジルクが申し訳なさそうにしていた。

			「申し訳ありません。まさかここまでするとは思っていませんでした」

			　マリエが涙を拭っている。

			「本当よ。上級生も酷くない？　慰い謝しゃ料りょうを請求してやるわ」

			　マリエのそんな言葉にユリウス殿下もジルクも、自分たちを心配しているのだと思って照れくさそうにしている。

			　恋は盲目とはよく言ったものだ。

			「あいつ、さっきから金の話しかしていないぞ。良いのか？」

			　俺が小声でそう言うと、リビアも困っていた。

			「き、きっとジルクさんのことも心配していますよ。だって、皆さん一緒になるために地位を捨てたんですから」

			　このマリエという転生者の女のせいで、攻略対象の五人が籠ろう絡らくされた。それだけならまだ何とかなったかも知れないのに、こいつら自分たちの地位を捨てやがったのだ。

			　ユリウス殿下をはじめ、みんな名門貴族の跡取りだった。

			　それが今では、マリエと一緒になるため、婚約者を捨てて実家から縁切りされてしまったのだ。

			　覚悟決まりすぎていてドン引きしたよ。

			「え～、どうかな？　マリエはお金の方が好きみたいだよ。さっきからお金の話ばかりだし」

			　マリエという女がどういう女か分かったところで、医務室にズカズカと上級生たちが入ってくる。

			　二年生の女子である【クラリス・フィア・アトリー】伯爵令嬢が先頭だった。ふわりとしたボリュームのあるオレンジ色の髪は、首の後ろで束ねて右肩にかけている。

			　以前はもっと優等生という格好をしていたのに、今ではひと夏の経験で変わり果てたギャルという出いで立ちをしている。

			　それでも、スラリとした体形で背も高くモデルのようだから格好良く見えた。

			　優等生が、夏休み明けに変わり果てていると衝撃的だよね。

			　それはそれとして、この人は宮廷貴族の伯爵家出身にして──ジルクの元婚約者だ。

			　そんな彼女が取り巻きの男子たちを引き連れ、病室に乗り込んできたのだ。

			　周囲には取り巻き以外にも、亜人種の専属使用人を五人も揃えている。わざと見せびらかせるように、自分の後ろに立たせていた。

			「あら、随分とみすぼらしくなったわね。ジルク、今の気分はどうかしら？」

			　シャツの開いた胸元から大きな胸の谷間が見えている。

			　着崩した制服にシュシュもあって、ギャルか不良かで判断に困る格好をしていた。あれ？　どっちも同じような存在だっけ？

			　そんなクラリス先輩の周囲で、ニヤニヤしている取り巻きたち。

			　だが、アンジェがこの場にいるのを知ると表情を慌てて改めていた。

			　ジルクは目を閉じている。

			　婚約者の変わり果てた姿を見たくないのだろうか？　結構似合っていると俺は思うけどね。

			　俺は、可愛ければ優等生もギャルも大好きさ。

			「クラリス、やはり貴女あなたの仕業でしたか」

			　全てを察したジルクに対して、クラリスは怒鳴り散らす。

			「えぇ、そうよ！　私を捨てたあんたには、これからもっと酷い目に遭ってもらうわ。──私はあんたを絶対に許さない」

			　美人であるクラリス先輩が激怒している姿は怖い。

			　本人の鬼気迫る雰囲気も相まって、以前見かけたときとは別人に見えた。

			「美人が怒ると迫力があるよね」

			「リオンさん、何を言っているんですか！　もっと真面目にしてください」

			　リビアのそんな要望に応えるため口を閉じると、クラリス先輩の前にアンジェが歩み出る。

			「医務室では静かにして欲しいな。それからクラリス、気持ちは分かるがレースで堂々と不正行為か？」

			　アンジェの睨みに対して、クラリス先輩は一歩下がると笑みを浮かべた。少し乱れた髪が余計にクラリス先輩を怖く見せていた。

			「偉そうにしないでよ。あんたが殿下の手た綱づなを握れていないからこうなったのよ。同じように捨てられた癖に、自分だけ何事もなかったように振る舞って腹が立つわね。いつもみたいに怒鳴り散らしなさいよ」

			　アンジェが眉間に皺を寄せた。

			　実はアンジェって凄く怒りっぽい。

			　煽られたら即反応するよ。

			　最近は丸くなったけどね。リビアと一緒にいたからかな？

			「私が何だって？　一人だけ悲劇のヒロインにでもなったつもりか？　専属奴隷まで連れて、随分と派手に振る舞いだしたな。お淑やかな姿は猫をかぶっていたと見える」

			「──っ！　あ、あんたに何が分かるのよ！」

			　二人が掴み合いになりそうなところで、クラリス先輩の取り巻きたちが止めに入った。

			　相手は公爵令嬢のアンジェだ。

			　敵に回したくないと思ったのだろう。

			　取り巻き連中も苦労しているんだな。ちょっとだけ同情した。

			　クラリス先輩は、未だに目を開けて自分を見ないジルクを睨み付けていた。

			　クラリス先輩の顔を見ないようにしているジルク──お前、本当に反省しているのか？　お前のせいだぞ。何とかしろよ。

			「次も出てきなさいよ。公衆の面前でボコボコにしてあげるわ。これからずっと仕返しをしてあげる。泣いて許しを請こうのね。絶対に許さないけど！」

			　これは相当怒っているね。

			　対してジルクの反応は冷めていた。

			「それで貴女の気が収まるのなら、存分にするといいでしょう。ただし、マリエさんや他のみんなへ何かすれば、私は貴女を絶対に許しません」

			　マリエが二人の間で完全に空気になっていたのに、名前が出たことでクラリス先輩の血走った目がそっちへ向かう。

			　ビクリと反応するマリエだが、何やらスイッチが入ったのか演技に入った。

			　──こいつ、こんなところまで前世の妹にそっくりだ。周りに自分をよく見せるところが、実に腹立たしい。

			「先輩、復ふく讐しゅうは何も生み出しはしませんよ。もっと大事な──」

			「知ったようなことを言ってんじゃないわよ！　何も生み出さない？　だから何よ？　それがどうしたのよ！」

			「はいぃぃぃ！　すみません！」

			　マリエの嘘臭い台詞せりふを聞いて、クラリス先輩が激怒していた。当たり前だ。婚約者を奪った女が、そんなことを言えば腹も立つ。

			　アンジェも憎しみのこもった視線をマリエに向けていた。

			　だが、そんな二人の視線を遮さえぎるように前に出たのはユリウス殿下だ。

			「もういいだろう。アンジェリカもそんな目をマリエに向けるな」

			「──申し訳ありません、殿下」

			　アンジェが謝罪をすると、ユリウス殿下はクラリス先輩へと向き直る。

			　こいつ、無駄に王族オーラが出ていて羨ましい限りだ。

			「クラリス先輩。ジルクのことが許せないのは理解している。だが、もうこんなことは止めて欲しい」

			　俯いて暗い笑みを浮かべているクラリス先輩は、少しおかしくなっているように見えた。

			「──殿下がそれを言いますか。たった一人の女のために、どれだけの人間が不幸になったかお分かりですか？　アンジェリカだけじゃない。私や、他の婚約者たちが陰で何て言われているかご存じで？　知らないですよね。貴方たちが知るわけがない」

			　マリエが逆ハーレムを目指したために、不幸になった人間がいる。

			　やっぱりこの乙女ゲーの世界って酷いと思いました。

			　そんなありきたりな感想を抱いていると、ユリウス殿下は沈痛な面持ちで、

			「俺たちに何かを言う権利がないのは分かっている。だが、こんなことを続けさせるわけにはいかない。貴女自身のためにもならない」

			　俺は思ったことが声に出た。

			「台詞までイケメンだな。マリエに誑たぶらかされて婚約者を捨てた男なのに、説得力があるように聞こえるのが凄いよね。やっぱり顔って大事だな」

			「リオンさん、めっ！　そんなことを言ったら駄目です。だから、めっ！」

			　リビアの「めっ！」という、駄目ですという仕草が可愛くて仕方がない。本来なら彼女がマリエのように野郎共を侍はべらせるわけだが、この魅力なら侍っても良いと思えた。

			


			

			


			　主人公の魅力が恐ろしすぎる。

			　それはそれとして、俺の台詞を聞いたユリウス殿下が睨んでいた。

			　お口を閉じて視線もそらしておこう。

			　クラリス先輩がきびすを返す。

			「出てくるなら次も叩き潰してあげるわ。出てこなくても、代役を潰すわよ。あんたたちには思い知らせてやる。──絶対に許さないから」

			　笑いながら去って行くクラリス先輩。

			　──医務室の空気は最悪だ。

			　俺が溜息を吐く。

			「これ、次のレースは代役が立てられないよね？　誰も代わりになりたくないだろうし」

			　そんなことを俺が言うと、ジルクが怪我をした体で立ち上がろうとした。

			「──くっ！」

			「ジルク止めろ！」

			　ユリウス殿下がベッドに押さえつけているが、本人は出場するつもりらしい。

			「放してください、殿下。私が出れば誰も傷つきません。これが一番冴さえたやり方です」

			　一番冴えたやり方は、お前たちが婚約破棄をしないことだったと思う。言っても仕方がないとは思うが、どうしても文句を言いたい。

			　本来なら主人公であるリビアと、五人の攻略対象の誰かがくっついてハッピーエンドに向かうはずだったのだ。

			　今では勘かん当どうされ、後ろ盾がほとんどない五人になってしまった。今後どうなるか予想もつかない。

			　この乙女ゲーの未来が心配で仕方がないよ。

			　気が付くと、一年生の実行委員たちが俺をチラチラ見ていた。

			「ね、ねぇ、バルトファルトはどう？」

			「成績はギリギリ選手レベルだったよな？」

			「どうせボコボコにされるなら、ジルク様よりもこいつじゃない？」

			　医務室にいる面子の視線が俺に集まると、アンジェが俺を庇うように前に立った。

			「リオンを出場させるつもりはない。こんな話を知った上で出場などさせられるものか。悪いが一年生は棄き権けんする」

			　それを聞いてマリエが声を張り上げた。相当慌てている。

			「待ってよ！　賞金はどうなるのよ！」

			　アンジェが人を殺せそうな目でマリエを睨み付けた。

			「それがどうした？　その程度のために、これ以上の怪我人を出せるものか」

			　アンジェの正論に、俺はホッと胸をなで下ろす。

			　出場するつもりはなかったが、出ていればきっと俺がボコボコにされるところを見て会場は大盛り上がりになっただろう。

			　絶対出たくないわ。

			　──ただ。

			「で、でも、そうなるとアンジェリカ様の評判が」

			「そうよね。代役も立てられないなんて学年の代表として問題になるわ」

			「誰かが出場してくれればいいのに」

			　俺が首をかしげていると、マリエがまるで叩き込むように俺を出場させようとする。こいつも何だか図々しいな。

			　今世の姉妹やら、前世の妹を思い出して苛々する。

			「そ、そうよ！　あんたが出場しないとそこの女が困ることになるわよ！　ね、ユリウス！」

			「あ、あぁ、そうだな。アンジェリカは一学年の代表みたいなものだからな。代理を用意できないのはアンジェリカの手腕というか──評判に関わるかな？」

			　俺がアンジェを見ると、困ったような笑みを浮かべていた。

			「私のことは気にするな。わざわざお前が怪我をする必要もない。お前には、これ以上の迷惑はかけられないからな」

			　──ちょっと困るんですけど！

			　そもそも、何で代理を立てられないとアンジェの責任になるの？　それに、学年の代表ならそこのボンボン──ユリウス殿下でいいだろうが！

			　こいつの評判ならいくら落ちても俺は困らないぞ！

			　それよりも、アンジェの評判が落ちる方が問題だ。

			　これ、俺を庇ったせいでアンジェが困るパターンだよ！　そんなの許せないよ！

			　だって、俺はアンジェパパに借りがあるのに！

			　王太子だったユリウス殿下に喧嘩を売っても平気だったのは、アンジェのパパさんが俺を守ってくれると思ったからで、そして実際に守ってもらった。

			　おかげで出世するという意味不明なことにもなったけどね。それよりも、アンジェパパからすれば俺のせいで娘の評判に傷が付いたことになる。

			　するとどうなる？　──激怒するに決まっている。俺なら憤ふん慨がいものだ。

			「──出場する」

			「へ？」

			　リビアが驚く。

			　アンジェも目を見開いていた。

			「リオン、同情なら──」

			「同情なんかじゃない！　すぐに手続きをしてくれ。それからバイクの用意を」

			　実行委員に言うと「やった。みんなに知らせてこよう～っと」と言いながら一人が医務室から出ていった。

			　俺がボコボコにされるとでも言いふらしにいくのだろう。

			「リオンさん、無茶をしていませんか？」

			　心配してくれるリビアの顔が眩しい。だが、ここで出場しないのはまずいのだ。

			「無茶？　違うな。これは意地だ！」

			　困った顔をしているアンジェは、俺の出場を止めたいらしい。

			「だ、駄目だ。クラリスの取り巻きたちは、エアバイクの扱いに長けた者が多い。去年の優勝者は、あいつの取り巻きの男子だぞ。ラフプレーもその気になれば何でも出来る奴らだ」

			「それでもやらないといけない時があるんです！」

			　アンジェもリビアも俺の気迫を前に、止めることを諦めたようだ。

			「リオン──そ、そこまで言うならもう何も言わない。お前の勝利を祈ろう」

			「わ、私も応援します！　リオンさんのこと、凄く応援しますね！」

			　ありがとう。本当にありがとう！

			　これでアンジェパパを怒らせなくてすむ。

			　怒らせていたら、俺が死んじゃう。

			　マリエはのんきに喜んでいた。

			「あんたが出るなら問題ないわね。負けても嬉しい。勝ったら賞金は私のもの。うん、大丈夫！」

			　──こいつの顔面に拳を叩き込んでも許されると思う。ただ、確かに最終レースに出られるのはジルクのおかげだ。だが、賞金を全て貰うつもりでいるのが許せない。

			　ジルクが俺の顔を見てから、悔しそうに俯いた。

			　そんなに俺のことが嫌いか！　俺も嫌いだね！　大嫌いだ！

			「──今は貴方に頼るしかありませんね」

			「泣いて喜べよ、緑の陰険野郎。貸しにするからな」

			　俺がそう言うと、小さく笑っていた。

			「大きな借りになりそうですね」

			「すぐに返してもらうから覚悟しておけ」

			　俺は医務室を出ると、エアバイクレースへ出場するための準備に入った。

			「ルクシオン──仕事だ」

			『はい、マスター』

		

	

			


			第04話「手に入れた弱さ」

			


			　エアバイクレースに出場するため、俺は格納庫に来ていた。

			　ヘルメットを携えた俺は、エアバイクに取り付いたルクシオンと会話をしている。

			『後ろ盾である公爵を怒らせたくないからと、随分と無理をしますね。アンジェリカの立派な取り巻きではないですか。モブに相応しい立ち位置でしょうか？』

			　日頃から自分のことをモブと言っている俺に対しての嫌み。

			　実際、俺は見るべきところがない学園の男子に過ぎない。

			　ユリウス殿下たちのような際立った美形ではないし、黒髪黒目で実に平凡だ。

			　だが、俺はそんな自分が嫌いじゃないよ。

			　平凡？　素晴らしいじゃないか。俺は自分が大好きさ。

			「もう少し背景みたいな立場が俺の好みだ。悪役令嬢の取り巻きなんて大役は恐れ多くていけないね。それより、いけそうか？」

			　エアバイクには、ルクシオンの球体ボディーから伸びたコードが突き刺さっている。エアバイクを改造しているらしいが──エアバイクに悪さをしているように見える。

			『十分もあれば問題ないかと。どうやら、嫌がらせを受けていますね。エンジントラブルが発生するような仕掛けがされていました』

			「俺って嫌われすぎじゃない？」

			　決闘騒ぎで全校生徒を敵に回したようなものだからな。

			『間違いなく全校生徒が嫌っていると思いますよ。今仲良くしてくれているお二人は大事にするべきでしょう。異性として見られないならお友達になりますが』

			「異性の友達ね」

			『男子以外では、マスターの貴重な友人ですから大切にしましょう』

			　小声でルクシオンと話をしている俺は、あの二人について思うのだ。

			　本来なら友達にもなれない主人公と悪役令嬢。俺はもっと、簡単な問題で二人は親しくなれないと思っていた。

			　だが、妙に二人は仲良しだ。

			「このまま何もなければいいけどな。波風立たないのが一番だ。特にあの二人は、ね」

			『何か気になる点でもあるのですか？』

			「あの二人は根本的に──」

			　そんな話をしていると、三年生の先輩が一人やってくる。

			　短髪で背が高く、体つきも厳いかつい。先輩は随分と体を鍛えている様子だ。首回りがとにかく太い。優勝候補の一人で、賭けでは一番人気の男子だった。

			「ジルクの代理はお前かよ」

			　声をかけてくる先輩だが、敵意はあまり感じなかった。

			「おや、優勝候補の筆頭様じゃないですか。俺に何か用件でも？　ちょっと忙しいんで後にしてもらえません？エンジン関係でトラブルがありましてね」

			　話をしながらルクシオンを俺の背中に隠す。

			　相手は、クラリス先輩の取り巻きの一人だ。

			　三年生の先輩は、俺に対してどこか気を抜いているような気がした。

			「知っていたのか？　なら忠告してやる必要はなかったな。それにしても、ジルクの代わりに出てきたのがスコップ野郎かよ。複雑な気分だよ」

			　スコップ野郎。決闘時に間違ってスコップで戦ってしまったので、そう呼ばれているのだろう。

			「言ってくれますね」

			　先輩は少し自じ嘲ちょう気味に笑ったあと、真剣な顔になる。

			「先に謝っておくぞ。お前には恨みもないが、次のレースは本気で潰す」

			　なんと律りち儀ぎな宣戦布告だろう！　──謝るなら止めてよ。痛いのは嫌いなんだ。

			「何か特別な事情でも？　クラリス先輩に脅されましたか？」

			「違う！」

			　俺の冗談に先輩が激高すると、すぐに「悪かった」と謝罪してきた。

			　そして咳せき払ばらいをしてから俺に話してくれたのは──先輩自身と、クラリス先輩の事情だった。

			「俺の家は宮廷貴族でも末席だ。爵位もなければ、俺自身は跡取りでもなかった」

			　普通クラスの生徒である先輩は、クラリス先輩の取り巻きの一人。

			　どうやら恩があるらしい。

			「お嬢様はこんな俺にも優しくてさ。俺にエアバイクの才能があると知ると、支援してくれた。おかげで卒業後はこいつに乗って働く仕事に就けそうだ」

			　エアバイクに優しく手を置く先輩は、嬉しそうなのに悲しそうにも見えた。

			「優しい人なんだよ。俺たちの憧れだった。周りの女が酷くて、他のお嬢様連中の取り巻きたちがグチグチ言っているのを聞いて──俺たちはこの人で良かったと何度も思ったさ」

			　俺が黙っていると、先輩は過去を話してくれる。

			「お嬢様の家はエアバイクのレース場を持っていてよ。そこを自由に使えるから練習には困らなかった。ジルクの奴も婚約が決まる前からレース場に通っていたんだぜ。お嬢様はあいつのために指導者を用意して、エアバイクも贈ってさ。凄くいい顔で応援するんだよ。それが悔しいやら嬉しいやら。なのに、ジルクの野郎は急に婚約を破棄すると言ってきやがった。お嬢様が説得のために会おうとしても絶対に会わなかったよ」

			　それは怒っても仕方がない。

			　ジルクはボコボコにされればいい。俺が許す。やっちゃって、先輩！

			　でも俺だけは許して。

			「なら、俺だけは見逃してくれませんか？」

			「悪いな。心情的には同情するが、お嬢様の命令は絶対だ。──この命令だけは俺たちは絶対にやり通す。何が何でも、命を引き換えにしても」

			　強い決意。

			　これだけ慕したわれていたのだから、クラリス先輩も人望が厚い。

			　先輩が俺に言うのは、変わってしまったクラリス先輩のことだった。

			「医務室の件は聞いた。無理だろうが、お嬢様を悪く思わないで欲しい。あの人、夏休みから人が変わっちまったのさ。奴隷を侍らせて、夜は遊んで朝帰りだ。昔はそんな人じゃなかったのに」

			　奴隷を侍らせ朝帰り？　それ、うちの姉貴を筆頭に多くの女子がやっている事だよ。

			　感覚が麻痺してきたせいか、あまり驚かなかった。

			　──末期だな。どうやら俺も、この乙女ゲーの世界に染まりつつあるらしい。

			　普通じゃないか！　なんて、一瞬思ってしまった自分が悔しい。

			「同情してこちらが手を抜くとでも？」

			　先輩は笑っていた。

			「駄目か？　お前はこういう話に興味がなさそうだから無理だろうな。別にいいさ。俺の愚痴だ。聞き流してくれ」

			　去って行く先輩を見ながら俺はエアバイクのシートに腰を下ろしてヘルメットをかぶる。ヘルメットの顎にあるベルトをしっかりと固定した。

			『エアバイクの改造を完了しました』

			「そうか」

			『マスター、今の話を聞いても、迷わず優勝狙いですか？』

			「当たり前だ。悪いけど、俺は俺自身に大金を賭けているからな」

			　ジルクの代わりに俺が出ると知った生徒たちの賑にぎわいと言ったら──今回は学園の用意したエアバイクを使用すると聞いて、俺が負けると思ったらしい。

			　決勝に進出した選手たちと俺を比べれば、明らかに俺は劣っている。

			　つまり、俺は大穴だ。

			『お金など必要ないと思いますが？　そもそも、マスターは私がいるので生活に何一つ不自由しませんよ』

			　馬鹿野郎。婚活だけはどうにもならないだろうが！　本当に使えない人工知能だ。

			　あと、普通に勝ちたいだけ。俺って勝つことが好きなの。ついでに──。

			「俺が負けると思っている連中が悔しがる姿を見せてくれるんだぞ。そのためになら優勝くらいするわ。賭けはついでだ。こっちは別件でちょっとな」

			『本当に良い趣味ですね。私の力を使って勝負する時点で情けないのに、それを微み塵じんも感じないタフで図々しい精神は見習いたいものです』

			　こいつ俺のこと嫌いすぎじゃない？

			


			　　　◇

			


			　レースが始まるとあって、エアバイクで空に飛び出した。

			　バイクが宙に浮いている感覚というのは、何というか──下を見なければ清すが々すがしい気分だ。乗り心地も悪くない。

			　競技場にはエアバイクが次々に飛び出してきて、観客たちが大盛り上がりだった。

			　そんな中、俺の周りに集まってくるエアバイクに乗った選手たち。

			　どいつもこいつも敵意がむき出しだった。

			「よう、待っていたぜ。今日はあの時の借りを返してやる」

			　誰だ、こいつ？

			　二年生のようだが、俺には全く見覚えがない。

			　俺が無視をするとエアバイクをぶつけてきた。

			「無視してんじゃねーよ、一年のカス野郎！」

			　俺は鼻で笑ってやった。

			「お前みたいなゴミ野郎をいちいち覚えていられるわけねーだろが。公爵家にお前の名前を告げ口してやるから名乗れよ。ほら、名乗ってみろよ！」

			　レッドグレイブ公爵家と親しくしております、というのをアピールしつつ、俺は丁寧に対応して相手に下がってもらうことにした。

			　虎の威を借る狐？　それが何か？　結構楽しいよ。

			　相手が舌打ちをして俺から距離を取る。

			　布で張られて作られたスタート地点に選手が出揃う。

			　競技場には、所々に障害物も設置されていた。

			『相変わらず口が悪いですね』

			「俺はこんなに真面目なのに、どうして厄介ごとが舞い込むんだろうな。ヤレヤレだぜ」

			『自業自得です。実は目立ちたがりではないかと最近疑っております。ほら、スタートですよ』

			　前を見ると、審判がライフルを空に向かって撃った。

			　それを合図に一斉にエアバイクが走り出すと、俺も先頭集団に──なれなかった。

			『見事に囲まれましたね』

			「ガッデム！」

			『貴方の前世は日本人では？』

			「言ってみたかっただけだ！」

			　スタートと同時にエアバイクに囲まれた俺は、選手たちから攻撃を受ける。エアバイクをぶつけられ、そして蹴られる。

			　何て酷い奴らだ！

			「くたばれ、この外道！」

			「お前のせいでこっちは借金生活だ！」

			「落ちろぉぉぉ！」

			　この怨えん嗟さの声に俺は誤解だと言いたかった。

			「全部自業自得だろうが、ばーか！　お前らが落ちろ！」

			　俺も蹴ってきた男子生徒に蹴り返していると、ルクシオンが呆れていた。

			『情けない会話ですね。争いは同レベルの者同士でしか起きないというのを実感できますよ』

			　上下左右、そして前方まで防がれた俺は周囲からの集中的な攻撃に耐えるのだった。

			「痛っ！　誰だ、物を投げたのは！　覚悟は出来ているんだろうな！」

			


			　　　◇

			


			　高級感のある有料ラウンジでは、生徒たちが集まりレースを応援していた。

			「やっちまえ！」

			「そこよ。もっと抉えぐり込むように！」

			「ちょっと、生温いんじゃないの！」

			　白熱する応援の全ては、リオンを攻撃している生徒たちに送られていた。

			　アンジェが頭痛にこめかみを押さえる。

			「下手に止めても不満は溜たまる。適度にガス抜きさせればいいとリオンも言っていたが、想像以上に酷いな」

			　リビアは涙目だ。

			「リオンさんが可哀想です。リオンさん、別に悪いことは──え、えっと」

			　何とかリオンを庇おうとするリビアをアンジェは慰めた。

			「無理をするな。あいつにも悪いところはある。だが、私とお前だけでも、リオンを応援してやろう。それにしても、クラリスの関係者が近付けないとは皮肉だな」

			　リオンを潰そうとしたクラリスの取り巻きたち。

			　しかし、その取り巻きたちが囲む前に、リオンは他の男子に囲まれ執しつ拗ように攻撃されていた。

			　逆に近付けず、クラリスの取り巻きたちが困惑しているのか動きに迷いが見えた。

			　リオンの方は、致命傷にならないように避けているが、見ていて腹立たしい思いのアンジェが手を握っていると、学園祭初日に顔を出した伯爵令嬢がやってくる。

			　笑みを浮かべ、視線をガラスの向こうに見えるレースに向けていた。

			「あんたの取り巻き、本当に嫌われているわね」

			　リオンを取り巻きと思った伯爵令嬢──に、アンジェは反論した。

			「リオンは私の取り巻きではない」

			「そんなのどうでもいいのよ。あいつが、あんたの仲間だってことが重要なんだから。あんたらのせいで、私は実家からどれだけ責められたか──」

			　王妃であるミレーヌにおばさん呼ばわり、更には専属使用人をけしかけた。そのため、目の前の伯爵令嬢は実家にきつく責められたらしい。

			　周囲に取り巻きを引き連れてはいるが、専属使用人たちの姿が見えなかった。

			　アンジェが鼻で笑ってやる。

			「恨むなら自分の浅はかさを恨んだらどうだ？」

			　アンジェに掴みかかろうとした伯爵令嬢は、目つきが鋭く隈くまも出来ていた。

			　リビアが前に出る。

			「アンジェに手を出さないでください！」

			「──リビア」

			　そんなリビアにアンジェが少し安堵すると、相手が目を細めた。

			「私たちの会話に割り込むんじゃないわよ、平民風情が」

			「──え、あ」

			　リビアが平民と言われて尻込みすると、今度はアンジェが庇おうとする。それを見て女子は暗い笑みを浮かべた。

			「アンジェリカも変わったわね。取り巻き全員に裏切られて弱気になってしまったのかしら？　昔の貴女なら、平民なんてたいして気にも留めていなかったのに。もしかして、気落ちして平民にすがったのかしら？　あんなに平民を見下していたのに変わるものね。それとも、実家が落ち目だからすり寄るのは平民しかいなかったのかしら？」

			　アンジェが女子を睨むが、すぐに振り返ってリビアを見た。

			　誤解を解こうとするが、言葉に詰まってしまう。

			「──ち、違う。リビア、私は！」

			　言葉が出てこず、昔の自分を恥じてリビアから視線を外してしまった。

			　アンジェの態度に、リビアは涙を流して駆け出してしまった。

			　そんなリビアの背中に手を伸ばすも、リビアはラウンジから出ていってしまう。

			「──あ」

			　アンジェは追いかけようとするが、足が止まった。伸ばした手を下ろす。

			（私に追いかける権利はあるのか？）

			　立ち止まって考えるのは、過去の自分だった。

			　公爵令嬢ともなると、リオンとすら生活が全く違う。畑に出ることもなければ、民とふれあう機会など用意されなければあり得ない。

			　そんな自分が、平民をどう思っていたか？

			「あ～あ、逃げられちゃった。最後のお友達も冷たいものよね」

			　伯爵令嬢の言葉に、アンジェが額に青筋を浮かべ睨み付ける。

			「──お前に何が分かる」

			「はぁ？」

			　ヘラヘラ笑って見せる相手の頬に、アンジェの平手打ちが襲うと乾いた音を立てた。

			「や、やったわね！」

			「それがどうした？　──小者は私に絡むな」

			　掴みかかってくる相手を押し倒し、アンジェがマウントを取るとそのまま掴み合いの喧嘩が始まってしまう。

			　先程まで白熱していてラウンジが、一気に静まりかえった。

			　周囲が慌てて仲裁に入ろうとすると、アンジェは相手の胸倉を掴んで拳で頬を殴った。

			「お前に何が──私の何が分かる！　お前は潰す。全力で潰してやる！」

			　相手もアンジェの髪を掴む。

			「──言ったな、このじゃじゃ馬！　落ち目の公爵家が図に乗るんじゃないわよ！」

			　ラウンジ内が騒そう然ぜんとなった。

			


			　　　◇

			


			　レースも終盤に差し掛かると、順位を上げようと選手たちが俺から離れていく。

			「こんなものか？」

			「これだけボコボコにしたらもう走れねーよ」

			「じゃあな、口だけ野郎！」

			　去って行く糞くそ野郎共の背中を見ながら、俺がハンドルを握りしめスロットルを上げていくとエンジンが良い感じに震えた。

			　車体はボロボロになってしまい、ヘルメットのバイザーも割れているが──俺の心は折れていない。

			　残念だったな、ゴミ屑共！　お前らの敗因は、俺に止とどめを刺さなかったことだ！

			「──いけるな、ルクシオン？」

			『いつでもどうぞ。しかし、これだけあからさまなラフプレーでも審判が止めに入らないとは不思議です。嫌われすぎでは？』

			「審判に金を握らせておけば良かったな」

			『本当に最低な発想ですね。ただ、他の生徒が既に買収していると思うので、マスターの場合は更に大金を積み上げないと審判も納得しないかと』

			「金なら腐るほどあるけどな！　だけど、これで不正をしても心が痛まない！」

			　スピードが上がると、先程まで俺を囲んでいた男子たちが順位を争って仲なか違たがいをしていた。

			　そんな彼らを追い抜く。

			　ルクシオンが完全に制御したエアバイクの調子は最高だ！

			　俺の腕でも簡単に選手たちを追い抜ける。

			「て、てめぇ！」

			　悔しそうにする男子たちに、俺は手を振っておく。

			「足の引っ張り合いご苦労さん。お前らにはその程度がお似合いだ、ばーか！」

			　そして次々に選手たちを抜いていくと、上位陣を独占するようにクラリス先輩の取り巻きたちが走っていた。周囲とはレベルが違い、仲間内で上位を分け合いそうな勢いだ。

			『流石に速いですね』

			「追いつけるか？」

			『ご冗談を──追い抜くまで一分もかかりません』

			　エンジンが限界を超えて動き始めると、エアバイクにしがみつくだけでも大変だった。

			　エアバイクの制御はルクシオンが行っている。バイクが小刻みに、時には大きく傾く中、俺は必死にしがみついているだけだ。

			『マスター、体重移動が僅わずかに遅れています。ハッキリ言って邪魔です』

			「小刻みに変更を入れすぎなんだよ！　あと、邪魔とか言うな！　流石に泣くぞ」

			　バイクに合わせて体を動かし、次々に上位の選手たちを抜いていく。

			　その光景に会場内が騒然としていた。アナウンスも驚きょう愕がくしたのか、声を張り上げている。

			『ま、まさかここでバルトファルト選手が優勝争いに加わったぁぁぁ！　こんな事があり得るのでしょうか？　もしや違法改造か！』

			　俺が勝つのがそんなに嫌か？

			「そうか。それなら意地でも勝ってやるよ」

			　お前らの泣き顔を是非とも俺に見せてくれ。

			　そうして三位の選手を抜き去り、二位の選手が俺の前に出てきた。

			「行かせるか！」

			　俺の進行方向を邪魔する選手に、笑いながら言ってやる。

			「残念！　行かせてもらいま～す！」

			　エアバイクの動きに体を合わせ、随分とトリッキーな動きで二位の選手を抜くと、目の前には三年の──あの先輩だけがいた。

			　俺がアウトコースから抜こうとすると、先輩は俺に何かするよりも直線コース──最後のゴール手前で無駄なことはせずに実力勝負に出た。

			　元から小細工は嫌いなタイプと見ていたが、やはりそうだった。

			「──悪いな」

			　ルクシオンに管理されたエアバイクがマフラーから火を噴ふくと、最後のスピードは俺でも恐ろしくなるものだった。

			　──二度とエアバイクのレースなんか出たくないと思えるくらいのスピードを感じていると、先にゴールしたのは僅かに俺のエアバイク。

			　勝ったのは俺だった。

			　スピードを落としてヘルメットを脱いだ俺は、観客席に向かって笑顔で手を振るのだった。

			「みんな、俺が勝ったよ～！　ごめんね～」

			　観客席から、物が投げつけられる。

			「またお前か！」

			「私のお小遣いを返して！」

			「この疫病神が！」

			　そんな声援に包まれつつ、俺は手を振っていた。悔しそうなお前たちの顔が、俺には最高のご褒ほう美びだ。

			『マスター』

			「なんだ？　今は気分が良いから放っておいてくれ」

			『いえ、そろそろ本当に限界です』

			「──え？」

			　振り返ると、エアバイクから白い煙が吹いていた。どうりで背中が少し熱いと思った。シートとか、エアバイク自体に熱があるような気がしたのだ。

			「いやぁぁぁ！」

			　ルクシオンを手に取ってそのままエアバイクから飛び降りると、後ろを走っていた先輩が俺を拾ってくれる。

			　先輩が優しくて泣きそうになった。

			「助かりました」

			　お礼を言うと、先輩が困ったように笑うのだった。

			「別にいいさ。決闘騒ぎの時はスカッとしたからな。その時のお礼だ。ついでに少し稼げたからよ」

			　この先輩、ジルクへの憎しみで決闘の際に俺に賭けていたらしい。

			


			　　　◇

			


			　医務室。

			　表彰された俺は、賞金を持ってジルクたちのところに来ていた。

			　俺はメダルを見せつつマリエの悔しそうな顔を見る。

			　なんて気分が良いんだろう。

			　この、妹を言い負かしたような爽そう快かい感かんは久しぶりだ。

			「ほら、勝ってきましたよ。約束は忘れていないだろうな、ジ～ル～ク君」

			　俺のニヤニヤした顔に、ジルクは小さく溜息を吐いている。

			「えぇ、約束は約束です。何でも命令してください。可能な限り応えるつもりですよ」

			　可能な限りというのが、こいつの腹黒さを物語っている。

			　出来ないことはしないと言っているのだ。

			　なんて最低な奴だろう。

			　これだから、この乙女ゲーの攻略対象の男子は駄目だ。

			「それで、何をさせるつもりなんですか？　裸で逆立ちでもさせるつもり？」

			　頭の後ろで手を組んでいるカイルが、俺に対してため口で話しかけてくる。こいつ、俺が男爵様だと知っているくせに、態度でかくない？

			「お前は馬鹿か。こいつの逆立ちにどれだけの価値があるよ？　いや、待てよ、女子たちの前で裸を晒さらすのはありだな。金になりそうだ」

			　すると、マリエが俺を指さしてきた。

			「そこまでしてお金が欲しいの！　この守しゅ銭せん奴ど！」

			「鏡見てこいよ！　俺以上の守銭奴がそこにいるからさ！」

			「それよりも、賞金を返してよ！」

			　本当に図々しい。優勝レースに出られたのはジルクのおかげだから、賞金は折半でもいいと思っていたのに。俺はお望み通り、全額をマリエに渡すことにした。

			「良いよ。受け取りなよ」

			「や、やけに素直じゃない」

			「俺は素直が取り柄だ」

			　賞金の三十万ディアを渡すと、マリエは飛びついた。しかし、俺が持っている白金貨が気になったらしい。わざと見せつけるように白金貨を手の上で遊ばせる。

			「そ、それって白金貨よね？　何でそんなに持っているの？」

			「今日の賭けで随分と儲けてね。俺自身に賭けたら大穴だったから大儲けだよ」

			　白金貨と、後は金貨や銀貨に変換したものを見て、マリエはガクガクと震えていた。この守銭奴、絶対にこれで羨うらやましがると思っていたが大当たりだ。

			　三十万ディアなど霞かすむ金額が俺の手の中にあった。

			「ひ、卑怯よ。そんなの卑怯！　自分に賭けるなんてあり得ない！」

			「問題ありませ～ん。お前らは精々、その金額で満足しているんだな」

			　別に三十万ディアなんて痛くも痒かゆくもないというそぶりを見せると、マリエは本当に悔しそうにしていた。こいつ、本当に分かりやすい。

			　腹が立つマリエと睨み合っていると、ジルクが立ち上がった。

			　怪我の方は大丈夫なのだろうか？

			「分かりました。それで貴方の気が晴れるのなら構いません」

			　俺はどうでもいいマリエから視線を外し、ジルクへと向き直った。

			「阿呆が。そんなことをしたらアンジェとリビアに怒られるだろうが。もっと現実的で可能な範囲の命令をするに決まっているだろうが。いや、お願いかな」

			　ジルクが少し俺を疑ったように見てくる。そんなに信用がないのだろうか？

			「お願いですか？」

			


			　　　◇

			


			　学園内が、祭りの後のもの悲しさに包まれていた。

			　校舎内では次々に道具が運び出され、片付けが始まっている。

			　三日間の学園祭も終わり、ようやく全てが終わったように感じた。

			　俺がいるのは自分の店──道具を片付け始めた喫茶店だった。

			　そこにいるのは、ジルクと──クラリス先輩にその取り巻きたち。

			　病衣を着用したジルクは、頭部や腕に包帯を巻いている。

			　そんな痛々しい姿のジルクを前にしているのは、クラリス先輩である。

			　俺がジルクにお願いしたのは──。

			「この度のことは本当に申し訳ありませんでした」

			　──クラリス先輩への謝罪である。

			　因みに、こちらに来る前に次女にも謝らせた。そちらはついでで、こちらが本命だ。

			　クラリス先輩が涙目になっている。

			「今更、今になって──遅いのよ！　私は待っていたのに！　あんた、手紙一つで全部なかったことに出来ると思っていたの？」

			　激怒するクラリス先輩。

			　当然だと思う。ジルクはもっと反省した方が良い。

			「他の女性を愛した私が、貴女と結婚するなど失礼です。嘘を吐くのが──貴女の前で嘘を吐くのが嫌でした。私は他の女性を愛してしまいましたから」

			　クラリス先輩が踏み込むと、スナップの利いた平手打ちをジルクにお見舞いした。

			　いい音が部屋に響く。

			　もっとやって！　やっちゃって、クラリス先輩！

			　ジルクは何もやり返さない。ただ、全てを受け入れるつもりのようだ。その潔いさぎよさは、もっと違う場面で見せるべきだろう。

			「何が嘘よ！　あんな女に誑かされて！　私を捨ててまでそんなに欲しかったの？　どうしてあの女なのよ！　どうして──私じゃ駄目なのよ」

			「自分でも分かりません。けれど、彼女のことを愛してしまったんです。だから、貴女に会うのを躊躇ためらいました」

			　美形の言い訳は、どれだけ酷くても綺麗に聞こえる気がするね。

			　ジルクは、ただ面倒だから会いたくなかったようにしか思えない。貴女に悪いから、なんて言い訳を俺がすれば、周りは「はぁ？」って冷たい態度になるよ。

			　俺ならどんな言い訳をするだろう？　いや、そもそも浮気とかないわ。こんな乙女ゲーの世界で浮気とか──男がボロボロになるまで追い詰められるからね。逆に女性の場合は、めっ！　で済むけど。

			　やっぱりこの世界って理不尽だわ。

			「そうやってまた誤魔化すの？　ジルク、貴方はいつもそう！　そうやって本音を私に語ったことなんか一度もないじゃない！　今もそうやって謝るふりをして逃げるの？」

			「これが私の素直な気持ちです。貴女に会える立場ではない。会っても貴女を傷つけてしまう。それなら、思い出のままの私を覚えていて欲しかった」

			　このジルクという攻略対象だが、面倒なのは『基本的に自分の考えを他人に話さない』だ。いつもニコニコしているだけで、何が好きとか嫌いとか喋しゃべらない。

			　そうやって嫌なことからも逃げているので、本当に面倒な奴なのだ。ゲームではユリウス殿下のためとか、そんなのが理由になっていたかな？　でも、元婚約者くらいには謝っておけよ！

			　クラリス先輩の取り巻きたちが、手に武器を持とうとしていた。

			　流石にまずいと思って俺が間に入ると──。

			「──もういいわ」

			「お嬢様？」

			　三年の先輩がクラリス先輩を心配していた。クラリス先輩自身は涙を拭う。

			「貴方たちが手を汚す価値もないわ。もう、私はこんな男と関わらない。これからは他人よ。二度と関わらないで」

			　喧嘩を売ってきたのに凄い言い分だが、ジルクは頭を下げていた。

			「申し訳ありませんでした。そして、ありがとう、クラリス」

			　クラリス先輩が俯いて奥歯を噛かみしめている。

			「呼び捨てにしないで！　もう顔も見たくないわ！」

			　ジルクは言われた通りに部屋から出ていった。あ、あれ？　俺だけ取り残されてない？

			　部屋の雰囲気にビクビクしていると、三年の先輩が声をかけてきた。

			「悪かったな。迷惑をかけた」

			「い、いえ」

			　クラリス先輩は、取り巻きが持ってきた椅子に座って涙を流している。

			　俺も帰りたい。

			「俺も帰ります。この場には相応しくない」

			「いや、少し待ってくれ」

			　そう言われて男子たちに囲まれると、全員に頭を下げられた。一瞬、ボコボコにされる姿を想像して驚いたのは内緒だ。

			「せ、先輩!?」

			「俺たちが呼び出してもあいつは来なかった。お前には──男爵には感謝しています。数々のご無礼、申し訳ありませんでした！」

			「申し訳ありませんでした！」

			　簡単に言うなら、一年生の俺が運動部の先輩たちに囲まれ頭を下げられている場面だろうか？　何これ、怖い。意味が分からなくて怖い！

			　男子一同からの謝罪に困惑している俺を、少し離れた場所で亜人種の奴隷たちが眺めていた。

			　彼らに忠ちゅう義ぎなど存在しない。あるのは契約による関係だけだ。

			「不満があれば殴ってくれても構わない。出るところに出ても良い。ただ、お嬢様は今回の件と無関係だ」

			「それが通用するとでも？」

			　俺が意地悪く言えば、先輩は小さく笑った。

			「駄目なら俺が責任を取るさ。命懸けでな」

			　責任を取って自ら命を、か。本当にやりそうで怖い。ここまでの忠誠を捧ささげられる主人がいるのも羨ましい限りだ。

			　それを聞いてクラリス先輩が立ち上がった。

			「待ちなさい！　私がそんなことを許すと思っているの？　全ての責任は私にあるわ。貴方たちは私の命令に従った。それだけよ」

			「ですがお嬢様！」

			　誰が責任を取るかで争っているので、俺は呆れたように言うのだった。

			「同情を誘うような小芝居は止めてもらえますか。それに責任を追及しても面倒になるから嫌です。俺、面倒なのは嫌いなんで」

			　すると、先輩が俺を見て、

			「お、お前、それは──いや、そうか。許してくれるのか」

			　クラリス先輩を追い込む？　そもそもジルクの野郎が悪い。あいつが気を利かせておけば事前に解決していた問題だ。

			　本当に面倒な奴である。

			「クラリス先輩もいい加減に立ち直ってくださいよ。男なんて星の数ほどいますよ」

			　俺の台詞にクラリス先輩が俯いて力なく笑った。

			「貴方は捻くれているけど優しいのね」

			　その台詞を聞いていたルクシオンが『この方は勘違いをしています。マスターは捻くれているのではなくねじれ曲がって──』などとどうでもいいことを言ってきたので、俺は専属奴隷たちを見た。

			「気持ちは分かります、なんて言いませんけどね。面倒なのは止めてもらうとありがたいです」

			「そうするわ。もう遅いけどね。私、もう汚れちゃった」

			　悲しそうに笑うクラリス先輩の後ろで、専属奴隷の一人が意味ありげに笑っているのが見えた。俺たち相手に勝ち誇ったような笑みだ。

			「安心してください。良い女はその程度の汚れなんて気になりません。ただし、専属奴隷の数はどうにかするべきですが」

			　俺が睨み返すと、専属奴隷の亜人種たちがそれぞれ狼狽うろたえた表情になる。彼らにとって、クラリス先輩は良い主人だったのだろう。

			　都合が良いとも言う。

			　金払いの良い女子が主人ではなくなるのが嫌なので、焦っているように見えた。

			「口が上手いわね。そうやってアンジェリカに取り入ったのかしら？」

			「俺、正直者ですから嘘は吐かないです」

			　先輩が「絶対に嘘だ」とか言っていたが無視した。

			　クラリス先輩が小さく頷く。

			「そうね。また頑張ってみるわ。もうこんな生活にも疲れたの。なんだろう、何をやっても振り向いてもらえないって分かっていたのに──私は何をやっていたのかしら」

			　ジルクも罪作りな男だ。これだけ想われていたのにマリエのために全てを捨てやがった。

			　本当に──転生者なんてろくでもないな。逆ハーレムを実現させるために、不幸を量産しやがる。

			　真面目で優しい女性が、男を侍らせ遊び回った。その理由が、捨てた男に振り向いて欲しいからとか──どうして俺にはこんな女子が周りにいないんだ！

			　あげくにジルクの尻拭いのような真似までさせられて──悔しい！

			　本当なら関わらないでも良かった。だが、ジルクは攻略対象の男子である。これが原因で余計な面倒ごとが起きるのは避けたかった。自分のためにお節介を焼いたのだ。

			　あとは、ユリウス殿下の言う通りだ。クラリス先輩のためにもならない。

			　ジルク本人よりも、そうした周りの事情があるので介入した。

			　クラリス先輩がまた泣き始めたので、俺は用も済んだので去ろうとした。泣きたいのは俺の方だ。今日の頑張りは婚活に何の得にもならない。学園祭での成果は、賭けで稼いだ屋敷が建ちそうな大金だけだ。

			　あれ？　結構凄くない？　学園祭で一財産稼いでしまった。

			　すると、クラリス先輩が声をかけてくる。

			「リオン君。アンジェのところに行った方がいいわ。アンジェも、あの特待生の子も、試合中に色々とあったみたいだから」

			　二人に何かあったのだろうか？

			


			　　　◇

			


			　学園の校舎裏。

			　隠れるように隅に座っていたリビアを見つけた俺は、近付いて声をかけた。

			「落ち込んでいるな」

			　顔を上げたリビアは泣いていた。

			「リオンさん、私はどうしたら良いのか分からなくなりました」

			　痛々しい笑顔で言うリビアの隣に座る。顔に傷があったアンジェの所にも行ったが、リビアの所に向かって欲しいと言われた。凄く寂しい顔を見せられたよ。

			「慰めるのは下手なんだよね。それでも良いなら慰めるけど？」

			　首を横に振られたので「そっか」と言うと──。

			「リオンさん。私はアンジェと友達になれていましたか？　なれたと思いますか？」

			　友達だったのか、それともこれから友達になれたのか。そんな質問に対して俺はどう答えるべきか悩んだ。正直に言えば、こうなると予想していたのだ。

			「甘くて優しい嘘と、ほろ苦い真実ならどっちが良い？」

			「──ほろ苦い真実でお願いします」

			　俺なら甘い嘘に逃げたいけど、この子は強いな。流石は主人公様だ。いや、流石はリビア、だな。

			「丁度良かった。甘くて温かい飲み物を用意したんだ。ほろ苦い真実を聞くには丁度良い甘さにしてきたよ」

			「リオンさんは本当に不思議な人ですね」

			　複雑そうな笑みを浮かべていた。まぁ、前世を持っている人間だからね。

			　飲み物を渡し、リビアがそれを飲むと俺はほろ苦い真実を告げる。

			「答えから言えば限りなく難しい、だ。そもそも生活環境が違いすぎて共通点が何もない。ハッキリ言ってこれまでが上手くいきすぎだったと思うね。鍬くわを持って働く農民に、明日から剣を振って戦えと言ってもうまくいかないだろ？　──そういう事だよ」

			　家庭環境の違いやら、その他諸々が違いすぎるのだ。

			　例外はあるだろうが、それでも大半が上手くいかないだろう。

			　リビアが涙を流す。

			「私、ようやく学園で同性の友達が出来て嬉しくて、でもやっぱり駄目みたいです。私がアンジェの側にいると迷惑になります。今日も、私のせいでアンジェがいっぱい責められていました。それに、アンジェにとって私は人間じゃないって言われて──」

			　泣いているリビア。

			　気の利いた台詞？

			　俺に期待する方が間違っている。そういうのは──ユリウス殿下たちの仕事なんだよ。本来なら、あいつらがリビアを慰めるはずだったのだ。

			　──だから、俺は俺のやり方で慰めるとしよう。

			「そうだね。アンジェも内心では色々と思っていたんじゃないのかな？　決闘騒ぎから、取り巻きも減って弱っていたし、リビアや俺なら取り巻きの代わりに手頃だったのかも知れないね。リビアが言う通りだよ。アンジェは俺たちを人間扱いしてないね」

			　ヘラヘラ笑って言ってやると、リビアが俺を怒った顔で見てくる。

			「アンジェはそんな人じゃありません！」

			　──それが分かっているなら問題ないだろうに。

			「だったら、大丈夫じゃない？　自分でも分かっているんだろ」

			　俺の言いたいことを察したのか、リビアがハッと気が付いて俯く。

			　俺を気恥ずかしそうな顔で見ていた。

			「リオンさんはやっぱり意地悪です」

			「悪いな。慰め方を知らないんだ。大体、俺が女子を格好良く慰めようとしてもギャグになるからね」

			　俺がユリウス殿下やジルクの真似をしてみろ。

			　相手は感動するどころか笑うよ。俺だって笑う自信がある。

			　何だろう。俺には何か足りないのだ。

			　イケメンオーラとか？　やっぱり顔かな？　あ～あ、美形って本当に得だよね。

			　そんなことを思っていると、リビアに少しだけ笑顔が戻った。

			「も、もう一度だけ、アンジェと話をしてみます」

			　俺は頷く。

			「それがいいよ」

			


			　　　◇

			


			　その日の夜、リビアが自室にいるとノック音がした。

			「は、はい」

			　リビアがドアを開けると、そこにはカーラの姿があった。

			「ちょっといい？」

			　笑顔のカーラにリビアはオドオドするだけだった。

			「え、あ、はい」

			「実はあんたも空賊退治に参加して欲しいのよ。上級クラスで成績優秀らしいじゃない。手伝いくらい出来るでしょう？」

			「あ、あの、そのことでお話があります。あんな騙し討ちみたいな頼み方は──」

			　カーラがドアの縁を強く叩く。

			　その音にリビアが驚き、黙ってしまうと、後ろに控えていた女子がクスクスと笑った。

			　後ろに控えていた女子が、カーラに代わってリビアと話をする。

			「手伝ってくれるわよね？　平民」

			　傷だらけの顔になった伯爵令嬢。彼女は笑みを浮かべ、リビアに対して命令する。

			「もしも手伝わなかったら、あんたの周りを不幸にするわ。あのバルトファルトの糞野郎も、高慢ちきなアンジェリカも、あんたの家族もみんな不幸にしてやる」

			　言われてリビアが俯いて手を握る。

			「明日はカーラを迎えに寄越すわ。ちゃんと準備をしなさいよ、この愚図」

			　伯爵令嬢は、カーラにも脅しをかける。

			「あんたもちゃんとしないと、実家が大変なことになるからね」

			　カーラも少し怯えていた。

			「は、はい！」

			　リビアは、初めて自分をここまで追い込む女子に出会った。実家の力を笠に着て、やりたい放題する女子に、リビアは言う。

			「こ、こんなの、いけないと思います」

			「あ？」

			　伯爵令嬢が睨み付けてくるも、リビアが続ける。

			「リオンさんも、アンジェも、凄く強い人です。あ、貴女に脅されてもきっと二人なら──」

			　それを聞くと、伯爵令嬢は大きく口を開けて笑うのだった。お腹を抱えている。

			「え、何？　本当に自分があの二人の友達だと思っているの？」

			「わ、私は！」

			　言い返そうとすると、伯爵令嬢がリビアの髪を掴み自分の顔に頭部を近付けさせる。

			「貴族に友達なんていないのよ。それはアンジェリカが一番理解しているわ。あんたはあいつの傷心を癒やすためのペットなの。それが分からないのかしら？」

			「ち、違います！」

			「違わないわ。貴族なんて、落ち目になれば周りがすぐに離れていくのよ。友人が自分を裏切るなんて、ありふれた話で珍しくもない。あいつは──アンジェリカは公爵令嬢よ。見ていれば分かるでしょう？　気が強いのも、誰にも心を許さないからよ。あいつにとって、あんたは人間じゃないの。ペットだから優しくされているのよ」

			「ペットじゃありません。私は人間です！　あの二人は、私の大事な──」

			「何も分かっていないわね。あんた──あの二人にいったい何が出来るの？」

			「──え？」

			　伯爵令嬢の言葉に、リビアは急に狼狽えてしまった。

			　それは、リビアの悩みでもあった。

			　いつも二人に守られている自分は、二人に何か出来るのだろうか？

			「バルトファルトは一応貴族で手柄も立てたわ。アンジェリカは生粋のお嬢様で財力も権力もある。それで──あんたはあの二人と対等なの？　友達って対等な関係よね？」

			「そ、それは──」

			　リビアの視線が泳いでいた。

			「言い返せないでしょ？　結局、友達なんかじゃないのよ。いくら取り繕っても、あんたは周りから見れば二人の愛あい玩がん動物よ」

			　伯爵令嬢を前に、一人で対たい峙じするのは初めての経験だった。いつもなら、リオンが守ってくれていた。だが、ここにはリオンがいない。アンジェもいなかった。

			「あ、分かった！　あんた、見た目はそれなりに可愛いから、体が目当てなんじゃない？　バルトファルトの奴、女子にモテないからって平民を狙うなんて貴族失格よね。情けな～い」

			「違います！　リオンさんはそんな人じゃ──」

			「男なんてそんなものよ。少し服を脱いで誘ってみなさいよ。すぐに飛び付いてくるわ。それにしても図々しいわね。学園に入学するばかりか、自分が私たちと並んでいるなんて勘違いしちゃって。これはきつい躾しつけが必要ね」

			　リビアは突き飛ばされ、そして床に転がると伯爵令嬢の後ろから女子たちが入ってくる。

			　そのまま、部屋の中を荒らし始めた。

			「や、止めて！　止めてください！」

			　伯爵令嬢が笑っている。

			「こんなゴミ部屋、少し荒れているくらいが丁度良いのよ」

			　騒がしいリビアの部屋に、女子寮を見回っている教師がやってくる。

			「先生、助けてください。この人たちが──」

			　だが、伯爵令嬢が教師を見てニヤニヤしていると、その教師は何も見ていないようにリビアの部屋から歩き去っていく。

			「──え？」

			「これで分かったでしょう？　あんたは私たちと対等じゃないのよ──平民」

			　リビアは、教師までもが自分を見捨てたことにショックを受けた。

			　その場に座り込み泣いてしまうと、周囲がクスクスと嘲あざけ始める。

			「泣いちゃったよ」

			「平民なんてこんなものよ」

			「私たちと同列だと思うなんて、本当に身の程知らず」

			　カーラを伴って、伯爵令嬢がドアから離れる。

			「それじゃあね」

			　リビアをあざ笑いながら去って行く女子たち。リビアはドアを閉めると、頭を抱えてその場に座り込んでしまった。

			　泣いているリビア──リオンと親しくなったことで彼女にメリットがあるとすれば、その庇護下で守られていたことだ。

			　デメリットは──本来なら強く成長する機会を、リオンに守られていたためにほとんど奪われてしまったこと。

			　伯爵令嬢に脅され、リビアも空賊退治に参加することになった。

		

	

			


			第05話「空賊退治」

			


			　王都にある飛行船の港。

			　そこは王都から少し離れた場所に浮かんでいる浮島にある。飛行船が出入りを繰り返すその場所は、港というよりも駅やバスのターミナルのように俺には見えた。

			　電車やバスではなく、出入りを繰り返しているのは飛行船だけどね。

			　数十人が乗る小さな飛行船で王都から港にやってくると、指定した場所に俺の飛行船【パルトナー】が既に待機していた。

			　ルクシオンが建造した七百メートル級の飛行船は、他の飛行船よりも大きく目立っている。

			　形状はシンプルな長方形の箱型だ。

			　外見は周囲の飛行船に似せて作られているが、中身は別物──周囲の飛行船が原始的に見えるほどの高性能な飛行船である。

			「ちゃんと待機しているじゃないか」

			　俺の荷物に隠れているルクシオンが返答してきた。

			『これくらいパルトナーには余裕です』

			　パルトナーは、ルクシオン本体である宇宙船が偽装した姿をそのまま再現している。

			　ルクシオン本体の形は未来的というか、とにかくこの世界の飛行船の形として不自然なのだ。そもそも宇宙船だし。

			　そのため偽装させたのだが、問題は中身だ。

			　言い訳が出来ないくらい未来的なため、人を中へと入れられない。

			　ロストアイテム──再現不可能な道具──と呼ばれる飛行船の中に入りたいと希望する人は多く、大慌てで建造したのがパルトナーである。

			　ルクシオンの秘密が知られると、俺を殺してでも奪い取ろうとする奴らが出てくる。

			　そのための対策の一環だった。

			　──ちくしょう。調子に乗って実家にルクシオンで戻らなければ、こんな面倒もなかったのに。

			　さて、そんなパルトナーを、ルクシオンの奴は自慢してくる。

			　親馬鹿というか、自分が建造したので愛着もあるようだ。

			　人工知能なのに愛着とかあるのだろうか？

			『マスター、気付いていますか』

			「見えているよ」

			　そんなパルトナーの近くにいるカーラとリビアの姿が見えていた。カーラの荷物をリビアが持っている。

			　俺が近付いてくるのを見つけると、荷物をリビアから奪うように取り返して何事もなかったかのように手を振ってきた。

			　俺が気付いていないと思っているらしい。

			　それよりも、リビアまでついて来るなんて聞いていなかった。それに、リビアに元気がない。

			　アンジェとの仲直りは失敗したのだろうか？

			「男爵、こっちですよ～」

			　カーラを見て、俺は改めて女は怖いと思うのだった。

			「女って怖いな」

			『マスターはそんな彼女たちに恐れられているので安心してください』

			「嫌われている、の間違いじゃね？」

			　そうして二人のところに到着すると、何やら見知った顔が近付いてくる。

			　赤と紫──槍やりを担いだグレッグと、とても嫌そうな顔をしたブラッドだった。

			　槍を持った【グレッグ・フォウ・セバーグ】は、短髪を逆立てた体育会系の男だ。強さ自慢の男子である。

			「げっ！」

			「何でバルトファルトがいるんだよ」

			　二人のあまりの態度に俺のガラス細工のような心が傷つく。

			「何だ、負け犬共か」

			　ガンを飛ばしていると、グレッグもブラッドも俺に近付きメンチを切ってきた。

			　やっぱりこいつら柄が悪い。カラフルな髪色もあってチンピラみたいだ。

			「やんのかごらぁ」

			「負け犬かどうか試してみるかい？」

			　二人が俺を威い嚇かくしてくるので、俺は素直にリビアの後ろに回り隠れる。

			「俺はこれからリビアたちと予定がある。お前らに用はないから、さっさとどこへでも行けよ」

			　ただ、二人ともこの場を離れない。

			　グレッグは髪をかき、そしてブラッドはジト目をカーラに向けるのだった。

			「これ、どういうことかな？」

			　困ったように俺たちから視線をそらすカーラは、どうにも何か隠しているようにしか見えなかった。まぁ、色々と隠しているのは知っているけどね。

			「え、えっと、私の実家まで男爵の飛行船で、皆さんと移動できたらいいな、と」

			　それを聞いて、俺たちは顔を見合わせた。

			「はぁ!?　俺の大事な飛行船にチンピラを乗せろと！」

			　俺の言葉にグレッグもブラッドも額に青筋を浮かべた。

			　こいつら短気すぎ。

			「誰がチンピラだ！」

			「君は、本当に嫌な奴だな！」

			　二人とリビアを挟んで睨み合っていると、カーラが謝罪してきた。

			「ご、ごめんなさい！　実はブラッド様にもお声をかけていたんです」

			　全員の視線がブラッドに集まると、本人も渋々と説明をする。

			「彼女は元婚約者の寄より子こでね。助けを求められたから、手を貸すことにしたのさ。報酬も出るし、その空賊は賞金首だ。マリエの助けになればと思って空賊退治を引き受けたんだ」

			　何だかまともなようで、実はかなり頭がおかしいことを言っている。

			　学生が空賊退治なんて間違っている？　違う。そこじゃない。

			　そもそもここは〝あの〟乙女ゲーの世界だ。男子は女子に好かれるために、空賊討伐という目に見えた結果を求めるような世界である。

			　空賊退治は女子へのアピールポイントだ！

			　よく考えると、元からこの世界は狂っているな。

			　グレッグが自慢の槍の石突きで、床を叩いた。槍を持った仁王立ちの姿だけは立派だな。

			「その話を聞いて俺も参加を決めた」

			　槍一本で何が出来ると？

			　本当に、この乙女ゲー世界の登場人物って頭がおかしいよね。

			「他の三人は？　ほら、黒と緑に青い奴だよ」

			　ブラッドが色で呼ばれて怒ってしまう。

			「色で僕たちを呼ぶのは止めろよ！　三人とも実家に呼び出されたよ。それと、マリエは用事があるから来ない。まぁ、用事がなくても危険だから来させないけどね。だから僕たちだけさ」

			　グレッグは笑っている。

			「説教されると分かっていながら実家に戻るとは、あいつらも真面目だよな。俺も呼び出されたが、今回はブラッドの付き添いだ。こいつは頼りないからな」

			「五月蠅うるさいんだよ、この脳筋が！　どうせなら、クリスについてきて欲しかったよ」

			「なんだと！」

			　こいつら頭がおかしい。たった二人で何をするつもりだ？

			　おまけに、まともな武器を持っていない。

			　空賊っていうのは飛行船を持っているから空賊って呼ばれるんだよ。

			　飛行船を相手に、魔法や槍で戦う？　新手のジョークかな？

			　そんなことが出来る奴なんていない。

			　何しろ有名な空賊たちは、ほとんどが兵器を──鎧よろいを所持している。生身の人間が戦いを挑んでも勝てるわけがない。

			　カーラが俺たちを急せかす。

			「と、とにかく、みんなで力を合わせて頑張りましょう。ほら、オリヴィアさんからもお願いして」

			　リビアは俯いていた。

			　何も反応がないので、カーラは俺たちに聞き取れないような小さな舌打ちをしている。

			　俺は髪をかく。

			　思ったよりもリビアの状態がよろしくない。

			　後でフォローしておこう。

			「取りあえず乗れよ。お前ら、俺のパルトナーに悪戯いたずらするなよ」

			　グレッグがすぐに怒る。

			「ガキみたいに言うな！」

			　鼻で笑ってやった。

			　この程度で怒っているからガキなのだ。

			「ガキだから注意したんだよ」

			「やんのかてめぇ！」

			「そうやって怒りっぽいのがガキの証拠だ、馬鹿が！」

			　俺はリビアの手を引いてパルトナーに逃げ込むと、その後ろをグレッグとブラッド──そして「うまくいった」と言いたげな笑みを浮かべたカーラがついてくる。

			　──さて、これからどうするか。

			


			　　　◇

			


			　女子寮。

			　普通クラスの女子が使用している寮に足を運んだのは、手土産を持ったアンジェだった。

			　少し緊張した様子で目的の部屋を探している。

			「こ、これで良いのだろうか？」

			　手に持った土産を、何度も確認する。

			　リビアのために買ったのだが、気に入ってもらえるか不安だった。

			　リオンに相談しようにも、既にウェイン家の領地に向かったのか学園にはいなかったのだ。

			「あの馬鹿者が。利用しようとしている輩やからのために飛行船まで出して」

			　止めたのに行くと言ったリオンを心配していた。

			　実家に知らせてはいるが、そもそもアンジェには自由に扱える飛行船がない。リオンのように思い立ったらすぐに行動、とはいかない。

			　追いかける前にリビアに声をかけておきたかった。

			　どんな言葉をかけるべきか悩む。

			（どんな顔をして会えばいい？　リビアは私を許してくれるだろうか？）

			　不安を抱えつつ普通クラスの女子寮を歩くと、女子たちが慌てて道を譲るため廊下の端へと移動する。

			　声をかけてこようとする女子もいたが、構っていられないのでアンジェは「急ぎの用がある」と言って断る。

			　そして──リビアの部屋の前に辿たどり着くと、アンジェは驚いた。

			「な、なんだ、これは？」

			　学園の女子たちが使用するような部屋ではなかった。

			　以前は物置だったのか〝物置〟と書かれた札がドアの上にある。そんな場所に、リビアの部屋が用意されていたのだ。

			　それだけではなく、生徒たちによるリビアへの罵ば倒とうがドアや壁に書かれていた。

			　アンジェは気を取り直し、ドアをノックするが返事はない。

			「リ、リビア、私だ。アンジェリカだ」

			　声をかけるが返事がなく、いないのかと思った時──。

			「あら、アンジェリカじゃない」

			　振り返ると、そこにいたのは顔の傷がまだ残っている伯爵令嬢と、その取り巻きたちだった。

			「またお前か」

			　年上相手にお前呼びをするアンジェは、目を細めて見下した。それを相手も理解しており、忌いま々いましそうにする。互いに険悪な雰囲気を出していた。

			


			

			


			「随分と嫌われたものね。成り上がりがそんなに嫌いかしら？　歴史があるだけで、自分たちが偉いと思っている家はやっぱり面倒よね」

			「成り上がり？　随分と不相応な言い方をする。成り上がった者たちに失礼極まりないな」

			　アンジェが相手を嫌っている理由は、そもそも敵対派閥だから。

			　それと同時に、相手の伯爵家には悪い噂が多かった。

			　噂だけならまだ良いが、実際に悪事に手を染めているのも知られている。

			　相手の家は上り詰めるために相当な無理をしてきた家だ。

			　ついでに、目の前の女子はブラッドの元婚約者でもあった。

			　以前の専属使用人たちは姿を消しているが、代わりの専属使用人を多く引き連れている。

			　新たに購入したのだろう。

			　取り巻きの生徒たちも、遊んでいるのが外見からでもよく分かる格好をしていた。

			（成金趣味が可愛く見えるな。どいつもこいつも、亜人種の奴隷を引き連れて本当に情けない限りだ）

			　まさに学園の女子、という感じの一団だった。

			　伯爵令嬢が舌打ちをする。

			「学園祭では随分と世話になったわね」

			　アンジェに攻撃されて懲りたのか、今回は手を出してこなかった。

			「私は忙しい。お前に構っている暇はない」

			　伯爵令嬢が醜い笑顔になる。

			「あら、お気に入りのペットのお出迎えなんて、随分と可愛がっているのね」

			　アンジェは静かに相手を睨み付ける。

			「──何が言いたい？」

			　伯爵令嬢は、アンジェとの距離を詰めると、数センチもすれば鼻が触れそうな距離まで顔を近付けた。

			　きつい香水の臭いにアンジェは顔をしかめる。

			「アンジェリカ、大事な取り巻きと可愛いペットはちゃんと繋つないでいないと駄目よ。死んじゃったら悲しいわよね？」

			　下げ卑びた笑みを向けてくる相手に、アンジェは目を見開いた。

			　伯爵令嬢は、その反応に嬉しくなったのか白い歯を見せて笑っている。

			「やはりお前の差し金か」

			「分かっていたなら止めてあげれば良かったのに。公爵家の娘さんは冷たいのね」

			　だが、アンジェは慌てない。

			（馬鹿が。お前たちは誰を相手にしているのか分かっているのか？　リオンを優秀な番犬程度に考えているのなら、お前たちはおしまいだよ）

			　カーラの依頼をアンジェは怪しんでいた。

			　それは、カーラが誰の取り巻きか知っていたからだ。

			　カーラの実家は準男爵家──王国の直臣扱いだ。

			　だが、小領主に分類される彼らは、生きていくために地元で一番大きな家を頼る。

			　伯爵令嬢の実家を頼っているのが、カーラの実家である準男爵家だ。

			　分類上は同じ直臣だが、ホルファート王国ではこのように大身の家が地元の小領主たちの面倒を見て寄子としていた。

			　アンジェは、カーラがどの家の出身であるか分かっていたのだ。

			（リオンの奴は知らなかっただろうが、面倒になると分かっていたはずだ。あいつは何故手を貸した？　相変わらず読めない奴だな）

			　逆に相手を哀れむアンジェだった。

			「そうそう、お気に入りのペットだけど出かけているわよ」

			「出かけた？」

			「えぇ、カーラの領地についていったわ。お友達だから連れていくんですって。カーラったら物好きよね。空賊が出る危ない場所に、お友達を連れて行くなんて」

			　──瞬間。

			　アンジェは伯爵令嬢の胸倉を掴み上げ、壁に叩き付けた。

			　胸元を締め上げ、そのまま壁に押しつけ片腕で持ち上げる。

			「──おい、リビアをどうしたって？」

			「く、苦し──」

			　足が床から離れた伯爵令嬢は、両手でアンジェの片手を掴み、両足をバタバタとさせていた。

			　彼女の取り巻きや、専属使用人たちが助けるために動き出すも、アンジェが睨み付けて動きを止めさせる。

			「私に触れるな。──潰すぞ」

			　静かに、そして底冷えするような声に全員が動けなくなると、再び顔の向きを苦しんでいる伯爵令嬢に戻した。

			「私は気が短い。さっさと話せ。お前たちは何を考えている？」

			「は、放しなさいよ！」

			　伯爵令嬢は多少慌てるも、今回先に手を出してきたのはアンジェなのだと強気な態度に出る。

			「お父様が黙っていないわ。あんたの実家は、今は大変な──」

			　アンジェは、そんな伯爵令嬢の言葉を遮る。

			「質問しているのはこちらだ。騒ぎたければ後でいくらでも騒ぐといい。決闘騒ぎから、私に舐なめた態度をとる馬鹿共が多かったところだ。丁度良いから見せしめにしてやる」

			　その馬鹿共の多くが、同性である女子だった。アンジェにとっては、それが悩みの種でもあった。男子の方がまだまともだったのだ。

			　伯爵令嬢は苦しそうにしながらも笑みを浮かべている。

			「自分で確かめなさいよ」

			　アンジェは相手を床に投げつけると、何事もなかったかのようにその場を歩き去る。

			「そうさせてもらう」

			　伯爵令嬢から少し離れ、角を曲がるとそのまま駆け出した。

			（急いでリオンに連絡を。いや、私が向かった方が早いか。しかし、パルトナーで向かったとなれば追いつくのは難しい）

			　王都にある公爵家の屋敷に向かい、すぐに飛行船を出してもらおうと決めるアンジェだった。

			


			　　　◇

			


			　実家に戻っている黒──ではなく、ユリウスは、ミレーヌに説教を受けていた。

			　執務室で書類を処理しているミレーヌは、手を止めてユリウスに淡々と言い聞かせてくる。

			「空賊退治をして名を上げたい？　ユリウス、貴方は自分の立場を理解していませんね。今の貴方に動かせる戦力は、飛行船一隻──いえ、鎧一つありませんよ。王国の兵士に命令する権限すらありません。そんな貴方が空賊を退治する？　冗談でも笑えませんよ」

			　正論を吐かれてたじろいでしまうユリウスは、必死に抵抗を試みる。

			　もしかしたら、ミレーヌが自分に賛成してくれて戦力を貸してくれるかも知れない、と。

			　そうすれば、グレッグやブラッドの手助けが出来ると考えていたのだ。

			「しかし母上！　空賊退治は我々貴族の仕事ではないのですか？」

			「然るべき者たちの仕事です。ユリウス、貴方は日頃から空賊を退治している騎士や兵士たちよりも、うまくできるとでも？　学園の男子生徒が無茶をするケースはありますが、現場からは迷惑という声が上がっているのを知っていますか？」

			　女子へのアピールのために頑張る男子たち。

			　それを知っているため、先輩である騎士や兵士たちは強く止めることが出来なかった。

			　中には、余裕のある騎士が後輩を支援して手柄を立てさせるケースもあるくらいだ。

			　みんな婚活に必死なのだ。

			　ミレーヌもその辺りの事情に詳しいのか、

			「男子の事情も分かりますけどね。その空賊退治は他の男子に譲ってあげなさい。準男爵家の領地ですから、許可を取ってから正規軍を派遣します。その際、学園からも希望者を募って──」

			　男子に手柄を立てさせつつ、正規軍の邪魔にならないようにして空賊の件を処理しようと考えているようだった。

			　仕事をしている時のミレーヌは、普段の天てん真しん爛らん漫まんさがなりを潜ひそめている。

			　ユリウスから見ても、普段とは別人のように見えていた。

			（くっ！　これでは二人を助けられない！）

			　すると、執務室の前で人の声が聞こえてきた。

			　護衛がミレーヌの許可を取って部屋に入れた人物は、ジルクであった。

			　少し呼吸が乱れている。

			　ミレーヌは目を細める。

			「どうしましたか？」

			　書類に視線を向け、手を動かしながらジルクの話を聞こうとするミレーヌだった。

			　ジルクは一度深呼吸をしてから、部屋にいたユリウスを気にかけつつ、

			「──ミレーヌ様、バルトファルト男爵が飛行船で空賊退治に出かけたそうです。グレッグ君とブラッド君の二人も、男爵と一緒に向かったようです」

			　ジルクの報告を聞いて、ユリウスはすぐにミレーヌを見た。

			　この程度の報告をするために来たのか？　などと怒ると思っていたからだ。

			　だが──。

			「え、リオン君が？」

			　──先程までとは違い、仕事モードではなく普段の母がそこにいた。

			　いや、いつもと違っている。

			　僅かに頬が赤いのが気になるユリウスだった。

			（母上ぇぇぇ！　目を覚ましてください。バルトファルトのどこに惹ひかれる要素があるのですか!?　いや、待て。これはチャンスだ！）

			　ユリウスがミレーヌを説得しようとする。

			「母上！　すぐに増援を送るべきです！　俺に艦隊を預けてください。すぐにでも空賊を退治してご覧に入れます！」

			　そんなユリウスに、ミレーヌは先程までの頬を染めて気が緩んだ顔を真顔に戻して対応する。

			「ユリウス、貴方は艦隊を指揮した経験がありませんよね？　邪魔になるので止めなさい。それに、騎士や兵士たちが気を遣うことも分かっていますか？　ジルク、その情報は本当なのですか？」

			　仕事モードに戻ったミレーヌに、ジルクは情報の確かさを説明した。

			「はい。既に確認を取りました。オフリー伯爵家の令嬢が絡んでいるようで、私の予想では──」

			「確かな情報だけを先に伝えなさい」

			　ダメ出しをされ、ジルクが姿勢を正して続ける。

			「レッドグレイブ公爵家の飛行船が、問題の準男爵家の領地に向かったパルトナーを追いかけるために出港しました。確かな者からの情報です」

			　レッドグレイブ公爵家が動いていると聞いて、ユリウスがミレーヌを見た。

			　ミレーヌは少しだけ考えてから──。

			「増援は必要ありませんね。バルトファルト男爵の実力を知る良い機会でもあります。一騎士として強いのか、それとも空賊を相手に戦えるのか。公爵家が飛行船を出したということは、増援の意味合いもありそうですが、無茶をしますね。今の公爵の立場を考えると──」

			　ユリウスが抗議する。

			「母上！　俺も行かせてください。どうしてバルトファルトはよくて、俺は駄目なのですか！」

			　ミレーヌは仕事を再開する。

			　溜息を吐いていた。

			「──それが分からないから、貴方を行かせられないのですよ」

			


			　　　◇

			


			　パルトナーの一室。

			　そこは娯楽室だった。

			　周囲にはテーブルが並び、まるでカジノのような雰囲気を出している。

			　ビリヤードやら、ダーツなどもあり、時間を潰すにはうってつけの場所だった。

			　そんな部屋で、俺はブラッドとグレッグの三人でトランプをしている。

			　もちろん、賭け事だ。

			　余裕の笑みを浮かべる俺に対して、二人は難しい顔をしながらカードを睨んでいた。

			「どうした？　勝負するか、それとも降りるか？」

			　グレッグが唸うなっている。

			「待て！　もう少し考えさせろ！」

			　二人から巻き上げたお金は結構な金額になっている。二人とも、学園祭で随分と稼いだのかお金を持っていた。

			　せっかく稼いだお金を、俺に巻き上げられているわけだ。

			「もう諦めたらどうだ？　ここで引き下がるなら許してやるぞ」

			　こう言えば、二人ともムキになると分かって煽っている。

			　ブラッドが額に汗をかきながら、

			「ここで引き下がれるものか！　次こそは勝つ。そもそも、こんな勝負で勝ち続けるなんて不可能なんだ。次は絶対に勝つ！」

			　俺は二人に勝ち続けているわけだが──当然いかさまだ。

			　でなければ、勝ち続けるなど不可能である。

			　船賃代わりにお金を巻き上げているだけだ。それに、こいつらはもっと社会勉強をした方がいい。いつか騙されて痛い目を見る前に、俺が社会の厳しさを教えておこう。

			　そんな俺の優しさに気付かない二人は、

			「──来たぜぇぇぇ！」

			「今度こそ僕たちの勝ちだ！」

			　二人は覚悟を決めた顔で、トランプを置く。

			　グレッグは勝ち誇った顔をしていた。

			　お前、今日は同じパターンで何度負けたと思っているんだ？

			「これでどうだ！」

			　ブラッドも強気だ。手札を見れば確かに勝てそうにも見える。

			「次こそは勝つ！」

			　そして俺は、小さく溜息を吐きながらゆっくりとトランプを見せてやる。

			　俺の役の方が強く、二人は青い顔をして机に突っ伏してしまった。

			「悪いな。また俺の勝ちだ」

			　グレッグが頭を抱えていた。

			「嘘だろ！　こんなのインチキだろうが！」

			　そうだよ。でも、それに気付かないお前たちが悪いのさ。

			　ブラッドは髪をかき、振り乱して叫んでいる。

			「何連敗したと思っているんだ！　こんなのあり得ない！」

			　俺はトランプを回収しながら二人に言うのだ。

			「お前たちは本当に馬鹿だな」

			　二人が睨んでくるが、もう財布の中身が寂しいのか勝負は出来ないようだ。

			　トランプを片付けていると、疲れ切ったグレッグがブラッドに話しかけた。

			「なぁ、お前の元婚約者ってどんな奴だ？」

			　ブラッドは寂しくなった財布を見つつ答える。

			「珍しいタイプの女子かな」

			　話し出すブラッドは、何やら不満そうだった。

			　確かに珍しいタイプだな。

			　もう極端な学園女子という感じだった。

			　大勢の奴隷を連れ、派手に遊び回っていたよ。

			　貴族の──伯爵家以上の家柄だと、落ち着いた感じの女子も多い中で派手に遊んでいるから目立ってしょうがない。

			そういえば、喫茶店で俺の頭を踏みつけたのもあいつだったか？

			「婚約が決まる前に数回顔を合わせただけさ。学園でも数えるほどしか話したことがないよ。殿下やジルクみたいに揉めなかったのはよかったけどさ。典型的な政略結婚だよ。派手に遊んでいるのは知っているけど、性格とか趣味とか知らないんだよね」

			「噂で聞いたことがあるな。評判の悪い家じゃなかったか？　何で婚約したんだよ。メリットがないだろうが」

			　グレッグは貴族的な話に疎うといため、ブラッドの元婚約者を詳しくは知らないらしい。

			「メリットがあったから、僕は彼女と婚約したんだよ」

			　俺は二人の話を聞きながら、お茶を用意する。

			　ブラッドは相手の事情を話し始める。

			「オフリー伯爵家というのは、乗っ取られた家でね。先代の当主は商人だったそうだよ。彼らにしてみれば、フィールド家と縁を結んでいずれその血を自分たちに、ってところじゃないかな？」

			　グレッグが不満そうな顔をしていた。

			　冒険者が貴族になったホルファート王国では、貴族であれば生まれながらに優秀な冒険者の子孫だ。

			　成り上がりの場合は──俺のように冒険者として成功を収めた者もいる。

			　どちらも冒険者としての功績が評価される。

			　普通に戦場で出世というケースもあるし、それ以外の方法で貴族になるケースも多い。

			　成り上がりと言われることも多いが、それでも出世できている。

			　ちゃんと評価されているとも言える。

			　だが、そんな王国にも例外はある。

			　それがブラッドの元婚約者の家だ。

			　元は男爵家だったその家は、商人が強引に家を乗っ取ってから陞しょう爵しゃくして伯爵家になった。

			　王国貴族からすると憤ふん慨がいものだ。手柄を立てたわけでも、冒険者として成功したわけでもない者が貴族になったのだから当然だろう。それでも、グレーゾーンというか法の目を掻かい潜くぐって貴族になった。

			　その後も色々と悪事に手を染めてきたようだ。

			　嫌われてもいるが、同時に味方もいる。どこかの派閥に潜り込んでいたはずだが、俺は王宮の事情とか派閥に興味がないので分からない。

			　ただ、その伯爵家の問題は跡取りだ。

			　先代当主は商人から貴族になった。

			　その息子が跡を継いだのは良いが、現当主も伯爵令嬢も貴族の血を引いていなかった。

			　ブラッドとの婚約は、そうした事情もあって彼らがどうしても名門の血を求めたから発生したわけだ。ブラッドと縁えん戚せきになり、そこから徐々に高貴な血を取り込もうとしたのである。

			　どうして無理してまで出世をしたいのか理解に苦しむ。

			　グレッグが何か思い出したらしい。

			「公国だ。公国との外交で活躍した家だったな！」

			　ブラッドが「ようやく気が付いたのかい？」などと言って呆れていた。

			「僕の家は公国との国境を任されているからね。外交関係の話をまとめたら、結婚の話を考えて欲しいと伯爵に頼まれたのさ。成功するとは思っていなかったから、その時は父上も認めたのさ」

			「成功したときは騒ぎになったな。あの〝黒騎士〟に怯えなくてすむ、ってよ」

			「おかげで僕の婚約が正式に決まったのさ」

			　辺境伯であるフィールド家は、ファンオース公国との最前線だ。

			　とても強い〝黒騎士〟という厄介な騎士がおり、戦争をする度に大きな被害が出て困っていた。

			　外交で問題を解決した伯爵家の頼みを断れず、ブラッドは問題のあるその伯爵家と縁を結ぶことになったらしい。

			「経緯はともかく優秀な家か」

			「だから厄介でね。実際、ウェインさんも婚約破棄の件を臭わせて協力を求めてきたよ。狡ずるいよね。親が親なら、その下の寄子も、って感じだよ」

			　グレッグも神妙な顔で頷いていた。

			「俺の方も同じだな。婚約者と会ったのは数回だ。情なんかわくかよ」

			　こいつらも大変だな。思い出してみれば、グレッグとクリスの婚約者はゲームに登場していない。いったいどんな人物だったのだろう？

			　二人の会話を聞いていると、ルクシオンが俺に報告してくる。

			　くつろいでいる二人には、ルクシオンの声は聞こえていない。

			『マスター、どうやらお出迎えのようです』

			　目的地への到着までには、まだ時間がある。

			　お出迎えというのは──。

			『空賊の飛行船。二隻がこちらに接近してきます』

			　俺は淹れたお茶を飲み干すと、二人に声をかけるのだった。

			「お前ら、仕事の時間だ。しっかり働けよ」

			　俺を見る二人が口を開けて驚いていた。反応が悪いのを見るに、何を言っているのか理解していないようだ。

			「敵が来たから準備をしろ、って言っているんだよ」

			　グレッグが立ち上がる。

			「そ、そうか！」

			　ブラッドも立ち上がるが、二人とも困惑していた。

			　周囲をキョロキョロと見て、落ち着かない様子でその場に立っている。

			「そ、それより、僕たちは何をすれば良いんだ？」

			　──お前ら嘘だろ。

			　ブラッドはともかく、グレッグ──お前は実戦経験が豊富じゃなかったのか？

			「分かった。とりあえず、お前らは船の中で待機な」

			　グレッグが怒る。

			「何でだよ！」

			「何をするのかも分かっていないからだよ！　言わせるな！」

			　俺は部屋を出てルクシオンに指示を出す。

			


			　　　◇

			


			　空賊の飛行船は、黒い布地にドクロマークを描いた旗を掲げていた。

			　空賊団【ウイングシャーク】の船長の一人が、飛行船から見えるパルトナーの姿に口笛を吹いた。

			「これが手に入ればお頭も大喜びだな」

			　部下が同意する。

			「大物ですね。でも、本当に乗っているのはガキが四人だけですか？　あの大きさで？」

			「あぁ、野郎三人に女が一人だ。本当かどうかは疑わしいが、ロストアイテムだからな。乗り込んで調べればすぐに分かる」

			「四人とも始末しますか？」

			「馬鹿。野郎は三人とも貴族のボンボンだぞ。金持ちの婆に売りつけて小遣い稼ぎだ。女の方は遊んだ後に捨てればいい。平民だと身代金も取れないからな」

			　周囲がそれを聞いてやる気を見せると、隣を飛ぶ飛行船も降下を開始した。

			　パルトナーに真上から接近し、そのまま押さえつけようとしているのだ。

			　船長が首に手を当てて回す。

			「一人はとんでもなく強いらしいが、しょせんはガキだ。本当の戦いってやつを教えてやれ」

			「へい！　すぐに教えてやりますよ！」

			　飛行船から次々に飛び立つのは、鎧をまとった空賊たちだ。

			　二隻の飛行船から二十を超える鎧が、パルトナー目がけて飛び移ろうとする。

			　この世界の鎧とは、空を飛ぶパワードスーツのようなものだ。

			　人型の兵器。

			　大地が浮かぶこの世界では、一般的な兵器の一つだった。

			「今日は馬鹿なガキたちのおかげで楽が出来そうだな」

			「そうですね」

			　後は自分たちの飛行船で押さえつけ、逃げられないようにして奪う。

			　いつもの仕事だと思っていた船長だが、パルトナーから何かが飛び出すと空賊たちの鎧へと近付いた。

			　それは普通の鎧よりも大きな──灰色の重そうな鎧だった。

			「たった一人で何が出来る。多少強くてもやっぱりガキだな。おい、囲むように──」

			　船長が命令を出そうとするよりも早く、パルトナーから出てきた鎧はその空いた両手にそれぞれ空賊たちの粗悪な鎧を掴んでぶつけて破壊した。

			　破壊した鎧を自分の飛行船に投げつけ、そして囲もうとする空賊たちの鎧を次々に素手で破壊していく。

			　ライフルを構えた空賊の鎧を蹴り飛ばす。

			　船長はすぐに危険だと感じたのか、逃げるように指示を出す。

			　こうした勘が、彼を今日まで生き残らせてきた。

			「アレは何だ？　上昇だ！　上昇──」

			　──だが、今回は遅かった。言い終わる前に飛行船が激しく揺れた。

			　近くにあった手すりに掴まり、船長は状況を確認する。

			「何があった！」

			「ほ、砲撃です！　獲物が砲撃を！」

			「馬鹿を言うな！　俺たちは真上にいるんだぞ！」

			　この世界の飛行船の戦闘は、基本的に上を取った方が強い。大砲の精度が悪いのもあって、とにかく側面に大砲を沢山並べ、大量の砲弾を撃ち込む戦い方をしている。

			　大量に打ち込む理由は魔法にある。

			　魔法でバリアを発生させて、飛行船を守るためだ。

			　そのバリアを貫いて飛行船を沈めるには、大量の砲弾を撃ち込む必要があった。

			　空賊たちも砲撃を警戒して真上から強襲した。

			「あれだけ大きな飛行船で、どうやって大砲を撃った？　そもそも四人で動かせるわけが──」

			　パルトナーの規模なら、それこそ何千人と人が揃わなければ動かない大きさだ。

			　そのため、たった四人──内通者を含めれば五人しか乗っていないのに、まともに動かせるわけがないと思っていた。

			　それがこの世界の常識だからだ。

			　ロストアイテムという情報を持っていても、常識でそう考えてしまっていた。

			　パルトナーからの砲撃に、また空賊たちの飛行船が激しく揺れる。

			　船長が叫んだ。

			「降伏だ！　降伏しろ！　早く白旗を──」

			　逃げられないと判断し、降伏するため白旗を掲げるように言うのだった。

			


			　　　◇

			


			　甲板に降り立つアロガンツを、グレッグは見ていた。

			　ブラッドの方は甲板に叩き付けられた空賊たちを拘束しており、グレッグに「さっさと手伝え、脳筋！」と叫んでいた。

			　ただ、グレッグは灰色の巨人──アロガンツを見て思った。

			（勝てねぇな）

			　普通の鎧よりも大きなアロガンツは、重装甲でとても重そうだ。しかし、空を飛んだ姿はとても軽やかだった。

			　空賊たちの粗悪な鎧など相手にもならなかった。

			　グレッグは、リオンの強さに勝てないと思ったのではない。

			（何が実戦重視だ。いざ、一人になったら俺は何も出来ないじゃないか）

			　今までは家臣たちに支えられて活躍出来ていたのを、リオンによって理解させられていた。

			　対して、リオンは一人でも空賊を相手に戦って見せた。

			　敵が来たと思えばすぐに動いたリオンとは違い、自分は誰かのサポートがなければまともに戦えないとグレッグは気付かされた。

			「ガキか。何だ、俺は粋いきがったガキだったのか」

			　リオンが自分をガキと言ったのは当然のように思えた。

			　グレッグは自分がとても情けなく──同時に、リオンが自分たちの思っている以上に凄い男に感じられていた。

			


			　　　◇

			


			　アロガンツの中。

			　俺は周囲を確認していた。

			「これで全員無効化できたかな？」

			　答えるのは、アロガンツの中にいるルクシオンだ。

			　球体を皿のような台座に乗せ、一つ目を俺に向けてくる。

			『はい。既に飛行船二隻はエンジンを停止しています。逆らっても問題ありません。撃墜するだけです』

			「馬鹿、やめろよ。持ち帰って売るんだから」

			　粗悪な鎧もそうだが、飛行船も金になる。もちろん、空賊たちも同様だ。

			　そのため、全て捕らえることにしたのだ。放置するよりはマシだろう。

			『撃墜した方が早かったのでは？　このまま連れ帰っても面倒になるだけかと』

			「いや～、嬉々として人殺しが出来る精神構造じゃないからね。流石にお前を使って戦うなら自重するわ」

			　俺の言葉にルクシオンの電子音声は、普段以上に冷たく聞こえた。

			『マスターは、それが原因で失敗をすることになってもよろしいのですか？』

			　何を言いたいのかすぐに分かった。

			　情けをかけていると、いつか失敗すると言いたいのだろう。

			　ルクシオンは言っているのだ。「どうして空賊を殺さないのか」と。

			　──人殺しが嫌に決まっているからだ。

			「だから巻き込まれたくないんだよ」

			　こういう決断を求められるから、俺は自分から戦いたくなかった。

			　自分から戦いを起こせば言い逃れが出来ない。

			　誰かに命令されて仕方なく戦えば、まだ言い訳が出来る。

			　自分から人を殺す判断を──決断をするのは、俺にはとても嫌だった。

			　本当にどうしてこうなったのか。

			　適度に主要人物から距離を置き、平和に暮らしていたかったのに。

			　だが、今更リビアたちを放置も出来ない。

			　生半可な態度でいるから、こうした面倒になることも分かっている。

			　それでも、大量虐殺をして──なんて方法は選びたくなかった。

			　きっと、俺の精神が持たない。

			　賊相手に気を遣うという、生温いこのやり方を──俺はいったいいつまで続けられるのだろうか？

			「それより、相手には威い嚇かく射しゃ撃げきで十分だっただろ。なんで撃ち抜いたんだよ」

			『パルトナーに覆い被さろうとするなど認められません』

			　こいつ、人のことをどうこう言える立場なのか？

			　人工知能が私情を持ち込みやがった。

			　これを凄いと思うか、それとも駄目だと思うか……まぁ、あの乙女ゲー世界の人工知能だ。それに、俺の相棒と思えばこれくらいがいい。

			　ガチの──割と冗談にならない本物の人工知能とかだったら、反乱された時に怖いし。

			　こいつの緩い感じが、俺には丁度良いのだろう。

			


			　　　◇

			


			　パルトナーの一室。

			　窓の外を見るカーラは、通信機を持って震えていた。

			「ふ、ふざけるんじゃないわよ。なんで簡単に負けるのよ！」

			　空賊たちを手引きしたカーラは、あまりの呆あっ気けなさに狼狽えていた。

			　まさか、ここまでリオンが強いとは思わなかったのだ。

			　おまけにパルトナーだ。

			　カーラを人数に入れても五人しか乗り込んでいないのに、普通に動いているなど信じられなかった。

			　そしてその性能だ。

			　空賊たちでは相手にならない。

			「ロストアイテムって言っていたけど、こんなのインチキよ。このままだと私の実家に到着しちゃう」

			　カーラはブラッドの元婚約者からの命令で、リオンたちをこの場所におびき出した。

			　空賊にリオンたちを襲わせるために。

			　カーラだけは、後で空賊たちに助けてもらう予定だったのだ。

			　持ち込んだ通信機を握りしめる。

			　空賊たちに連絡をした後に、急に通信が出来なくなった。

			「なんで壊れちゃうのよ！」

			　電波の状況が悪いのかノイズが酷かった。

			　普段から通信状況は悪い。

			　この世界ではそれが基本で、相手が近くにいれば何とかやり取りが可能であるという程度だ。

			　襲ってきた空賊たちとは、通信できていてもおかしくない距離だったはずなのに──とカーラは思って通信機を投げつける。

			　彼女は作戦が失敗して焦っていた。

			「実家には何の連絡もしていないのに。それに、お嬢様に知られたら、今度は私が酷い目に遭う」

			　空賊たちを捕まえたリオンは、このまま準男爵家の領地を目指すために移動を再開する。そうなれば、家族に知られてしまう。

			　そして、オフリー伯爵の娘に、何を言われるか分かったものではない。

			「そ、そうだ。あの平民の女を利用してやろう。あいつが悪いことにしよう。そ、そうよ、あのバルトファルトの奴も、あの平民には甘いからきっと許してくれるわ。ほ、他の二人はどうせ廃はい嫡ちゃくされて権力なんかないんだから、無視して良いわ」

			　カーラの独り言。

			　部屋の隅では、小さなカメラがカーラの様子をしっかりと監視していた。

			


			　　　◇

			


			　パルトナーがウェイン準男爵の領地に到着したのは夕方だった。

			「日が落ちるのが早くなったな」

			　おまけに寒い。

			　準男爵家の領地には、パルトナーが接岸できそうな港がなかったので小型の飛行船で上陸した。

			　ただ、ここで問題が発生した。

			　ブラッドが俺に文句を言っている。

			「この状況で、何で落ち着いているんだよ！」

			　俺たちは今──準男爵家の兵士たちに囲まれているのだ。

			　俺は凜り々りしい姿で両手を挙げている。

			　何しろ銃口を向けられているからな。

			「狼狽えるな。俺も困っている」

			　グレッグが苛々していた。

			「こいつ凄いのか駄目なのか全く分からないな」

			　兵士たちがこちらを警戒しているのは、空賊らしき飛行船を連れているからだ。実際に空賊だし、警戒されても仕方がない。

			　そうして騒いでいると、準男爵が現れた。

			　ウェイン──カーラの父親である【コンラッド・フォウ・ウェイン】だ。

			　疲れた顔をし、少しお腹が目立ってきた中年男性という感じだが、俺たちを見ると驚いていた。

			「すぐに武器を下ろせ！」

			　兵士たちが武器を下ろすと、俺も手を下げる。

			　コンラッドさんは、俺ではなくブラッドに挨拶をした。どうやら、ブラッドが辺境伯の息子であると知っていたようだ。

			「ブラッド様ですね？　お久しぶりです」

			「え？　あ、あぁ」

			　だが、コンラッドさんをブラッドは覚えていないのか曖昧な態度になっている。

			　相手もそれを察したのか自嘲気味に笑った。

			「伯爵様のお屋敷でパーティーが開かれた際にお会いしましたが、随分と大きくなられましたな」

			　相手が流してくれたので、ブラッドも安堵して話をする。

			「それより、どうして僕たちは囲まれているんだい？　そっちの娘さんに助けを求められたから、駆けつけたっていうのに」

			　コンラッドさんが戸惑っている。

			「助けを？　娘がブラッド様に助けを求めたのですか？」

			　周囲の人たちがカーラに視線を向けると、慌てたように言い訳を始めた。ルクシオンに見張らせていたが、本当に酷いな。

			「ち、違うの。私が相談をしたこの子が大きく考えすぎて。そ、それで──」

			　話を振られたリビアに今度は視線が集まる。

			「え？　あ、あの、私は頼まれて──」

			　どこか心ここにあらずといった感じで、リビアは急に話を振られてしどろもどろになっている。ここ最近、どうにも元気がない。

			　話しかけても避けられるし、本当にどうしたのだろうか？

			　コンラッドさんが問い詰めようとしたので、俺が間に入った。

			「お宅の娘が俺に救援を求めるために、リビアに紹介して欲しいと相談したわけよ。だから俺たちは駆けつけたんだけど？」

			　誰だこいつ、みたいな目で見られたのは悲しいが、ブラッドが俺のことを紹介する。

			「リオン・フォウ・バルトファルトだ。噂くらい聞いているだろ？」

			　それを聞いたコンラッドさんが、俺に向かって謝罪をしてきた。

			「男爵様でしたか。これはとんだご無礼を。し、しかし、我が領地はそこまで困っていません。救援を求めたのは本当なのでしょうか？」

			　ブラッドは目を細めてカーラを見た。

			「どういうこと？」

			　カーラは言い逃れできなくなると、リビアを睨み付けようとしたので俺が間に入り視線を遮さえぎる。

			　すると、カーラは泣きそうな顔になった。

			　コンラッドさんは、娘であるカーラを庇う。

			「申し訳ありません。娘も混乱しているようだ。ここは一旦、我が家にご招待しますので──」

			　そこまで言われ、俺は鼻で笑うのだった。

			　この世界はあの乙女ゲー。女に──特に学園の女子に優しい世界だ。

			　有う耶や無む耶やにされては困る。

			「あんたの娘が俺たちをここに呼んだ。報酬を約束して助けを求めた。準男爵、あんたも分かるよな？　遊びじゃねーんだよ」

			　威圧的に、そして脅すように俺は詰め寄った。

			　世の中、立場というのは利用するためにある。欲しくなかった男爵という肩書きを、ここで大いに利用してやろう。

			「将来の男爵二人。俺に至っては既に男爵だ。飛行船まで出させて、空賊の飛行船を二隻も拿だ捕ほした。間違いでした、なんて言わないよな？」

			「で、ですが、状況がよく分からないのでは──」

			「だったらさっさと娘に訊けよ。可愛い娘を庇うのはいいよ。けど、そっちがその気なら、俺は俺のやり方で報酬を貰うから」

			　ルクシオンが気を利かせて飛行船を動かす。

			　準男爵がパルトナーの大きさと動いている姿を見て、仲間がいると勘違いしたのかカーラの両肩を掴んだ。

			　急いで事情を聞き出そうとしている。

			「カーラ、いったいどういうことだ？　お前、本当に救援を依頼したのか？」

			　そこからカーラが泣きながら事情を話すのだった。

			


			　　　◇

			


			　準男爵の屋敷ではなく、パルトナーに戻ってきた俺は背伸びをした。

			　カーラの奴が全て話してくれた。

			　俺たちを騙すために連れてきたことを、だ。

			　捕らえた空賊から事情は聞いている、と言ってやったら諦めてべらべら喋りやがった。

			　空賊たち？　知らないふりをしていたよ。

			　嘘？　違うね。相手が勘違いをしただけだ。空賊たちから聞いている、なんて言ったら自主的にカーラが計画を話したのだ。

			　あの伯爵令嬢が、俺たちを騙して空賊に襲わせようとした、ってね！

			　部屋にはリビアと二人だけだった。

			「はぁ、疲れた。明日は様子を見るとして、しばらくノンビリしようか。幸い、連休はまだあるし」

			　初日で随分と片付いた感じがある。

			　上手くいきすぎて拍子抜けだが、ゲームではないのだ。盛り上がりなんて必要ない。

			　人生、平穏無事な穏やかな日々が最高だ。

			　普段なら心配そうに「それでいいんですか？」なんて聞いてきそうなリビアが、俯いて何も話そうとしない。

			「大丈夫か？」

			　顔を向けると、リビアがゆっくりと顔を上げてきた。

			「──何なんですか？」

			「え？」

			「リオンさん、凄いですよね。何でも一人で解決して、何でも一人で出来てしまって」

			「お、おい」

			　いつもと違うリビアの雰囲気に、心配して手を伸ばすと振り払われた。

			　リビアが一歩下がり、俺と距離を取る。

			「どうして私にそこまで優しいんですか？」

			「い、いや、これは──」

			　最初に浮かんだ理由は、自分への言い訳にしていた「君が主人公だから」という言葉だった。言葉が詰まって出てこない。

			「おかしいですよね。私、平民出身で価値なんてないのに。リオンさんに私を助ける理由があるんですか？　私、本当に何もありませんよ。リオンさんの期待に応えられないのに、どうして私なんかを助けるんですか？」

			　答えられずに黙っていると、リビアが暗い笑みを浮かべた。

			「体が目的ですか？」

			　咄嗟に答えてしまう。

			「ち、違う。そんな理由じゃ──」

			　すると、リビアは泣きながら笑った。

			　その笑顔が痛々しかった。心が痛かった。

			「ですよね。私なんて可愛くないですし、アンジェの方が凄く綺麗で──それにお姫様ですからね。私なんて本当に何もなくて──何もないのに、優しくされる理由なんて」

			　俺は何を間違った？

			　泣き出して座り込むリビアにかける言葉が出てこなかった。

			　本当に自分が情けない。

			「なら──私に何を求めているんですか？　どうしてこんなに優しくしてくれるんですか？　おかしいですよね。だって──私は二人の役になんか立たないのに」

			　カーラたちに言われたのか？

			「いや、役に立つとか立たないとか関係ないだろ。そんなことは──」

			　そんなことはないと言おうとして、また「この世界は乙女ゲー。名門男子は攻略対象」と言っていた自分の言葉が頭に浮かんだ。

			　リビアの〝言葉が妙に胸に突き刺さり〟痛かった。

			　言い訳をしようにも上辺だけの言葉が出てこない。

			　まるで、嫌な自分を見せられているようだ。

			　攻略対象の五人だけではない──リビアを俺は主人公として見てきた。物語に登場する人物として見てきた。

			　最終的に聖女になるリビアに、面倒を解決させるつもりでいた俺は──リビアを利用していたカーラといったい何が違うのか？

			　頭の中に次々に自問自答がわいてくる。

			　──俺はちゃんとリビアを見ていたのか？　主人公だから、将来的に必要だから、そんな目で見てきたのは俺ではなかったか、と。

			　リビアが泣きながら叫んだ。

			「私は──私は二人の友達になりたかったのに！　そんなの、ペットと変わらないじゃないですか。馬鹿にしないで。私は人間です。愛玩動物じゃないんです！」

			　そのまま泣き出したリビアは座り込む。

			　俺は何も出来ずに、部屋から逃げるように出て行くのだった。

		

	

			


			第06話「八つ当たり」

			


			　良かれと思っての行動が、全て裏目に出てしまった。

			　パルトナーの甲板。

			　風が冷たかったが、部屋にいると色々と考えてしまうため外に出た。しかし、寒かろうが考えるのはリビアのことだった。

			　ルクシオンが俺の側に浮いている。

			『ペットですか。確かに、マスターの可愛がり方は、ペットを相手にしているようでしたね。お気に入りのゲームキャラを可愛がっていたマスターは、言い返すことも出来なかった、と』

			「──そうだよ」

			　忌々しい人工知能は、俺を慰めることをしない。

			　こいつの言葉も、俺の心によく刺さる。

			『学園で本格的な悪意を向けられ弱っていたのでしょう。精神状態が不安定になっています。気にされる必要はないかと』

			「お前は俺をなんだと思っているの？　俺だって傷つくぞ。俺の心はガラスのように繊細だからな」

			『マスターの心は防弾ガラスで出来た特別製です。この程度では傷一つ入りませんから大丈夫です』

			「そうかい」

			　前世の経験もあるのだ。俺なりの処世術だってある。

			　だが、リビアの言葉が妙に心に突き刺さっていた。

			　首を横に振る。

			「これで良かったのさ。モブが調子に乗って主人公や悪役令嬢に手を伸ばしたのは分不相応だったってことだな。良い勉強になったよ」

			『ここで手を引くのはどうかと思いますが？』

			「最後まで面倒を見ろ、って？　冗談は止めろ。ペット扱いを拒否したのは主人公様だ。今後の活躍に期待するさ」

			『拗すねていますね』

			「五月蠅い」

			　拗ねていると言われ、俺は苛立った。苛立ったということは、自身で自覚があるということだ。

			　それが分かるから余計に腹が立つ。

			　しばらくしてから、俺はルクシオンに話しかけた。

			「俺の何が駄目だった？」

			『今回の場合、オリヴィアの成長をマスターが阻害したのが原因かと』

			「成長を阻害？　おい、ふざけるなよ。俺はそれこそ手伝ってきたぞ。学園ではダンジョンとか、他にも色々と──」

			　ルクシオンはあくまでも自分の答えを曲げなかった。

			『本来なら、それらを彼女は一人で解決していたはずです。短い目で見れば、マスターの助力は成功です。しかし、長い目で見れば、オリヴィアの精神的な成長の妨げになっています。彼女の言う通りです。マスターは、オリヴィアをペットだと思っていたのですか？　さぞ、可愛らしいお気に入りのペットだったのでしょうね。この世界では、マスターにとって貴重な都合の良い女子ですから』

			　一瞬にして頭に血が上った。

			「てめぇっ！」

			　ルクシオンを殴りつけると、そのまま甲板に打ち付けられ跳ね返りゆっくりと俺の所に戻ってきた。

			『気は済みましたか？』

			「もう一発殴りたいけど、拳が痛い」

			　怒りで顔が火ほ照てっていた。それを外の寒い空気が冷ましてくれるのを待つ。

			『私は言い続けます。マスターにとって、これは必要なことです。前世を持ちながら子供のようなマスターには、精神的な成長が必要です』

			「精神的な成長？　なら必要ない。大人と子供の違いを知っているか？」

			『この場合、肉体的な意味ではないのなら、自制心などですか？』

			　俺は結構我慢強いよ。それはともかく──。

			「違うな。大人と子供の違いは、社会に適応出来ているか、否かだ。この世界の常識を、お前という力を持っているのに破壊せずに生きている俺は十分に大人だよ」

			　良くも悪くも社会に適応してしまえば大人だ。

			　よく大人になれって言葉があるだろ？　アレは社会に適応しろ、って言葉だ。

			　そして、新しい価値観を生み出して社会を変えるのは子供みたいな奴。

			　大人になっていない奴が多い。

			　俺は大人だ。そうだよ、駄目な大人だよ！

			『聞きようによっては感動しそうな話も、マスターが言うと冗談のように聞こえますね』

			「そうかよ」

			　ふて腐れてその場に座り込むと、ブラッドが甲板に出てくる。その手には剣を持っており、俺の顔を見ると酷く嫌そうな顔をした。

			　ルクシオンは俺の背中に隠れる。

			「剣の練習か？」

			「そうだよ」

			　ブラッドは短く「甲板を借りるぞ」と言うと、寒い中で素振りを開始した。その腕前は、お世辞にもうまいとは言えない。

			　俺の方がまだマシである。

			「魔法の練習でもすれば？　お前の特技は魔法だろ」

			　俺の言葉を聞き動きを止るブラッド。その額に汗が滲んでいた。

			　随分と真剣に振っていたのだろう。

			「そんなのは分かっているんだよ！」

			　俺に向かって剣を向けてくる。

			「逆ギレかよ」

			　再び剣を振り始めたブラッドだが、俺が気になるのか集中できていなかった。

			「お前、毎日振っているの？」

			「当然だ。騎士になるためには必須だからね」

			「別に必須じゃないだろ」

			「ぶ、武芸は必須だろうが！」

			　剣だけ出来ても騎士にはなれない。剣聖と呼ばれるほどにずば抜けていれば別だが、その他大勢は何でも出来ないと騎士にはなれない。

			　貴族は一定の年齢になれば、ほとんど自動的に騎士になれるけどね。

			「そんなことをしなくても騎士にはなれるだろうが」

			　ブラッドはキザっぽく前髪を手ではね除のけ、そして俺に言うのだ。

			「いつか君に勝つためだ！　その日まで、僕たちは頑張ると決めた」

			　頑張る？　笑うわ。

			　え？　お前ら、俺がまた勝負すると思っていたの？

			「馬鹿じゃねーの。俺、もうお前らとは戦わないから。お前ら一生負け犬だな」

			　すると、ブラッドが悔しそうな顔をするが、また素振りを再開した。

			「言い返さないのか？」

			「そんな暇があるなら一回でも多く振るだけだ。僕は──五人の中で一番弱いから」

			　俺は髪をかく。

			　ブラッドは魔法が得意なキャラだった。

			　逆に魔法以外の才能がない。そんなキャラだから、ゲームでは苦労させられた。弱いのに前に出るし、おまけにすぐに沈む。頼むから前に出るなと何度思ったか分からない。

			「得意分野で頑張れよ」

			「そっちも頑張っている！　だけど、僕は負けたくないんだ」

			　ブラッドが胸の内を明かした。

			「マリエに僕を見て欲しい。五人でいると、僕だけ見劣りがしないか不安になることがある。外見は一番さ。けど、他の部分は言い訳が出来ないほど差が開いているからね」

			　こいつ、さらっと自分が一番格好いいとか言ったぞ。

			　本当に落ち込んでいるのか？

			「お前ら、あいつの何が良いの？　ちびっ子でペッタンだぞ」

			「外見じゃない！　中身だ！」

			　その中身が最低だろうが！　リビアの居場所を奪った奴だよ？　性格的に問題しかないと思うし、逆ハーレムをやっている時点で中身もお察しだ。

			　こいつらにいくらマリエの本性を言っても、信じないだろうけどね。

			「外見で選んだと言えばまだ納得──出来ないな。あいつ、胸ないじゃん」

			「さっきから何だ！　胸なんて飾りだ！」

			「飾りじゃねーよ！　取り消せ！　女性の大きな胸には男の夢と希望と欲望が詰まっているんだよ。今の発言は絶対にゆるさ──ん？」

			　すると、船内からフワフワと浮かんだロボットがやってくる。その手には木刀を二つ持っていて、俺とブラッドに渡して去って行った。

			　ブラッドが気味悪がっていた。

			「あ、あの、鉄の塊たち、船内をウロウロしていてちょっと怖いんだけど」

			　腰が引けて足が震えている。ブラッドは臆病でもあったな。ナルシストで臆病……面倒くさい。

			　船内のロボットたちにすら怖がっているが、俺から見れば割と可愛い外見をしている連中だ。

			　それにしても、木刀が二本。

			　ブラッドは俺に木刀の切っ先を向けてくる。

			「勝負だ、バルトファルト！」

			「嫌だよ。寒いし」

			　ブラッドが悔しそうに地じ団だん駄だを踏んでいた。

			　だが、チラチラ俺を見ながら素振りを再開するので、面倒になって受けてやることにした。

			　ブラッドが喜ぶ。

			「さぁ、来い！」

			「何で苦手な分野で戦うのに喜ぶんだよ。馬鹿なの？」

			「お前より座学の成績は良いから、馬鹿じゃない！　それよりも、挑戦できたことが嬉しいんだ。絶対に勝つ！」

			　そう言って構えるブラッドだが、練習しているだけあって構えはまともだった。

			　踏み込んで打ち付けると、簡単に下がって体勢を崩している。才能は感じられない。

			「ほら、どうした」

			　何度も打ち付け、そしてフラフラになるブラッド。

			　しかし、一度だけ──大きく踏み込んだブラッドの左斬り上げ。下から斜め上に向かう剣が、思いのほか力強く体勢を崩された。

			「──っ！」

			　単純な油断だったと思う。

			　ブラッドが調子に乗って踏み込んでくる。

			「このまま畳みかけ──あうっ！」

			　不用意に踏み込んだので距離を詰め、柄の部分で頭を叩いてやるとブラッドはその場に膝をつく。

			「やっぱりお前、馬鹿だろ」

			「く、くそ、いけると思ったのに」

			　これならまだ槍の方が才能はあると思う。決闘の時は鋭い突きを放ってきた。

			　ブラッドは立ち上がると、素振りは終わったのかそのまま船内に戻っていく。

			「つ、次こそは必ず」

			　頭を押さえ、戻っていくブラッドを見送りながら俺は木刀を見る。

			　久しぶりに素振りをした。

			　自分で振れなくなっているのが分かる。

			「授業以外では触らなくなったからな。単純な練習不足だな」

			　実家を出る前は、随分と練習させられた。毎日のように素振りをさせられていたのだが、学園に来てからサボり気味だった。

			　色々と忙しいのが理由だ。

			　その理由が婚活というのが情けない。

			　隠れていたルクシオンが再び現れる。

			『楽しそうですね』

			「わざわざ面倒なことをしたな。ロボットに木刀を持ってこさせたの、お前だろ」

			『はい』

			　夜空に木刀の先を向けると、星が随分と綺麗に輝いていた。

			「──あいつらも色々と考えているんだな」

			　ブラッドが意外に努力家だったのが、何故だか俺にとっては少しだけ嬉しかった。

			


			　　　◇

			


			　王都にあるダンジョン。

			　そこには、完全装備のマリエとカイルがいた。

			　カイルは重い荷物を背負いながら、マリエに対して弱音を吐いている。

			「もう帰りましょうよ。というか、ここって絶対に危ないですよ」

			　〝立ち入り禁止〟と書かれた看板の先に進み、マリエとカイルは縦穴を降りていた。

			　カイルよりも重そうな荷物を背負ったマリエは、ロープで縦穴を下りながら鬼気迫る顔でカイルを叱りつける。

			「諦めるんじゃないわよ！　この先に私たちの未来が──輝かしい栄光が待っているのよ」

			　カイルがブツブツと文句を言う。

			「これなら皆さんを連れてくればよかったのに。大体、ここってモンスターも強くて」

			　そんな話をしていると、縦穴の底から何かが這はい出てきた。

			　大きなトカゲのようなモンスターが、大きな口を開けて壁を昇ってくる。

			　手に付いた吸盤で壁を掴み、マリエたちに迫ってきていた。

			「出たぁぁぁ！」

			　カイルが叫ぶと、マリエが荷物から手しゅ榴りゅう弾だんを取り出すのだった。

			「舐めるなぁぁぁ！」

			　手榴弾を大きく開いた口に放り込むと、飲み込んだモンスターの頭部が弾け飛び、黒い煙が周囲に発生する。

			　その発生した煙が風を起こし、ロープがはげしく揺れた。

			　マリエはロープを握りしめると、カイルに声をかける。

			「カイル、しっかり掴まっていなさい！」

			「もう帰りたいです！」

			　マリエたちがそのままロープを降りていくと、穴の底に到着した。

			　カイルはようやく到着した地面に座り込み、泣きそうな顔になっていた。

			　周囲を警戒しながら、マリエは重い荷物を下ろして道具を取り出していく。

			（大丈夫。私はやれる。ここまでの知識ならちゃんと持っているわ）

			　ゲームでも中盤までは自分の力で攻略していた。

			　そして、ダンジョンの〝立ち入り禁止〟とされた奥に隠されたアイテムがあるのも知っていた。

			（アレさえ回収できれば──今の状況からだって抜け出せる）

			　思い浮かんだのはリビアの顔だった。

			（そうよ。私はあんたを踏み越えて幸せになるわ）

			　たった二人でダンジョンの奥深くに挑むという無謀な行動。

			　ユリウスたちにも黙って挑んだのは、彼らが忙しそうだったから。

			　もう一つの理由は、

			（オリヴィアなんて何も出来ないと思っていたけど、あのモブ野郎が側にいるなら油断できないわ。一刻も早く回収しないと、先を越されたら私の人生設計が狂っちゃう）

			　学園祭での一件から、マリエはリオンを警戒していた。へらへらしているが、あのモブは油断できないと自身の勘が告げていたのだ。

			　オリヴィアがダンジョンに入る際、必ず一緒にいるような男だ。いずれはアレを回収してしまうかも知れない。それがマリエには怖かった。

			　そのため、皆を待っていられず、連休中に回収するため動いている。

			　無理をしてでも、マリエにはどうしても手に入れたい物があった。

			　ショットガンを構えると、座り込むカイルに声をかける。

			「行くわよ、カイル」

			　渋々といった態度でカイルが立ち上がると、重い荷物を背負ってランタンを手に持った。マリエが進む道を照らす。

			「この先に何があるんですか？」

			「ついてくれば分かるわ。それから、安心しなさい。もう、生活の不安ともおさらばよ」

			　不安から解放されると聞いたカイルの顔が明るくなるも、すぐに首を横に振ってマリエに文句を言うのだった。

			「いや、その前にここから無事に帰れるんですか？」

			　マリエはショットガンを構えて歩き出す。

			　その顔は真剣そのもので、決意が滲にじみ出ていた。

			「何としてもこの先にあるお宝を手に入れるわ。私たちの人生がかかっているのよ」

			　全ては理想の生活を手に入れるため。

			　マリエはカイルを伴いダンジョンの奥へと進む。

			


			　　　◇

			


			　王宮。

			　ユリウスはジルクと共に作戦会議をしていた。

			　王太子でなくなったユリウスには、周囲もあまり期待をしていないようだ。

			　毎日のように人が訪ねて来ることもなくなり、ユリウス的には嬉しかったりする。

			「考えたぞ、ジルク」

			「流石です、殿下！」

			　ユリウスが考えただけで褒めるジルクだった。

			「ここは隠密に王宮を抜け出し、グレッグたちの応援に駆けつけるのはどうだろう？」

			「良いアイデアかと」

			「あぁ、俺もそう思った。だが、抜け出すにはどうするべきだ？」

			　ジルクが考え込む。

			「王宮ではユリウス殿下は目立ちますからね。ミレーヌ様の指示を受けている見張りが、目を光らせています。簡単には抜け出せません」

			「そうか」

			　どう抜け出すべきかと聞いたのに、簡単じゃないと返すジルクだった。

			「閃ひらめいたぞ、ジルク！」

			「流石です、殿下！」

			　ユリウスはジルクに自分の考えを伝える。

			「仮面だ。仮面を用意する。顔を隠し──そうだな、体も隠した方がいいからマントも用意しよう」

			「なるほど、姿を隠して逃げるのですね」

			「そうだ！」

			「ですが殿下、その仮面とマントはどうやって手配しましょう？」

			　ジルクの質問にユリウスも困ってしまう。

			「それが問題だ」

			「問題ですね」

			　二人はしばらく考え込み──そして、

			「そうだ！」

			　ユリウスが閃いたと思ったのか、すかさずジルクが褒め称える。

			「流石です、殿下！」

			　王宮を抜け出すことに盛り上がり、いつの間にか当初の目的を忘れている二人だった。

			　ユリウスなど、

			（そうだ、外に出たらマリエに会いに行くか。きっと何か良いアイデアを考えてくれるはずだ）

			　外に出てマリエと会うことを考えはじめていた。

			　今まで周囲から期待されてきた二人だったが、重圧から解放され──変にテンションが高くなってしまっていた。

			　ある意味、二人は今が幸せなのかも知れない。

			「やるぞ、ジルク！」

			「はい、殿下！」

			


			　　　◇

			


			　ミレーヌは、部下からの報告書を読んでいた。

			「あの子たち、一体何をやっているのかしら？」

			　目め眩まいを覚えたミレーヌが見ている報告書には、ユリウスとジルクが仮面とマントを手配するために王宮に予算の申請をしたと書かれていた。

			　理由は誤魔化そうとしているが、何かたくらんでいるとしか思えない。

			　ミレーヌは泣きそうになる。

			「あの子たち、実は馬鹿だったのかしら？　廃嫡前は優秀だと思っていたのに。こんな馬鹿な手段で王宮を抜け出そうと本気で考えているのかしら？　本気だったら、本当に不安よ。色んな意味で不安すぎるわ」

			　王宮を抜け出すために仮面とマントを用意するのは、百歩譲って認めるとしても──それを王宮の予算で買おうとする二人に、ミレーヌは問い詰めたかった。

			　買ってもいいが、何で予算を申請してこちらに知らせるのか、と。

			「それに、王宮を出てどうするつもりなのかしら？　ま、まさか、抜け出した後のことは考えていないとか？　ま、まさかね。そこまで馬鹿じゃないわよね。でも、王宮を出た後のことを考えているようには見えないし」

			　ミレーヌは何とか良い方に考える。

			　何しろユリウスは可愛い息子だ。

			　ジルクも幼い頃から知っているので情もある。

			「いえ、違うわ。あの二人は真面目で優秀な子たちよ。王宮を抜け出すなんて真似、今までやったことがないから戸惑っているのね。そう、これはむしろ、こちらに気付いて欲しいと見せているとか？　あるいは、油断させるための罠とか？　どれも理由としては弱いわね。でも、あの子たちは優秀だったから、きっと私が気付いていないだけよ。母親が息子を信じないでどうするの！　きっと、これは凄い計画の布石なのよ」

			　ただし──。

			「それはそれとして、王宮を抜け出そうとしているのは事実だから、二人を呼び出して説教をしましょうか」

			　──すぐに二人を呼び出すミレーヌだった。

			


			　　　◇

			


			　翌日。

			　色々と答えが出ないまま迎えた朝は最悪だった。

			　テーブルの上に並んだ料理をガツガツ食べるグレッグと、優雅に食べるブラッドの二人。

			「朝から男臭い」

			　リビアは部屋に引きこもっているので、ルクシオンが食事だけは届けていた。

			　グレッグが口元を拭う。

			「俺だって朝からお前の顔なんか見たくないぞ。それより、これからどうするつもりだ？　空賊の本隊はまだ残っているんだろ？」

			　空賊たちはまだ残っており、このまま討伐するのか、それとも放置するのかと聞かれている。

			　ゲーム的に考えれば、二年生の半ばまで放置してもいい。

			　だが、その時になると非常に面倒になる。

			　それに、空賊を早めに潰しておきたかった。

			　ウイングシャークと名乗っている空賊たちは、非常に凶悪な空賊に分類されている。

			　被害が広がる前に対処しておきたい。

			　叩ける時に叩くのが俺のやり方だ。

			　ついでに後でやるのも面倒だ。これを機に全て解決しておくのが楽そうだ。

			「潜んでいる場所は特定している。ただ、乗り込むのはもう少しだけ待ってから──」

			　すると、ルクシオンから報告があった。

			『マスター、どうやら空賊の方から攻めてきたようです』

			　立ち上がって窓の外を見れば、二人も緊張した様子で俺を見ていた。

			「意外と早く動いたな」

			　出迎えようとする俺に、二人が立ち上がった。

			　グレッグが俺に、

			「バルトファルト、壊れかけの鎧でも良い。貸してくれ」

			　ブラッドも真剣な顔つきだ。

			「昨日のうちに使えそうな鎧を見つけたんだ。それを借りたい」

			　壊れた鎧で何をしようというのか？

			「駄目だ。あんな不良品に乗せられるか。お前ら、もっと立場を考えて──」

			　グレッグが頭を下げてきた。

			「頼む！　お前の足手まといになるのも分かっている。けど、このまま見ているなんて出来ない」

			　ブラッドも俺に頭を下げてきた。

			「虫のいい話だ。分かっている。壊れた鎧もお前の──君のものだ。だが、それでも貸して欲しい。僕たちも戦いたいんだ」

			　断ろうと思ったが、二人の真っ直ぐな視線や態度に俺は顔を背けた。

			「──こっちで一度チェックする。その後なら好きにしろ」

			「恩に着る！」

			「今度こそ役に立ってみせるよ！」

			　二人の声が明るかった。

			　これから戦うのにのんきなことだ。

			　ルクシオンは俺の言葉を待たずに、

			『では、状態の良い鎧への補給と整備を開始します』

			　──そう言ってくれた。

			　本当に嫌な奴だ。文句が多いのに有能で腹が立つ。

			　これではなじれないではないか。

			「しっかり整備してやってくれよ」

			


			　　　◇

			


			　外が騒がしくなった。

			　床に座り込んでいたリビアは、立ち上がると窓の外を見る。

			　泣き腫はらした目。顔色は悪く、そして足下がおぼつかない。

			「どうしてパルトナーが動き出しているの？」

			　ボンヤリしていたリビアが、船の揺れを感じて意識が徐々に覚かく醒せいしてきた。

			　窓の外に広がる光景は、空の上でリオンがアロガンツに乗って戦っている姿だった。

			「リオンさん？」

			　昨日の空賊たちと同じような飛行船が押し寄せてきていた。

			　その数は五隻。

			　一際大きな飛行船は、三百メートルもあって大きく見えている。

			　側面に並べた大砲が火を噴くと、パルトナーに砲弾が次々に襲いかかってきた。

			「きゃっ！」

			　頭を抱え座り込んでしまうも、淡い光に守られたパルトナーは傷つきもしなかった。

			「す、凄い」

			　リビアが外の光景を見ていると、リオンが敵の旗艦に向かって突撃する。

			　船型の帆を張った敵の──空賊の飛行船のマストを破壊していた。

			　リビアはその姿に安堵して──そして落ち込む。

			（私、リオンさんに酷いことを言ってしまった。謝らないと。何で、あんなことを言ったんだろう）

			　後悔していた。

			　今まで助けてくれたリオンに対して、どうして自分があんなことを言ったのか分からない。

			　ウジウジと悩むリビアだったが、敵の鎧にリオンが吹き飛ばされる姿を見てしまう。

			「──え？」

			　他の鎧とは違う、空賊の大きな鎧はアロガンツと同じくらいに大きかった。

			　刺とげ々とげしく、いかにも強そうで──アロガンツが実際に吹き飛ばされていた。

			　そんな姿を見て、リビアは胸が苦しくなる。

			　疲れて判断力が鈍ったのか、自分では何も出来ないのに──リビアは外に出ることにした。

			　慌てて部屋を飛び出し、そして甲板に出るための通路を走る。

			　大きなパルトナーの船内は広く、外に出るのも結構な距離があった。

			　途中で見かけた浮遊するロボットたちが、リビアを行かせまいとするが──。

			「ごめんなさい、通して！」

			　──リビアが強い声でそう言うと、ロボットたちは一瞬動きが止まる。

			　再起動すると慌てて追いかけるが、結局リビアを捕まえることは出来なかった。

			　いても立ってもいられずに甲板に出ると、船内にいる時には聞こえなかった激しい戦闘音に耳が痛くなる。

			　火薬の爆発する音。

			　魔法が発生し、ぶつかった音。

			　とにかく、激しい揺れと爆発音や火薬で発生した煙が支配する戦場。

			　リビアがドアから離れてリオンを捜す。役に立つか立たないかではなく、リオンの無事を確認したかったのだ。

			「リオンさん。──リオンさん！」

			　すると、目の前に大きな鎧が降り立った。

			　見上げると、それは灰色のアロガンツではなく、ドクロマークが描かれた刺々しい鎧だった。

			「──え？」

			　その鎧はアロガンツを吹き飛ばした、あの鎧だった。

			　大おお鉈なたのような武器を右手でもって担ぎつつ、鎧はリビアへ左手を伸ばした。

			　リビアの頭部を包むほどの大きな手が迫る。恐怖で動けないリビアを守るように、鎧との間に円柱に手が付いたようなロボットたちが割り込む。

			　鎧の中からくぐもった声が聞こえてきた。

			『ちっ、何だこのゴミは』

			　野太い男の声。

			　拳でロボットたちを吹き飛ばし、リビアを捕まえようと再び手を伸ばしてきた。

			　リビアが目を閉じて俯く。

			（嫌──リオンさん、助けて）

			『させるかぁぁぁ！』

			　そんなリビアを助けたのは──リオンではなかった。

			　空賊から奪った鎧に乗り込むブラッドが、敵に体当たりをする。

			　しかし、相手は甲板に踏ん張りその場から少し後退するだけだった。

			　ブラッドの乗る鎧では、まるで子供が大人を押しのけようとしている姿に見えてしまう。それだけ大きさに差があった。

			　次々に目の前で起こる出来事に、リビアが呼吸するのも忘れて驚いていると、空賊はブラッドを掴んで投げ飛ばした。

			『ガキが調子に乗るな！』

			　甲板の上を転がるブラッドの鎧。

			　すぐに立ち上がって立ち向かおうとすると、今度はグレッグの乗る鎧が突っ込んでくる。槍を振り回し、他の空賊たちの鎧を破壊して突撃してきた。

			『おらぁ、どけぇぇぇ!!』

			　グレッグの槍が空賊に突き刺さるも、分厚い装甲に阻まれ貫けなかった。

			『硬ぇ』

			　突き刺さった槍を空賊が引き抜くと、そのまま甲板に叩き付けた。槍を持っていたグレッグの鎧も、そのまま叩き付けられる。

			　目の前の戦闘に恐怖して動けないリビアの前に、ブラッドが庇うように立った。

			『何をしているんだ、下がれ！』

			「あ、足が動かなくて」

			　鎧同士の戦いを目の前にして、リビアは恐怖で動けなくなっていた。

			


			　　　◇

			


			　空の上。

			　吹き飛ばされた俺は苛立ちを近くにいた空賊にぶつける。

			「邪魔だぁぁぁ！」

			　掴んだ空賊の鎧を、そのまま空賊たちの飛行船に投げ付けてやった。

			　周囲には、俺を取り囲む空賊たちの鎧が浮かんでいる。

			　呼吸が乱れていた。

			　狭い鎧の中、俺はルクシオンに怒鳴るように命令する。

			「殺すなよ。全員捕まえろ！」

			　ルクシオンは俺の命令に愚痴をこぼしていた。

			『無茶を言います。そのせいで苦労しているというのに』

			　アロガンツの背負ったコンテナから、次々にドローンが発射されると俺の周りを囲んで守るような配置についた。

			　ライフルを構えた空賊たちが叫んでいた。『化け物！』『なんだ、なんなんだよ、こいつ！』『弾丸を全部弾いて──来るなぁぁぁ！』そうした会話を聞き流しながら、先程のことを思い出していた。

			　空賊の頭。

			　賞金首の男が乗る大型の鎧。

			　一般的に鎧はスマートなものが主流だ。空賊たちもスマートな鎧を駆って俺に襲いかかってくる。

			　それなのに賊の頭は、アロガンツと同等に大きな重装甲の鎧に乗っていた。

			「早くあいつを捕まえたいのに」

			　俺が焦っていると、ルクシオンが忠告してきた。

			『マスター、反応速度が前回の搭乗時よりも遅れています。操縦技術、その他諸々が前回よりも悪くなっていますよ』

			　──そうですね。練習不足ですね。

			「悪かったな。忙しかったんだよ」

			『いえ、精神的な問題かと』

			　灰色の鎧──重装甲のアロガンツが空を駆ける。

			　空賊たちが撃つ弾丸を装甲が弾く。スピードもパワーも空賊たちを圧倒する俺の鎧は、間違いなく最強だろう。

			　そんな最強の鎧に乗っているのに、俺は苦戦している。

			　完全に相手を舐めていた。

			　賊の頭は部下たちに俺の相手をさせ、俺との戦いを避けている。

			　空賊たちも俺を囲むばかりで、ライフルを使って攻撃してくるだけだ。

			　逃げ回っていて相手にするのが非常に面倒臭い。

			　近付いて敵を捕まえ、頭部を握り潰した。鎧の隙間から、操縦者である空賊が怯えた顔で俺を見ている。

			「いつまでも関わっていられるか。さっさと終わらせてやる！」

			『マスター、空賊の頭領が、パルトナー甲板に降り立ちました。それと、オリヴィアが甲板に出ています』

			「なっ！」

			　驚いていると、空賊の飛行船がこちらに大砲を向け次々に砲弾を撃ち込んでくる。

			　ぶつかり、爆発に巻き込まれるアロガンツ。

			　鎧の中でルクシオンを責めた。

			「なんで外に出した！」

			『申し訳ありません。作業ロボットたちが、一時的にダウンしてしまいました。何かしら原因があるとしか──』

			「もういい！　すぐに助けに向かう！」

			　目の前に出現する映像には、空賊の頭に挑むブラッドとグレッグの姿が映し出されている。

			　修理した空賊の鎧を使い、果敢に挑んでいた。

			『彼らを出撃させて正解でした。今は、オリヴィアを守るために戦ってくれています』

			　その姿は──リビアを守る二人の姿は──まるでそれが当たり前の光景だと言わんばかりに俺の目に焼き付いた。

			　ゲームで散々見てきたその姿は、主人公を攻略対象の男子たちが守る光景そのものだった。

			　俺は俯いて笑った。

			「──そうだよ。これが正しい関係じゃないか。相手は攻略対象の男子様と主人公だ！　モブの俺が側にいるなんて不釣り合いだよな！」

			『マスター？』

			「──そうだよ。分かっていたことじゃないか。今更、慌てることでもない」

			　一度深呼吸をした俺は、操そう縦じゅう桿かんを握りしめて目の前の映像を消させた。

			　余計なことは考えなくていい。目の前の問題を片付ければいいのだ。

			　そう、俺には俺の役割がある。

			　──だって俺はモブじゃないか。

			　そんな俺が、主人公の──リビアの側に立つなんておこがましいと思わないか？

			　それは俺の役目じゃない。

			「出力を上げろ。それから、三番コンテナのアレを使う」

			『──了解しました』

			　ルクシオンは俺の雰囲気が変わったのを察してか、余計なことを口にしなくなる。おいどうした？　何か言えよ。お前の小言が聞けないのは寂しいじゃないか。

			　アロガンツの両手にそれぞれ、コンテナから出てきた二振りの斧おのが握られる。

			　随分と大きな斧をそれぞれ両手に握りしめ、俺は一度俯いてから顔をゆっくりと上げた。

			


			

			


			「──潰してやる」

			


			　　　◇

			


			　リビアがその場に座り込む。

			　目の前では、ブラッドもグレッグも空賊頭の鎧を前に倒れていた。

			『く、くそ』

			『何で大型なのにそこまでの力が出るんだよ』

			　二人とも生きてはいる。だが、もう立ち上がれそうにもなかった。

			　空賊頭が大鉈を肩に担ぎ、左手をリビアに伸ばす。

			『手間取らせやがって。女、お前は人質だ』

			　リビアは、自分がリオンに対しての人質にされることを察し、逃げようとする。と、空賊頭は大鉈をブラッドの鎧に突き立てた。

			『──がっ！』

			　ブラッドが声にならない声を上げ、そして苦しんでいる。

			「ブラッドさん！」

			　空賊頭は鎧の中からくぐもった声で告げる。

			『逃げればこいつらを殺す。ほら、さっさとこっちに来い』

			　手を伸ばしてくる空賊頭の鎧を前に、泣いているリビアは震える足で前に出た。ブラッドを見ると苦しみもがいていた。

			　そうさせた自分を恥じる。

			（私、足手まといだ。みんなに迷惑ばかりかけて）

			　悔しさに涙を流すと、先程まで目の前にいた空賊頭の鎧が吹き飛んだ。

			　突風にリビアの髪や服が乱れる。目の前を通り過ぎた突風の原因は、灰色の鎧だった。

			「リオンさん！」

			　リビアは嬉しそうに叫ぶが、すぐに表情が曇くもった。

			「──え？」

			　両手にそれぞれ大斧を──戦せん斧ぷを持ったリオンのアロガンツは、相手の鎧の両腕を乱暴に切断していた。

			　以前、ユリウスたちとの決闘では、スコップを持ってどこか間の抜けた愛あい嬌きょうすらあったアロガンツだったが、今目の前にいる鎧は禍まが々まがしく見えた。

			　戦うために作られ、本来の目的を果たそうとするアロガンツの迫力を前に、リビアの笑顔は驚きょう愕がくに変わる。

			「駄目。リオンさん、駄目です！」

			　リオンは両腕を交互に振り回して、空賊頭の鎧を弄もてあそんでいた。徐々に削るほどに、空賊頭が恐怖で叫んでいる。

			『た、助けてくれ！　降伏だ。降伏するから！』

			　リオンは笑っていた。

			『降伏？　おいおい、名のある空賊がそれじゃあつまらないだろうが。最後まで抵抗して見せてくれよ。ほら、抵抗して見せろよ！』

			　踏みつける。何度も踏みつけ、空賊頭は恐怖から泣いて命いのち乞ごいをしていた。

			『助けてください！　お願いです。助けて！』

			『散々暴れておいて、虫が良すぎるんじゃないの？　まずは部下たちに降伏するように言うのが先だよね？　ほら、早くしないと死んじゃうぞ！』

			　先程まで、ブラッドとグレッグの二人を相手に余裕を見せつつ戦っていた空賊頭を、リオンはまるで雑ざ魚このように扱っていた。

			　空賊頭の命令で、空賊たちが降伏を宣言する。しかし、リオンは空賊頭の鎧を破壊していく。アロガンツが敵鎧の装甲を剥がし、大事な骨組みとなるフレームを引きちぎっていく。

			　その姿を見たリビアは、素直に怖いと思うのだった。

			　そして敵の鎧の腹部に手を入れたアロガンツが、何かを抜き取る。

			　リオンはそれを見て笑った。

			『み～つ～け～た』

			　空賊頭が悲痛な声を出す。

			『か、返せ！　そいつは大事な──』

			『知るかよ。お前のものじゃない。今日からは俺のものだ！　文句があるならかかって来いよ！』

			　アロガンツは、もう空賊頭の鎧に興味もないのか蹴り飛ばして甲板の上に転がした。

			　空賊頭はうめき声を上げるも、生きてはいるようだ。

			　周囲に視線を巡らせれば、リオンがやったのか空賊たちの飛行船が黒い煙を噴ふいていた。何とか浮いているという感じで、中には小型のボートに乗り込んで逃げようとしている空賊たちもいる。

			　鎧のほとんどは落とされ、海に落ちて浮かんでいた。落ちた時のために、鎧には浮き輪のようなものが付いている。それが展開し、海上に浮かんでいるのだ。

			　空賊たちは鎧から出て、これからの事を考え絶望した顔で項垂うなだれるか空を見上げていた。

			　リビアはブラッドが怪我をしているのを思い出し、鎧に駆け寄ると怪我の具合を確認する。

			「す、すぐに治療します」

			　鎧の中から顔を出したブラッドは、脂汗をかいていて苦しそうだった。

			　だが、リビアを前に無理をして笑顔を作る。

			「あ、ありがとう」

			「いえ、私のせいで怪我を──」

			「それは違うよ」

			「え？」

			「僕も、そしてグレッグも納得している。君を守るために戦った。何しろ、僕たちは騎士を目指しているからね。騎士は女性に優しくないと──あ、そこ痛い！」

			　腕に怪我をしているブラッドを治療しつつ、リビアは自分を恨んでいないという言葉に安堵した。同時に、酷く情けなくなる。

			　ブラッドの傷に手をやると、魔法の淡い光が発生して傷を癒やしていく。傷口が綺麗に消えるのを見て、ブラッドは感心していた。

			「マリエと同じで治療魔法が得意みたいだね。助かったよ」

			　その言葉に、リビアは聞き返す。

			「マリエさんも治療魔法を扱えるんですか？」

			　治療魔法を扱える人間は少ないため、マリエも貴重な人材だと言える。

			　ブラッドは微笑みながら自慢をする。

			「あぁ、僕たちの女神だよ。どんな傷もマリエがいれば大丈夫──」

			　そう言って、安堵から意識を失うブラッドだった。

			　リビアがそんなブラッドの傷口を持っていたハンカチで拭う姿を、アロガンツから出てきたリオンが見下ろしていた。

			「リオンさん。あ、あの！」

			　リビアが何かを言う前に、リオンは微笑んだ。

			　ただ、リビアには悲しそうに見えるのだった。

			「お似合いだよ。やっぱり、何事も正しいところに戻るように出来ているわけだ」

			　何を言っているのだろう？

			　リビアが立ち上がろうとすると、リオンはグレッグの所へと向かう。そして鎧から出してやると、怪我のないことを確認していた。

			　リオンはグレッグに笑顔で話しかけた。

			「ご苦労さん。なんだ、強いじゃないか」

			「嫌みかよ。それよりも──悪い、借り物の鎧を壊しちまった」

			「いいさ。それ以上の働きだったよ。それより、ブラッドを運ぶから手伝ってくれる？」

			「あいつ無事なのか？」

			　ブラッドを心配しているグレッグに、リオンは言う──。

			「平気。怪我の方は〝オリヴィアさん〟が治療してくれたから」

			　リビアは自身の胸に当てた手を握りしめる。

			　──凄く心が痛かった。

			　心臓が握りしめられたように痛む。

			　立ち上がって何かを叫ぼうとするが、声が出なかった。そんなリビアの横を通り過ぎたリオンは、目も合わせてくれなかった。

			　グレッグと二人でブラッドを鎧から出してやると、そのままロボットたちが担架を持ってきたので乗せてやる。

			　三人が船内に戻ると、リビアは泣くのだった。

			「どうしてですか。──リビアって呼んでくださいよ」

			　崩れるように座り込み、泣き続けるのだった。

			


			　　　◇

			


			　空賊たちの宝を前にした俺だが、興味がなかった。

			　パルトナーにある倉庫の一つに、空賊たちから奪った宝を放り込んだ。

			　金銀財宝に加えて、ゲームで見た懐かしいアイテムも見つけたが手に取ってすぐに手放した。

			「よくこれだけ貯め込んだな」

			　俺の側に浮かんでいるルクシオンが答える。

			『ウェイン家の報酬は期待できませんが、空賊団の壊滅と、空賊頭の捕縛で懸賞金が手に入りますね。王国基準なら、結構な財産になりますよ』

			　今更興味もない。

			　それだけの大金を持って何をするというのか？

			　全部馬鹿らしい。

			「新しいティーセットを買おうかな。残りはどうするか悩むな」

			　思い浮かんだのは、リビア──オリヴィアを守るグレッグとブラッドの姿だった。本来あるべき姿はあちらなのに、妙に心がざわつく。

			　俺はルクシオンに視線を向ける。

			「おい、伯爵家と空賊が繋がっていた証拠は見つけたか？」

			『はい。やり取りのある書類などを数点発見しました』

			「王宮に告げ口してやるか。後はレッドグレイブ公爵家だな。敵対派閥のスキャンダルは良い手土産になる」

			『醜しゅう聞ぶんというか、明らかな弱みですからね。伯爵家が海賊たちを取り返しに来るかも知れません』

			「──そんなの、叩き潰せばいいだけだろ？」

			　今まで俺は一体何をしてきたのか。

			　これだけの力があるのに使わないなんて馬鹿か？

			　そうだな。馬鹿だったな。

			　俺は馬鹿だった。

			「ゴミみたいな奴らが消えれば、王国も少しはまともになるかもな。いや、駄目だわ。王国自体ゴミ、っていうか、あの乙女ゲー自体ゴミじゃね？」

			　ヘラヘラしている俺の様子を見ていたルクシオンは、いつもの憎まれ口がなかった。

			『本当によろしいのですか？　私は王国を──この世界を破壊するのにためらいはありません。ご命令をいただけるのなら、すぐにでも実行しますよ。その後、マスターにとって都合の良い世界を作ることも可能です』

			　俺に都合の良い世界？

			　最高だね！

			「いいな。女を侍らせて、ハーレムを作ろうか？　エルフとか猫耳の獣人も集めてさ。今度は逆に、女なんてゴミだ、みたいな世界にするか！」

			　そこまで口にして気が付いた。

			　あ、これただ男女の立場が逆になっただけだ、と。

			「──なんだ、俺も学園の女子と同じか」

			『自分の中で答えが出たようで何よりです。空賊相手に八つ当たりをして、気は晴れましたか？』

			　まったく晴れなかった。

			　モヤモヤとした感情が腹の中で蠢うごめいている。

			　すぐにでも吐き出したいのに、その方法が分からないのだ。

			　ルクシオンが俺を慰めてくる。

			『彼女。オリヴィアは、マスターを嫌いになった訳ではありません。ただ、精神的に不安定になっており──』

			「知っているよ。俺が怒っていると思ったのか？　今まで散々世話をしてやったのに、あの恩知らず！　って？」

			『はい』

			「お前、俺のことをなんだと思っているの？」

			　外に出てきた時は流石に「何してんだ、馬鹿！」って思った。だが、逆にそのおかげでブラッドやグレッグの男気を見ることが出来た。

			　あれが、本来の主人公と攻略対象の関係。あるべき姿だ。

			　大きな収穫だったと思う。そうだ、これで良かったのだ。彼らの役割を代行するのももう終わり。モブに戻る時が来ただけだ。

			　ポケットに入れた〝聖なる首飾り〟を取り出す。

			「そうなると、これはどうやって渡そうかな？」

			　俺がプレゼントするのではなく、どちらかが──ブラッドかグレッグが目を覚まし、オリヴィアとくっつけば話は楽なのに。

			　そうなってくれれば最高だな。

			　二人には、是非とも頑張ってもらいたい。

			　だから、二人をあるべき場所に戻すとしよう。

			「財宝の使い道は決まったな」

			　俺は一人で結論を出すと、首飾りをポケットに押し込む。

			　ルクシオンが告げてくる。

			『マスター、どうやら伯爵家の艦隊が向かってきています。同時に──レッドグレイブ公爵家の飛行船もこちらを目指しているようですよ』

			　本当に今日は騒がしい一日だ。

		

	

			


			第07話「カルマ」

			


			　カルマというのを知っているだろうか？

			　俺は運命とか、宿命みたいなもののように思っている。

			　あやふやな知識で申し訳ないが、とにかくカルマって格好いいと思わない？　何か、色々と背負っている感じがさ。

			「俺はモブというカルマから逃れられないのか」

			　そんな台詞を添てん削さくするがごとく、ルクシオンがズバズバ訂正してくる。

			『カルマは業ごうですね。因果──行為があって結果があるという意味です。今のマスターの台詞はおかしいと思いますよ』

			　決め台詞を添削された時の気分が分かるだろうか？

			　──無茶苦茶恥ずかしいよ。

			「今の台詞はなかったことにしよう」

			『ご自由に』

			　俺は甲板の上に立っていた。

			　寒空の下、俺のパルトナーと並んで飛んでいるのは、公爵家の飛行船三隻。

			　そして、向かい合っているのは、軍艦──伯爵家が保有する飛行戦艦の艦隊だった。

			　経緯を説明すると、伯爵家は捕らえた空賊たちを引き渡せ。

			　公爵家──俺たち側は、お前らの寄子の要請で助けに来たのに、引き渡せって馬鹿じゃないの。みたいな態度だ。

			　伯爵家は、空賊と手を組んでいた証拠を俺たちに渡したくないので必死だ。

			　しかし、公爵家が出てきたことで、無理矢理奪っていくわけにもいかず、こうして話し合いをしているのだ。

			　オリヴィアさんは、アンジェが引き取って自分の船に連れ帰った。

			　泣いているオリヴィアさんを見て、俺を睨んで平手打ちを一発──アンジェは怒っていたよ。

			『それよりも、よろしかったのですか？』

			「交渉を任せたことか？　俺に高い交渉能力があるように見えるか？　公爵家に任せればいいんだよ」

			　伯爵家との交渉は、公爵家にお願いしている。

			　後で交渉したからと、色々と請求されるのだろうか？

			　今の俺は金持ちだから、別に払ってもいいけどね。

			　今回は、空賊たちから奪った鎧や飛行船、そして財宝もあるし、空賊たちも全員捕らえている。

			　何も問題はない。

			『そうではなく、手柄についてです。ブラッド、グレッグの両名に手柄を譲るのは何故でしょう？』

			「二人が元の地位に返り咲けば、俺としてもありがたい。オリヴィアさんを守ってくれそうじゃないか？　そうならなくても、いざという時に頼れそうだ」

			　既にストーリーを大きく外れている。

			　少しは修正しないと、後が怖い。二人に関しては、元の地位に戻れなくとも、現状よりマシになってくれればいいのだ。

			　二人は今回頑張ってくれたからな。それくらいしてやってもいいと思えた。

			『マスターはオリヴィアとの関係を清算。手柄を二人に譲り、手元に残るのは僅かなアイテムが数点のみ。元は取れましたか？』

			　こいつ、財宝やら飛行船に鎧は、計算に入れていないのか？

			「十分だ。俺にはこれで十分。お前もいるからな」

			　よく考えれば、ルクシオンはオリヴィアさんが手に入れていたかも知れないロストアイテムだ。チート級の宇宙船を奪ったと思えば、俺の苦労は対価にもならない。

			　それを言うとルクシオンが調子に乗りそうなので黙っておく。

			『オリヴィアを泣かせたと、アンジェリカに怒られてしまいましたね』

			「お姫様は気難しいね。嫌われてしまったようだ」

			『アンジェリカとも距離を取ると？』

			「むしろ今までが近すぎたのさ」

			　何事も適度な距離というものがある。

			　甲板の上で待っていると、伯爵家の艦隊が方向を変えてこの場から去っていく。

			　どうやら、話し合いは終わったらしい。

			


			　　　◇

			


			　公爵家の飛行船。

			　アンジェのために用意された部屋には、リビアが招かれていた。

			　そこではリビアが膝を抱えて座っていた。

			　話を聞いたアンジェは呆れるのだった。

			「リビアも悪いがリオンも拗ねるとは情けない」

			　自分のことを棚に上げるアンジェだが、リビアは俯いていた。

			「私が悪いんです。リオンさんに八つ当たりするから嫌われたんです」

			　アンジェは慰めようと手を伸ばすのだが、途中で止めてその手を握る。

			（私はリオンを責め、リビアに優しくする資格があるのか？）

			　自身のこれまでの言動を考え、そして悔いる。

			　結果的に、リビアに対して気持ちを伝えられなかった。

			「今は休め。すぐに学園に戻るぞ」

			　アンジェは、どうすればいいのか分からなかった。

			　与えられた取り巻きや友人ではなく、自分で手に入れた友人。だがリビアは平民で、どう接すれば正しいのか分からなかったのだ。

			　三人の関係は壊れようとしていた。

			


			　　　◇

			


			　王宮。

			　空賊退治を成功させた、王都に戻ってきたグレッグとブラッドの二人は、王宮に招かれて今後についての話をしていた。

			　だが、二人を前にした役人が困り果てている。

			　ブラッドが机を叩く。

			「いったいどういうつもり──あ、腕が痛い」

			　治療したばかりの腕で机を叩いてしまい痛がっている。

			　グレッグはそんなブラッドに呆れつつも、役人をしっかりと睨み付けた。

			「空賊退治をしたのは俺たちじゃない。手伝い程度の俺たちが、こんな報酬を貰えるかよ！」

			　二人に用意された報酬は、正式な騎士に叙任するというものだった。

			　更に、空賊──ウイングシャークの討伐報酬まで支払われることになった。

			　ブラッドも涙目で抗議する。

			「馬鹿にするな！　奴らを倒したのはバルトファルトだ。僕たちに彼の功績を奪えと言うつもりか！」

			　役人が困り果てている。

			「受け取って貰わねば困ります。バルトファルト男爵からは、自分は二人を助けただけだとのご報告がありました。そ、その、お二人は、現在は騎士でもなければ爵位も階位もありません。六位上の階位と、男爵位を持つバルトファルト殿のご報告が優先されるのは当然です。ふ、不正があれば取り調べも出来るのですが」

			　歯切れの悪い役人。

			　報酬を受け取らない二人を前に、困惑していた。

			　普通は手柄も報酬も欲しがるものだ。

			　それなのに、二人が拒否しているのが信じられないのだろう。

			　リオンが二人から功績を横取りしたのなら、役人もしっかり調べますと言えた。しかし、リオンが二人の功績だと言っているのだ。

			　役人の本音は「素直に報酬を貰ってください」というものだった。

			　グレッグは腕を組む。

			（あの野郎、変な気を遣いやがって）

			　深呼吸をすると、グレッグは役人に全てを話した。

			「俺たちが手伝いをしただけだ。空賊団を倒したのはバルトファルトで、俺たちに功績らしい功績なんかない。精々、戦場に出たくらいだな。参加賞くらい貰うが、それ以上は貰えないな」

			　ブラッドも頷く。

			「僕たちはたいした活躍もしていない。それなのに、こんな報酬は貰えない」

			　役人が溜息を吐く。

			「お二人には言わないように口止めされていたのですが、バルトファルト男爵がお二人のご実家に働きかけています。今回の手柄で廃嫡を考え直してくれないか、と」

			　二人が驚き、そしてすぐに複雑そうな顔をした。

			「あ、あいつがなんで！」

			　グレッグが驚いて立ち上がれば、ブラッドは理解できないという顔をする。

			「そ、そうだ。僕たちのために、彼がそこまでする理由がどこにある？」

			　役人は二人の顔を交互に見ながら答えるのだ。

			「男爵のお気持ちは分かりませんが、王宮内で相応の資金が流れています。お二人のご実家にも相応の金額や品物が贈られたとか。ここは素直に受け取られてはいかがでしょうか？」

			　今後恩を返せば良いと言うと、役人は部屋から去って行くのだった。

			


			　　　◇

			


			　王宮の中庭。

			　ベンチに座るのは、グレッグとブラッドの二人だった。

			　二人とも気持ちの整理がつかない。

			　グレッグはふて腐れた顔をして、ブラッドは少し悲しそうな顔をして俯いている。

			　そんな二人のもとに、ユリウスが現れた。

			　二人を見かけ、駆け寄ってくる。

			　少し疲れた顔をしていたが、二人を見つけると明るい笑顔を見せた。

			「二人とも、聞いたぞ！」

			　どうやら二人の活躍を聞いたらしい。二人は、複雑そうな顔をする。

			「殿下？」

			　ブラッドが顔を上げると、ユリウスは興奮して話し始める。

			「無事に空賊を退治したらしいな！　しかも、バルトファルトの奴の前で！　これはもう、俺たちの勝ちじゃないか？　それと、お前たちの実家は、今回の件で二人を見直したと聞いたぞ。お前たちの嫡男復帰も近いかも知れないな」

			　喜ぶユリウスに、グレッグが小声で言うのだ。

			「違う。俺たちは、あいつに何一つ勝てなかった。強さも、心意気も。おまけに度量も負けたのさ」

			　ブラッドもそのことに反論できずにいた。

			「殿下、僕たち、決めたんです」

			「何を決めたんだ？」

			　ブラッドとグレッグが立ち上がる。

			「バルトファルトに勝ちたい。別に負かしてやりたいわけじゃないんです。もっと男として勝ちたい」

			「だよな。今のままなら勝負にもならない。あいつは凄い騎士だよ。俺たちは、最初から相手にならなかったのさ」

			　俯いたままではいられないと思った二人は、すぐに行動を開始した。

			　ブラッドがユリウスに頼む。

			「殿下、王妃様に面会は叶かなうでしょうか？」

			「母上に？　大丈夫だと思うが──いったい何を考えている？」

			　グレッグが照れくさそうに笑った。

			「これだけしてもらったんだ。あいつに恩を返さないなんて男じゃないからよ」

			


			　　　◇

			


			　恩を仇あだで返されるとはこのことか。

			　明日から授業が再開する学園。

			　何とか間に合うように戻ってこられた俺は、男子寮の自室で王宮からの書状を握りしめていた。

			「ブラッド、グレッグ──そうか、お前らはそんなに俺のことが嫌いか」

			　震える手で握った書状に皺しわが入る。

			　そこに書かれていたのは【五位下への昇進】が許されたという、事後報告のような内容だった。

			　俺の六位上という宮廷階位が、一段上がって五位下になってしまったのだ。

			　理由は空賊退治とブラッド、グレッグにある。二人の実家との復縁を手伝った云々とか、あり得ない理由で昇進だ。──嘘だと思った。

			「いったい誰が裏で糸を引いた。こんな、こんなことが許されるわけがない。五位下ってなんだよ。親父だって六位下なのに、その二つ上とかどうしろっていうんだよ！」

			　普通は出世で喜ぶもの？

			　違うね。少なくとも俺は嬉しくない。

			　出世するということは、それだけの責任が発生するということだ。

			　領地に引きこもってノンビリしたい俺が、出世してどうする。

			　下手に宮廷階位が高いと、呼び出しとか多いんだぞ。

			　王宮と関わりたくないから、あの二人を支援してやったのに。気が付けば、俺が出世してしまったではないか。

			　普段は、もっと功績を積み上げないと王宮は出世させない。領地規模は厳しくチェックして陞爵させる癖に、階位の昇進には厳しいのが王宮だ。

			　この理不尽な扱いに憤慨していると、ルクシオンが俺の後ろへと回って書状を覗き込む。

			『まさか昇進するとは思いもしませんでした。マスターは私の予想の斜め上を行くのが得意ですね』

			「得意って何だ！　俺だって昇進するとは思わなかったよ！　どう考えても昇進する流れじゃなかっただろうが！　むしろ、どうやったら昇進するのか知りたい奴は山ほどいるよ！」

			　六位とか五位とか、そもそも昇進するのがとても難しいのだ。空賊退治一回で昇進するなんてあり得ない。

			　それこそ戦場で大きな手柄を立てるとか、長年仕えたとか、そんな大きな功績が必要だ。

			　何で俺を出世させるんだ！　他の奴を出世させろよ！

			　一人騒いでいると、ノック音が聞こえてくる。

			　ドアを開けると、緊張した様子の男子寮の職員が立っていた。職員は女性で、俺を前に頭を下げてくる。

			「バルトファルト男爵。お、お手紙と贈り物が届いています」

			「手紙と贈り物？」

			「は、はい。お部屋には届けられないので、外にご用意しております」

			「外？」

			　職員に案内され贈り物を見に行くと、そこにあったのはエアバイクだった。

			　それも割と豪華で大きなエアバイク。

			　あ、これ高価なやつだ、ってすぐに分かるやつ。

			　下手な鎧よりも値が張ると思うエアバイクと、手紙の送り主は【アトリー家】だった。

			　手紙を受け取り読んでみる。

			「にぎゃあぁあああぁぁぁぁあぁあぁぁ!!」

			　俺が叫ぶと、近くにいた職員がビクリと肩を震わせた。

			　手紙に書かれていた内容は、俺への謝罪だった。

			　アトリー家──クラリス先輩の実家から届いた手紙には、学園祭での一件に関する謝罪と、娘に元気が戻ったことへのお礼。それがエアバイクだったらしい。

			　男子ならちょっと憧れるからエアバイクは嬉しいよ。

			　ただ、問題は最後だった。

			「嘘だ。こんなの嘘だ。みんな、みんなそんなに俺のことが嫌いなのか」

			　俺が泣いているのを見て、職員が頭を下げ何か言って逃げ去った。

			　手紙に涙がポタポタと落ちて、文字を滲ませている。

			　そこに書かれている内容の続きはこうだ。

			『流石に昇進させるのはしばらく待って欲しいと言われたので、五位下から五位上への昇進は卒業までお待ちください』

			　──てさ。

			　アトリー家は宮廷貴族の伯爵家だ。

			　大臣とか、それくらい偉い人たちの家柄で宮廷階位も高い。娘のことに恩を感じたのか、俺を昇進させると言ってきた。エアバイクだけで良かったのに！

			「何で！　何で俺を昇進させようとする！　おかしいだろ！　お前ら、さては俺が悔しがると分かってやっているだろ！　どうしてこんなに酷いことが出来るんだ。それでも人間かよ！」

			　フワフワ浮かんだルクシオンは、エアバイクにコードを伸ばして突き刺していた。

			『学園祭で使用したエアバイクとはエンジンも違いますね。パーツも丁寧に作られ、とても良いものですよ』

			「お前、何をしているの？」

			『改造と掌しょう握あくを行っています』

			　まるでエアバイクに酷いことをしているような光景だ。ルクシオンが悪い奴に見える。

			　俺は膝から崩れ落ちた格好でエアバイクを見ていた。

			「そうだ。旅に出よう。知らない国へ冒険の旅に出る」

			『明日から授業なので無理です』

			「だよね。ちくしょうぉぉぉ！」

			　どうして俺ばかりがこんな目に遭う？　出世したい奴なんていくらでもいるだろうが！

			　俺は出世なんてしたくなかったのに！

			


			　　　◇

			


			　実家から戻ってきたクリスは疲れた顔をしていた。

			　ほとんど絶縁されたようなクリスを呼び出したのは、色々な処理やら説教が目的だった。

			　今後、二度と実家に顔を出すなと言われたクリスだが、覚悟はしていたがやはりきついものがあり、疲れた様子だった。

			（バルトファルトの奴、なんで座り込んでいたんだ？）

			　男子寮に戻った際に、力なく座り込んでいたリオンを見かけたが声はかけなかった。

			　部屋に戻ると手紙が届いていた。

			　床にあった手紙を拾い上げると、それはマリエからだった。

			　頬が緩むクリスは、眼鏡の位置を正して手紙を読む。

			「マリエが連休中にダンジョンへ？　だ、大丈夫だったのか？」

			　手紙には戻ってきたら会おうと書かれており、クリスは急いで身支度を調えると飛び出すように部屋を出てマリエのもとへ向かうのだった。

			　見せたい物があると書かれた手紙。

			　クリスは実家での出来事を忘れてマリエに会いに行く。

			


			　　　◇

			


			　翌日。

			　俺は絶望した顔で机に突っ伏していた。

			　休憩時間になると、ダニエルとレイモンドが近付いてくる。

			「酷い顔だな」

			「もっと喜んだら？」

			　既に噂は広がっているのか、空賊退治を成功させたブラッドとグレッグの二人は、女子にもてはやされていた。俺には黄色い声援なんて一つもない。

			　オリヴィアさんもアンジェも声をかけてこないから、女っ気一つない。

			「俺は下手に出世なんてしたくなかったの」

			　ダニエルが困ったように笑って納得していた。

			「気持ちは分かるな。階位が高いと大変だからな。お前の階位なら、領主貴族なら寄子や陪臣をまとめて艦隊を指揮するような階位だし」

			　階位が高いと相応の働きを求められる。

			　ダニエルの言う通り、その辺の六位下の男爵なら戦争になっても飛行船一隻を出せば良い。だが、階位や爵位が上がるとそうはいかない。

			　相応の戦力を出す義務が発生する。

			　これが嫌で、昇進も陞爵もしたくない貴族は多い。

			　逆に昇進や陞爵を狙う貴族は、見栄を張って飛行船の数を揃えるのだ。

			　レイモンドが近くの女子に視線を向けた。

			　俺を見ている女子たちの顔がとても複雑そうだった。

			「でも、五位上の階位が確実なら、結婚には困らないんじゃないの？」

			　──結婚。

			　そうだな。俺たちはそのために学園にいるのだ。

			「あぁ、そうだな。確かにそうだけど。面倒だよな」

			　レイモンドは笑っていた。

			「修学旅行もあるし、その時に声をかけてくる女子がいるかも知れないよ。羨ましいね」

			　今更声をかけてくる女子なんて「俺の地位が目当てです」と言っているようなものだ。

			　おっと、違った。この学園、そんな女子ばかりだった。

			　ダニエルがつまらなそうにする。

			「お前たちとは別々か。残念だな」

			　この学園の修学旅行は毎年ある。

			　三学年合同で行われるが、目的地は三ヶ所ある。毎年一ヶ所を巡ることになっており、俺もダニエルもレイモンドもそれぞれ目的地が違う。

			　全校生徒を三つに分けて、それぞれ修学旅行を楽しむのだ。

			　ゲームでの修学旅行は、狙っている攻略対象の男子と同じ目的地へと向かい、好感度を稼ぐことになる。ついでにそこでしか手に入らないアイテムも回収できる。

			　俺が向かうのは、狙っているアイテムがある浮島だった。

			「お土産は期待していいぞ」

			　俺の言葉に二人とも「期待しているよ」と言って笑った。

			　代わり映えのしない日常。

			　これがとても尊とうといと思えるのは、俺に前世があるからだろう。前世の学生時代は、これがどれだけの贅ぜい沢たくか気が付かなかった。

			　レイモンドが俺を見て、

			「リオンはあの二人と同じ飛行船だね。この際、謝って仲直りすれば？」

			「何で俺が悪いことをしたみたいになっているの？」

			　ダニエルが驚く。

			「え、だってほとんどの原因はリオンだろ？」

			「だよね」

			　レイモンドも同意しやがった。こいつら、俺を一体どんな目で見ているのか一度じっくり話を聞く必要があるな。

			


			　　　◇

			


			　修学旅行当日。

			　用意された飛行船は随分と豪華だった。

			　何しろ、豪華客船だからね。

			　向かうのは、南方にある暖かい浮島だ。

			　季節が違い、あちらの季節は夏。修学旅行先としては人気のある浮島だ。

			「北半球と南半球みたいな感じか？　それにしても──」

			　修学旅行と聞いていたが、豪華客船で遊んでいるようにしか見えない生徒たち。

			　俺は同じ底辺グループの先輩である三年生の【ルクル】先輩とカジノを回っていた。

			「修学旅行なんて言っているけど、しょせんはお遊びだよ。これから向かう浮島は観光地だし、丁度お祭りもあるらしいね。独特の雰囲気で楽しいってさ」

			「お祭りですか」

			「異国の雰囲気を体験、ってね。女子は浴衣を着て祭りを楽しむ。男子はエスコートが出来ればぐっと距離が縮まるよ。リオン君も頑張り時だよ」

			　そうだ。結婚するならここで頑張らないと。

			　そう思っていたが、人気のある女子は既に男子が取り囲んでいた。

			　それ以外の女子たちは専属使用人に囲まれチヤホヤされている。

			　目に留まったのは──カウンターで話をしているアンジェだ。信用を失った取り巻きたちが、必死で接待をしているが煩わずらわしそうにしている。

			　他に視線を向ければ、カジノの雰囲気が駄目だったのか外に出るオリヴィアさんの姿が見えた。

			　ルクル先輩が俺に言う。

			「難なん儀ぎな相手を選んだね」

			「何を言っているんですか？　二人とも俺が狙える立場にいませんよ」

			「うん、それでいい。僕たちには僕たちの相手がいる。それは彼女たちも同じだからね。釣り合わない相手を選ぶと大変だよ。でも、リオン君には言わなくても分かっているかな？　殿下たちを見ているわけだし」

			　その殿下たちだが、見事にバラバラに配置されている。

			　ユリウス殿下とジルクは一緒だが、マリエはブラッドとグレッグと一緒だ。

			　ルクル先輩がクリスを見つけた。

			「おや、剣豪様だ」

			　ポーカーをやっているようで、勝負に勝ったようだが嬉しそうには見えない。

			　席を立って他の場所に向かっている。

			　マリエたちと一緒ではなく、一人ということもあってつまらなそうだった。

			「クリスは一人か」

			　ただ、その周囲には女子たちが群がっていた。

			「クリス様、今度はどれで遊びます？」

			「一緒に甲板のプールで泳ぎませんか？」

			「いえ、お食事を一緒に──」

			　女子が言い寄っているが、溜息一つで去っていく。そんな態度でも女子たちはとても嬉しそうだ。

			　俺が溜息を吐けば、額に青筋を浮かべ睨み付けてくるのに。

			　ルクル先輩が俺を誘う。

			「ルーレットでもするかい？」

			「いえ、俺──ギャンブルはしない主義でして」

			　ルクル先輩が驚いている。

			「え？」

			　嘘だろ、とでも言いたい顔をしていた。だが、俺は本当にギャンブルが嫌いだ。勝つか負けるか分からないのに戦う？　馬鹿らしい。

			　──俺は勝てる勝負しか挑まない男だ。

			


			　　　◇

			


			　南方の浮島に向かう豪華客船の倉庫。

			　女子二人がコソコソと話をしていた。

			「こっちが下手に出ていれば偉そうに！」

			「公爵令嬢様だから仕方ないんじゃない？」

			　二人は、アンジェの取り巻きをしている女子たちだった。

			　夏休みの決闘騒ぎから、アンジェの取り巻きは信用を取り戻そうと必死だった。

			　だが、そんな取り巻きたちの中には、不穏な動きを見せている者たちがいる。

			　この二人も同じだ。

			「うちは公爵家を見限るわ」

			「私の家も同じよ。王太子殿下の派閥が崩れたからね。レッドグレイブ公爵家も落ち目だし」

			　ユリウスの失脚により、その後ろ盾をしていた公爵家は派閥がガタガタになっていた。

			　派閥の旗はた印じるし、または神輿みこしであったユリウスが廃嫡されたのだから当然だ。

			　公爵家ではなく、将来ユリウスが王になった時に恩恵を受けたかった者たちは──当然ながら派閥を抜ける。

			　ただ、その中でこの二人は──。

			「これ、どうやって使うの？」

			「ヒモを引いて外に投げるだけだって。甲板は目立つから、他から投げろと言われたけど」

			　──何やら怪しげな物を持っていた。

			　筒状の物からヒモを引くと、煙が出てきたので急いで飛行船の外へと捨てた。

			「これでいいのかしら？」

			「いいんじゃないの？」

			　それがいったい何なのか分からない二人は、倉庫を出て再びアンジェのもとへと向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　修学旅行。

			　リビアは到着した浮島で浴衣を借りると、夜の街を歩いていた。

			　普段なら危険だろうが、今日は浮島でお祭りのある日。

			　屋台が並び、赤い提ちょう灯ちんの光で独特な雰囲気を出していた。

			「──綺麗」

			　太鼓の音に笛の音。

			　そして楽しむ人たちの声。

			　自分の故郷の祭りとは違う雰囲気。

			　新しい文化に触れた気がしたリビアは、そんな祭りを一人で歩いていた。

			　空賊退治からリオンとは話もしていない。アンジェにも話しかけ難く、そうしている間に距離が更に開いてしまった。

			　アンジェも祭りに参加しているが、取り巻きたちに囲まれ話も出来ない。

			　甘辛いタレの匂い。

			　甘いお菓子の匂い。

			　射的や、他にも色々と遊ぶ場所がある。

			　金魚すくいを眺め、そして打ち上げられた音に驚くも空に散る花火に感動するが──どこか心から楽しめなかった。

			　視線はアンジェと──そして、リオンを捜してさまようが、今はアンジェも見つからない。

			　アレから友達を探そうとも思えなかった。

			　カーラの一件でどうしても卑ひ屈くつになっている。

			「私、ここにいて良いのかな？」

			　以前にリオンが、学園にいても良いと言ってくれた時は嬉しかった。

			　そんなリオンに酷いことを言った自分が恥ずかしく情けない。

			（どうして周りの人の意見を優先したのかな）

			　自分でも分からないが、最近は何をしていても楽しくなかった。

			　フラフラと歩いていると、祭りの会場から離れてしまった。

			（あ、戻らないと──）

			　だが、聞こえてくるのは揉めているような声だった。

			　争っている声だ。

			「いいから渡せよ！」

			「い、嫌だ！　これは渡せない！　貴族様だからって駄目ですよ！　止めてください！」

			　そんな声を聞いてリビアは飛び出す。

			　学園の生徒が現地の人に迷惑をかけていると思ったためだ。

			「あ、あの──！」

			「そこで何をしている！」

			　だが、それはリビアだけではなく、浴衣が少し乱れたアンジェも一緒に飛び出してきた。

			　二人は顔を見合わせ驚き、そして気まずそうに視線をそらすと困っている人を見た。

			「──リオンさん？」

			「──お前、一体何をしている？」

			　だが、悲しいことに──脅しているのはリオンだった。

			　リオンが視線をさまよわせる。

			「こ、これはその──」

			　すると、現地の人──お面をかぶった男性が二人に泣きついてきた。

			「た、助けてください。この貴族様が、持っている物を全部渡せと言うんです」

			　男性に泣きつかれた二人がリオンを見た。まるで弱い立場の人間から、無理矢理商品を奪おうとしている悪い貴族のようだ。

			　もちろん、リオンは言い訳をする。

			「ち、違う！　俺は全部買うから渡せって言ったんだ！　金ならあるんだ！」

			　男性は首を横に振る。

			「駄目です。これを祭りの楽しみにしている人たちもいるんです！　いくらお金があっても、みんなの楽しみは奪わせません！」

			　男性が持っているものを見れば、中身が分からない白い紙で包まれた小さな何か、だった。

			　箱に並べ、これから売り歩くようだ。

			　アンジェが男性に聞く。

			「これは？」

			　男性は興味を持たれて嬉しいのか、明るい声で説明してくる。

			「はい。うちの婆ちゃんが作ったお守りです。御利益があるって人気でしてね。中身が見えないのは、種類が違っているからです。何が当たるかは運次第ですよ」

			　笑っている男性のすぐ後ろにリオンが迫っていた。

			　札束を持っている。

			「だから売れよ。全部買うから。分かった。十倍の値段で買い取ろう」

			　しつこいリオンは、全てを買い取ると言い出して大金を用意していた。

			　逆に男性が怯えていた。

			「何なんですか、貴方！　お金で解決する問題じゃないんです。これはみんなの笑顔を見るためにやっているんです！」

			　お祭りを楽しむ人たちに、お守りを売って喜んで貰いたい。

			　男性は譲らなかった。

			　リオンは懐から金貨の入った袋を取り出した。

			「ほら、これでどうだ？　金貨だ。二十枚は入っているよ。これもつけよう」

			　男性が一瞬考えたが、首を横に振る。

			「婆ちゃんは、みんなに喜んで貰うためにこれを作ったんだ。絶対に屈しないぞ！」

			　リオンが意味ありげに笑った。

			「いい度胸だ。気に入った！　実は白金貨も用意している。これならいいだろ？」

			　金額をどんどんつり上げていくリオンに、お面をかぶった男性が抵抗する。

			「だから駄目ですって！」

			　アンジェがリオンの耳を掴む。

			「痛い。痛いです、アンジェさん！」

			「さん付けはいらん。呼び捨てにしろ。それから、今のうちに行くんだ。ここは私たちが引き受ける」

			　男性は大事な商品を抱えてお礼を言うのだった。

			「あ、ありがとうございます！」

			　その場から去って祭りの会場に向かう男性は、人混みに消えて行った。リオンが耳を掴まれながら手を伸ばして嘆いている。

			「待って！　俺のアイテムゥゥゥ！」

			　そんなリオンに何と声をかけるべきか分からないリビアだった。

		

	

			


			第08話「公国」

			


			　夏祭り会場から少し離れた神社。

			　その階段に腰を下ろした俺は、俯いて悔しさに涙を流した。

			　日本の夏祭りとか世界観がおかしい？　俺に文句を言うな。俺だっておかしいと思うが、ここは狂ったあの乙女ゲーの世界だ。まともだと思っている奴が悪い。

			「お守り欲しかったのに」

			　今からでも追いかけて全てを買い占めたい気持ちに駆られていた。だが、それを許さないのがアンジェとオリヴィアさんだ。

			　俺を見張っている。

			　そんな二人は、俺がとても落ち込んでいるのを見て逆に引いていた。

			


			

			


			「そ、そんなに欲しかったのか？」

			　アンジェが俺の顔を覗き込む。

			　どうやら取り巻きたちから逃げ出したらしい。

			　取り巻き連中は、アンジェの信用を取り戻すために必死だからね。大事な時に見捨てておいて、虫のいい話だけどね。

			　ただ、今はそれよりもお守りだ。

			「この日を凄く楽しみにしていました。昨日は眠れなかったのに」

			　俺は涙を拭う。

			　お芝居だろって？　本気で悔しいから泣いているんだよ！

			　オリヴィアさんが話しかけてきたが、とてもぎこちない。

			「で、でも、あんなのはいけないと思います。お金で買い占めるなんて」

			　言いたいことは分かるが、お金で物を買うのを全否定するのはどうかと思う。

			「お金を払うからいいじゃない。百倍の金額を出しても良かったのに」

			　本当にゲームのような効果があるのなら、百倍の値段を出しても買いたいお守りなのだ。

			　この浮島で回収したかったアイテムが、あのお面の男が売っていたお守りだ。

			　ただ、中に何が入っているのかは分からない。

			　ゲームでは完全ランダムで、外れても【幸運のお守り】が手に入る。

			　それよりいいのが【武運のお守り】で、これがあると近接戦闘系の能力が向上し、フィジカル系のステータス成長率が良くなる。

			　大当たりは魔法系で【属性の加護】だ。こいつがあれば、魔法の威力が上がるというゲーム的な効果がある。

			　魔法的なステータスの成長率が上がり、属性への適性も上がる優れもの。

			　これがあるため、一年の時の修学旅行先はこの浮島になるよう、裏で手を回していた。何をしたか？　ちょっと教師を買収しただけだ。

			　この浮島で手に入るアイテムはレベルアップの成長ボーナスがつくので、学園ではダンジョンにも最低限しか挑んでいなかったのに──。

			　最強キャラ育成法を試す計画が駄目になってしまった。

			　アンジェもオリヴィアさんも凄く困った顔をしている。

			　俺が泣くとは思わなかったのだろう。

			　グスグスと泣いていると、夏祭りも終盤に差し掛かりお面の男が戻ってきた。

			　持っていた商品はほとんどが売れてしまったようだ。

			「あ、ここにいた。貴族様、二つ余ったのでこちらをどうぞ」

			　俺は立ち上がってその二つのお守りを購入する。

			「当たれぇぇぇ！」

			「いや、あの、当たり外れなんてないですよ。種類が違うだけですから」

			　馬鹿野郎！　種類が違えば別物だろうが！

			　袋二つを手に取り、ゆっくり白い紙を脱がしていく。

			　緊張して顔が赤くなっていく。

			　開いてみると、ビー玉ほどの大きさの白い玉があった。それに金具と赤い紐ひもがついたお守りだった。

			　駄目だ。俺には白──治療魔法の才能はない。

			　持っていても意味がない。

			　二つ目をちょっと乱暴に開くと、今度は赤い玉が姿を現す。二つともとても綺麗な色をしているが、本当に効果があるのか分からない。

			　俺には特に何も感じられなかった。

			　本当に御利益はあるのだろうか？

			「赤か。俺、赤の才能がない」

			　アンジェが首をかしげて、

			「お前は何を言っているんだ？　だが、良かったじゃないか」

			　お面の男は階段を上って去っていく。

			「では、俺は戻りますので。大事にしてくださいね。でも、そのお守りは貴族様よりも、そちらのお嬢さんたちの方がお似合いに見えますけどね」

			　闇に消えるようにいなくなるお面の男。

			　それより、俺よりもアンジェとオリヴィアさんにお似合いだと？　確かにそうだな。

			　俺が欲しかったのは黄色とか、青とかだ。

			　赤や白は狙っていなかった。

			　言い方は悪いが、俺にとって外れなのだ。

			　肩を落とした俺は、お守りをそれぞれ二人に渡した。アンジェには赤い玉、オリヴィアさんには白い玉をである。

			「く、くれるのか？」

			　アンジェが少し引いている。俺が泣くほど欲しがった物をあっさり譲ったからだろう。

			「俺が狙っていたものじゃないし」

			「そ、そうか」

			　オリヴィアさんにも渡すと、遠慮して拒否をする。

			「も、貰えません」

			「良いから貰ってよ。俺じゃ意味がないし。別に高価なものじゃないし」

			　投げて渡すと、オリヴィアさんが手に取って困った顔をしていた。

			　俺は階段に腰掛け深い溜息を吐き、頭を抱える。

			「リオンさん、あ、あの──」

			　何か言おうとするオリヴィアさんだったが、その場にアンジェの取り巻きたちがやってくる。

			「あ、お嬢様！」

			　その声を聞いてアンジェが慌てて逃げ出した。

			「わ、悪い。私は行く」

			　逃げ出すアンジェを、取り巻きの女子たちが追いかけていく。

			　騒がしく去って行くアンジェたちを見送ると、今度は取り巻きの男子たちが俺を見つけて囲んだ。

			　相手は三人だ。

			「バルトファルト、またお前か」

			「少し出世したからっていい気になるなよ」

			「お嬢様に取り入った貧乏貴族が」

			　俺は顔を上げて無能な男子たちの顔を見た。その程度の認識だからお前らは駄目なのさ。いい加減に気付け。一度大事な場面で裏切ったお前らの信用は、これから何をしても──並大抵のことではプラスにはならない。

			　今はマイナスで、普通に頑張っていてはゼロになるかどうかだ。

			　今更ご機嫌取りをしても遅いのだ。

			「え？　悔しいの？　お嬢様に気に入られた俺が羨ましいの？　残念だったね。お前らが決闘騒ぎの時に見捨てなければ、お前らがアンジェのお気に入りだったのに。お前らは学園の空気を読むのはうまいけど、もっと貴族の世情というか世間の空気を読んだ方がいいよ。今更取り入ろうと頑張って恥ずかしくないの？」

			　煽ってやると手を出してきそうになった。

			　苛々しているので喧嘩を買ってやろうとすると、オリヴィアさんが俺の前に出て庇うように両手を広げた。

			「け、喧嘩は駄目です！」

			　男子の一人が怒鳴ってくる。

			「先に喧嘩を売ったのはそっちだろうが！」

			「ご、ごめんなさい。で、でも、喧嘩は駄目です」

			「──ちっ、行こうぜ。女の後ろに隠れる情けない野郎だ」

			　その言葉、そっくり返してやりたいね。アンジェという後盾が欲しいだけの連中の癖に。

			　男子たちが去って行くと、俺はオリヴィアさんに言うのだ。

			「別に放っておけばよかったのに。あいつら、これ以上の騒ぎを起こせないから、どこかで引いたと思うよ」

			　手を出せないと分かっている相手を煽った。

			　ただ、若いので血の気も多いから、暴力を振るってきたかも知れない。その時は社会的に制裁するつもりだ。大人の喧嘩は殴り合いだけで終わらないのだよ。

			　オリヴィアさんが俺に向き直ると、嗚お咽えつを漏らしていた。

			「──ごめんなさい。リオンさん、本当にごめんなさい。ずっと謝りたかったんです。空賊退治の時、迷惑をかけてごめんなさい。酷いことを言って──ごめんなさい」

			　泣いて謝るオリヴィアさんを前に、俺は髪をかく。

			「謝ることないのに。そもそも、オリヴィアさんには俺じゃなくて──」

			　そこまで言いかけた俺は、近くに来ていた老婆に視線を向けた。

			　いったいいつからここにいた？　ちょっと怖かったぞ。

			「えっと、どちら様で？」

			　老婆に話を振ると、オリヴィアさんも驚いた顔をしていた。

			　杖をついた老婆は笑っていた。

			「いえ、息子がお世話になりましたのでお話に、と」

			　俺は老婆から視線をそらす。息子とはたぶん、あのお守りを売っていたお面の男だろう。

			「このたびは大変申し訳ないことをしたと思うわけでして──」

			　言い訳を始めた俺に、老婆は懐から白い袋を取り出すのだった。

			「私の作ったお守りを、大金を払ってでも欲しいという方は初めてでした。ですが、アレはお祭りで楽しみにしている方が多いのでね。余っているもので悪いのですが、これをどうぞ」

			　受け取った白い袋に入っていたのは、武運のお守り？　だった。

			「武運のお守りかな？　でも、形が違うような？」

			「随分と詳しいお方ですね。それは特別に作ったのですが、お気に召すでしょうか？」

			　試作品か？

			　欲しかったものとは違うが、手に入ったのは嬉しい限りだ。

			「ありがとうございます。あ、代金を──」

			「いりません。どうしてもというのなら、お参りでもしていってください。ここは縁結びの神社ですから、御利益もありますよ」

			　そう言って階段を上っていく老婆。

			　神職の関係者だろうか？

			　オリヴィアさんが驚いて階段を見上げている中、俺はお守りをよく見る。剣と盾をあしらった武運のお守りではなく、剣が三本交差したお守りを顔の位置まで上げて眺め、そして手に握りしめた。

			「悪くないな」

			　効果は分からないが、デザインは気に入った。

			　俺はお土産品の剣のキーホルダーとか好きなタイプだからな。

			　色々とあったが、楽しめたのでよしとしよう。

			　それにしても縁結びの神社……夜は怖いから、明日の朝にでもお参りに行くとするか。

			　思い出してみると、ゲームでは主人公と攻略対象が距離を縮めるため神社に向かったようなイベントの記憶が──ん？　これはもしかして！

			　俺が色々と考えていると、声がかかった。

			　オリヴィアさんが恥ずかしそうにしている。

			「リオンさん、縁結びってその──」

			「そのままの意味だよ。縁を結ぶ御利益がある。明日の朝にでも来るさ。良縁を願わないと」

			　大金を積んでお願いするべきだな。

			　俺がその場を去ると、オリヴィアさんが寂しそうな顔をしたが放置する。

			　もう、俺と関わるべきではない。

			


			　　　◇

			


			　翌日の朝。

			　お昼には飛行船が出発するのだが、それまでは自由時間だったので観光していた。

			　浮島はとにかく独自の文化を遂げやすい。

			　理由は、他の島への行き来には飛行船を使うしかないから。時には、飛行船を持たずに自分たちだけの社会を作っている浮島もある。

			　そうした浮島を発見するのも冒険だ。

			　悪い奴らはそのまま侵略することもあるけどね。

			　どんなに取り繕っても冒険者は粗暴な連中が多いということだろう。

			　実際に、俺もルクシオンを得るために遺跡荒らしのようなことをしたからね。

			　石を積み上げた階段を上る。

			　見えてきた鳥居と神社は、いかにも日本風だ。

			　浮島自体が日本風なので、どうにも違う世界に入り込んだような気分になる。

			　境内の掃除をしていた巫み女こさんを見つけた。

			　可愛い巫女さんは十歳前後に見える。

			「こんにちは。ここって縁結びの神様がいるのかな？」

			　そんな俺の質問に、可愛らしい巫女さんは笑顔で頷いてくれた。

			「はい。縁結びの神様がおられます。武と魔法の御利益もありますよ」

			　武人や魔法使いにはありがたい神様らしい。

			　お礼を言ってお参りに向かおうとすると、巫女さんと話している間に人がやって来ていた。

			「──あ」

			「お前もいたのか」

			「え、えっと」

			　俺が間の抜けた声を出すと、アンジェが困ったように俺たちの顔を交互に見た。オリヴィアさんと階段の下で出会い、そのまま上ってきたのだろう。

			　小さな巫女さんが笑顔で挨拶をした。

			「あ、学園の貴族様たちですね。えっと、お参りの仕方はご存じですか？」

			　丁寧に教えてくれる可愛い巫女さん。

			　あ～、癒やされる。

			　この乙女ゲーの理不尽さが浄化されていくようだ。

			　そんな訳でお参りをすることになったのだが、俺たち三人は横並びで賽さい銭せん箱の前に並んだ。

			　──気まずい。

			「お、お布施をするんだったな。相場はいくらだろうか？」

			　困っているアンジェが財布から金貨を取り出した。

			　オリヴィアさんがそれを見て、

			「そ、そんなに払うんですか？」

			「違うのか？　神殿ではこれくらいは普通なんだが」

			　神殿が一神教で他の宗教を排斥していなくて良かった。宗教戦争とか本当に勘弁して欲しい。あの乙女ゲーの緩くふわふわした世界観の設定に初めて感謝したね。

			　そんな二人の横で、俺は昨日支払うはずだった札束や金貨を入れていく。気が狂ったと思う？　違うね。ゲームでは一定金額を支払うと攻略対象キャラの好感度が爆上げされるのだ。御利益があると信じて、俺は大金を支払うのだ。

			　昨晩そのことを思い出し、もっと金を持ってくれば良かったと後悔したほどだ。

			　二人が唖然としている中、礼儀正しくお願い事をする。

			「神様、贅沢は言いません。どうか、どうか、嫁を！　良識があって、優しい女性との縁を結んでください！　夫を見下す女や、他人の子供を育てさせるような女は嫌です。どうか良縁をお願いいたします！」

			　俺の強い願いが口から漏れ出てしまう。

			　二人は呆れている様子だが、俺にとってはとても大事な問題なのだ。

			　色々頑張ってきたのに、ことごとく裏目に出て苦労している可哀想な俺の願いをどうか聞き届けてください、神様！

			


			

			


			　必死に祈る俺の横で、アンジェもオリヴィアさんもお願い事をはじめた。

			　流石に口から願いが漏れることはない。

			　二人とも何を願ったのだろう？

			　アンジェは分からないが、縁結びの神社なので縁結び関連だと思う。オリヴィアさんは──期待外れのグレッグとブラッド以外とくっついてくれないかな。

			　あ、駄目だ。ユリウスやジルクも駄目な奴だから、候補はクリスしかいない。

			　──どうでもいいか、オリヴィアさんが幸せになるなら誰でもいいのだ。

			　ついでにこの国も救って欲しいものだ。

			　俺は自分の願いに戻ることにした。

			「出来れば胸は大きくて、腰のくびれた女性が良いです。少しエッチだったらなおよしです！　ぶっちゃけ、俺を甘やかしてくれる大人で色っぽい──」

			　俺の留まることを知らない欲望まみれの願いを聞いて、アンジェとオリヴィアさんが恥ずかしそうに俺の耳を引っ張り引きずり出した。

			「待って！　まだ伝えきれていない願いがあるんだ！　まだ伝えたいことがあるんだ！」

			　アンジェが顔を真っ赤にしていた。

			「こ、子供の前で何を言っているんだ、この阿呆が！」

			　見ると幼い巫女さんが顔を赤くしている。

			　凄く可愛くない？　いや、ロリコン的な意味ではなく、こう汚れていない女子というのは尊いと思える感じで。

			　欲望まみれの自分が恥ずかしくなってくる清らかさだよ。

			　オリヴィアさんが巫女さんに謝っていた。

			「ごめんね。忘れてね」

			「え、えっと、だ、大丈夫です。その、色々と驚きましたけど──頑張ってくださいね！」

			　うん！　俺、頑張るよ。婚活を頑張る。

			　笑顔を向けてくれた巫女さんに手を振り、俺たちは階段を降りるのだった。

			


			　　　◇

			


			　豪華客船に戻った俺は、浮島から離れていくのを甲板から眺めていた。

			　お守りを取り出して眺める。

			　ルクシオンは興味があるのか声をかけてきた。

			『首に提げてはいかがです？』

			「なぁ、これって御利益があると思う？」

			『精神的に何かに頼るのは悪いことではありません。頼りすぎなければ良いのです』

			　神頼みは否定しないが、それで幸運が手に入るとは思っていないらしい。

			　首に提げた俺は、夏のような日差しを見上げ目を細めた。

			「暑いな」

			『そうですね。ところで、少し気になったのですが』

			「何？」

			『もしかして、ダンジョンに積極的に挑まなかったのは、そのお守りをまだ手に入れていなかったのが理由ですか？　ゲーム的な効果を期待して？』

			「ば、馬鹿、違うよ」

			『そうですか。いつまでも〝聖なる腕輪〟という道具を回収しないので疑ってしまいました』

			「ま、まったく、疑り深い奴だな」

			　ぶっちゃけ、効果を期待してダンジョンには必要以上に挑んでいなかった。ゲーム的な効果を期待していたためだが、現実になるとどうなのか分からない。

			　何だか恥ずかしくなってきたぞ。

			「腕輪がある場所まで行くのが大変なんだよ。そこ、上級生たちでも苦戦するような場所なの。安全に回収するなら準備が必要だったからな」

			『そうですか。慌てていないので不安でした。マリエがいるのに焦っておられないようなので、気になっていたのです』

			　マリエもゲームをプレイしていたのなら、馬鹿な真似はしないだろう。

			　本格的にダンジョン攻略をするのは三学期からになる。

			　そこから二年生の中盤まではダンジョンで稼いで──。

			『それにしても、せっかく【シュヴェールト】のお披露目が出来ると思ったのですが』

			「あのエアバイクに勝手に名前をつけたの？　お前、アレの持ち主は俺だぞ。まぁ、シュヴェールトだっけ？　気に入ったから別に良いけど、なんて意味だ？」

			『マスター、エアバイクを魚にたとえる話をご存じですか。飛行船と比べると小さいですからね』

			「聞いたことがあるな。それが何？」

			『いえ、何でもありません。シュヴェールトとは、剣という意味です』

			「良いじゃないか！　更に気に入った。あのエアバイクは先端が鋭いし、なんか良い感じだな」

			『えぇ、本当はかじきマグ──何でもありません』

			　こいつのネーミングセンスには脱帽だよ。

			「それにしても、随分と改造していたな。色までメタリックカラーにしやがって」

			『良いじゃないですか。少し青を混ぜてみますか？　より、かじ──何でもありません』

			「カラーリングは任せるよ」

			『お任せください。それと、シュヴェールトはじゃじゃ馬の気分屋で調整が難しいですからね。マスター、大事に乗ってくださいね』

			　何だろう。

			　こいつ、あのエアバイクに名前をつけて改造して──結構可愛がっているのか？

			　思い出せば、パルトナーも随分と可愛がっていた。

			　パルトナーとシュヴェールトの悪口は言わない方が良いな。

			　ルクシオンと話をしていると、クリスが甲板に出てきた。

			　疲れた顔をしながら、

			「まったく、一人になる時間もないな」

			　女子から逃げてきたらしい台詞を口にしていた。

			　こいつ俺たち男子に喧嘩を売っているのだろうか？

			　ルクシオンは俺の背中に隠れてしまう。

			　俺がいると気が付くと、不敵な笑みを浮かべて近付いてきた。青く整った髪が風で少し乱れているのに、それすら格好いいから腹が立つ。

			　眼鏡を外して俺に話しかけてきた。

			「バルトファルト、ブラッドと試合をしたらしいな。私とも剣術の試合をしようじゃないか」

			　自分の得意分野で俺を倒したいのだろう。

			　俺は鼻で笑ってやった。

			「ブラッドは自分の苦手な分野で勝負を挑んできたのに、お前ときたら得意分野で勝負しようと言ってくるのか。あいつの方が根性あるよね」

			　ブラッドの名前を引き合いに出したらすぐに表情が歪ゆがんだ。

			　お子様だな。

			　この程度で心を乱されるな。

			「苦手な分野で勝負してやるからかかって来いよ」

			　このクリスという男は剣術特化である。そのため、他分野になると駄目になるキャラだ。

			　あれ？　ブラッドと同じだ！　こいつら、才能が尖とがりすぎ。

			「わ、私は──剣術も得意だと思ったことはない」

			　俯いて眼鏡をかけるクリスに呆れた。

			「見苦しいぞ。剣豪様はもっと堂々として欲しいね」

			「嘘じゃない。ずっと剣の修行をしてきた。それでも、父には才能がないと言われた。この前も、お前のような出来損ないは破門すると言われたよ」

			　実家に戻って説教された話か？

			　随分と気にしている様子だが、お前らのしたことを考えれば当然じゃない？

			　思い出してみれば、クリスは剣術──というか、剣聖である父に劣等感を抱いているとか、何だか面倒な設定があったな。

			　どいつもこいつも、とんでもなく面倒な設定を持っている。それこそ、原稿用紙何十枚となるような設定だ。

			　面倒くさいことこの上ないと思って愚痴を小声でこぼすと、隠れたルクシオンは『逆にマスターの人生は薄っぺらいですね』などと言いやがる。

			　五月蠅いよ！　そうだよ、転生者というだけで他に何もないよ！

			　それでも面倒な奴らよりマシだ──と思う。

			「それで剣豪になった努力の人、ってか？　剣豪にもなれない俺たちは才能もないお前以下かよ」

			　クリスが俺を睨む。

			「全てを剣術に捧ささげ、それでも同じことが言えたら謝罪でも何でもしてやる。お前に私の何が分かる？」

			　知るかよ。

			「何も分からないね。分かりたくもない。逆にお前は俺の何を知っているの？　自分は可哀想なんです～、って同情して欲しいならマリエにでも言えよ。前にも言っただろ」

			「たいして努力もしていないお前みたいな奴が、私は嫌いだ」

			　努力？　俺だってしてきたよ。

			　生きるために畑仕事とか、ランタンの明かりの下で勉強とか。

			　次女や三女が部屋の中で電気の下で勉強し、畑仕事もしない中でね。

			　女の子は大事にしないと駄目なんだって！　──けっ、胸くそ悪い。

			　野郎の扱いが酷すぎるわ。

			「奇遇だな。俺もお前らが大嫌いだ。特に俺の期待を裏切ったブラッドとグレッグは許さない」

			　よりにもよって俺が一番嫌うことをピンポイントでやりやがった。必ず復讐してやる。

			　そうして話し込み、睨み合っていると急に警けい報ほうが鳴り響いた。

			　俺たちは辺りを見回した。

			「なんだ？」

			「さっきまで何もなかったぞ！」

			　クリスがそう言うと同時に、白い雲の中から大量のモンスターたちが現れた。

			　雲を突き破って続々と現れたその数は、数十、数百と増え続けていく。

			「──おい、冗談だろ」

			　海洋生物を真似たような外見のモンスターたちは、海の中で泳ぐように空を飛び回っていた。

			　その数は既に数え切れない程に増え続けているのに、まだ雲の中から飛び出してくる。

			　浮島からは距離が離れ、周囲には他の飛行船が見当たらない。

			　船員たちが武器を持って甲板に出てくるが、その圧倒的な数を前に怯んでいた。

			　武器を持って震えている若い船員もいる。

			　クリスが船員に詰め寄った。

			「いったい何が起きた！　あの数は何だ！」

			「わ、分かりません。モンスターたちが急に現れて──こ、こんなことは初めてです」

			　クリスは焦っているが、それは船員たちも同じようだ。

			　俺はモンスターたちの様子を観察する。

			「どうして囲むだけで襲ってこない？」

			　通常、出くわせば襲いかかってくるモンスターが、妙に大人しく飛行船を囲むにとどめていた。

			　ルクシオンが俺の肩の辺りに姿を見せる。

			　周囲に人がいるのに姿を見せたということは、危険と判断したのだろう。クリスが一瞬だけルクシオンに視線を向けるが、周囲のあり得ない光景に無視していた。

			『統率が取れていますね。データにはない行動です』

			　群れで動いていたとしても、ここまで統制が取れたモンスターの集団なんて見たことも聞いたこともない。

			　少しピンクがかった白いモンスターたちの額辺りには、何かが浮かび上がっているように見えた。

			　俺では確認できないが、ルクシオンが俺の周囲に映像を映し出す。

			「紋章？　どこかで見たことがあるな」

			『ファンオース公国の紋章です』

			「ファンオース？　嘘だろ!?」

			　ファンオース公国。昔はホルファート王国の公爵家──だが、随分と前に独立して公国を名乗っている国だ。

			　見覚えがあるはずだ。

			　何しろ──ゲームでは終盤に出てくる敵なのだから。

			『何か知っているのですか？』

			「ゲームで戦争を仕掛けてきた国がファンオース公国だ。だけど早すぎる。俺は三年になるまで余裕があると思っていたのに」

			『モンスターとの関係があると？』

			「公国にある魔笛だ。アレがモンスターを操る設定だった。だけど、こんな数を操るなんて知らなかったぞ」

			　数千か、それとも万か。

			　そんな数のモンスターに囲まれた豪華客船。

			　甲板に出ていた女子たちが、騒ぎはじめていた。

			「ちょっと、誰か何とかしなさいよ！」

			「ぶ、武器くらい積んでいるんじゃないの？」

			「あんな数、見たことがないわよ」

			　数十、数百なら、なんとか持ち堪こたえられるかも知れないが、流石に目の前の数は大型の豪華客船ではどうにもならない。

			　武器だって積み込んではいるが、それよりも居住性を優先した飛行船だ。

			　戦闘をメインに考えて作られていない。

			　船内へと逃げていく女子と専属使用人たち。騒ぎが徐々に大きくなり、気が動転したのか発砲している船員までいた。

			　ルクシオンは冷静だった。

			『本体とパルトナーを出撃させます。マスター、ご許可を』

			「すぐに出せ！　到着までの時間は？」

			『急ぎますが、やはりすぐという訳には──』

			　そうしていると、雲の中から一際大きなモンスターが出てくる。鯨のような姿をしたモンスターの背中には、人が用意したらしい建造物が見えた。

			「モンスターを飛行船にしたアレは──お姫様の登場か」

			　魔笛を扱える王女様。それが来ているとなると、本当に厄介だ。一年生のこの時期に、まさか公国を相手にするとは思いもしなかった。

			　もっと終盤に──三年生の時に相手をすると思っていたのに！

			　公国の王女が乗る大型モンスターの周りには、飛行船──公国の紋章を掲げた飛行戦艦が隊列を組んでいた。

			　その後ろから浮島を飛行船に改造したものが雲を突き破って現れる。いつの間にか、大きな雲は四し散さんしていた。

			　公国の艦隊やモンスターたちに食い破られ、消えていったのだ。

			　クリスが眼鏡の位置を少し震えた指で整えると、声を絞り出すように言う。

			「公国だと？　王国の領空に入っていったい何を考えている」

			　どう考えても侵略するつもりなのだろう。

			　戦力としてみると飛行船の数は少ないくらいだが、それを補おぎなうモンスターたち。

			　甲板から船内へと逃げ込む生徒たちが多い中、外に出てきたのはアンジェとオリヴィアさんだった。俺たちを見つけると駆け寄ってくる。

			「リオン、ここにいたか！」

			「リオンさん！　──って、リオンさん、周りに何か浮かんでいますよ！」

			　ルクシオンが俺の側で浮かんでいるのは、それだけ警戒してのことだろう。隠れようとしないのは、俺の命に関わると判断したのか？

			　確かにこの数は危険だな。

			　二人がルクシオンを見ていた。俺の周りに浮かんだ映像も見ている。

			「だ、大丈夫なのか？」

			　心配そうなアンジェに対して、オリヴィアさんは空中に映し出された映像を指で触っていた。好奇心の方が勝ったようだ。

			　そしてルクシオンを見る。

			「リオンさん、この丸いのは──」

			　俺は説明が面倒だったので、ルクシオンを──。

			「あぁ、こいつ？　使い魔のルクシオンだよ。ほら、挨拶をしろ」

			　ただ、ルクシオン的には嫌だったらしい。

			『使い魔？　いえ、納得できません。私は魔に関係するものではなく、科学の結晶です。そこは絶対に譲れません。はじめまして、お嬢様方。私はマスターのサポートをしております、ルクシオンです。使い魔ではなく人工知能を搭載した──』

			　そんなルクシオンの説明を感心しながら聞いているオリヴィアさんだが、アンジェは無視した。この状況の方が大事だと判断したのだろう。

			「変わった使い魔だな。リオン、お前には魔法の才能もあるのか？　だが、今の問題は奴らだ。公国のように見えるが、どうしてモンスターと一緒にいる？」

			　モンスターは人を襲う。

			　近くにいて襲われないのが信じられないのだろう。

			　俺は肩をすくめた。

			　理由は知っているが、それを俺が知っているのは現状ではおかしいだろう。

			　クリスが大きなモンスターを見て口を開く。

			「待て、誰か出てくるぞ」

			　アンジェが目を細めた。出てきたのは敵国──公国の王女である【ヘルトルーデ・セラ・ファンオース】だった。

			「ヘルトルーデ王女か？」

			　オリヴィアさんがルクシオンを気にしつつ、王女について質問する。

			「あ、あの、お知り合いですか？」

			「以前に一度だけ会ったことがある。だが、どうしてこんな場所に──」

			　すると、大きなモンスターの頭上に投影されたヘルトルーデ王女の姿が出現する。

			　空に拡大された王女殿下の姿に、みんな驚いていた。

			　全員が警戒していると、拡声器を使ってこちらに通告してきた。

			『ファンオース公国、第一王女ヘルトルーデ・セラ・ファンオースが告げる。我らはホルファート王国に宣戦布告する』

			　まだ若い女性が無表情で宣戦布告してきた。

			　いずれくると分かっていたが、流石に準備不足だった。

			「おいおい、前倒しにも程があるだろうが」

			　いったいどこで予定が狂った？

			　本来なら戦争になるまで時間はあったはずなのに──。

			『愚かなる王国貴族の子弟たちよ。覚悟を決める時間をやろう。降伏か、それとも死か。一時間だけ待つ』

			　与えられた猶予は一時間。

			　アンジェが手すりを叩く。

			「私たちを人質にするつもりか。──卑怯者が」

			　開戦と同時に俺たちを交渉材料にするのだろう。

			　俺は周囲に視線を巡らせる。

			　船員たちはオロオロしているが、甲板に取り残された生徒たちの中には安堵している奴もいた。人質になるということは、殺されないことを意味しているからだ。

			　公国側から使者が乗る小型のボートが出てくる。

			　ルクシオンが俺に、

			『マスター、厄介なことになりましたね』

			「そうだな」

			　俺はアンジェを見た。俺たち木っ端と違い、王家に連なる公爵令嬢様だ。

			　公国から見れば、人質として魅力的な存在だろう。

			「いったいどこで間違えた」

			　どうして三年生のイベントがここで来てしまうのか？

			　俺は頭を抱えたくなった。

		

	

			


			第09話「笑う」

			


			　豪華客船の甲板に、公国の使者が降り立った。

			　随分と身なりのいい男は、自分をゲラット伯爵だと名乗る。

			　俺たちに向けられた態度は明らかに横柄で、整えた自分の髭ひげを触りながら喋っていた。細身で、何とも嫌みな感じが顔に滲み出たような男だ。

			「男爵家以上の子弟は捕虜として扱ってあげますよ。それ以下の騎士家の子弟に興味はありません。亜人の奴隷も同じです。もちろん、この飛行船の船員も必要ありません」

			　大半が絶望した表情をする中、安あん堵どしているのは上級クラスの生徒たち。

			　そんな中、女子の一人が自分の専属奴隷を庇う。

			「ま、待ってよ！　私の専属使用人は助けてよ。お気に入りなの」

			　そんな女子に、ゲラットは馬鹿にした態度で答える。

			「ならば貴女は、その愛人と一緒に沈みなさい。人質が一人、二人減ろうがこちらは構わないのでね」

			　絶望する女子たちは、自分たちの専属使用人から視線をそらして口を閉じる。

			　そうだよな。誰だって自分の命が大事だ。

			　黙ってやり過ごそう。捕らわれ、中に入ってから暴れ回ってやろうかと考えていると──。

			「──なっ！」

			　驚いた時には、もう遅かった。

			　アンジェがゲラットの前に歩み出ていた。

			「なんですか、この小娘は？」

			　見下してくるゲラットに対して、アンジェの態度は堂々としていた。

			「──アンジェリカ・ラファ・レッドグレイブ。私の家名くらい知っているだろう？」

			　公爵家の家名を聞いてゲラットは目を見開き驚くが、すぐに笑みを浮かべた。

			「まさか公爵令嬢が乗っておられるとは──王国は本当に間抜けですね。そんな重要人物を護衛もなしに旅に出すなど」

			　ゲラットは手を広げ喜びはじめる。

			「素晴らしい！　名乗り出たその勇気に敬意を表しましょう！　──さぁ、こちらへ」

			　アンジェが連れて行かれてしまう。

			　足が自然に一歩前に出たのだが、同時に背中に強い衝撃を受ける。

			　そのまま俺は前のめりに倒れ、男子たちに押さえつけられていた。その男子たちの顔を見て、俺は怒りがこみ上げてくる。

			「放せ！　お前ら、正気かよ！」

			　押さえつけられた俺を、ゲラットが見て不満そうにしている。

			「騒がしいですね。誰ですか？」

			　アンジェが俺の顔を見て、そして目を閉じた。

			「私の友人だ」

			　俺が正式な男爵で、そして騎士であるとアンジェは言わなかった。

			「何とも友達思いですね」

			　ゲラットが俺に歩み寄ってくると、俺の頭を踏みつけてきた。ニヤニヤした笑みは、底意地の悪さが透けて見えている。

			　俺が視線だけでゲラットを見上げる。

			「反抗的な態度ですね。どれ、王国貴族たちには、最初の仕事を与えましょう。この者への制裁を行いなさい。ほら、早く」

			　すると、俺を取り押さえていた男子や周囲にいた男子たちが、俺に暴力を振るってくる。

			　抵抗するが、押さえつけられてやり返せない。

			「お、お前ら！」

			「アンジェリカ様のご厚意を無駄にするつもりか？　お前は黙っていろ！」

			　俺を取り押さえたのは、アンジェの取り巻きたちだった。そいつらに殴られ、口の中を切ると血の味が広がる。

			「お前らそれでも──」

			「お嬢様の判断だ！」

			　すると、アンジェが叫んだ。

			「もう止せ！　──止めてくれ」

			　ゲラットが髭を指で摘まむように撫なでている。

			「おや、人にものを頼む態度ではありませんね。公爵令嬢がそのようなことではいけませんよ」

			　アンジェが俺のために、

			「止めてください。お願いいたします」

			　ゲラットが口を三日月のように歪め、大きな声で笑った。

			「残念、嫌です！　さぁ、貴女は私と共にいきましょう。あ、お前たちはちゃんとその糞ガキを叩きのめしておきなさい」

			　去っていくゲラットたち。連れ去られるアンジェを、俺は見ていることしか出来なかった。

			　強く殴られた俺は、そのまま意識がもうろうとしてくる。アンジェを助けようと手を伸ばすが、俺の腕は踏みつけられた。

			　アンジェがゲラットと交渉している。

			「人質は私一人で十分だろう？　他の者たちは見逃せ」

			　ゲラットは髭を撫でながら、答えを避けていた。

			「我が身を差し出し、他の者たちを救う。泣けてきますね。さて、そのことについては公国の飛行船で、ゆっくりと話をしましょう」

			　連れて行かれるアンジェに対して、オリヴィアさんが声を上げた。

			「アンジェ！」

			　周囲の亜人種たちがオリヴィアさんを取り押さえていた。

			「アンジェ、行かないで！」

			　声を上げたのはオリヴィアさん一人だけ。

			　振り返ったアンジェは、気丈に笑みを浮かべていたが──脚が震えていた。

			「──リビア、ありがとう」

			　そう言って、アンジェは使者たちが乗ってきたボートに乗せられ連れて行かれてしまった。

			　俺は強く蹴られて甲板の上を転がる。

			　腹を押さえると、オリヴィアさんが駆け寄ってきて俺を庇う。

			「リオンさん！」

			　俺を見下している男子と専属使用人たち。まずいな、恨みを買いすぎてしまった。

			「お前のせいで全部無駄になるところだっただろうが」

			「この屑野郎」

			「おい、船員。こいつを牢屋にでもぶち込んでおけ」

			　集まってくる船員が俺を取り囲んだ。

			　──この糞共が。

			


			　　　◇

			


			　巨大モンスターの上に載せるように作られた飛行船。

			　そんな変わった飛行船の貴賓室に連れてこられたアンジェは、武装した騎士たちに囲まれていた。

			　警戒される中、面会しているのはヘルトルーデ王女だ。

			「久しぶりですね、アンジェリカ。互いに挨拶を交わしただけの関係ですけど、こうして再会すると何だか懐かしく思えるわ」

			　アンジェは不敵に笑っていた。

			「公国の国力で本気で戦争をするつもりか？　今回の一件、小競り合いでは済まないぞ」

			　ホルファート王国とファンオース公国。二国の間には、国力に大きな差があった。

			　ホルファート王国の国力が上なのだ。

			　それを知っているアンジェは、余裕を見せている。しかし、内心では少し焦っていた。

			（こいつら、いったい何が目的だ？　国力差があるのに、この程度の艦隊で攻めてきて、いったい何がしたいんだ？）

			　ヘルトルーデは、そんなアンジェに笑みを向けている。

			「そうね。確かに覆しがたい国力差があるわね。でも、外の景色を見てまだ気が付かないのかしら？」

			（やはりモンスターを使うつもりか）

			「モンスターを従えていたな。それだけで王国に勝てると？」

			「えぇ、勝つわ。何故なら──」

			　ヘルトルーデの話を遮ったのは、側にいた重じゅう鎮ちんらしき貴族の男性だった。

			「殿下、それよりも人質の件を」

			「そうだったわね」

			　アンジェが緊張する。何しろ、名乗り出て交渉した理由は、豪華客船を逃がすためだ。

			「私の投降で見逃すはずでは？」

			「面白いことを言うのね、アンジェリカ。ゲラットは一度でも、見逃すなんて言ったかしら？」

			　ヘルトルーデの言葉にアンジェは目を閉じた。

			（やはり当初の予定通り、男爵家以上の子弟を人質にするつもりか）

			　しかし──。

			「私は思うの。人質は貴女一人で十分じゃないかしら？」

			　アンジェが目を開き、ヘルトルーデの顔を見て驚く。

			「──な！　ば、馬鹿な！　男爵家以上の子弟だぞ！　人質に取らずに殺すというのか！」

			　騒ぎ出すアンジェリカに、騎士たちが剣を向け取り囲んだ。

			　ヘルトルーデは淡々と話をする。

			「貴女が連れ去られた時、抵抗したのは二人だけだったそうね？　なんと薄情で、気骨のない者たちなのかしらね。貴族として相応しくないわ」

			「お、お前は何を言って──」

			「アンジェリカ、貴女にはこれから全てを見せてあげる。ここから王国が滅ぶさまを──」

			　学園の生徒たちが乗る飛行船に、それを伝えるために使者が向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　豪華客船に作られた牢屋。

			　そこに放り込まれた俺は、床に座って壁を背にして天井を見上げていた。

			　鉄格子の向こうでは、オリヴィアさんがすすり泣いている。

			　俺を出して欲しいとお願いしていたが、船員よりも学園の生徒たちが強く反対して駄目だったようだ。公国よりも、学園の生徒の方が俺に対して厳しい。

			「もう泣くなよ」

			「だって。アンジェが……アンジェを助けられませんでした。それに、リオンさんをここから出すことも出来ない。私は、自分が情けないです」

			　ウジウジして嫌な奴──と、昔の俺だったら思ったかも知れない。前世の俺なら、こんなキャラは嫌いだ。

			　泣く女とか見ていて苛々する。

			　だが、誰かのために泣けるというのは凄いことなのではないだろうか？

			　今になってそう思えるようになった。

			　それに、だ。

			「無理して抵抗するから、そんな風にボロボロになるんだ。見ろ、髪の毛がボサボサで、制服なんかボタンが取れているじゃないか。なれないことをするから怪我をするんだ」

			　俺を助けようとオリヴィアさんが暴れてしまった。

			　そのため、取り押さえられたのだが──その際に、女子の一人と大喧嘩をしてしまった。相手はアンジェの取り巻きの一人だった。

			　取り巻きの女子が仲間を呼んで囲む中、一人で抵抗するオリヴィアさんは見ていて心配になったほどだ。

			　アンジェのことを何か言ったらしく、俺のことも止めを刺せとか言ったらしい。オリヴィアさんが止めてくれて助かった。

			　普段喧嘩なんかしない癖に、俺たちのために無理をして──でも、本当に助かった。

			　でなければ、ルクシオンが俺を守るために何をしたか分からない。

			「──私は何も出来ない自分が悔しいです」

			「頑張ったんだ。もう泣くなよ」

			　天井を見上げて、これからのことを考えていた。

			　どうする？　オリヴィアさんを連れて、アンジェを助け逃げるか？　だが、そうなると問題も多い。

			　すると、急いでいる足音が聞こえてきた。足音の主は──クリスだった。

			　悲痛な面持ちでやってきたクリスは、牢屋の前に来るとオリヴィアさんを無視して俺に話しかけてくる。

			「バルトファルト──先程、公国の使者が来た。人質はアンジェリカだけで十分、覚悟を決めろと言ってきた。一時間後に攻撃を開始するから、最期は貴族らしく散って見せろ、だそうだ」

			　公国に俺たちは必要ないらしい。

			「それで？　俺に何をしろと？」

			　クリスは眼鏡を外した。覚悟を決めた顔をしている。

			「手を貸して欲しい。この船には鎧が六機あるそうだ。私とお前で何とか船が脱出するまで時間を稼ぎたい」

			　俺は鼻で笑った。

			「──嫌だね」

			　クリスは目を細めるが、俺を責めなかった。

			「そこを曲げて頼む。全員がここで死ぬわけにはいかない。お前は飛行船の護衛でもいい。私がこの場に残って時間を稼ぐ」

			　この場に残れば確実に殺される。

			　外の様子を見れば、一人残っても勝てないとクリスも分かっているはずだ。

			「リオンさん」

			　オリヴィアさんが俺を見ている。俺なら何とか出来るのではないかという目だ。

			　純粋で綺麗な瞳が怖い。何もかも見透かされそうで、情けない自分を見られているようで恥ずかしかった。

			「そんな目で見るな。俺に何を期待している？　そもそも、アンジェを見捨てた生徒たちを助けろ？　笑わせるよね。おまけにボコボコにしてくるし。みんな沈めよ」

			　悪態をつくとクリスが意外にも同意してきた。

			「あぁ、そうだな。何も出来ない私たちは沈んで大地ではなく海に還かえるべきかも知れない。だが、それでも私はお前に頼みたい。可能性があるのはこの方法だけだ。頼む、私たちを助けてくれ」

			　頭を下げてくるクリスを前にして、俺はゆっくりと立ち上がる。

			「──断る」

			　クリスが悲しそうに頭を上げた。

			「すまなかった。邪魔をしたな」

			　去って行こうとするクリスを呼び止める。

			　どいつもこいつも人の話はちゃんと聞け。

			「馬鹿が。話は最後まで聞けよ。そもそも、包囲されているのに逃げられるわけがないだろうが。お前が残っても囲まれて終わりだ。俺との戦いで何も学べていないな」

			　戦略ゲーム的に言えば、詰んでいる状態から始まっているようなものだ。

			　クリスが立ち止まり、振り返ってくる。

			「だったらどうする！　この状況で、お前に何か策があるのか？　一人だけ逃げるつもりなら勝手にしろ。私は止めない」

			　頭が固いんだよ。

			　俺より不器用で馬鹿とか悲しいだろ。

			「お前一人で戦っても駄目だ。俺と二人でも駄目だ。だったら、全員でやるしかないだろうが。アンジェを見捨てた馬鹿共には責任を取ってもらう。いいか、俺は何もしない奴を助けるほどお人好しじゃないんだよ。助けてください？　知るかよ。生きたいなら全員で足あ掻がくべきなんだよ」

			　クリスが俺の意見を否定する。

			「無理だ。みんな絶望していて立ち上がれすらしない。それに、こういう時に私が頼ろうとしたのはバルトファルト、お前だ。分かるだろ？」

			　クリスが言いたいのは「他の奴らは役に立たない」だ。

			　激しく同意するが、そんなカス共にも働いてもらうしかない。

			　俺は鉄格子の側に顔を近付ける。クリスも近付き、互いに鼻が触れそうになった。

			「俺たちに出来るのは、覚悟を決めて正面突破だ。これ以外に方法はない」

			「正面？　お前の方が馬鹿だろ」

			「あぁ、馬鹿だよ。でも、ただ死を待つより利口だと思うけどね。いいか、あいつらの旗印を逆に奪ってやれ。堂々と包囲網を突破する」

			　汗が頬を伝うクリスは、俺の言葉を待っていた。

			「お前は船を守れ。自慢の剣術を披露するのはここだ」

			　クリスがムッとした表情で反論してきた。

			「自慢した覚えはない」

			「お前の言動は自慢しているのと一緒だ。努力の成果を見せろ。積み上げてきたのは、今日この日のためだと思え。俺は死ぬつもりはない。お前も生きたいだろ？」

			　その言葉に、クリスは俯いて考え──顔を上げた。

			「──そうだな。マリエの笑顔を見たい」

			　最後にオチをつけやがった。

			　お前ら、あいつに洗脳されているんじゃないの？

			　あいつのどこがいいの？

			　クリスが鍵で牢屋を開けると、俺は外に出た。座り込んだオリヴィアさんに手を伸ばす。

			「手伝ってもらうぞ」

			「は、はい！　私、頑張ります！」

			　涙を拭って立ち上がるオリヴィアさんは、表情を引き締めていた。アンジェを救うために頑張るつもりのようだ。

			　マリエより、絶対にこっちの方がいいって。

			　クリス、お前も目を覚ませよ。

			　そう思っていたら、クリスは胸に手を当てて呟いていた。

			「マリエ、私はもう一度お前の笑顔を見る。そのために、力を貸してくれ」

			　その手にはお守りが握られていた。

			「お前、それって」

			「これか？　祭りで買った。〝武運のお守り〟というらしい。今にして思えば、縁起が良かったな」

			　盾と剣の小さなお守り。

			　俺は笑うのだった。

			　こいつが持つのに相応しいアイテムだ。

			「あぁ、お似合いだ。お前、最高に運が良いよ」

			「そ、そうか。何だか、お前に言われると照れるな」

			　いや、頬を染めて照れるなよ。反応に困るだろうが。

			


			　　　◇

			


			　クリスが呼びかけて生徒や船員の代表者が集まった一室。

			　広間に来た俺は、途中で船員から購入したショットガンを持っている。

			　絶望したのか俯いている奴が多い。

			　ショットシェル──ショットガンの弾を確認する俺は、広間にある階段の中央で演説をするクリスを見ていた。

			　階段に腰掛け、集まった連中の顔にも視線を向ける。

			「全員が助かるためには、戦うしかないと判断した。みんな、力を貸してくれ」

			　そんなクリスに浴びせられるのは罵声である。

			「調子に乗るなよ、一年が！」

			「あんた、たいして強くないのになんで威張っているのよ！」

			「そこにいる屑野郎に負けたくせに！」

			「だいたい、アンジェリカが悪いのよ！　自分一人だけ助かったじゃない」

			「公爵令嬢が聞いて呆れるわ！」

			　俺を屑野郎呼ばわりした男子や、アンジェを馬鹿にした女子を睨み付けると、相手はコソコソと隠れてしまった。だが、顔は覚えたので後で仕返しをする。絶対だ！

			　修学旅行で三年生から一年生までが揃っているこの状況は、クリスが先頭に立つには少々面倒くさかった。後輩の指示に従いたくない先輩もいるだろう。

			　しかも、これから死ぬかもしれないのだ。

			　普段の序列など何の意味もないと、あからさまな態度を取る奴もいる。普通クラスの男子たちが笑っていた。

			「戦うだってよ。上級クラスの男子様は偉そうだよな。命令すれば誰もが言うことを聞くと思っているのか？」

			「偉そうに命令しやがって」

			「そもそもさぁ、剣豪様は廃嫡されて何の権限もないよね？」

			　女子も同じだ。だが、専属使用人たちが女子と言い合いをしている。

			「ちょっと、命令に従いなさいよ！」

			「五月蠅いぞ、小娘！　今更お前の命令になんて従えるか！」

			　騒がしくなってくるこの場で、俺は階段から腰を上げた。

			　ショットガンを担ぐと、全員の視線が集まる。

			「ガタガタ五月蠅いんだよ、カス共が」

			　武器を持った俺を前に静まりかえる聴ちょう衆しゅう。向けられる視線は恐怖やら憎ぞう悪おといった感情が込められている。

			「よく聞け。俺は正式に男爵位を持っている騎士だ。おまけに五位下──引率している教師たちよりも実質的に立場が上だ。分かる？」

			　教師たちが視線をそらした。

			　影の薄い教師陣は、これでも一応は貴族である。ただし、身分は高くない。

			　学園長くらいなら俺よりも立場が上だろうが、それ以外は俺よりも立場が下になる。

			　師匠くらいか？　俺よりも立場が上なのは？

			　ただ、俺は師匠を人としても尊敬している。立場に関係なく、俺は頭が上がらないだろう。

			「その俺がお前らに命令してやるよ。戦え。死にたくないなら戦え」

			　当然だが、俺の物言いに反発して誰かが口を開く。

			「ふ、ふざけんな！　お前らで戦えよ！」

			「──あぁ、俺は戦うよ。何しろ俺は、本物の貴族だからな。お前ら似非えせ貴族とは違うんだよ」

			　俺の言葉で眉み間けんに皺を寄せたのは、三年生の女子だった。

			　気の強そうな金髪の巻き髪は──毛先がドリルになっている。

			　高いヒールを履いており、気の強そうな顔付きもあって女王様に見えた。

			　赤い口紅が塗られた唇が、苛立ちながら俺に問いただしてくる。

			「似非貴族ですって？　伯爵家出身の私に対して無礼ですわね」

			　その女子が、この中でアンジェに次いで実力を持っているらしい。周囲は黙ってしまった。俺やクリスには抵抗しても、女子の前では黙ってしまう王国貴族の男子の悲しい性さががうかがえる。

			「誰だよ？」

			「私を知らないですって！　私は【ディアドリー・フォウ・ローズブレイド】。ローズブレイド伯爵家の娘よ！」

			　聞いたことはある。だが、ここは知らないふりをしよう。耳の穴に指を入れて、面倒くさそうな態度を取ってやった。

			「知らねーよ。ローズブレイドだか、ローズヒップだか知らないが、今のお前に何の価値があるの？」

			「なっ!?　ぶ、無礼な！」

			　何て素晴らしい反応を示す女王様だろう！　お前のような奴を俺は待っていた！

			「お前の家がどれだけ凄いか知らないが、お前は偽物だ」

			「成り上がり風情が！　この私を偽物ですって！」

			「そうだよ！　俺は成り上がり者だ。だが、俺は本物の冒険者だ。冒険者として成功した本物貴族だ。偽物が偉そうにしていい相手じゃないんだよ」

			　ディアドリー先輩が、俺を凄い勢いで罵ののしりはじめた。

			「男爵風情が粋がるな！　我が伯爵家は、王国に広大な浮島を献けん上じょうし、そして数々のダンジョンを攻略してきた名門中の名門！　お前程度が、比べるのもおこがましい家だと知りなさい！」

			　俺はショットガンを担ぎつつ、拍手をしてやる。

			「それは素晴らしい。お前の先祖は本物だ」

			　ふんぞり返るディアドリー先輩、チョロすぎて心配になってくる。

			「覚えておくのね。貴方程度の活躍では、ローズブレイド家の足下にも及ばないと──」

			　俺は内心で笑いそうになった。何て良いキャラをしているんだ、ディアドリー先輩！

			「素晴らしいよ！　あぁ、お前の先祖は本物だ。でも、悲しいだろうな。何しろ、子孫が腰抜けの卑怯者だからね。きっと草葉の陰で泣いているね。公国に怯えて震えているお前らは──偽物だ」

			「な、何ですって」

			「違うのか？　お前ら、アンジェがその身を差し出した時にどうしていた？　安堵していた奴もいたよな。黙って嵐が過ぎるのを待って──あげくに、殺されると分かったらアンジェを罵った。どいつもこいつも臆病者の卑怯者！　いや、卑怯なんて上等なものじゃない。小賢しい似非貴族で十分だよ」

			「取り消しなさい！」

			　俺はディアドリー先輩に近付き、笑みを向けながら告げてやった。

			「嫌だね」

			　そして距離を取り、手を広げて笑ってやった。

			「殺されそうな状況で、抵抗せずに文句ばかり言っている。お前らの先祖は苦労して成功した冒険者だろうが、お前らには何の価値もない！　──広い空に飛行船で旅に出た勇気も、ダンジョンを攻略したその知恵も、モンスターを屠ほふってきたその力も、全て受け継げなかった情けない出来損ないがお前らだ」

			　ちなみに、バルトファルト家だが、冒険者としては大きな功績は何一つなかったりする。戦争に参加して、功績を挙げて浮島を得て貴族になったとか聞いた。

			　そもそも、先祖とか名誉とか血筋とか、俺はそこまで重要視していない。実際に先祖が悲しむなんて思っていないし。むしろ、逃げろって心配するかもね。

			　でも俺はみんなを罵るよ！　俺に都合がいいからな！

			「公国の使者は正しかったな。お前らには、冒険者の末まつ裔えいである貴族の意地もなければ誇りもない。先祖の功績にすがるだけの、情けない偽物ばかりだ。揃いも揃って、攻撃されると聞いて怯えて何も出来ない腰抜けばかり。きっと偉大なご先祖様たちは泣いて──いや、笑うな！」

			　俺を見ている周囲の生徒たちが、次第に怒気をまといはじめていた。

			　いいぞ、その調子だ！

			　俺は腹を抱えて笑う仕草をする。

			「腹を抱えて笑っているだろうな！　俺の子孫たちは情けない、って！　貴族と名乗ってはいるが、冒険者の末裔というだけが取り柄の情けない奴らだ、って笑っているだろうね！」

			　俺は指先で涙を拭う。笑いすぎて涙が出てきた。

			　こいつらを正面から馬鹿に出来て清々──違った、奮い立たせるための演技だ。

			「頑張って貴族になったお前らのご先祖様たちは、素晴らしいよ。だが、それは全て無駄だったな。だって、跡を継ぐのがお前らだもん。抵抗もせずに公国に負ける根性なし共だ。お前らのご先祖様の功績は、お前らの情けなさで上書きされるわけだ。これが本当に泥を塗る行為だね。ご先祖様の功績に泥を塗って、子孫にも恥をかかせるわけだ。親類縁者がお前らのことをこう言うぞ──貴族の面汚し、ってな！」

			　この世界の貴族は冒険者の末裔であることに誇りを持っている設定だ。

			　それを学園も教えるし、中には立派な先祖を敬愛している奴もいる。

			　そもそも、冒険者という立場に憧れるのがこの世界の貴族たちだ。

			　そこを煽ってやればどうなるか？

			「ば、馬鹿にするな！　俺は──俺は先祖に恥ずかしい思いなんかさせない！　家名に泥を塗ってたまるか！」

			　俺は馬鹿にしたように笑う。

			「ご立派な心意気だが、ここで何もしていないなら同じことだ。胸に手を当てて聞いてごらん。聞こえないか？　お前らに流れる先祖の血が、情けないって笑っている声が！」

			　やっていない奴もいるが、多くが胸に手を当てていた。中には船員や、そして専属使用人たちも胸に手を当てていた。

			「ほら、ゲラゲラ笑っている声が聞こえるか？　それとも悲しんでいるか？　呆れて肩をすくめていないか？　中には笑わせてくれて、ありがとうって言っている先祖もいるかもね。立派なご先祖様たちならこう言うぜ。──喧嘩を売られて逃げるような臆病者に用はない、ってな！」

			　言い返せる奴が少なかった。

			　まぁ、言い返してきても笑ってやるが。

			　俺は真顔になる。

			「お前らに流れる貴族の──冒険者の血は偽物か？　公国にいいように弄もてあそばれ、死ぬのを待つだけの情けない死に方が望みか！」

			　ディアドリー先輩が俺を見ていた。

			「──ローズブレイド家の娘が、こんなところで何もしないで死んだなんて恥ずかしいわ。皆、このままこいつに言わせていていいのかしら？　この成り上がりが言うように、本当にご先祖様たちに合わせる顔がないわよ！」

			　男子たちから声が上がった。

			「舐めるなよ、糞野郎！　誰か武器を持ってこい！」

			「俺らがどれだけダンジョンで鍛えてきたと思ってんだ。一年の癖に！　先輩との実力差を見せてやるから覚悟しておけよ！」

			「偉そうにペラペラ喋りやがって！　お前に言われるまでもねーんだよ！」

			　男子たちがやる気を見せている。

			　やはり女の子に激励された方がやる気が出るらしい。

			　最初から本気を出せ、馬鹿共が！

			　クリスが俺を見ていた。

			「バルトファルト、お前──いや、何でもない」

			　言いかけて止めるなよ！　気になるだろうが！

			　次に話しかけてくるのはディアドリー先輩だ。

			「ここまで言ったのだから、当然何か考えがあるのでしょうね？　本物貴族だと名乗った貴方は、この状況を打開できるのかしら？」

			　俺は声を張り上げる。

			「馬鹿共、よく聞け！　お前らに小難しいことを言っても分からないだろうし、説明している時間もない！　正面突破──狙うは公国の旗印、ただ一つ！」

			　周囲から本気か？　などという声が聞こえると、ディアドリー先輩が笑いはじめた。

			「いいわ。貴方、凄くいい！　それから──なんで女子は誰も声を上げないのかしら？　ここで逃げるような腰抜けは、私が絶対に許さないわよ！」

			　女子たちも、ボスの言葉に渋々と覚悟を決めたらしい。

			　ディアドリー先輩が俺を見る。

			「さて、正面突破は分かったわ。貴方は何をするのかしら？　大口を叩いたのだから、立派な活躍をしてくれるのでしょうね？」

			　偉そうなことを言っておいて、何もしないなら許さないと言っている。

			　俺は笑った。

			「当たり前だ。エアバイクで先陣を切ってやる」

			「エアバイク？　貴方、死ぬつもり？」

			　外はモンスターの群れに、公国の飛行船が一杯だ。きっと鎧も沢山出てくる。

			　そんな場所にエアバイクで突撃する馬鹿がいたら、俺は絶対に笑っている。

			「助けたい人がいる。ついでに旗印をかっぱらって公国の艦隊を笑ってやるのさ」

			「アンジェリカを？　貴方はアンジェリカの取り巻きではないでしょうに」

			　──そういうのじゃないんだよ。

			「男なら一度くらいは、お姫様のピンチに駆けつける騎士になりたいと思うだろ。俺、お前らは見捨てても、アンジェは見捨てられないわ。だって良い女だからね。お前ら女子は、少しはアンジェを見習えよ」

			　ディアドリー先輩が爪を噛んだ。

			「私に向かって他の女が良いなどと──初めて言われたわ」

			「みんな気を遣っていたんだよ。ほら、お前らも準備をしろ。時間がないぞ！」

			　やる気を見せた学園生徒たち。熱気に包まれた広間では、生徒たちが慌ただしく動き始める。そんな中、俺はあの時のアンジェを思い出していた。

			　一人で人質になった時、俺が男爵位を持っていると言えば良かったのだ。そうすれば、一人で連れて行かれることもなかった。

			　みんなのために人質になる？　まだ十六歳だぞ。アンジェパパも怖いが、一人勇気を見せたアンジェを見捨てたら俺が一生後悔する。腐りきったこの乙女ゲーの世界で、アンジェと──アンジェは俺の希望だ。

			　ディアドリー先輩が口を三日月に歪め笑っていた。

			　何だよ。早く行けよ。時間がないんだぞ。

			「躾しつけのなっていない犬。その太ふて々ぶてしい態度──貴方、いいペットになるわよ。アンジェリカのお気に入りでなければ、私が側に置いたのに」

			　こいつも駄目な女子だった。ベクトルは違うが、お近付きになりたいとは思えない。

			「それはどうも」

			


			　　　◇

			


			　エアバイク──シュヴェールトに乗るために着替えていると、ルクシオンが俺に報告してきた。

			　その内容に俺は目を細める。

			「裏切り者がいる？」

			『はい。調査の結果、アンジェリカの取り巻きの女子二人が公国に居場所を教える行為を行っていたようです』

			　よりにもよって、アンジェの取り巻きが裏切ったのか？

			「本当か？　公爵家を敵に回すなんて馬鹿だぞ」

			『現在公爵家は、ユリウスの失脚でその政治的な立場を弱めています。裏切り者が出てもおかしくない状況です』

			「政治ってやつか？　興味ないね」

			　着替え終わった俺はショットガンを手に取り、反対の腕にヘルメットを持った。

			『放置しますか？』

			「案内しろ。アンジェを助ける前に、締め上げる」

			『船員たちに声をかけるべきです。マスターが放り込まれた牢屋を利用するべきかと』

			　アンジェを助けるのに、裏切り者がいては面倒になる、か。

			「分かった」

			


			　　　◇

			


			　俺が放り込まれた牢屋の前。

			　牢屋の中には二人の女子がいた。

			　こいつらの専属使用人は、別の牢屋に放り込んでいる。

			「待ってよ！　誤解なの！」

			「助けてよ！」

			　彼女たちが助けを求めるのは、同じ取り巻きの仲間たちだった。

			　だが、彼らを囲む船員たちが手に武器を持って警戒している。

			　取り巻きの男子が俺に、

			「お、おい、嘘じゃないか？　だって、こいつらは子供の頃からお嬢様の遊び相手だったんだ。こいつらが裏切るなんて」

			　俺は手に持っていた筒状の道具を放り捨てた。

			　それを見て、女子たちが落ち着かない様子を見せる。

			「こいつらの部屋を徹底的に調べ上げた」

			　牢屋に入れた女子が俺を睨み付けてきた。

			「変態！」

			「お前らに興味なんかねーよ！　それに、部屋を調べたのは女性の船員だ」

			　視線を向けると、制服姿の女性たちが俺を見ていた。客室乗務員である彼女たちは、俺たち学園の生徒の世話をする存在だ。

			「いくつも同じ物がありました。説明書らしきものもありましたし、ご存じなかったとは思えません」

			　牢屋に入れられた女子が、女性を睨み付けた。

			「あんたたち、覚えておきなさいよ。絶対に許さないわ！」

			　怯える乗務員たち。

			　俺は鉄格子を蹴って女子たちを脅した。

			「その口を閉じろ。ここで頭を吹き飛ばしてやろうか？」

			　二人が怯えた。だが、取り巻きの男子が俺の肩を掴む。

			「やり過ぎだ！　この二人が裏切っていたとしても、ちゃんと取り調べを──お、おい、待ってくれ！」

			　俺はショットガンをその男子に向け、そして言ってやる。

			「お前ら、自分の立場が分かっていないのか？　そんなことだから、アンジェに避けられるんだよ。いいか、お前らの中に裏切り者がいた。意味が分かるか？」

			　取り巻きたちも流石にまずい状況だと理解したようだ。

			　ショットガンの銃じゅう床しょう部分で取り巻きの男子を殴りつけ、尻しり餅もちをつかせる。

			「死ぬ気で戦え。女だとか男だとか理由にならないぞ。お前らは、戦って自分たちの身の潔白を証明しろ。でないと──」

			　俺が牢屋に放り込んだ女子二人を見た。

			「こいつらと同じような扱いになりたくないだろ？」

			　アンジェパパが裏切り者を許すはずがない。

			　俺以上に理解しているのか、取り巻きたちが激しく首を縦に振っていた。

			　俺は後を船員たちに任せると、シュヴェールトのある倉庫へと向かう。

			　途中で呟いてしまう。

			「幼い頃から一緒にいても裏切るのかよ。本当に政治って嫌だね。せめて、助けてやらないと」

			　王宮内の事情に興味はないが、アンジェには同情してしまう。こんな奴らを守るために、アンジェを犠牲にするのは──嫌だった。

			


			　　　◇

			


			　飛行船の格納庫。

			　鎧を着用するためのインナースーツは、エアバイクに乗るために用意していた。ヘルメットをかぶると、上はベスト、下は厚手のカーゴパンツにブーツという格好になる。

			　ヘルメット内は、エアバイクに仕込んだカメラから周囲の映像が見えるようになっていた。

			『出番ですよ、シュヴェールト』

			　ルクシオンは、エアバイクに自分が収まる場所を作っていた。

			　跨またがった俺はハンドルを握ってエンジンを吹かす。

			　暴れ回るエンジンの振動が格納庫に響き渡ると、気を利かせた船員がハッチを開いてくれた。

			　格納庫内に風が入り込み五月蠅くなる。そんな中で船員が俺に大声で話しかけてきた。

			「本当にやるんですか！」

			「当たり前だ。あのゲスい使者の髭をむしって土産にしてやる」

			　あいつのご自慢らしい髭は、永久脱毛してやる。

			「それは欲しいですね！　あ、やっぱりいらないかも」

			　ノリの良い船員にサムズアップし、俺はそのまま体勢を低くして外に出た。

			　大空にエアバイクが飛び出し、まるで波の上を走るかのようにエアバイクが空を走る。

			　背負っていたショットガンを片手に持つと、俺を目がけてモンスターたちが集まってきた。

			「準備は良いか？」

			『いつでもどうぞ』

			　ショットガンを両手で持って構えると、ルクシオンがエアバイクの操縦を行いつつ──。

			「雑魚の相手はこれが一番だ」

			　銃口のすぐ前に魔法陣が発生すると、小さな魔法陣が更にいくつもその周囲に発生した。目の前に迫るモンスターたちを次々にロックオンしていく。

			『雷属性、散弾式、ライトニング──どうぞ』

			「吹き飛べぇぇぇ！」

			　引き金を引くと、銃口からショットシェルが飛び出して魔法陣を突き破った。すると、中の小さな散弾が弾け飛び──そのまま魔法の光を放つと、黄色や青といった色に変わって方向を無理矢理変えていく。

			　モンスターたちが弾丸を避けようとするも、光は追いかけ貫いていく。

			　まるで花火のように広がった魔法は、範囲攻撃に最適な魔法だった。

			　問題は、とても高度な魔法で扱いが難しいことだ。

			　一発で数十ものモンスターを倒した俺は、大きな声で笑ってやった。

			「見たか！　俺とルクシオンの力を！　二人で力を合わせれば、こんな凄い魔法だって使えるんだよ。最近知ったけどな！」

			　俺一人なら？　ごめん、無理。発動まで時間もかかるし、動いている敵をロックオンするとか厳しいです。

			「まぁ、七対三の割合での協力だが」

			『どうして自分が七も頑張っているように言うのですか？　比率から言えば私が七で、マスターが三の割合ですよ』

			「気分が良いところで邪魔しやがって。ほら、次が来るぞ」

			『──本当に屑ですね』

			　ショットガンを構え、また狙いをつけて引き金を引くと目の前のモンスターたちがまた大量に消えて行くのだった。

			


			　　　◇

			


			　鎧に乗り込むクリスは、飛び出したリオンの姿を見ていた。

			「本当に先陣を切ったのか」

			　豪華客船がリオンを追いかけるように向きを変えて速度を上げていく。

			　目指すのは旗艦──王女とアンジェのいる巨大モンスターの背中だ。

			　リオンの姿に、クリスは鎧の操縦桿を握りしめた。

			「バルトファルト、お前は強いな」

			　単純な剣術の強さなら自分が上でも、今のリオンを見てクリスは自分の敗北だと思った。

			　魔法、そして度胸、全てが自分よりも上だった。

			　単騎で突撃など誰もが憧れても中々出来ない。

			　それをリオンは簡単にやってのけているように見えた。

			　エアバイクに乗ってそれを行う度胸は、クリスにはなかった。

			「私はお前──バルトファルトのようになれるのか？」

			　首から提げたお守りが揺れていた。

			　クリスは、鎧に乗り込んだ飛行船の用心棒や生徒たちを見る。

			「私たちの目的は飛行船を守ることだ。絶対に守り切れ！」

			　仲間が声を揃えて応え、鎧の胸元を閉めると起動した鎧六機が動き出す。外に出たクリスは、飛行船に突撃してきたモンスターを斬る。

			　その太刀筋はとても綺麗だった。

			　モンスターたちの中を突き進み、全て斬り伏せていくとモンスターたちは煙になって消えていく。

			　その姿を見て、甲板に出た生徒たちが歓声を上げていた。

			　クリスは飛行船の側面に沿うように降下して、モンスターを斬り裂いていく。

			「バルトファルトとの約束だ。この船は落とさせない！」

			


			　　　◇

			


			　公国の旗艦。

			　艦内には警報が鳴り響いていた。

			　立ち上がったヘルトルーデは、その黒く長い綺麗な髪を揺らした。黒系統のドレスに身を包み、窓に近付くと侍女が行く手を遮さえぎる。

			「殿下、いけません」

			「下がれ。自分の目で確かめる」

			　騎士に囲まれたアンジェも気になっているようなので、ヘルトルーデは声をかけた。

			「アンジェリカも来なさい。どうやら、貴女の学友は名誉ある死を選んだようね。最期の瞬間をその目で見せてあげるわ」

			　睨み付けてくるアンジェの顔から、ヘルトルーデは目をそらして外に出る。

			　だが、外に出て見ると、ヘルトルーデの想像していた光景とは違っていた。

			「なっ！」

			　豪華客船が、自分たちを目指して突撃してこようとしている。

			　ヘルトルーデが侍女にむかって声を張り上げた。

			「魔笛を早く！」

			　そんな中、アンジェは豪華客船の前をエアバイクで突き進む者を見ていた。

			「馬鹿！　大馬鹿者！　何で──何で逃げてくれなかった。それだけの力があれば、逃げることも出来ただろうに」

			　リオンの姿にアンジェは目から涙があふれてくる。

			　侍女が魔笛を持ってくると、ヘルトルーデは口をつけた。

			


			

			


			　とても不思議な音色が響き渡ると、モンスターたちが一斉に動き出す。

			　そんな光景を前にしてアンジェは、公国の強気な態度に納得したようだ。

			「それが公国の奥の手か」

			　ヘルトルーデが、魔笛から口を離す。

			「そうよ。数の差はこれで覆る。王国は沈むの」

			　そう宣言したのだが、豪華客船に突撃したモンスターたちは次々に消えていく。

			　乗っていた学生たちが必死に抵抗していたのだ。

			　シールドを展開し、おまけに魔法を放って応戦している。

			　ヘルトルーデやゲラットは馬鹿にしていたが、王国の騎士──男子は強い。

			　何故か？

			　結婚してもらうためにダンジョンに挑み、稼いではそれを女子へと貢ぐ。稼ぐために奥へ奥へと進み、卒業する頃には屈強な冒険者になっているためだ。

			　女子に振り向いてもらうために、本当に血と汗と涙を流して頑張ってきた成果である。

			　アンジェは戦場を駆けるリオンを見て涙を流していた。

			　必死に抵抗する学生──豪華客船を前に、ヘルトルーデが唇を噛んだ。

			「抵抗すればそれだけ辛くなるというのに」

			　アンジェが涙を拭い、そしてヘルトルーデに教えてやるのだ。

			「悪いな。王国の貴族は諦めが悪い。お前らのお望み通り、意地を見せに来たぞ。そしてあの場では言わなかったが、先陣を切ったのはリオン・フォウ・バルトファルトだ。王国でも指折りの騎士だ！」

			「バルトファルト？」

			　そんな二人のもとに、ゲラットが髭を触りながらやって来た。

			「確かに諦めが悪い。ですが、それもここまでですね」

			　ゲラットがそう言うと、公国の艦隊が飛行船を囲む配置についた。射しゃ線せんに味方が入らないように八の字に展開している。

			　モンスターたちに囲まれた飛行船や、リオンに向かって大砲を向けている。

			　ヘルトルーデがゲラットを睨む。

			「勝手なことを」

			「勝つためですよ、殿下。それに、モンスターなどいくらでも手に入りますので」

			　ゲラットが不気味に笑うと、モンスターたちが押し寄せた豪華客船とリオンに何百という大砲が放たれた。

			　モンスターたちを巻き込むその砲撃に、アンジェが叫ぶ。

			「リオン！　リビア！」

			　アンジェは騎士たちに取り押さえられ、大爆発で発生した黒い煙に豪華客船が包まれてゆくのを見るのだった。

		

	

			


			第10話「友情」

			


			　豪華客船の甲板は激しく揺れていた。

			　リビアは手すりに掴まり、怪我をした船員に駆け寄り治療を行う。

			「大丈夫ですか！」

			「だ、大丈夫だ」

			　力なく笑う船員は、モンスターに腕を噛まれていた。そんなモンスターを槍で倒したのは、学園の男子生徒である。

			　槍を持った男子生徒が叫ぶ。

			「小物はこっちに任せろ！　女子を意地でも守れ！」

			　女子たちは口々に呪文を唱え、飛行船を守るためにシールドを展開。

			「こっちに来ないでよ！」

			　攻撃魔法を放つ女子の姿もあった。

			「吹き飛びなさい！」

			　ディアドリーが片腕を横に振るうと、風が発生して周囲のモンスターたちを切り刻み、黒い煙へと変えていく。

			　甲板の上も戦場だった。

			　その周りを鎧が飛び回り、人では相手に出来なさそうなモンスターを次々に倒していく。

			　クリスはまさに獅し子し奮ふん迅じんの活躍だった。

			　誰もが、クリスはやはり強いのだと再認識させられる。

			　リビアは船員の治療を終えると、立ち上がって次の怪我人を探そうとして──。

			「おい、大砲がこっちを向いているぞ！」

			「あいつら囲みやがった！」

			「モンスターごと吹き飛ばすつもりか!?」

			　大砲を構える公国の飛行船。側面を向け、並んだ大砲をこちらに向けている。

			　リビアは呼吸が乱れた。胸の前で手を握ると、手首に提げている白い玉のお守りが淡く光る。

			「駄目。このままじゃ──駄目ぇぇぇ！」

			　背中を丸め全力で叫ぶと同時に、大砲が一斉に火を噴いた。

			　誰もが目を背ける中、リビアを中心に光があふれて──周囲を優しい光が包み込んだ。

			　生徒も船員たちも、その光景を見て驚く。

			「な、何が──」

			「おい！　モンスターたちが吹き飛んでいくぞ！」

			「嘘！　砲弾を全部防いだの！」

			　騒ぎはじめる周囲。

			　リビアは深呼吸をして両手を広げ、そして目を大きく開いて周囲に魔法陣をいくつも出現させた。

			「──今、私に出来ることを！」

			　手首にくくりつけた白い玉が、強い光を放つ。

			　公国の軍艦から次々に放たれる砲弾から、豪華客船を包み込む光が守っていた。

			　リビアの周囲に浮かんだ魔法陣から、細い光が次々に放たれて周囲のモンスターたちを貫いていく。

			　助けた船員が、リビアを見上げていた。

			「あ、あんた、凄かったんだな」

			　リビアは振り返り微笑むと、そのまま前を向いてリオンの姿を見た。

			「行ってください、リオンさん！　ここは──私が守りますから！」

			　シールドが強く輝き、モンスターや公国の軍艦の攻撃から守っていた。

			　押し寄せるモンスターたちには、光の矢が襲いかかり吹き飛ばしていく。

			　その光景を見ていた周囲の生徒たちが、リビアへと視線を向けた。

			「これをあの特待生がやったのか？」

			「嘘だろ」

			「だが、これで何とかなる。あとはバルトファルト次第だ」

			　猛攻を凌しのぐリビアは、リオンを見ていた。

			　無理をしているのか、顔色が青くなっている。

			「もう少しだけ──お願い。もう少しだけ頑張らせてください」

			　自分を奮い立たせ、リビアは船を守るのだった。

			


			　　　◇

			


			　黒い煙に包まれる中、聞こえてきたのはルクシオンの声だった。

			『驚きました』

			「あぁ、俺も驚いたよ」

			　黒い煙が風に流され晴れていくと、俺は後ろに見える豪華客船の無事を確認する。

			　飛行船を守るように展開されたのは、とても大きな球体状の淡い光。

			　豪華客船を包み込み守った魔法だ。

			　魔法陣のような模様が浮かび上がったその光こそ、オリヴィアさんの聖女としての力だ。

			　大砲から豪華客船を守りながら、近付いてきたモンスターたちまでも吹き飛ばしたその威力には感心する。

			　襲いかかる砲弾から守りつつ、周囲のモンスターたちを光が貫き消し飛ばしていく。

			「キーアイテムもないのにこれだけの事を──」

			　砲撃に対して備えていたルクシオンが言う。

			『彼女の研けん鑽さんの結果です。学園で随分と頑張っていましたからね。マスターとの出会いで得たメリットですよ。マスターに守られていたことで、オリヴィアは勉学に励む時間が豊富にありましたからね』

			「無駄じゃないならそれでいいさ」

			『マスター、好機です。後ろを気にせず攻め込めますよ』

			「オリヴィアさんが作った大事な時間だからな。精々、無駄にしないようにするさ」

			　前を向きながら、ショットガンに弾丸を装そう填てんする。

			　ハンドルを握りしめ、シュヴェールトのエンジンを唸らせる。

			「おら、行くぞ！」

			『最短ルートを選択します。マスター、振り落とされないでくださいね』

			　エアバイクが直進すると、襲いかかってくるモンスターたちを縫うように避けて目的地に向かう。

			　目の前に見えるのは、大きな鯨のようなモンスターだ。

			　大きな口を開け、その中にあるいくつもの目が俺を見る。

			「気持ち悪っ！」

			『なんたる悪趣味。でも、突っ込みます』

			　目から光──ビームのような魔法が放たれるが、それらも全て避けて直進した。

			　大きな口の中、俺はルクシオンと共に突撃する。

			


			　　　◇

			


			　アンジェは揺れる艦内の手すりに掴まっていた。

			　無理矢理押し込められたその場所には、ヘルトルーデもいたので文句を言ってやる。

			「乗り心地の悪い飛行船だ。おまけに趣味も悪い」

			　ヘルトルーデが眉間に皺を寄せた。

			「な、何ですって！　可愛いじゃない！」

			「どこがだ！　お前の目は節穴か？」

			　とんでもなく大きなモンスターを飛行船にするなど、アンジェは考えつかなかった。ただ、モンスターが可愛いとはとても思えなかった。

			　すると、報告を受けたゲラットが笑顔になる。

			「どうやら先頭を走っていた男は、食べられてしまったようですよ」

			　ニヤニヤしながらの台詞に、アンジェが涙をこらえ睨む。

			　それを察したゲラットは止まらない。

			「馬鹿な男です。たった一人で突撃してくるのですからね。まぁ、公国の歴史に名前を刻んであげますよ。一人で向かってきて、無駄死にした馬鹿、とね」

			　ゲラットはリオンのことを更に馬鹿にする。

			「そもそもあの年齢で騎士！　王国は人材不足なのでしょうね！　公国とは大違いですよ！」

			　アンジェは、リオンが死んだと聞いて胸が締め付けられるように苦しかった。

			「──リオン」

			　俯くと、下の方から──床からメキメキと軋きしむような音が聞こえてきた。

			　そのままその部屋の床を突き破って出てきたのは、エアバイクに乗ったリオンだった。モンスターの体内を突き進み、ここまでやって来たのだ。

			「リオン！」

			「頭を下げて！」

			　ショットガンを構えると、そのままアンジェの頭上を通過するように騎士たちへショットガンを撃って吹き飛ばした。

			　相手も騎士。魔法で防御をしたのか、ダメージは致命傷ではない。だが、すぐには動けない様子だった。

			　リオンはエアバイクから降りると、ショットガンでゲラットの顎を横殴りし、ヘルトルーデに銃口を向けた。

			「お前は来い。今度はこっちが人質にしてやる」

			　銃口を向けられたヘルトルーデは、

			「侮っていましたよ、王国の騎士殿。名前を聞かせていただけますか？」

			　だが、リオンはすぐにショットガンを発砲。

			　ヘルトルーデの後ろにいた武器を持つ侍女を吹き飛ばした。

			　アンジェは気が付く。

			（非殺傷のゴム弾？）

			　リオンは冷静だった。

			「時間稼ぎは無駄だ。魔笛も一緒に持っていく。時間がないからな。抵抗するなら──」

			　アンジェはリオンが魔笛のことを知っていたのを不思議に思うが、ヘルトルーデは観念して魔笛をリオンに投げて寄越した。

			　だが──。

			『マスター、そちらは偽物です。本物は机の下に隠していましたよ』

			　ルクシオンが、ゲラットの髭をレーザーで焼くように剃そりながら言ってくる。『ついでに永久脱毛処理もしませんと』などと呟いていた。

			　リオンはヘルメットをしているが、アンジェには笑っているように見えた。

			「残念だったな、王女様」

			　ヘルトルーデがリオンを睨むが、アンジェはすぐに本物の魔笛を回収してリオンに渡した。

			　抵抗の弱いヘルトルーデに対して、リオンはその素直さに少し驚いていた。しかし、すぐにヘルトルーデの腕を拘束し、エアバイクに乗せる。

			　アンジェも乗り込むと、艦内が大きく傾きはじめていた。

			「リオン、まさか？」

			「下のモンスターは倒したから、消えちゃったよ。落ちているけど大丈夫。対策くらい取っているだろうし、もう俺たちは逃げるから」

			　そう言って、リオンはエンジンを吹かすと壁をぶち抜いて外に出る。

			　捕らえたヘルトルーデに銃口を向けながら、

			「おらぁぁぁ！　お前らの王女殿下はここだぞぉぉぉ！」

			　集まってきた、公国の鎧たちが動きを止める。

			『き、汚いぞ、それでも騎士か！』

			　誰かの声がすると、リオンは大声で言うのだった。

			「馬鹿が！　鏡見て発言しろよ！　おら、退どけぇ！」

			　リオンの背中に抱きついているアンジェは、背中に顔を埋めて笑うのだった。

			　危機に駆けつけた騎士は、物語のように優雅で気品にあふれてなどいない。しかし、アンジェにはとても嬉しかった。

			


			

			


			「──お前は本当に──ありがとう、リオン」

			


			　　　◇

			


			「くそっ！　取り囲まれたか」

			　豪華客船の甲板にシュヴェールトを帰船させた俺は、ヘルトルーデさんとアンジェを降ろした。

			　ショットガンの弾を確認すると残り僅か。

			　周囲を見れば、モンスターたちはその場に留まり動かない。しかし、公国の軍艦がこちらを取り囲んでいた。

			　前後左右だけではない。

			　上も下も敵の飛行船が控えている。

			　クリスが俺の近くに帰船し、鎧の胸元を開けて顔を出した。

			「バルトファルト、これからどうする！」

			　考えてなかったです。いや、このまま王国に戻ろうかと考えていたのだが、どうにも逃がしてくれそうにない。

			　周囲を見れば、学生も船員たちも疲ひ労ろう困こん憊ぱい。

			　よく持ち堪えたと言うしかないが、相手はまだ余力があるのだ。

			　モンスターを戦わせていただけで、純粋な戦力自体は減っていない。

			「交渉するのが一番楽だが」

			　懐中時計をチラリと見た俺は、それからオリヴィアさんを見た。

			　疲れ切って座り込んでいたが、怪我もなく無事なようだ。

			　だが、アレだけの無理をしたのだ。しばらく動くのも辛いはずだ。

			　アンジェには取り巻きたちが駆け寄り、身動きが取れないようだった。

			　クリスの鎧もボロボロで、おまけに剣は折れている。

			　この状態で戦っていたの？　何なのお前？　ちょっとこいつのことを舐めすぎていた。

			「さて、次はどうするか──」

			　そこまで口にしたところで、公国の艦隊向けに拡声器で命令が伝えられた。

			『王女殿下はその身を公国に捧げた！　各艦、総攻撃を開始せよ！』

			　ゲラットの声だった。

			　クリスが苦虫をかみつぶしたような顔になる。

			「まだ生きているんだぞ。自国の王女に死ねというのか！」

			　ヘルトルーデさんが、小さく笑ってその場に立っていた。

			「──何も分かっていませんね。公国はこの程度では止まりません。私の代わりはいるのです。私は先遣隊を任されたに過ぎない」

			　俺は耳を疑う。

			「先遣隊？　──ラスボスじゃなかったのか？」

			　すると、ヘルトルーデさんが、俺たちの隙を突いて呪文を唱えた。

			　俺が銃口を向けると、彼女は笑った。呪文を唱え終わり──そして、モンスターたちが一斉に動き出す。

			「何をした！」

			　ヘルトルーデさんに聞けば、律儀に答えてくれた。

			「やはり覚悟が足りませんね。即座に私を撃ち抜くべきでした。何をしたのか、でしたね。モンスターたちを私の支配から解き放ちました。支配されていたモンスターは、支配していた者を狙ってくる。すぐにこの船に集まってくるでしょう」

			　周囲を見れば、モンスターたちがまるで引き寄せられるように集まってくる。

			　公国の軍艦も動き出し、この船を目指してきた。

			　アンジェがヘルトルーデさんの胸倉を掴み上げ。

			「そこまで──そこまでする目的は何だ！」

			「言ったでしょう。王国を沈めるためですよ」

			　オリヴィアさんに視線を向ければ、豪華客船を守ったあの魔法は使えそうになかった。これ以上無理をさせたくもない。

			　エアバイクに跨またがり、ルクシオンに話しかけた。

			「とにかく時間を稼ぐ、付き合え！」

			『構いませんよ。どこまでもお付き合いしましょう』

			　エアバイクが宙に浮いたところで、俺は集まってきたモンスターに銃口を向けて引き金を引いた。

			　魔法で吹き飛ばしたモンスターたちが煙に変わるが、その煙を突き破って新しいモンスターたちが現れる。

			　──最悪だ。

			


			　　　◇

			


			　リオンが飛び立つと、アンジェは手を伸ばす。

			　クリスも新しい武器を受け取り、飛び立つと周囲の敵を倒していく。

			「──私は。私は！」

			　右手首にくくりつけた赤い玉のお守りが淡く光ると、アンジェの周囲に炎が発生した。炎は膨れ上がったかと思うと、六つに収束してそれらが槍の形になる。

			　アンジェはその魔法を知っていた。

			「ファイアランス。どうして──」

			　今まで使えなかった魔法の発動に驚く。そして感謝しつつ、リオンに群がる敵に向かって槍を放った。

			「私の──リオンの敵を吹き飛ばせ！」

			　槍はモンスターたちの群れの中を突き進むと、貫き、燃やし、そして大爆発を起こした。

			　多くのモンスターを吹き飛ばしたが、やはりそれでも敵の数が多い。

			　次々に敵の鎧も飛行船から飛び立ち、こちらに向かってくる。

			　アンジェは焦り、そして同じ魔法を使おうとすると倒れているリビアが見えた。

			　そんなリビアにモンスターが食らいつこうとしており、慌ててリビアを助けるために魔法を放つ。

			　火球がモンスターに直撃すると燃やし尽くし、アンジェはリビアに駆け寄ると抱き上げた。

			「何をしている、さっさと立て！」

			　リビアは荒い呼吸をしていた。

			　そして、足がふらついている。

			「お前、まさか魔力の消耗で──」

			　魔力を消耗しすぎたリビアは、顔色が悪くまともに歩けなかった。しばらくすれば回復するのだが、この場で座っていれば危険だ。

			　アンジェが抱えるようにして船内に逃がそうとすると、リビアが言う。

			「私は役に立ちたかったんです。リオンさんやアンジェの足ばかり引っ張って──そんな自分が嫌だから、頑張ったのに。もっと頑張りたかったのに体が思うように動かなくて」

			　悔しそうに涙を流すリビアに、アンジェは笑うのだった。

			「馬鹿！　お前は十分頑張った。それに、お前を助けるのは苦じゃない。お前は──お前は私の大事な友達だ」

			　アンジェが恥ずかしそうに絞り出した言葉に、リビアは驚き、そして顔をくしゃくしゃにして涙を流す。

			「アンジェ──」

			　直後、アンジェには目の前に迫る公国の軍艦が見えた。

			「──突撃する気か」

			　豪華客船の大きな船体に、公国の軍艦が突撃をかけたのだ。側面にぶつけられ、大きく傾く。

			　二人がバランスを崩しそうになると、そこにモンスターが大きな口を開けてやって来た。

			　アンジェはリビアを押しのけてモンスターの前に出ると、右手を向けて魔法でモンスターを焼く。

			　炎に包まれたモンスターは消えるが、更に傾いて揺れる甲板の上でアンジェは足を滑らせ投げ出された。

			「アンジェ！」

			　リビアが声をかけると、アンジェは傾いた甲板の手すりに掴まる。

			　体は船から投げ出され、下には海が見えた。

			　高度は高く、落ちれば助からない。おまけにモンスターたちが周囲を飛び回っている。落ちれば食らいついてくるだろう。

			　アンジェが手すりに掴まっているのを見る生徒たちもいるが、自分のことで精一杯で助けられずにいた。

			　運悪く、アンジェが掴んだ手すり部分は、壊され崩れかかっている。

			　アンジェが呟く。

			「もっと、早くにちゃんと伝えていれば──」

			　浮かんだ顔は家族やらリビアに──そしてユリウスの顔も過よぎるが、最後にリオンの顔が浮かんだ。煽るような笑みを見せた顔を思いつつ、アンジェは笑みを浮かべる。

			「リビアと仲良くしろよ、あの馬鹿者が」

			　限界が来て手が手すりから離れそうになった時だ。

			　決死の覚悟でリビアが助けに向かってくる。

			　アンジェがリビアに怒鳴った。

			「来るな！」

			「嫌です！」

			　リビアが即答すると、壊れた足場を飛び越えてアンジェのもとに駆けつけた。まだ体力も回復しきらない体で無理をしたリビアは、呼吸を乱しつつアンジェの片腕を掴んで持ち上げる。

			　アンジェは最後の力を振り絞ってよじ登る。

			　落ちずには済んだが、アンジェはリビアを怒った。怒らずにはいられなかった。

			「お前馬鹿だろ！　お前まで落ちるところだったぞ！」

			「だって──だって！」

			　リビアは顔を上げた。涙を流しながら、

			「友達だって言ってくれたじゃないですか！」

			　アンジェが恥ずかしそうに俯く。

			「馬鹿。そんな理由で──」

			「わ、私は馬鹿でも良いです。アンジェと友達になれるなら──」

			　ただ、もう一度激しく豪華客船が揺れると、今度はリビアが船から吹き飛ばされてしまった。アンジェが伸ばした腕は、リビアには届かない。

			「──あ！」

			　泣きそうなアンジェの顔を見て、リビアは微笑んだ。そのままリビアが落下していくと、アンジェが泣きそうになって──。

			　灰色のエアバイクが海面に向かって一直線に突き進む。

			「リオン！」

			


			　　　◇

			


			　ショットガンを構える。

			　落下するオリヴィアさんに食らいつこうとするモンスターたちを狙う。オリヴィアさんはそんな俺を見て、胸の前で手を組んで祈るような仕草で目を閉じた。

			　信じ切っているような優しい顔をしており──期待を裏切れないのが腹立たしい。これでは、失敗できないではないか。

			　引き金を引いて周囲のモンスターたちを吹き飛ばすと、ショットガンをしまう。

			　ハンドルを手放してルクシオンに操縦を任せた。

			「頼むぞ」

			『相対速度合わせます。慎重に掴んでください』

			　オリヴィアさんを抱き留める。

			　お姫様抱っこのような形になった。

			『海面に着水します。衝撃に備えてください』

			「本当に忙しいな！」

			　オリヴィアさんをしっかり抱きしめ、衝撃に備えるとエアバイクは底の部分を海面に打ち付ける。

			　そのまま海面を走ると、後ろには白い水しぶきが発生した。徐々にエアバイクが高度を上げていく。

			　オリヴィアさんが、俺に抱きつき泣いていた。

			　抱きしめつつ頭を軽く叩いて慰める。

			「もう大丈夫だ。ちゃんと上まで届けるから安心して、オリヴィアさん」

			　すると──。

			「リビアです！」

			　自分の名前を愛称で呼んで欲しいと主張してくる。その姿は今までよりも強い意志を感じ、どこか怒っているようだった。

			「あのさぁ──」

			「リビアです！　どうしてリビア、って呼んでくれないんですか！　私が嫌いになったんですか？　どうして──オリヴィアさんなんて呼ばないでくださいよ」

			　ルクシオンは黙っている。

			　高度を徐々に上げるシュヴェールトの操縦を行っているのだが、助けてくれてもいいだろうに。俺、こういう状況は苦手だ。

			「──俺と一緒だと駄目だ。もっとちゃんとした男と一緒にいろ」

			「何を言っているんですか？　どうして他の男の人が出てくるんですか！」

			「駄目なんだよ！　顔の良い奴とか、金持ちとか、色々といるだろう？　俺の側にいるよりも、相応しい男がオリヴィアさんにはいるんだよ！」

			「そんなの──知りませんよ！」

			　いつもなら戸惑っているような場面なのに、今日は開き直って意地を張ってくる。

			


			

			


			　君の相手は攻略対象の男子たちだ。

			　どいつもこいつも駄目野郎だが、オリヴィアさんが幸せになればソレでいい。

			　あの五人も、俺よりはマシなはずだ。

			「ユリウス殿下とかいるじゃん！」

			「アンジェを捨てたので嫌いです！」

			「なら、ほら！　ジルクとか！」

			「腹黒じゃないですか！」

			「ブラッド！」

			「ナルシスト！」

			「グレッグ！」

			「脳筋！」

			「クリス！」

			「構ってちゃん！」

			　と、特徴をよく捉えていたのね。少し面白かったよ。

			「他の人なんて嫌です！　私は──私はリオンさんと一緒にいたいんです！　アンジェと三人で、前みたいに楽しく過ごしたいんです！」

			　だ、だが、このまま俺といても、オリヴィアさんのためにならない。

			「お、俺と一緒にいたら駄目なんだよ！　俺のどこが良いのさ!?」

			「私が一緒にいたいんです。リオンさんは、優しくて強くて──いえ、違いますね。私は、リビアはリオンさんが大好きです！　それが全てです！　私は貴方が好きです！」

			　俺は俯く。

			　こんなに真正面から好きだと言われたのは、お袋以来だ。

			　それをこの世界で聞くとは思わなかった。

			　ルクシオンが俺に言う。

			『マスター、飛行船に到着します』

			　俺はショットガンを手に取る。弾を込め、そしてオリヴィア──リビアに照れているのを分からせないように小声で、

			「しっかり背中に掴まれ──リ、リビア」

			「はい！」

			　以前愛称で呼んだときは何気ない流れだった。

			　あの時はなんとも思っていなかったのに、どうして今はこんなにも意識してしまうんだ。

			　リビアが笑顔になって俺の後ろに回り込むと抱きついてくる。どうしよう、ここって普通胸を押し当てられて緊張する場面じゃないの？

			　服が分厚いというか、そのせいで胸の感触が分からないんですけど！

			　俺の表情を見て察したのか、ルクシオンが割と明るい声で、

			『マスターのパイロットスーツは特注品です』

			「お前はそういう奴だよな！」

			　怒鳴った俺はショットガンを構え、エアバイクの前に見えたモンスターたちを吹き飛ばした。

			　豪華客船は公国の軍艦が突撃して傾いている。

			　ただ、公国の軍艦にもモンスターたちが集まって身動きが取れないようだ。

			　ショットガンの弾を撃ち尽くした俺は、シュヴェールトを豪華客船の甲板に滑り込むように無理矢理帰船させて周囲を見た。

			　ルクシオンが何か言っている。

			『シュヴェールト、ご苦労様です。後で必ず整備をしますね』

			　俺はショットガンをシュヴェールトに置いて、リビアを連れて降りた。

			　アンジェが駆け寄ってくる。

			　そしてリビアと抱き合うのだった。

			「馬鹿。馬鹿！　心配させるな」

			「アンジェ──ごめんなさい」

			　泣きながら抱き合う女子って尊いね。誰だ、女子の友情は儚いとか言った奴は？　こんなにも美しいじゃないか。

			　混乱の続く戦場。

			　突撃してきた公国の軍艦のおかげで、砲弾は飛んでこないが実に危うい。

			　このままでは豪華客船が沈む。

			　幸いにして死者は出ていないが、このままでは時間の問題だ。

			「ルクシオン。時間は？」

			『予定通りです──今、到着しました』

			　その言葉を聞いた俺は懐中時計を取り出して時間を確認した。

			　時間通り──ピッタリだ。

			　遠くに姿が見えるのは、パルトナーだった。

			　アンジェがリビアを抱きしめたまま、パルトナーの方角を見る。

			「まさか、呼んだのか？　この距離で通信が使えるわけが──」

			　そんなアンジェに、俺は笑って見せた。

			「近くに待機させていたんだよ。俺、心配性だから。ルクシオン──」

			『既に射しゃ出しゅつしました』

			　言い終わる前に準備は出来ているとルクシオンは言う。

			　最後まで喋らせろよ。

			　そして、戦場に新たに現れた飛行船パルトナーに対応するため、公国軍は陣形を崩した。

			


			　　　◇

			


			　ゲラットが避難した軍艦。

			　その艦かん橋きょうで怒鳴るように指示を出していた。

			「何をしているのですか！　早く沈めるのです！」

			　軍人たちが反対する。

			「味方がいるのです！　それに、王女殿下はまだご無事ではありませんか」

			　ゲラットが失った髭を触ろうとして、既にないことに気が付きその手を握りしめた。

			　自慢の髭だった。

			　毎日手入れをしてきたというのに、今は綺麗になくなっている。カイゼル髭は、目を覚ますとなくなっていた。

			　あの騎士だ。あの騎士がやったのだ。奴を何としても討ち取らねば気が済まないと、ゲラットは復讐心を燃やしていた。

			「どうして突撃などさせたのです！」

			　ゲラットの言葉に、軍人たちは視線をそらした。

			（こいつら、姫様を助けるためにわざと突撃させましたね。砲撃できない理由を作って！　代わりはいるというのに！）

			　ゲラットが腹立たしく近くの設備を蹴ると、意外に硬くて足を痛めた。

			「──っ！　こ、これもあの男が悪い。私の髭を奪ったあの男が憎い！」

			　船員が叫ぶ。

			「あ、新たな艦影を確認しました！　目算で七百メートル級です！」

			　ゲラットが慌てて外を見た。

			「馬鹿な！　王国の増援が間に合うわけなど──」

			　軍人から双眼鏡を乱暴に奪い、覗いて見れば変な飛行船が一隻こちらに向かってきていた。

			「何ですか？　大砲の数が二門しか見えませんね」

			　軍人たちも不思議そうにしている。

			「あの形も不自然です。それに、可動式の大砲？　たった二門だけ？」

			　大砲は、側面に固定して数を用意して面で制圧するような戦い方が主流なのに、その形はあまりにも不自然だった。

			　ゲラットは、口もとを寂しそうに撫でていた。

			「沈めなさい。あんな品のない飛行船は目障りです。浮遊石を回収すれば問題ありません」

			　飛行船を浮かせているのは、浮遊石という石である。

			　これがあるために、飛行船の技術が進歩してきた。浮かぶ石があるため、簡単とは言わないが飛行船が作れてしまう世界だ。

			　目の前の敵が、ただの飛行船であれば問題なかったのだが。

			「さっさと囲みなさい」

			　すると、ゲラットの乗っていた軍艦に向けて敵が砲弾を撃ち込む。

			　軍艦は大きく揺れ、大事な機関が損傷して航行不能になってしまった。

			「な、何が起きて！」

			「敵からの砲撃です！」

			「砲撃？　この距離で届くわけが！　──あぅっ！」

			　そして敵がまたも砲撃を行うと、次々に公国の軍艦が航行不能になっていくのだった。

			　敵から射出された何かを見たゲラットは、それが傾いた豪華客船に向かうのを見た。

			「い、一体何が」

			　砲撃で落ちてきた天井の一部が頭に直撃し、血を流すゲラットはこれから何がおこるのか想像も出来なかった。

			


			　　　◇

			


			　甲板に降り立った大きな箱。

			　その箱を見る生徒たちは、希望に目を輝かせた。

			　クリスは複雑そうな表情をしていたが、やはり安堵しているようだ。

			　ボロボロになった鎧で、俺の近くに降りると声をかけてくる。

			「バルトファルト、やれるのか？」

			　俺はルクシオンを片手に持って振り返った。

			「誰に向かって言っている？　そして喜べ──俺の勝ちだ」

			　既に勝負は決まったのも同然だった。

			　ルクシオンは俺に、

			『マスター、敵の鎧がこちらに向かってきています。ドローンの展開許可を求めます』

			　頷くと、パルトナーから次々に戦闘用のドローンが射出される。

			　上半身だけ──脚のない鎧たちは、手にそれぞれ違う武器を持っていた。

			　箱が展開するように開くと、そこから灰色の鎧──アロガンツが出てくる。

			　胸元を開けて俺が入り込むのを待っていた。

			　アンジェとリビアが、ヘルトルーデさんを捕まえながら俺の様子を見ている。

			　捕まえられているヘルトルーデさんは、アロガンツを見て目を細めた。

			「まさか、ロストアイテム」

			　俺はアロガンツに乗りながら、そんなヘルトルーデさんに答える。

			「詳しいですね。そうですよ。ロストアイテムです」

			「思い出しました。王国に冒険者として名を上げた若い騎士がいると。貴方でしたか」

			　ルクシオンが『何だか納得がいきません』みたいに言っているが、無視して胸元を閉めると周囲の映像が見える。

			　集まるモンスター、そして動き出す公国の騎士たち。

			　アロガンツが起動すると、俺は笑みを浮かべる。

			「一方的に殴りやがって。ここからは俺が一方的に殴り続けてやる！」

			『マスターも反撃をしましたけどね』

			「気分の問題だ！　誰に喧嘩を売ったのか分からせてやる。公国の馬鹿共に、俺が恐怖というものを叩き込んでやる！」

			　アロガンツの背中にあるコンテナから、マシンガンを持ったドローンたちが射出されていく。

			　周囲のモンスターたちを次々に撃破し、俺はアンジェたちに言うのだ。

			「避難していてください」

			　アンジェもリビアも頷いた。

			「あぁ、後はお前に任せる」

			「リオンさん、絶対に戻ってきてくださいね」

			　すると、クリスが俺の横に立った。

			『私にも手伝わせてくれ』

			　ボロボロなのにまだ頑張るというのだろうか？

			「勝手にしろ。足を引っ張るなよ」

			　俺の憎まれ口に対して、クリスは小さく笑った。

			『善処する！』

			　いや、認められても困るというか、もっと〝お前に言われたくない！〟みたいな反応を期待していたのに──もういいや。

			「ルクシオン、大型ライフルと──ブレードを出せ」

			『一番コンテナを開きます』

			　出てきた大型のライフルを右腕に持たせ、ブレードを左手に握る。

			　アロガンツがゆっくりと甲板から浮かび上がると、クリスも俺について飛んだ。

			　空の上に出たアロガンツを狙って、モンスターたちが襲いかかってくる。

			『無駄です』

			　ドローンたちがアロガンツの周囲に集まると、そのままモンスターたちをマシンガンで吹き飛ばしていく。

			　それを見たクリスが「これに剣で挑んだ私はどうかしていたな」などと反省していた。

			　お前ら、もっと早く反省しろよ。

			　周囲にはパルトナーから出撃したドローンがモンスターや鎧の相手をしており、豪華客船を守っていた。

			　近付いてくる公国の鎧にライフルを向け、引き金を引くと鎧の頭部が吹き飛ぶ。

			「さて、公国の皆さんの戦意を折っておこうかな」

			『やはりマスターは悪役みたいですね』

			　ニヤニヤする俺は、アロガンツの操縦桿を握りしめた。

			


			　　　◇

			


			　ゲラットは艦橋からその光景を見ていた。

			「化け物か」

			　公国の軍艦だけではなく、鎧までもが次々に落とされていく。

			　灰色の鎧は主流である形とはほど遠く、重装甲。

			　不格好と最初は笑っていたが、味方が次々に落ちていく光景に顔を青くしていた。

			　近くにいた軍人が声をかけてくる。

			「伯爵、もう撤退するべきかと」

			　ゲラットはそんなことを言う軍人を殴り飛ばした。

			　魔力で強化した拳に軍人は吹き飛ぶ。

			「撤退？　馬鹿を言いますね。公国の軍隊は、王国の学生に負けて帰ったと笑われるつもりですか！」

			　軍人は立ち上がり、口から出た血を拭う。

			「し、しかし、既に我が軍の被害が──」

			「姫を奪われ、魔笛を奪われ、挙げ句に子供に負け！　我々に撤退する道は残っていないのですよ！」

			　そんな状態で逃げ帰っても、ゲラットたちには未来がない。

			　責任を取らされる立場にあるゲラットは、何としても目の前の敵を沈めるしかなかった。

			　爪を噛んで目を血走らせる。

			「王国にこんな新型──せめて、あれを沈めて持ち帰らねば私の立場が危うい」

			　ゲラットが周囲の目を気にせずブツブツと独り言を呟いていると、艦橋に騎士たちがやってくる。

			　特注の黒い軍服を着用した彼らを見て、ゲラットはハッと顔を上げた。

			　先頭に立つ騎士を見て笑みを浮かべる。

			「そうでしたね。我々には貴方がいた。公国最強の英雄殿」

			　初老の男性はゲラットの顔を忌々しそうに見やった。

			　頭頂部が寂しいその男の額には、大きな傷がある。筋骨隆々の大きな体は、他の騎士たちとは違って騎士鎧を身につけていた。

			　一人だけ鎧姿──周囲が軍服や騎士服を着用しているため、戦場なのに浮いているように見える。

			　だが、これが常在戦場を体現したこの男の正装だ。

			　公国の人間は、この男の格好に違和感を抱かない。

			「出撃するなと命令しておいてよく言う。姫様が捕らえられたと聞いた。お前を締め上げるのは後にしてやる。俺たちを出撃させろ」

			　軍人たちの瞳に希望の光がともる。

			　目の前で暴れ回る飛行船も鎧も、この人なら何とかしてくれるという目をしていた。

			　ゲラットが嬉しそうに何度も頷く。

			「えぇ、構いませんよ。【バンデル・ヒム・ゼンデン】子爵。貴方に、貴方たちに任せましょう」

			　騎士たちが艦橋を出て行く。

			　ゲラットがクツクツと笑っていた。

			「これで全て解決ですね」

			　ただ、殴られた軍人が言うのだ。

			「し、しかし、ゼンデン子爵は出撃させるなと国から命令が──」

			　ゲラットは鼻で笑う。

			「本人が勝手に出撃するのです。それに、この状況で最強のカードを切らないなど馬鹿ですか？　〝黒騎士〟ならきっとあの化け物を倒してくれますよ。何しろ、公国最強の騎士ですからね」

			　公国最強の騎士が、リオンを狙って動き出した。

		

	

			


			第11話「黒騎士」

			


			　戦場になった空。

			　アロガンツのコックピットで俺は悪態をつく。

			「こいつらウゼェ！」

			　集団で襲ってくる敵の騎士たちは、上下左右と俺を囲んで遠距離からの攻撃を仕掛けてくる。背中を見せれば斬りかかってくる。

			　距離を詰めようとすれば散さん開かいして逃げていく。

			『随分と訓練されていますね』

			　弾丸は装甲が弾き、接近戦でも傷はつかない。

			　ダメージはないのだが、問題は倒すのに時間がかかることだった。

			「なんで撤退しない！」

			『撤退してもおかしくない被害は与えているのですけどね。通信を傍受しましたが、どうやら撤退できない理由があるようですよ』

			　ルクシオンが傍受した情報によれば、撤退を進言する軍人たちが多いらしい。

			　それを指揮官が拒否していた。

			「さっさと逃げろよ！」

			　逃げてくれないとこっちが困る。

			　アロガンツを加速させ、空中で敵の鎧をブレードで突き刺した。突き刺したのは中にいる騎士が傷つかない場所だ。

			　ブレードを引き抜き、敵飛行船の甲板に蹴り飛ばしておく。

			「無駄に抵抗しやがって！」

			　どうして逃げないのかと騒いでいると、ルクシオンが状況を報告して来る。

			『パルトナー、救助を開始します』

			　傾いた豪華客船を守る位置についたパルトナーは、救助艇を出して人命救助を開始している。

			「豪華客船はもう駄目か」

			　黒い煙が至るところから立ち上り、既に船体が歪んでいた。

			「パルトナーに全員を乗せたら離脱しろ。いつまでも付き合っていられるか」

			『──！　マスター、新手が出撃してきました。機体色はブラック。敵、精鋭部隊と思われます』

			　ブラックと聞いて俺は嫌な思い出が蘇った。

			　前世──あの乙女ゲーに登場する最強の敵は【黒騎士】だった。とにかく強く、黒騎士相手に何度もゲームオーバーにさせられてきた。接近戦はクリスよりも強く、遠距離戦闘ではジルクが相手にもならない公式チートが黒騎士である。

			　いったいどれだけ苦労させられてきたことか。こいつも戦略モードの難易度を上げた元凶の一つだ。

			「黒騎士かよ！」

			　ルクシオンが警戒を強めていた。

			『パルトナーの砲撃を避けています。ドローンも破壊して進んできます。このままでは救助を邪魔されます』

			「上等だ。俺が相手をする！」

			　しかし、今の俺はアロガンツに乗っている。

			　チートというなら、それ以上のルクシオンがいる今、俺に恐れるものは何もない！

			　黒騎士くらい倒してみせる！

			　こちらに向かってくる黒騎士たちの映像を見た。

			　すると、黒い機体は──あ、あれ？　五機もいるんだけど？

			　ちょっと多くない？

			


			　　　◇

			


			　パルトナーに移ったアンジェは、部屋の中でリビアと──ヘルトルーデの三人になっていた。

			　混乱する船内、敵であるヘルトルーデを襲撃する者がいないとも言い切れず、アンジェが側に置いて監視をしていた。

			　窓の外に広がる戦場の光景は、幾分か落ち着いては来たが終わらない。

			　アンジェは公国に苛立っている。

			「何故退かない？　もう勝負はついているはずだ」

			　捕らえられたヘルトルーデは、随分と落ち着いた様子だった。

			「言ったはずです。公国は止まりません。この程度では退きませんよ」

			　リオンの無事を祈るのはリビアだった。

			「リオンさん、大丈夫でしょうか？」

			　アンジェは外の様子を見ながら答える。

			「簡単に負けるとは思えない。ただ、何が起きるか分からないのが戦場だ」

			　窓の向こうに見えたのは、リオンの駆るアロガンツと──それを追いかける黒い鎧たちだった。

			　その姿を見て、ヘルトルーデが急に焦りはじめた。

			「バンデル！　どうして──」

			　バンデルの名前を聞いてアンジェも焦る。

			「黒騎士か？　まさか、ここで出てくるのか？」

			　リビアは二人の様子に困惑する。

			「あ、あの、黒騎士というのは？」

			　知らないリビアに、アンジェが説明した。

			「私たちが生まれる前から活躍している公国の騎士だ。王国は奴一人のために飛行船を何十隻と沈められた。百に届くかも知れないな。鎧はその何倍も討ち取られたよ」

			　アンジェがチラリとヘルトルーデを見るが、口を閉じて俯いている。

			　その姿は悲しそうに見える。先程とは大違いだ。

			「最近は名を聞かなくなった。高齢だから、戦場に出てこなくなったと王国は考えていたよ」

			　リビアはそんな強い騎士がリオンを狙っていると聞いて焦りはじめた。

			「そんな強い騎士様に、リオンさんは勝てるでしょうか？」

			「流石に予想は──」

			　アンジェの言葉を遮ったのは、ヘルトルーデだった。

			「バンデルは負けません！　公国最強の騎士が、王国の卑劣な騎士になど絶対に負けません！」

			　卑劣と言われ、リビアは腹を立てる。

			「リオンさんは卑劣なんかじゃありません！」

			「笑わせてくれるわね。二十年前、自分たちが公国にしたことを忘れたのかしら？　それとも、自分たちは間違っていないとでも教えられているの？」

			　ヘルトルーデの言葉に、リビアはアンジェを見た。

			　間違いだと言って欲しそうな顔をしていたが、アンジェは俯きつつ答える。

			「私たちが生まれる前の話だ。王国は公国に侵攻した。一度や二度ではない。何度も攻め込み、そして公国を追い込んだ。その度に、公国は王国を追い返していたよ」

			　リビアが驚く。

			「そ、そんな。王国が攻め込んだなんて話、聞いたことが──」

			　ヘルトルーデは、リビアへと冷たい視線を向けていた。

			「何も知らないのね。私たちが王国にどれだけ苦しめられてきたことか。アンジェリカ、説明してあげたら？」

			　アンジェは口を噤つぐむ。

			　リビアは、アンジェのその態度で色々と察し、落ち込んでしまうのだった。

			　だが、アンジェは──。

			（今のヘルトルーデに何を言っても無駄だろうな）

			


			　　　◇

			


			　目の前に迫る黒騎士──たちに向かって、ライフルを構えて引き金を引く。

			　しかし、彼らは全員が強者なのか、ライフルの銃口を見た瞬間に射線を回避していた。

			「こいつら全員チートかよ！」

			　空を後ろ向きに飛び、向かってくる黒騎士たちの気迫に圧倒される。

			『──性能はこれまでの、どの鎧よりも優秀ですね。公国は王国よりも技術レベルが高いと思われます。飛行船、鎧、そして組織体系などが王国よりも優れていますよ』

			「技術大国か？　親近感がわくな」

			『向こうは敵意がわいていると思いますけどね』

			　言われなくても分かっている。俺を討ち取ろうとする気迫が凄い。

			　今も一騎が距離を詰めて斬りかかってくるのを、ブレードで受け止めるが──。

			『王国の外道が！　その首を渡せぇぇぇ！』

			　アロガンツの機体性能で弾き返し、そしてまたライフルを構えるが──すぐに散開する。

			　ルクシオンが言う。

			『恨まれていますね』

			「過去の話を持ち出されても、俺には関係ないのにさ！」

			　王国が昔攻め込んだから恨まれているのだ。

			　そんな重たい設定を、どうしてあの乙女ゲーは採用したのか問い詰めたい。ただ、事情を知っている俺からすれば、一方的に被害者面するのも腹立たしい。

			　とにかく、乙女ゲーならもっとふわふわ軽い感じの設定にしてくれよ！

			「ルクシオン、ライフルとブレードは収納しろ」

			『次は何をご用意いたしましょう？』

			「素手で勝負する」

			　両手を空けた俺に対して、黒騎士たちが激怒しているのが分かった。

			　ただ、気になるのは、先程から俺に手を出さない隊長機らしき鎧だ。明らかに他より強そうなのに、俺に手を出してこなかった。

			　アロガンツが距離を詰めてきた敵を手で掴む。

			　ユリウス殿下に使った攻撃──大きな衝撃を与えて粉々にするアレだ。とにかく、そんな機能がアロガンツの腕に仕込まれている。

			　その出力を絞り込めば──。

			「不用意なんだよ。寝てろ！」

			　敵に衝撃を叩き込むと、鎧の中にいるパイロットが昏こん倒とうした。

			　アロガンツが手を離せば、そのまま海に向かって敵の鎧が落ちていく。

			「さっさと仲間のところへ──」

			　落ちる仲間を助けに行くため、敵が分散して数が減る。敵が不利を感じて撤退してくれると期待していたのに、

			『マスター、後ろです！』

			　振り返ると、剣を振り下ろしてくる鎧の姿が見えた。展開しているドローンたちの攻撃を無視して、ボロボロになりながら俺を狙っている。

			「──ちっ！」

			　左腕でガードすると、相手の剣が折れた。

			　接触した際に声が聞こえてくる。

			『消えろ、王国の化け物』

			　その直後、ルクシオンがアラートを鳴らした。

			『──！　マスター！』

			　アロガンツが振り返ると、残り三機が俺に向かって突撃してくる。真正面には、隊長機らしき黒騎士が大剣を向けて突撃してくる光景が見え──そのままモニターが黒く染まると、大剣の剣先がそれを突き破って姿を見せ俺に迫ってきた。

			


			　　　◇

			


			　クリスは公国の騎士を一人倒し、そしてリオンを捜す。

			「数が随分と減った。バルトファルトはどこだ」

			　そんなクリスの目に飛び込んできたのは、アロガンツに大剣を突き刺す黒騎士の姿だった。

			「黒騎士が出て来ただと！」

			　クリスの家は剣術指南役であり、父は剣聖の称号を持っている。だが、そんな父でも黒騎士相手に勝つことは出来なかった。

			　公国最強の騎士に貫かれるアロガンツを見て、クリスは歯を食いしばり俯くがすぐに顔を上げた。

			　既にパルトナーへの避難は終了していた。

			　最悪、自分が時間を稼げばみんな生きて帰れる。

			　黒騎士を放置すれば、パルトナーが襲われてしまう。

			　クリスは覚悟を決めた。

			「マリエ、すまない。どうやらここまでのようだ」

			　剣を構えてリオンのもとに向かおうとすれば、急に黒騎士たちの様子がおかしくなった。

			　アロガンツは、剣を関節に突き刺されながらも、両手で敵の鎧を掴む。

			　そのまま両手が光り、衝撃が発生すると黒い鎧は動きを止めて海へと落ちていく。

			　アロガンツは黒騎士に手を伸ばすが、相手は大剣を引き抜き、そのまま距離を取ってしまう。

			　ボロボロになった黒い鎧が、黒騎士を助けるために間に入れば、そのまま掴まれまた衝撃波で戦闘不能にされ投げ飛ばされた。

			「あいつ、生きていたのか！」

			　生きていたリオンを見てクリスは喜ぶ。

			「いけ、バルトファルト！　お前なら──お前なら黒騎士に！」

			


			　　　◇

			


			　貫かれたモニターを手で押しのけるように取り払う。

			　アロガンツの胸元が開いた形になった。外の風がコックピットに入り込み、開放感が凄い。同時に、生身を外に晒しているから不安感もいっぱいだ。

			　間一髪で頭部を右に傾け、黒騎士の大剣を避けることが出来た。

			　頭部目がけて突き刺された大剣。

			　これが腹部を狙われていたら死んでいた。

			「はぁ──はぁ──」

			　肉眼で見る黒騎士は、大剣を構えている。

			　ルクシオンが俺に機体状況を説明してきた。

			『性能は三割減です。パイロットへの負担増加。撤退を進言します』

			「アロガンツの装甲を貫くとか聞いていないぞ」

			『敵の持つ大剣は、どうやらこの世界特有の金属【アダマティアス】のようです。ファンタジー金属ですね』

			「ファンタジーの塊みたいなお前がそれを言うのかよ」

			　特別製の大剣。

			　それを振り回すのは、チートである黒騎士という存在だ。

			「俺だってさっさと逃げたいよ。何だよ、こいつ。強すぎるだろうが」

			　愚痴をこぼすと、ルクシオンの反論が耳に痛い。

			『マスターが相手の命を奪わないようにした結果です。そのため、彼らは退くに退けない状況に追い込まれたと推察します』

			　本当に耳が痛い。

			　すると、黒騎士が俺に話しかけてきた。

			『若いな。若すぎる。これが王国の騎士か？』

			　黒騎士の細かな設定なんて知らないが、声は壮年か初老の渋い声だ。

			「お前らが攻め込むから戦うしかなかったんだろうが」

			『そうか。──俺の時もそうだった。小僧、王国に生まれたことを恨め』

			　視線を黒騎士から外すことが出来なかった。

			　操縦桿を握りしめ、アロガンツの拳を構えさせると緊張で呼吸が乱れている。

			　どうして俺がこんなギリギリの戦いをしなければいけないのか？

			　普段なら絶対に逃げている。

			　逃げない理由？　あれだけ他の奴らに偉そうに説教をしておいて、逃げ出すのが恥ずかしいのと、こいつが逃がしてくれそうにないからだ。

			　背中を見せれば、絶対にこいつは俺を殺す。

			　それに、相手の持っている大剣はアロガンツを貫いた。パルトナーの装甲だって貫くだろう。

			　リビアや──アンジェの顔が思い浮かんだ。他？　知るかよ！

			　こいつだけは、ここで止めないと二人が危ない。

			　ルクシオンは俺に、

			『本体の使用許可を求めます』

			「お前を使えば黒騎士を殺すことになるだろうが。それじゃ駄目なんだよ」

			『理解できませんね。敵、来ます！』

			　先に動いたのは黒騎士の方だった。

			　首に提げたお守りが揺れる。

			　大剣を振り下ろしてくる黒騎士は、その動きに迷いがなかった。俺を殺すのにためらいがない。右腕で受け止めると、腕に大剣が大きく食い込む。

			　アラートが鳴り続け、左手を黒騎士に向ければ危険を察知したのか大剣を引き抜きつつ俺の真上を飛んで後ろへと回る。

			　振り返ると大剣を横一文字に振るう黒騎士。

			　前に出て距離を詰め、黒騎士にぶつかると右肩に大剣が深く食い込む。

			「機体性能の差がどれだけあると思っていやがる！　このチート野郎！」

			　文句を言うと、ルクシオンは冷静に返答する。

			『操縦者の技量に関しては、圧倒的な差がありますけどね』

			　左腕を黒騎士に叩き込み、そして衝撃波を放とうとすると黒騎士は乱暴に左腕を蹴り飛ばして俺から離れた。

			　そのまま互いに身を削るような戦いを繰り返し、そして最後に──夕日を背にした黒騎士が俺と向かい合う。

			　黒騎士は左腕を失い、そして片足もない。

			　こちらもボロボロだ。

			　黒騎士も随分と弱っていた。

			『──王国の騎士に負けるわけには』

			　絞り出した声は苦しそうだった。

			　俺も苦しい。

			　黒騎士が突撃してくると、夕日が眩しく目を細めてしまった。大剣がキラリと光った気がする。古典的な手を使いやがって！　卑怯だろうが！

			　距離を詰められ、黒騎士がアロガンツに大剣を突き刺す。

			　俺はそのままアロガンツから抜け出し、黒騎士の鎧にアンカーを引っかけて飛び移った。黒騎士は俺の行動に驚くも、笑っていた。

			『勝負を捨てたか！』

			「いや、俺の勝ちだよ」

			　俺にばかり気を取られた黒騎士は、アロガンツが動いていることに気付いていなかった。

			　アロガンツが黒騎士の鎧を抱きしめ──締め上げていく。

			『なっ！　どうして動く！』

			　黒騎士の機体頭部を引き剥がし、そして身動きの取れない中のパイロットと対面した。額に大きな傷がある初老の男に向かって、俺はホルスターから抜いた拳銃を突きつける。

			「終わりだ。降伏しろ」

			　黒騎士は俺を睨み付けてくる。その気迫に背筋がゾクリと震えた。

			「断る。さっさと殺せ！　この臆病者が」

			　拒否してきた。

			　アロガンツから出て来たルクシオンが、俺の側にやって来る。

			『マスター、制圧が完了しました』

			　周囲を見渡せば、戦場の音が聞こえなくなっていた。

			　動けなくなった敵の艦隊。鎧も全て海の上に浮かんでいる。

			「よくやった！」

			　ルクシオンが本体を使わずに、公国を止めてくれたのは助かる。

			『本当に苦労しましたよ』

			　黒騎士が悔しがっている。

			「姫様──申し訳ありません」

			　そんな黒騎士の様子を見ながら、俺は公国の軍艦から放たれた光を見た。照明弾のようなソレを見て、俺は眉間に皺を寄せる。

			「往生際が悪すぎる」

			


			　　　◇

			


			　ゲラットは、黒騎士が負ける姿を見て気が狂ったように笑っていた。

			「終わりだ。私はおしまいだ」

			　生ける伝説のような黒騎士が敗北したことで、公国軍の士気は落ち込んでいた。

			　既に戦う力はない。

			　公国軍は、学生の乗る民間の飛行船に負けたのだ。

			　責任を負わされる可能性が高いゲラットは、銃のような何かを懐から出して窓に近付く。

			　一発だけ撃てるソレは、魔笛を研究して作られた道具だ。

			　モンスターを呼び寄せることが出来る。

			　本来は魔笛で支配するモンスターたちを集めるための道具だが、その中でも特に強力な効果を発揮するため使用を制限されている道具だった。

			「こ、こうなればせめて全てを消し去らなければ。将来、私が無能として歴史に名を刻まないためにも──ここで全てを！」

			　空に向かって引き金を引くと、照明弾のような光が打ち上げられた。

			　暗くなり始めている空に輝くその光は──妙な音を発している。

			　それに引き寄せられるかのようにモンスターたちが出現してくる。

			　空から、海から──続々と集まってきた。

			「さぁ、化け物たちよ、全てを消してしまいなさい！」

			　馬鹿みたいに強かった敵の鎧は、黒騎士が破壊して動けない。残っているのは大きな変な飛行船が一隻だけ。

			　大砲の数が少ない敵の飛行船だ。数に攻められたら弱いはずだとゲラットは思っていた。

			　ゲラゲラ笑うゲラットを慌てて押さえに来る軍人たち。

			　だが、モンスターたちは、まだまだ増え続けていた。

			


			　　　◇

			


			　黒騎士を抱えたアロガンツの上に立ってその光景を見ていた。

			　モンスターたちがこれでもかとわいてくる光景を前に、俺は小さく溜息を吐く。

			　俺の側で浮かんでいるルクシオンが、のんきに話しかけてきた。

			『これだけ集まると壮観ですね』

			　身動きの取れない黒騎士が、照明弾を打ち上げた軍艦を睨み付けていた。

			「愚か者が。この場の全てを消し去るつもりか。おい、小僧！　姫様に伝えろ。魔笛を吹くように伝えるのだ。この状況、お前らにも不都合だろう」

			　魔笛で新たに集まったモンスターを操るつもりか？

			　確かにありだが、そうなるとまた敵が増える。

			　黒騎士が俺の疑念に気付いたのか、説得をしてくる。

			「今更、お前たちと争うつもりはない。このまま双方、全滅するのが望みか！」

			　今頃そんなことを言われても信用できるかよ！

			　俺はルクシオンに視線を向けた。

			「全滅なんて嫌だね。ルクシオン、やれるな？」

			『ようやく出番ですか』

			　ルクシオンの赤い一つ目が光った。

			　すると、空に浮かぶ雲の一つから次々に細い光が放たれ、集まるモンスターたちを貫いて黒い煙に変えていく。

			　黒騎士が首を動かしその光景を見た。

			「何が起きている！」

			　まるで流星群でも見ているような気分だ。

			　ただ、モンスターたちが消える際に出す黒い煙で、次第に綺麗な景色が覆い隠されていく。

			　俺は黒騎士に視線を向けた。

			「切り札を持っているのはお前たちだけじゃないんだよ。国に帰ったらちゃんと伝えるんだな」

			　すると、黒騎士が俺を怒鳴りつける。

			「俺の首を取らないつもりか！　それに貴様──最初から手を抜いていたというのか！　どこまで我々を虚こ仮けにするつもりだ！」

			　爺じじいの首なんているかよ！

			「お前の首なんかいるかよ、気持ち悪い。だけど、お前の大剣は貰っていくぞ。持たせておくと何をするか分からないからな」

			　黒騎士の大剣のせいで本当に焦ってしまった。

			「小僧！　貴様のその甘さがいつか命取りになることを忘れるな！　次こそは必ず──」

			　憤慨している黒騎士を見つつ、俺は笑みを浮かべた。

			「俺の優しさに救われたくせに、随分と偉そうに吠えるじゃないか。爺さん、どうやら分かっていないらしいな。お前ら──もう終わってんだよ」

			　理解できないという顔をしている黒騎士に、俺は親切丁寧に説明してやった。

			「分かんないの？　お前らが負けた相手は、武装していたけどしょせんは民間船。おまけに乗っていたのは学生だ。学生を人質にしようとして、返り討ちに遭ったんだよ。これがどういう意味か分かる？」

			　黒騎士が驚いた顔をしていた。

			「──悪趣味な！」

			　俺は笑いながら教えてやった。

			「大の大人が、子供相手に本気を出して負けたんだよ！　いくら俺が強かろうが、凄い奴だろうが関係ない。お前らは侮っていた王国貴族の──子供に負けたわけだ。そんなお前らに次があると本当に思っているの？　爺さん、いい加減に引退しなよ。いや、引退するしかないよね！　もう、お前の時代は終わったんだ。今までご苦労さん。騎士として死んだ気分はどうだ？　──聞かせてくれよ」

			　黒騎士の表情が悔しさに歪む。

			「貴様、我らに恥ち辱じょくにまみれ生きろというのか！　騎士として戦場で死なせる優しさもないのか、この外道が！」

			　黒騎士に顔を近付け頭突きをすると、頭が痛かった。この石頭爺が。

			　殺す優しさ？　俺には理解できない価値観だ。相手が悪かったな。

			「敗者は勝者に従うものだろ？　恥辱にまみれて生きろ。俺は人としては優しいが、騎士としては外道や卑劣漢と呼ばれても良いと思っている」

			　黒騎士が歯を食いしばっていた。俺への憎悪からか、凄い顔になっている。

			「いつまでもお前らの戦争に付き合っていられるか」

			　話し込んでいる内にルクシオンがモンスターたちを全て倒し終え、周囲は静寂に包まれる。俺は黒騎士を拘束したままパルトナーへと向かい、そして仕事に取りかかるのだった。

			


			　　　◇

			


			　一段落した後。

			　パルトナーの格納庫に俺は足を運んだ。時間は随分と遅くなっていた。

			　ボロボロにされたアロガンツに突き刺さった大剣を眺める。黒い大剣は、これまで多くの血を吸ってきたのだろう。

			　呪われていそうだな。誰かに押しつけようと思う。

			『マスター、どうしてわざわざ戦われたのですか？　私の本体ならば、黒騎士を倒すのは容易なことでした。危険を冒した理由をお聞かせください』

			　俺が自分から命を危険にさらしたと思っているのだろう。ルクシオンが責めてくるが、目の前の大剣を見て思うのだ。

			　圧倒的な力で敵を全て消し去ることも可能だった。ただ、それをやれば俺は大量虐殺者だ。

			　悩まずにいられるだろうか？　──無理だな。絶対に後悔するし、きっと悩む。

			　あと、面倒事が増える。

			「お前なら一瞬で公国の軍隊を消し去るのも簡単だろうな。──で、その後はどうなる？」

			『マスターを脅威と感じるでしょう。公国だけではなく、王国も何かしらの動きを取ることになります。最悪、マスターを殺そうとするでしょう。そんなことは絶対にさせませんけどね』

			　どのみち、今のままではいられなくなる。

			　戦い続けるか、全てを支配するしかないだろう──ホルファート王国のように。

			　あとは逃げるか、だな。

			「面倒になるから嫌だ。せっかくお前というチートがあるんだ。俺の精神衛生に配慮した選択をしたくなるだろうが。気分だよ、気分」

			　あと、ルクシオンに大量虐殺をさせたくなかった。

			


			　　　◇

			


			　翌日。

			　公国の浮島には、破壊された公国の飛行船が積み上げられていた。

			　ロボットたちが解体作業をしてくれるので、大量の浮遊石が手に入る。

			　──全部俺のものだ。

			「鎧も運び出せよ。状態が良い飛行船は持ち帰るぞ」

			　ルクシオンが俺の側に浮かんでいるが、どうやら肩の近くがお気に入りのポジションらしい。

			『根こそぎ奪うなんて、マスターには人情がありませんね。流石です』

			「だろ？　俺もこんな自分が嫌いじゃない」

			　近くにいるのは、拘束された髭をなくした男──ゲラットだ。

			　随分とボコボコにされているが、やったのは俺ではない。

			　捕まえた時にはこの状態で気を失っていた。

			「バルトファルト男爵、出来れば浮遊石は返していただけないでしょうか？」

			　俺はニヤニヤしながら答えてやった。

			「え～、どうしようかな？　こっちは豪華客船を襲撃されて破壊されたから、少しでも回収したいんだよね。あ～あ、誰かさんたちが襲ってこなければこんな事にならなかったのに」

			「そ、それでしたら、公国と王国の間で正式に交渉を──ひっ！」

			　俺はわざとらしく床を乱暴に踏んで音を立てた。

			「何で勝った俺が譲歩するの？」

			「いや、しかし──」

			「良いよね？」

			「いやあの──」

			「良いよな？」

			「──は、はい」

			　俺に生せい殺さつ与よ奪だつの権を握られているゲラットが、悔しさに顔を歪めていた。

			「いや～、俺って優しいわ。だってこれだけでみんな許してやるんだもの。俺の優しさって罪だわ～」

			　ルクシオンは呆れている。

			『情け容赦のないマスターって素敵ですね』

			「負けた兵士を捕らえて奴隷にしないだけマシじゃない？」

			『空賊は子爵家に売り払いましたけどね』

			「売ったね。丁度、鉱山が見つかった子爵家がまとめ買いしてくれて助かったよ。そもそもあいつら犯罪者だからね。捕まればどうなるか分かっていたはずだし、後悔なんかしないはずだよ」

			『助けを求めていましたが？』

			「そんなことも言っていたね」

			　次女が迷惑をかけた子爵さんの家に売り払った。

			　今後は人のために、鉱山で空賊たちも必死に働いてくれるだろう──命懸けでね！

			　鉱山の労働なんて重労働で命懸け。大人でもバタバタ倒れていくような場所である。

			　そんな場所に公国の兵士を送り込まない俺は、優しさにあふれていると思った。

			　ただ、内心で少し焦りもある。

			　これだけ多くの戦力を削りはしたが、公国は戦争を止めるだろうか、と。

			　──本当に戦争とか勘弁して欲しい。

			　将来への不安が膨らむも、これだけ頑張ったんだから後は王国で何とかして欲しいと思ってしまう自分がいた。

			　目の前には壊れた鎧が山積みにされている。

			「これも修理に出さないと駄目だな」

			『私が修理しても構いませんが、全てを私が行うと疑う方も出てきます。ここは鎧を整備する工場に依頼するべきでしょうね。一番良いのは、マスターがそういった工場を持つことですけどね』

			「すぐには無理だけど、それもいいな。今はどこかに依頼するか」

			『最近、鎧製作のスペシャリストを名乗る詐欺師も多いようです。依頼する場合は気をつけた方が良いでしょうね』

			「ゲームでもそういう詐欺師が登場したな。酷い世の中だ」

			　ルクシオンが俺に言う。

			『マスター、作業を終了しました。いつでも撤収できます』

			「そうだな。奪うものは奪ったし、帰るか」

			『まるで空賊のような台詞ですね』

			　浮島一つを残し、公国は飛行船とほとんどの鎧を俺に奪われるのだった。

			


			　　　◇

			


			　パルトナーの船内。

			　俺は豪華客船の船長やら教師たちと、色々な話をして疲れて部屋に戻った。

			　ドアの前にはガードマンのようなロボットがいて、部屋を守っている。「ごくろうさん」と言ってドアを開けようとすると──そいつは俺の邪魔をしてきた。

			「おい、なんで俺の部屋なのに俺を通さない」

			　ロボットが俺の入室を阻止している。

			「早く通せよ！　眠いんだよ！」

			　何やら頭部の目がチカチカ光って何か訴えているが、俺は無理矢理部屋の中に入ろうとする。

			　すると邪魔をするロボットの言葉を、ルクシオンが俺に伝えてきた。

			『マスター、どうやら部屋にお二人が──』

			　ドアを開けて部屋の中に入ると、俺のベッドでリビアとアンジェが互いに向かい合って横になっていた。静かな寝息が聞こえてくる。

			　お互いの手を握って眠っている姿。

			　布団が掛けられており、どうやら制服も脱がされている。

			　お世話をするロボットが浮かんでおり、二人の制服にアイロンをかけていた。

			　そうなると、布団の下は下着？

			　二人とも可愛い寝顔をしている。

			　なんて尊い光景だろう。

			　──俺はゆっくりとドアを閉めた。

			　そしてドアを背にして、そのまま滑るように座り込む。

			「言えよ！　覗いちゃったじゃないか！　アンジェパパに殺されちゃうよ！」

			　膝を抱えていると、ルクシオンがどうして俺の部屋に二人がいるのか説明してくる。

			『どうやら部屋で待っている間に眠ってしまったそうです。お疲れだったのでしょう』

			　二人とも可愛かったです。

			　俺の精神が大人でなければ、そのまま覗き込んでいたかも知れない。

			　二人とも、俺が大人で良かったね。でも、男は狼おおかみだから注意してね。

			「俺はどこで寝ようかな？」

			　避難してきた学生やら船員やらがパルトナーに乗り込んでいるため、空いている部屋があるのか考える。

			　すると、足音が聞こえた。こちらに近付いてくると立ち止まり、そして見上げればクリスが立っていた。

			「どうした？」

			「バルトファルト、答えて欲しい。お前が──お前が私と剣術の勝負をしないのは、私ではお前に勝てないからだろうか？」

			　何を言っているんだ、こいつ？

			　剣術に才能が振り切れたようなお前に、俺が勝つ？　冗談だろうか？

			「何？　冗談？　ごめん、面白くなかった」

			　クリスは首を横に振る。何だか、俺の答えに納得していないし、勝手に解釈していた。

			「いや、黒騎士に勝ったお前だ。私たちなど眼中にないのだろう。私ではお前の技量を測ることは出来なかった。自分が恥ずかしい」

			　勘違いを恥じた方が良いよ。

			　勝ったのはアロガンツの性能があったからだし。

			「それは勘違いで──」

			　しかし、クリスは決意を新たにしたような顔で告げてきた。

			「必ず追いつく！　私はお前に認められるくらいに強くなる。それを、言いたかった──お前は私の目標だ」

			　そう言って歩き去って行くクリスに、誤解を解こうと思ったが面倒なので止めた。

			　どいつもこいつも改心するのが遅すぎる。

			　去っていくクリスを見ながら思った。

			「よし、今度はあいつに功績を押しつけるか」

			『また悪わる巧だくみですか？』

			　悪巧みとは失礼な。

			　俺が出世するよりもきっとみんな喜んでくれる。

			　俺はそう思いつつ、ドアの前で座りながら眠るのだった。

			


			　　　◇

			


			「いや～、公国は強敵でしたね」

			　学園の自室。

			　ようやく修学旅行から戻ってきた俺は、ベッドに横になりルクシオンと話をしていた。

			『よく言いますね』

			　あの後、色々と取り調べを受けた。

			　しかし、俺は黒騎士の大剣を渡す際に「クリスが頑張ってくれました！」と役人に何度も念を入れて伝えている。

			　他のみんなも頑張った。俺、感動しました！　という態度で俺は協力しただけという立場に徹した。

			　そのおかげかどうか分からないが、今回頑張った生徒には、国から褒美が出るらしい。

			　勲章が全員に渡されると聞いた。

			『黒騎士の大剣を献上してよろしかったので？』

			「人の血を吸いすぎて呪われていそうだから持ちたくないの。同じものなら、お前が用意できるだろ？」

			『解析したので可能です。ですが、飛行船と鎧まで献上する必要があったのですか？』

			　王宮に媚びを売る。

			　そして、アンジェパパにはアンジェの寝顔を見た後ろめたさもあって引き渡した。

			「別にいいだろ。まだ残っているし。大事な浮遊石は手元にあるからな」

			　今回は昇進もない。

			　みんなと一緒に勲章を貰って終わりだ。

			『マスターがそれでいいのなら、私は構いません』

			　今回は色々とあった。

			　反省点も見つかった。

			　そろそろ、本格的に頑張るとしよう。リビアの腕輪を回収して、後は公国との戦いを終わらせればソレでいい。

			　やっと俺も覚悟が出来た。

			　モブのままでもいい。ただ、あの二人の側にいたい。

			　さて、そのためには色々と準備が必要になるな。

		

	

			


			第12話「再戦」

			


			　さて、過去に貴族は爵位と階位に見合った働きを求められるという話をしたが、覚えているだろうか？

			　俺の階位は現状でも五位下。実質五位上の男爵様だ！　──どうしてこうなった？

			　これは、それだけの働きを国に期待していると言われているのと同じだ。

			　日頃の貢献やらその他諸々に加え、戦争になれば相応の働きまで求められる非常に苦しい立場なのだ。出世って大変だね。

			　もし戦争が起きれば、学生でも男爵の俺は出陣要請があると断りにくい。そのため、いくつかの布石を打っておくことにした。

			　そのために、今は同じグループの男子を集めて酒場で盛り上がっている。

			「リオン、本当に飛行船を手に入れたの？」

			「羨ましいな。軍艦だろ？」

			「飛行船があるだけで羨ましいよ。俺の家にはないし」

			　田舎貴族の跡取りたちを集めた酒場で、俺は宴会の主役だった。

			　羨望もあるが、そこには嫉妬といった感情も含まれていた。──想定内だ。

			「既に整備もしているよ。けど、実は──数が多くて困っているんだ」

			　それを聞いた男子たちの視線が鋭くなる。

			　ダニエルがゴクリとつばを飲み込んでいた。

			「お前ら、欲しいか？」

			　レイモンドがその場で立ち上がった。

			　将来、家を継ぐ彼らにしてみれば、飛行船とは喉から手が出るほどに欲しい物だ。持っているといないとでは、大きな差が出てくる。しかし、買おうと思えばやはり金もかかる。

			　維持費だって馬鹿にならない。

			　安く古い飛行船を使い回している男爵家がほとんどだ。

			「な、何が望みなんだい？」

			　全員が最新鋭──公国製の優秀な飛行船の価値を知っている。タダで貰えるなんて虫の良い話は、ないと分かっている連中だ。むしろ、タダで寄越せなどと言わないこいつらは好感が持てる。

			　俺は余裕を見せるために飲み物を口に含み潤すと、全員の顔に視線を巡らした。

			「実は実家に工場を構えることにした。そこで船の整備なんかをするためにね。もしも整備関係を俺に〝全て〟任せてくれるなら──無料で提供しようじゃないか」

			　男子たちの視線がすぐに泳いだ。

			「そ、そんな都合のいい話があるのか？」

			「もしかして欠陥品か？」

			「でも公国の飛行船だろ？　実際に動いていたなら欠陥品じゃないし」

			　気になって仕方がない男子たちに、俺は誠実に向き合うのだ。

			「安心して欲しい。こっちもちゃんと儲けを考えているから。それに、修理やらその他諸々で悪質に荒稼ぎしないことも誓うよ」

			　物は格安で提供しておいて、割高な維持費で荒稼ぎをする手法は俺も好まない。

			　それでも疑念が拭えない彼らに、俺は溜息を吐く。

			「分かった。一隻につき、鎧も四機までサービスしよう。公国の鎧だ。品質は保証するぞ」

			　レイモンドがフラフラと俺に近付いてくるのを、ダニエルが押しとどめた。

			「ま、待て、レイモンド！　相手はリオンだぞ。骨の髄までしゃぶり尽そうとする奴だ！」

			「はっ！　そうだった！」

			　友達の酷い評価に俺の繊細な心が悲鳴を上げている。

			　他の連中も同じように俺を疑った顔をしている。同じグループのみんなにいい話を持って来たのに冷たくされて寂しく思う。

			「残念だな。お前たちに飛行船を譲れば、それだけでいい宣伝になると思ったのに。分かった。他に譲るよ」

			　ダニエルが待ったをかける。

			「待て！　ほ、本当に無料なのか？　あとで金がかかるとか、不良品とかではなく！」

			「信じて欲しいね。俺は、嘘は吐かない男だよ」

			　男子数人が「嘘吐け」なんて言っているので悲しいが、実際に嘘は言っていない。

			　ちゃんと商売をするつもりだ。

			　実家に工場を用意し、そこの持ち主は俺だ。将来的に工場で稼ぎ、王国への貢献を考えていた。出世すると大変なの。稼がないといけないの。

			　報酬が沢山あるだろ？　駄目なのだ。毎年貢献を求められるのに、一時的なお金じゃ意味がない。そんな金、十年もしないうちに使い切って何も残らないよ。

			　やっぱり稼がないと。

			　俺が持っている浮島は、どう考えても準男爵家クラスの稼ぎしか得られない。

			　観光地にすることも考えたが、モンスターや空賊がいる危険な世界だ。客は少ないだろう。

			　だから工場を用意し、将来の収入源を増やそうと思っている。

			「故障した飛行船なんか売るかよ。今後商売するのに信用がなくなるだろうが。いきなり工場を立ち上げても客がいない。なら、客を獲得するために多少の無理をしよう、って話だ。幸い、俺は鹵ろ獲かくした飛行船があるからな」

			　俺は前世を思い出しつつ宣伝する。

			「飛行船と鎧が今なら実質無料のゼロディア！　メンテナンスは心配するな。うちがしっかり責任を持つから！　整備だって適正価格を約束しよう。書面に書いてもいいぞ」

			　男子たちが次々に手を挙げる。

			「か、買った！」「お、俺も！」「僕も！」

			　俺は笑顔で契約書を用意すると、彼らに渡していく。

			「はい、これを実家に送って記入欄に名前を書いてもらってね。ちゃんと実家にも説明してよ。あ、もしも古い飛行船があるなら買い取るよ」

			　全員が書類を貰ってウキウキしている姿を見て、俺はニヤリと笑うのだった。

			「みんな──これからもずっと友達でいようね」

			　──実質無料に食いついてくれてありがとう。

			　諸君、今後とも末永く一緒に頑張ろうじゃないか。大事な飛行船の整備を俺に握られ、簡単に俺を裏切れなくなった友人たちを前に、俺は満面の笑みを浮かべた。

			


			　　　◇

			


			　王都にある公爵家の屋敷。

			　アンジェが休日に、兄である【ギルバート】に呼び出され足を運んでいた。

			「兄上、何か問題でも？」

			　ギルバートは少し困った顔をする。

			　テーブルの上に書類を置くと、それをアンジェに見せた。

			「これは？　飛行船の売買に関する契約書でしょうか？」

			「そうだ。リオン君が用意して男爵家に配っているらしい」

			「リオンが？」

			　それを聞いてアンジェは悪い予感がした。実家──公爵家は、このリオンの行動に不快感を持ったのではないか、と。

			「も、申し訳ありません。すぐに止めさせます」

			「その必要はない。飛行船の売買自体は問題ではないのだよ」

			　問題ではないと言われて安堵した。

			　だが、ならば何故呼び出したのかとアンジェは気になる。

			「では、これがいったい何か？」

			「彼は、実家に工場を用意したらしい。大急ぎで飛行船を整備し、知り合いの男爵家に無料で配っているそうだ。宣伝目的だろうが──性急すぎると思わないか？　公国を単独で退けたような彼が、いったい何を考えているのか気になってね」

			　ギルバートは、今回の事件を王国は軽く考えているとアンジェに聞かせた。

			「王宮は学生に倒された公国を甘く見ている。公国への処分だが、随分と手て緩ぬるいものになりそうだ。だが、戦った本人は警戒を強めている。──これはどう見るべきだ？」

			　アンジェに何か聞いていないのかと問う。

			「わ、私には何も。ただ──」

			「ただ？」

			「ただ──急に忙しく動き回っているのは事実です。アレから、鍛錬にも精を出し、ダンジョンにも足繁しげく通っていますよ」

			　本人は「黒騎士にボコボコにされて、自信をなくしたので頑張る」などと言っていたが、アンジェはそれらのことを考えると──。

			（公国を警戒しているのか？　対して王宮はほとんど警戒していない？）

			　学園の生徒に返り討ちに遭った公国を、王国は脅威と思わなかったらしい。

			　黒騎士も負けたと聞いて、名のある騎士も老いたな、と。

			　ギルバートは指で机をトントンと叩いている。

			　アンジェには、兄が苛立っているように見えた。

			「警戒していると見るべきかな？　公国の件もこれから本格的に話し合われるだろうが、今のレッドグレイブ家に発言力などほとんどない。後手に回っているというのを覚えておきなさい」

			　アンジェは、ヘルトルーデのことを思い出す。

			「ヘルトルーデ殿下はどのような処遇に？」

			「処遇、か。甘いと言わざるを得ない。本人を王国にこのまま留学させるという話になった。父上は反対したんだがね。侯爵が譲らなかったと聞いている」

			　アンジェが目を見開く。

			（父上の発言力は、そこまで落ちていたのか。台頭してきたのは侯爵と聞くが──厄介だな）

			　敵対派閥が勢力を拡大しているのを、アンジェは警戒する。

			「侯爵は我が国の強さを学園で学ばせる機会だと言っていた。これを機会にして、王女殿下を取り込んで再び公国を王国の傘下にしたいのだろう。オフリー伯爵の件でこちらも責めてはみたが、あっさり切り捨てていたな」

			　オフリー伯爵家は、侯爵家の派閥に属していた。

			　だが、空賊の一件であっさりと処罰され、貴族の地位も財産も──領地も全て召し上げられた。

			　リオンたちに絡んでいた伯爵令嬢は、全てを失ったのだ。

			　汚い仕事を押しつけられ、失敗すればすぐに捨てられる。

			（こうなるとあの女も可哀想になるな）

			　アンジェは心の中で、伯爵令嬢を少し哀れむのだった。何しろ、彼女に待っているのはどう考えても楽な道ではないのだから。

			　ギルバートが話題を変えてくる。

			「話は変わるが、特待生と随分と仲良くしているらしいな？」

			　アンジェが俯くと、ギルバートは続ける。

			「必要以上に仲良くする理由もない相手だな」

			　アンジェがギルバートの前で意志の強い瞳を見せた。

			「わ、私の友達です。兄上には関係ありません」

			　ギルバートが静かにアンジェを見つめるが、妹が退かないと分かるとすぐに認める。

			「好きにしろ」

			「よ、よろしいのですか？」

			「お前がそこまで言うなら構わない。それに父上も私も、今回の件では負い目もあるからな。だが、大事な友達なら自分で守れよ」

			「は、はい！」

			「それと、お前の周囲に侍る者たちは選び直す必要があるな」

			「──あの二人はどうなるのですか？」

			　あの二人──アンジェを裏切った女子二人について訊くと、ギルバートは怖い笑みを浮かべた。

			「知りたいか？」

			「──いえ、愚問でした」

			　幼い頃から知っている取り巻きの女子二人が、お咎とがめなしとはならないことはアンジェも理解している。

			　だが、内心は複雑だった。

			　裏切られたという心の傷もあるが、それ以上に命を賭けて助けてくれたリオンやリビアもいる。

			（──私は、恵まれているのかも知れないな）

			　周りを必要以上に威圧して従えていた伯爵令嬢と自分を比べながら、そう思うのだった。

			　オフリー伯爵、そして裏切り者の二人の話が終わると、ギルバートは少し探るように尋ねてくる。

			「それと──リオン君とはどうだ？」

			「どうだ、とは？」

			「あぁ、うん。彼の結婚相手が決まったと聞こえてこないのでね。色々とあって出世もしている。下手な相手と結婚されると困ると思っていた」

			　アンジェはギルバートが、リオンを取り込もうと考えているのを知っている。実際、リオンを味方に出来れば大きな力になる。

			　それに、制御しやすいという面もあった。

			　言われる前に公国の最新鋭の飛行船と鎧を渡したのが証拠である。

			　これを独占し、自分の戦力だけ増やしていたら逆に危険だった。

			　王宮も、そして公爵家も警戒していただろう。

			　辺境の男爵家ですら、飛行船の数を揃えると脅威になる。瞬く間に他の浮島を制圧していき、一大勢力になることもあるのだ。

			　周辺を取り込み、そして王国に牙をむく──などということが、今までにも沢山あった。

			　ギルバートたちには、それをしないリオンが弁わきまえていると見えたのだろう。

			（調子に乗るようなら注意するつもりだったが、そうか男爵家に配る程度なら兄上も脅威とは思われないか）

			　横の繋がりを強化しているようにも見えるが、その程度ならば王宮も公爵家も問題にならないと判断したのだろう。

			　リオンが手元に残したのは、ほとんど壊れた飛行船と鎧だ。状態が良いものは、王国と公爵家に献上されており──逆に「お前、それでいいの!?」と、心配されているくらいだ。

			　端から見れば採算度外視で滅めっ私し奉ほう公こうしている騎士であり、一部で公爵家の新しい忠犬などと陰口を叩かれていた。

			　アンジェはリオンの婚活に関する近況をギルバートに報告した。

			「最近は忙しそうですので女の影もありません。そ、その、女子には嫌われていまして」

			　ギルバートが額に手を当てる。

			「そこが分からない。いったいどうして見向きもされない？　独力で昇進し続ける五位上の騎士が、女性に見向きもされないとは──」

			　アンジェはギルバートの言い方に疑問を持った。

			「兄上、リオンの階位は五位下では？　卒業後に昇進すると聞いていたのですが？」

			　ギルバートはアンジェの顔を見て、伝え忘れていたと思ったのか少し恥ずかしそうにしていた。

			「すまない。お前に伝えていなかったな。実は──」

			


			　　　◇

			


			　二学期も終わりが近付いた頃。

			　公国との戦争──というか、事件で処理された一件の勲章授与式が冬休みの初日に決まった。学園では勲章を貰える生徒たちが楽しそうにその日を待っている。

			　勲章なんてそう簡単に貰えるものでもないし、何より自慢出来るし、箔はくがつく。

			　貰えない生徒たちは不満そうだったけど、こればかりは仕方がない。

			　俺たちは暖かい部屋でお茶を楽しんでいた。

			　新しいティーセットを自分へのご褒美のために買い揃え、そして師匠に貰った大事な茶葉を味わっている。

			　お菓子は朝一番に有名店のものを買いに走ったおかげで、お高めのお菓子も添えることが出来た。

			「はぁ～、幸せだなぁ～」

			　窓の外は寒空が広がり、窓が白く曇っている。

			　リビアはお菓子を食べているが、申し訳なさそうに少しずつ食べて──そしてその甘みに頬を緩めている。

			　流石は有名店のお菓子だ。というかうますぎてビックリ。正直舐めていた。

			「これおいしいです」

			　対してアンジェは行儀よく食べてはいるが、食べ慣れているのか感動もないらしい。

			「チョコが好きなのか？　なら、私のお気に入りの店から取り寄せよう」

			　お嬢様！　そのお店、俺も知りたいです！

			　リビアは苦笑いだ。

			「あまり高いのを食べ慣れると困りますから」

			「そ、そうか」

			　俺は小さく手を挙げる。

			「アンジェ、俺に教えてください。ガチの高級店や人気店は購入まで数ヶ月待ちになるので、公爵家の紹介状が欲しいです」

			　あの乙女ゲーの世界だけあって、お菓子関連は揃っているし人気もある。

			　辛すぎるこの世界で、せめてお菓子だけは甘く優しくあって欲しい。切実な願いだ。

			「お前は茶狂いだから駄目だ。買い占められると私が恨まれることになる」

			　お茶会が好きな男子も少なからず存在している。彼らは、自慢のお茶のお供に有名店のお菓子を注文する場合が多い。中には、女子たちを招いてお茶会を開くために、人気のお菓子を買い占める男子たちがいた。

			　──俺のような奴らだね！

			「え～、買い占めないよ。人気商品を女子の前で食べるだけだよ。もしくはダイエット中の女子に配ろうかな！」

			　ダイエットで甘いものを控えている女子に、有名店の滅多に食べられないお菓子を見せつけるという優越感が俺は欲しい！

			　ダイエットを諦め、お菓子に手を伸ばした女子を笑ってやりたい。

			「それは酷いですよ」

			　呆れるリビアを前に、俺はここ最近の平和な時間を思い返す。

			　戻ってきてからパルトナーも、アロガンツも、そしてシュヴェールトもみんな整備するとルクシオンに没収された。

			　そのため出かけることも出来ないので、ダニエルとレイモンドを誘ってダンジョンに潜っている。流石に最強の敵を倒した今、俺の敵などいないと思うが備えくらいしておくべきだろう。

			　公国が戦争を止めない可能性もあるが、彼らの切り札はこちらにある。

			　大丈夫なはずなのに、妙な胸騒ぎもある。どうにも落ち着かないのだ。

			　アンジェが話題を振ってくる。

			「それよりもリオン、クリスに黒騎士討伐の手柄を譲っただろ」

			　俺が視線をそらすと、リビアが俺を見た。

			「どうしてですか？　黒騎士さんを倒したのはリオンさんなのに」

			　アンジェがお茶を飲み干したので、俺はおかわりをそそいで媚を売る。

			「お嬢様、その辺りのことに関しては非常に高度な政治的判断があったと──」

			　嘘です。政治的判断とかないです。俺の都合です。

			　だが、アンジェは頷いて納得していた。

			「確かに悪い手ではなかったよ」

			「でしょ！」

			　別に色々と考えた上でのことではないけれど、褒められたので喜んでおく。

			「え、えっと、どうしてですか？」

			　リビアが分からないという顔をしていた。

			　アンジェは優しく説明してくれた。俺もしっかり聞いておこう。

			「簡単なことだ。リオンを敵視していたアークライト家。クリスの実家は、今回の件で黙るしかなくなった。自分が倒せなかった黒騎士を倒し、おまけに息子に箔をつけてもらったのだからな。黒騎士を退かせた功績は大きい。クリスの勘かん当どうも近いうちに解かれるはずだ」

			　リビアが俺を見て微笑む。

			「リオンさん、やっぱり優しかったんですね！」

			「あ、当たり前だろう」

			　どもってしまった。いや、嫌われていると思ったが、まさか剣聖がいる家に敵視されているなんて思わなかった。剣聖に命を狙われるとか命がいくつあっても足りないじゃないか！

			　あれ？　ミレーヌさん──ミレーヌ様もそんなことを言っていた気がする。

			　部屋の中、話を聞いていたルクシオンが俺を見ている。

			　一度姿を見せたので、今は隠れる必要がない。

			『良かったですね、マスター』

			　この良かったですね、というのは──俺が出世したくないというだけで、功績を押しつけたと知られなくて良かったね、の意味だ。

			　段々とこいつの気持ちが分かってきた。

			「どうだ。そんな高度な計算が出来る主人を持って嬉しいだろ？」

			『そこまで調子に乗れるのも一種の才能ですね。普通はもっと謙けん遜そんしますよ。後ろめたいことがあるならもっと謙けん虚きょになられるべきかと』

			「何のことか分からないな。俺は誠実さと優しさが売りの平凡な男なのに」

			『誠実と優しさを辞書で調べて差し上げましょうか？　マスターには国語の勉強が必要ですね』

			　アンジェとリビアが、浮かんでいるルクシオンを手で触っていた。

			　指で突つついている。

			「よく喋る一つ目だな」

			「駄目ですよ、アンジェ。ルク君にはルクシオンって名前があるんですから」

			　ルクシオンがリビアを見た。

			『ルク君？　それは私の略称でしょうか？』

			　俺はルクシオンをニヤニヤ見る。

			「良かったな、ルク君。可愛いじゃないか」

			　ルクシオンが黙ってしまったので、リビアが怒らせたのかと心配そうにしている。俺は大丈夫だと言って、先程の話に戻った。

			「ほら、あれだ。──あいつらも悪い奴ではないんだよ。うん、たぶん」

			　ちょっと──いや、かなり馬鹿だけど、悪い奴らでもないからね。

			　アンジェは面白くなさそうな顔をしている。

			「そうだな。悪いのは、そんな五人を誑たぶらかしたマリエだな」

			　雰囲気が悪くなったので、リビアは学園の噂話をはじめた。

			「そ、それで、あの五人ですけど！　──今は倉庫で何かしているそうですよ」

			「何か？」

			　俺が話に乗るように聞くと、リビアは喜んで続きを話してくれた。

			「はい。五人で何か作っているみたいですよ」

			　五人が集まって一体何をやっているんだ？

			


			　　　◇

			


			　マリエは学園にある倉庫に来ていた。

			「もう、みんなどうしたのよ～」

			　五人が見せたい物があると言うので、きっとプレゼントだろうと思ってウキウキしていた。

			（いったいどんな物かしら？　もしかして宝石かしら？　いや、ドレスとか？　最近、みんなも頑張っていたし、きっと私へのプレゼントよね。サプライズって最高！）

			　そんなマリエの前に用意されたのは、シートに隠れた大きな何か、だ。

			　マリエは首をかしげる。

			　隣に立っていたカイルも首をかしげていた。

			「何です、これ？」

			　グレッグが鼻の下を指でこする。

			「見てのお楽しみ、ってやつだな」

			　ブラッドは前髪を手で持ち上げ、後ろに流していた。

			「マリエには随分と待たせてしまったね」

			　二人の台詞でマリエの期待も膨れ上がっていく。

			「二人ともありがとう！」

			　クリスが照れているのか、眼鏡を外してマリエの笑顔を見ていた。

			「わ、私も頑張った」

			「うん、クリスもありがとう」

			　すると、ジルクがわざとらしい咳払いをした。

			「マリエさん、殿下と私のことも忘れないでくださいね。ほら、殿下」

			　ユリウスがマリエの前に立つ。

			「マリエ──これが俺たちの気持ちだ」

			　シートを五人が剥がすと、そこにあったのは膝をついたポーズの鎧だった。

			　──マリエの笑顔が固まった。

			（え？）

			　ユリウスたちは、鎧を見て満足そうにしていた。

			「これでバルトファルトに戦いを挑む。俺とお前を引き裂くあいつを──俺たちはあいつに勝って前に進む！」

			　グレッグがサムズアップした。

			「言うじゃないか、殿下！　いや、ユリウス！」

			　ブラッドも腰に手を当てて胸を張っている。

			「そう。僕たちは彼に勝たないと前に進めない。そのために用意した鎧は、僕たちの決意の表れさ」

			　マリエは固まっていた。五人が何を言っているのか分からなかった。

			（決意？　鎧を用意するのにいくらかかると思っているのよ！　しかも、なんか色違いのパーツを寄せ集めただけのような。も、もしかして、これって決闘の時に壊れた鎧をつなぎ合わせたの！　そんな鎧であいつに戦いを挑むの？）

			　クリスの目が潤んでいた。鎧を前に感動しているようだ。

			「不格好だが、今まで乗ってきたどんな鎧よりも立派に見える」

			　ジルクが微笑みながら頷く。

			「使えるパーツを寄せ集めただけですが、私たちの気持ちがこもっていますからね。むしろ、今の姿こそ素晴らしく見えます。これはいい鎧ですよ」

			　マリエがぎこちなく首を動かし、ユリウスの方を見た。

			「ユリウス、こ、これ──いくらだったの？　修理費とか？」

			　ユリウスは少し寂しそうな顔をする。

			「マリエ、これはそういうお金の問題ではなく、俺たちの気持ちの問題なんだ」

			「ち、違うの！　みんなが無理をしてお金を用意したんじゃないか、って心配しているの！」

			　それを聞いてユリウスが安堵した。

			「なんだ、そんなことか。実は報酬がそれなりの金額になったからな」

			　ブラッドとグレッグは空賊退治の報酬。

			　クリスは公国との戦争──事件で得た報酬があった。

			「そ、そのお金で修理したのね」

			　マリエはせっかくの報酬を、どうしてそんな無駄なことに使うのかと思ったが、まだ大丈夫だと安堵する。

			　ただ、そんなマリエをジルクの台詞がどん底に突き落す。

			「少々心こころ許もとなかったので共有財産を使わせていただきました。有名な鎧の制作者だと名乗る方が、格安で修理をしてくださいましてね」

			　格安でも共有財産に手を付けたと聞いて、マリエは脚が震えてくるのだった。

			　だが、まだ終わらない。

			「金額は共有財産の五十万と、みんなの報酬で何とかなりました。凄腕らしく、鎧の性能を限界まで引き出してくれましてね。素晴らしい方でしたよ。この性能なら、バルトファルト君のアロガンツにも勝てるでしょう」

			　マリエは立ちくらみがしてきた。カイルが支えてくれたので倒れなかったが、内心では泣き叫びたかった。貴族のお坊ちゃんたちの金銭感覚が狂っているのは知っていたが、この五人は特に酷いと再確認させられる。

			（五十万ディアって！　日本円で計算すれば五千万も支払ったの？　共有財産から!?　こんな物のために!!）

			　共有財産とはいっても、ほとんどマリエが管理している生活費である。

			　学園祭で荒稼ぎをし、おまけにダンジョンで必死に稼ぎ、そうしてようやく手に入れた生活費のほぼ全てが、不格好な鎧一つに使われたという事実。

			　しかも、五十万ディアはちょっとという五人──。

			　マリエは心の中で泣いていた。

			（こんな寄せ集めのガラクタ鎧に五十万！　頭おかしいわよ！　なんで全部使うのよ！　というか、使う前に相談してよ！　これからどうやって生活するのよ！）

			　心配して駆け寄ってくる五人に──マリエは震えながら当然のことを聞いた。

			「ど、どうして前もって相談してくれなかったの？」

			　ユリウスが笑顔を見せる。

			「お前を驚かせようと思っていた。すまない。こんなに驚くとは思わなかったんだ。待っていてくれ、マリエ。俺たちはバルトファルトを倒して、俺とお前を引き裂く障害を取り除いてくるから」

			　それよりも将来の不安を取り除いて欲しいと切に願うマリエだった。

			


			　　　◇

			


			　その日、俺の部屋に届いたのは決闘の申し込みだった。

			「あいつら本当にただの馬鹿じゃないの」

			　差出人はユリウス殿下たち五人であり、決闘の日付は終業式の日だった。

			「自分たちが勝ったらマリエとの関係に口を出すな、か。あいつら、神聖な決闘をなんだと思っているんだ？　負けた側だって分かっていないのか？」

			　俺の側にいるルクシオンも冷たい言葉をかける。

			『話になりませんね。拒否してもよろしいかと』

			　少し考える。

			　そこまでマリエと一緒にいたいのだろうか？

			「いや、受ける」

			『受けるのですか？』

			「そこまで一緒にいたいなら負けてやる。よく考えたら、マリエを選ぶような五人にリビアをくっつけるとか可哀想だろ。あいつらにリビアは勿もっ体たいないって。ユリウス殿下なんて、アンジェを捨ててマリエを選んだ馬鹿だぞ」

			『今更気付いたのですか？』

			　この人工知能、主人に対して冷たすぎない？

			「とにかく、あいつらの好きにさせるさ。正直、マリエに関わっている余裕がないんだよね」

			　公国とか、聖女とか、とにかくこっちも忙しいのだ。

			　負けてやれば、あいつらも満足するだろ。

			『マリエが今後邪魔をしてこないとも限りませんよ。警戒を緩めすぎでは？』

			「あいつだって、あの乙女ゲーを知る転生者だ。なら、リビアが聖女にならないと王国が沈むって分かっているはずだから、これ以上は邪魔もしないだろ」

			『そうなのですか？』

			　最強の敵である黒騎士も倒して、今は敵の切り札である魔笛も王国にある。

			　警戒はするが、これ以上は何もないと思いたい。

			　なのに、どうしてこんなに気持ちが落ち着かないのか。

			『アンジェリカが怒るのでは？』

			「俺から説得するよ。もう好きにさせてやろう、って。怒られたらあいつらには負けてもらうわ」

			『あの五人の扱いが軽いですね』

			「アンジェの気持ちが優先だから仕方がないね」

			　俺は決闘を受けることを伝えるためにユリウス殿下の所に向かうのだった。

			


			　　　◇

			


			　終業式が終わったすぐ後。

			　学園は異様な熱気に包まれていた。

			　闘技場に集まった生徒や教師たち。

			　円状の闘技場には、ユリウス殿下たちを応援するために女子たちが駆けつけている。

			「ユリウス殿下たち、あの外道に勝つために五人で頑張ってきたって！」

			「夜な夜な鎧の修理のために五人で集まっていたらしいよ」

			「よ、夜な夜な」

			　リビアは周囲の声を聞きながら、アンジェの方を気にかける。

			　怒り出さないか心配しているのだ。

			「アンジェ、その──」

			　しかし、アンジェは堂々としていた。

			「ん？　あぁ、心配ない。リオンから事前に話を聞いていたからな。あいつが負けてやる理由も納得した。文句はないよ」

			「本当に？」

			「殿下には文句の一つも言ってやりたいけどな。ただ、言い方は悪いが殿下に対しての気持ちが冷めてしまったようだ。今は余計なことに巻き込んでしまったリオンに申し訳ない気分だよ」

			「明日の授与式は大丈夫でしょうか？　リオンさん、怪我をしないといいんですけど」

			　ユリウスはアンジェの元婚約者だ。愛していた相手が、他の女のために再び決闘を起こした。アンジェも諦めがついたらしい。

			　周囲の女子たちはヒートアップしている。

			　男子たちも同じだ。五人が自分たちで鎧を用意した話が、男子好みだったらしい。一度はリオンに完敗しながらも、それでも立ち上がる五人の姿にみんな期待していた。

			「負けてからまた挑もうなんて凄いよな」

			「あぁ、きっと今回はやれるさ」

			「俺、殿下たちを応援する」

			　ユリウスたちの話は美談にされ、そして悪役のリオンが空から登場すると会場は一斉にブーイングの嵐に包まれた。

			　アンジェが困ったように笑っている。

			「歴史に名を残す騎士様は、学園一の嫌われ者か」

			「歴史？　何ですか？」

			　よく聞こえなかったリビアが聞き返すと、アンジェは笑って首を横に振る。

			「何でもない。ほら、私たちくらいは、リオンを応援してやろうじゃないか」

			「はい！」

			　二人がリオンを応援する。

			


			　　　◇

			


			　闘技場。

			　アロガンツが空から着地して会場入りすると、準備を整えたグレッグが鎧に乗り込む。

			　そして四人に再度確認を取った。

			「本当に俺でいいのか？」

			　確認するグレッグに、ブラッドは真剣な顔を向けて頷く。

			「悔しいが、僕では勝てない。お前の技量に期待している」

			　友人の言葉にグレッグが笑うと、クリスもグレッグに勝負を託す。

			「剣術だけの私でも無理だ。グレッグ、頼んだぞ」

			　剣にこだわっていたクリスとは思えない発言だった。

			　ジルクは鎧の緑色の部分に触れる。

			「みんなの思いを託します」

			　ユリウスも頷く。

			「一番可能性があるのはお前だ。バルトファルトに勝って来い！」

			　グレッグが皆の気持ちに答える。

			「おうよ！」

			　会場は五人の友情を前に感動の嵐に包まれている。

			　グレッグは鎧の胸元を閉めると、みんなの気持ちがこもっているのを感じた。鎧がとても温かいことに気が付き、嬉しくなる。

			「お前も高ぶっているみたいだな。一緒に戦おうって気持ちが伝わってくるぜ。一緒にやろうぜ、相棒！」

			　目の前のアロガンツを見て、

			「バルトファルト、行くぜ！　これが俺たちの力だ！」

			


			　　　◇

			


			　アロガンツの中。

			「どうやって負けようかな」

			　五人が、なんだか腐の人たちが喜びそうな展開を繰り広げているのを見ていた。

			　夜な夜な倉庫で鎧の整備をしていたらしい。

			　お金を出し合い、そして自分たちで修理した鎧には拙つたない部分も目立っていた。後から職人を呼んで仕上げてもらったらしく、形になっているだけではなく性能も向上しているらしい。

			　俺を倒すためによくやる。

			　──そんな青春も悪くないだろう。

			『清々しい友情ですね。対してマスターは、契約書で結ばれた友情の輪を広げて──最低ですね』

			「見せつけてくれるよね。さて、アンジェの許可も出たし、負けてやるとするか」

			　審判が決闘の開始を宣言する。

			　グレッグが向かってきたので、距離を取りつつブレードで槍の攻撃をいなしていた。だが、グレッグの動きが──以前の決闘の時とは大違いだ。

			　鎧のパワーもスピードも上がっており、寄せ集めの鎧の方が以前戦ったどの機体よりも強かった。

			「右手に槍で、左手にライフルか。なんだ、成長したな」

			　最初から全力を出そうとするグレッグに感心しつつ、少しずつアロガンツを下がらせていく。

			　周囲には俺が押し込まれているように見えるはずだ。

			　音声を外に出してグレッグに声をかけた。

			「随分無理をしたみたいだな」

			『お前に勝つためなら、これくらいどうってことねー！　バルトファルト、本気でかかってこい！』

			「あ～、熱いね。熱血ってやつ？」

			　ケラケラ笑ってやるが、真剣な五人を思うと羨ましくもあった。

			　音声を外に漏れないようにした俺は「お前らが羨ましいよ」と呟いてしまう。本気でそんな青春が眩しく見える。

			　そんな俺の言葉にルクシオンがアラートを発した。

			『マスター、すぐに脱出するよう、グレッグに伝えてください。目の前の鎧は、爆発寸前です！』

			「え？　嘘!?」

			『嘘ではありません。熱量が異常数値です。内部構造がデタラメです。この状態でよく動いているとしか言いようがありません。性能を引き上げたのではなく、暴走状態です』

			　ルクシオンに言われたとおりに、俺は即座にグレッグに伝えた。

			「おい、お前の鎧おかしいぞ！　すぐに降りろ！」

			　しかし──。

			『はっ！　俺を惑わすつもりだな。そうはいくか！　お前の手だと分かって騙されるものかよ。だが、それだけお前を追い詰められたってことだよな！』

			　──グレッグは俺を信じなかった。

			　目の前の鎧は随分とよく動いていた。

			　信じられない性能だと思っていたが、暴走していると聞けば納得だ。

			　俺は審判に叫ぶ。

			「審判！　中止だ！　こいつの鎧はおかしい！」

			　ただ、審判の教師が首を横に振った。

			『バルトファルト君、見苦しいですよ。彼らの思いを真正面から受け止めてあげなさい』

			「お前ふざけんなよ！　何が彼らの思いだ！　お前はまず俺の言葉を真剣に受け止めろ！」

			　俺が嘘を吐いていると思われたらしい。

			　確かに、負けようと消極的に戦っていたため、それが追い詰められているように見えていた。負けるために追い込まれていたのが仇になった。

			　──でも違う。違うんだ！

			　ルクシオンが呆れていた。俺とルクシオンの会話は、外部に漏れていない。

			『身から出た錆さびですね。日頃の行いが悪いから苦労します。解析終了しました。いつでも爆発させずに破壊できます』

			「──嘘だろ」

			　俺に壊せというのか？　あいつらの青春の一部であるあの鎧を？　流石の俺だって心が痛むぞ！

			「い、嫌だ。そんなことが出来るか！　だって、あいつらが頑張って作ったとか──そんな鎧を壊すとか鬼だろ！」

			　たとえるなら、夏休みに五人で作った人力飛行機。泊まり込みで作業し、互いに喧嘩しながらも完成させたひと夏の思い出があったとしよう。みんなで完成させた思い出の機体は、どんなにボロボロで他人には価値がなくても五人の宝物のはずだ。

			　それを壊せと言われて「やるやる！」なんていう精神構造を俺はしていない。むしろ、ちょっと応援したくなっていたのに。

			　俺が拒否すると、ルクシオンは淡々と問う。

			『では、爆発でグレッグが死ぬところを見るおつもりですか？』

			　脳筋のグレッグ──死ねとか何度か思ったけどさ！　でも、死んで欲しくはないよ！

			　俺はアロガンツの左手でグレッグを掴んだ。

			　グレッグの鎧は暴れていた。

			「おい、降りろ！　頼むから降りてくれよ！」

			『まだ言うか！　まだだ。まだ俺は負けていない！』

			「いや、本当に危ないんだって！」

			『お前の口車にはもう騙されないぞ！　俺たちにいかさまをしたことは忘れてねーからな！』

			　パルトナーに乗せた時、こいつらから船賃代わりに金を巻き上げたのは失敗だった。世間を教えてやるつもりで、後で種明かしをしたのもまずかった。

			　からかってやったのだが、今は酷く後悔している。

			　こいつら俺を信用していないというか、信用するわけがない。

			「少しは成長しろよ！　詐欺師に騙されやがって！」

			　普通ではあり得ない内部構造──鎧を整備する技師を騙かたった詐欺師が、何も考えずに組み上げてしまったのだろう。

			　これだからボンボンは！　少しは世間を勉強しろ！

			　今までは周りの人間が面倒を見てきたので、名工と名乗る人間を疑いもしなかったのだろう。少しは疑えよ！

			　応援しているユリウスたちが、グレッグに声をかけていた。

			『離れろ！　あいつの腕は危険だ！』

			　ジルクも声を張り上げていた。普段は落ち着いているのに珍しい。

			『パーツの切り離しです！　すぐに逃げてください！』

			　そんなジルクのアドバイスをブラッドが否定する。

			『無理だ。パージする機能は外している。グレッグ、なんとしても離れろ！』

			　クリスがグレッグを大声で応援していた。

			『グレッッグゥゥゥ！　お前の力を見せてやれぇ！』

			　お前はクールキャラだろうが！　もっと落ち着いて応援してやれよ！　でないと──。

			『──クリスにここまで言われたら頑張らないと駄目だな。行くぜぇぇぇ！』

			　グレッグがやる気を見せて、アロガンツから無理矢理離れようとしていた。暴走する鎧は出力を上げ続け、アロガンツのパワーでなんとか押さえている状態だった。

			『マスター、タイムリミットが近いですよ』

			「お前ら最低だぁぁぁ！　俺にこんなことをさせやがって！」

			　俺は俯いて──震える指で操縦桿のトリガーを引いた。

			　ルクシオンが軽い感じで、

			『いんぱくと～』

			　と言うと、左腕の装甲が展開して光を放つ。

			　衝撃波がグレッグの乗る鎧を襲い、そしてバラバラに弾き飛ばした。操縦者であるグレッグは気を失ったが、無事な状態で地面に落ちる。鎧だけを破壊するアロガンツの攻撃手段があって本当に良かった。良かったが──。

			「──もうヤだ」

			『お疲れ様でした。いや～、あの五人は強敵でしたね』

			　──静まりかえる闘技場。

			　俺はトリガーを引いたが、観客は俺に引いていた。ドン引きである。

			　そして遅れて聞こえてくるのは、マリエの叫び声だった。

			


			　　　◇

			


			「イギャヤァァァァァアアアァァァァ！　私の五十万がぁぁぁ！　全財産がぁぁぁ！」

			　両手で頭を押さえ、絶叫するマリエの側でカイルが耳を押さえていた。

			　バラバラに破壊されたみんなの鎧を見て、マリエは叫ばずにはいられなかった。

			　最悪、形さえ残っていれば利用するなり、売ることだって出来たのだ。

			　その可能性すら、今は消えてしまった。

			　本当にただの無価値な鉄てつ屑くずにされてしまったのだ。

			「あ～あ。見事にバラバラですね。流石に修理は不可能じゃないですか？」

			　真っ白に燃え尽きたマリエが、その場に倒れてピクピクと痙けい攣れんしていた。

			　カイルが慌てて駆け寄る。

			「ちょっと！　ご主人様!?」

			　震えるマリエは、うわごとのように呟く。

			「こ、これは夢よ。そう、私はみんなに囲まれて、何でもない日でも祝われるの。今日はマリエの笑顔が見られた記念日とか言って、みんなで私にプレゼントをくれるの。間違っても鎧を自慢してこないの。それをあのモブ野郎のリオンに壊されるなんて絶対駄目。壊れたら──売れないから。私の五十万ディア──生活費が──借金は嫌。夢、そうこれは夢なの。私はベッドの中にいて、ちょっと怖い夢を見ているだけなの」

			　カイルが冷静にツッコミを入れる。

			「いや、現実ですって。いい加減に妄想の世界から目を覚ましてくださいよ」

			　鎧と一緒に、マリエの財産の全てがリオンに吹き飛ばされてしまった。

			　マリエは現実を直視できない程に、精神的、金銭的なダメージを受ける。

			　リオンの心にも大きなダメージを与えたため、結果的に両者痛み分けの形で決闘は終わるのだった。

			


			　　　◇

			


			　王宮の会議室。

			　そこに集まっていたのは、レッドグレイブ公爵家とは敵対派閥の貴族たちだった。

			「聞きましたかな？　殿下たちはまた成り上がり者に負けたそうです」

			「王位に就けなくてよかった」

			「それにしても、成り上がり者の態度や行動は目に余ります。王妃様のお気に入りという噂もありますが、どうなのですか？」

			　話をしている貴族たち。

			　そんな中、派閥のトップである侯爵が静かに目の前の貴族たちを見ている。

			（どいつもこいつも、成り上がりと油断して）

			　その侯爵だけは、決闘の話題で盛り上がれなかった。

			　すると、一人の貴族がリオンを甘く見た発言をする。

			「あのような成り上がり者、放置していてもよろしいのでは？　レッドグレイブ家の番犬は、主人に気に入られようと必死ですからね。ところ構わず喧嘩を売る狂犬ですよ。それよりも、公国への対応です。大口を叩いておきながら、学生に負けるとは情けない。いっそ我々も手をき──」

			　周囲も同意するように笑っていたが、侯爵はテーブルに拳を叩き付け彼らを黙らせた。

			　周囲が驚き、侯爵へと視線を集めた。

			「──何としてもあの小僧を追い落とせ。どんな手を使っても構わん」

			　その意見に笑っていた貴族たちが反対する。

			「し、しかし、理由がありません。それに、公国の動きも気になりますし、王妃様が──」

			「何としても潰せ！　王妃のお気に入りだろうと構うな！　公国よりも、まずはあの小僧だ！」

			　侯爵の勢いに、周囲は何も言い返せなかった。

			（あいつだけは潰さねばならん。公国をたった一人で──たった一隻の飛行船で退けただと？　そのようなロストアイテムを放置するわけにはいかんのだ。王も王妃も──ヴィンスも、何故理解しない！　彼奴きゃつがどれだけ危険か分かっているはずだ！）

			　侯爵にとっては、公国よりもリオンの方が危険だった。

			「公国に連絡を取る。それから、ヘルトルーデ殿下をこの場にお連れしろ」

			　会議の場にいた騎士が、急いで部屋を出てヘルトルーデのもとへと向かう。

			　王宮内では、公国よりもリオンを敵視する者が現れていた。

		

	

			


			エピローグ

			


			　決闘翌日の男子寮の自室。

			　俺はベッドの上で体育座りをしていた。

			「俺だって壊すつもりはなかったんだ。だけど、ルクシオンが壊さないと危ないって言うし、グレッグが目の前で死ぬとか言われたら誰だってトリガーを引いていたよ。引かない奴は人間じゃないよ。なのに、みんな俺を見て〝ないわ～〟って引くし。俺が悪いのか？　俺だけの責任か？」

			　ルクシオンを前にブツブツと文句を言っている俺を見ているのは、式典に参加する両親と次兄であるニックス、そして、この度めでたく子爵家の跡取りと結ばれなかった次女だ。

			　次女の猫耳専属奴隷野郎──ミオルは、部屋の外で待機している。

			　割と広い部屋には、家族以外にも客がいて狭く感じた。

			　アンジェが困った顔をして俺を見ている。

			「昨日からこれだ。男爵、悪いな。礼服に着替えさせるまでは出来たのだが」

			　申し訳なさそうなリビアが、俺の事情を家族に話していた。

			「リオンさん、昨日の決闘で色んな人に責められちゃって」

			　アレはない！　ってみんなが俺に言うんだよ。俺を責めなかったのは師匠だけだ。俺に「何か理由があったのでしょう」なんて優しい言葉をかけてくれた最強紳士だ。

			　師匠の優しさに涙が止まらない。

			「あ～、泣き出しちゃった。ほら、リオン君、礼服が汚れるからタオルを目に当てて」

			　そして何故かこの場にいるクラリス先輩。

			　理由は、何やらアトリー家が関係しているらしい。理由を話していたが、その時は放心状態で聞き流していた。

			　そして胸の下で腕を組んでいるのは、女王様──違ったディアドリー先輩だ。

			　何でここにいるの？

			「情けないですわね。公国との戦いで見せた雄志が霞かすんでしまいますわ」

			「お前って奴は！　今日くらいしゃんとしないか！　あと、知らないお嬢様たちが増えているが、お前は一体何をしたんだ？」

			　髭面に似合わない騎士の礼服を着た親父が、女性陣に困りつつも俺を叱ってくる。どうして、俺の部屋にお嬢様方がいるのか不思議で仕方がないようだ。

			「さぁ？　俺が聞きたいよ」

			　お袋は、普段着ないようなドレスを着ている。周囲のお嬢様たちが気になって仕方がないらしい。

			「そ、そうよ。勲章を貰うんですから。あんたは今日の主役なんだから、もっとしっかりしなさい。と、ところで、この方たちとはどんなお知り合いなの？」

			　ディアドリー先輩が、ロールさせている髪を手でかきあげる仕草をしつつ答える。

			「私を罵ったはじめての男よ」

			　俺は即座に否定する。何で嬉しそうなんだ、このチョロい先輩は？

			「変な言いがかりは止めてください。あと、何でみんな睨むの？　俺、変な趣味はないからね」

			　気を取り直して俺は溜息を吐く。

			「そもそも、今日の式典に何で礼服なの？　制服で良いじゃない」

			　今日の式典は、公国との戦いに参加した生徒たちに『頑張ったで章』みたいな勲章を渡すだけだ。

			　学校の全体朝礼で、みなさん表彰されましたよ、って言われるようなものだろ。

			　というか、なんで両親がここにいるのだろう？

			　不思議そうな顔をしていると、次兄が疲れた顔で俺を見た。

			「お前、もしかして話を聞いていなかったのか？」

			　頷くとアンジェが俺を睨んでくる。かなり怖い。

			　というか、ディアドリー先輩の発言からずっと怖い目つきをしていた。

			　俺が何かしたか？

			「ほう──昨日、私があれだけ説明してやったというのに、全て聞いていなかったと？」

			　怒るアンジェから、俺を庇ってくれたのはリビアだ。

			「待ってください。リオンさんだって傷ついているんです。本当は負けてあげるはずだったのに、殿下たちに勝ってしまって。それであの──許してあげてください！」

			　リビアがそう言うと、アンジェが再び俺に説明してくれるのだった。

			　助けてくれてありがとう、リビア──俺、君に凄い首飾りをプレゼントするよ。元々、君のものだけどね。でも、渡す理由をどうしよう？

			　そんなことを考えていると、

			「今回、一番の功績はリオンにある」

			「え？　クリスでしょ？」

			　アンジェが何を言っているのか分からなかった。

			「確かにクリスは黒騎士を退けた──ことになっているが、ヘルトルーデ殿下を捕らえたのはリオンだからな。敵国の新型飛行船と鎧を鹵ろ獲かく。それらを王国に献上した功績も大きい。学生や船員たちを助けた功績もある。総合的に判断して、お前とクリスは別枠。本物の勲章を授与される」

			　リビアは嬉しそうにしている。

			「アンジェを助けるために単機駆けをしましたからね！　公爵家の人たちが、まさに騎士の中の騎士って褒めていましたよ！」

			　え、そっち？　それって功績になるの？　え!?　ちょっと待って!!　そんなの聞いてない！

			　俺は、クラリス先輩の言葉に耳を疑った。

			「アトリー家で前に昇進を推薦していたけど、それもこれを機会に認めることになったのよ。それに、クリス君の実家も推薦してくれたわ。フィールド家とセバーグ家も、リオン君のために推薦状を書いてくれたのよ。あと──ローズブレイド家もね」

			　ディアドリー先輩が高笑いをした。

			「ただの口だけの男でしたら、全力で潰していましたよ。でも、有言実行──本物の騎士であり、貴族であることを示したのです。これを認めなければ、ローズブレイド家の名が廃すたりますわ」

			　──みんなで何してくれてんだよ！　全然嬉しくないんだよ！

			　俺が固まっていると、リビアが笑顔で告げてきた。

			「凄いですよ、リオンさん！　リオンさん、なんと今日から【四位下】で、【子爵】様ですよ。王都ではリオンさんの噂が広がって、英雄扱いですよ」

			　リビアの言葉がよく分からない。頭が理解することを拒否していた。

			　し、子爵様？　英雄？　おかしい。あり得ない！　あってはならない!!

			　次女が部屋の隅で小さくなっていた。子爵と聞いて落ち込んだのだろう。きっと結婚出来なかった男子を思い出しているはずだ。だって、恨み言をこぼしている。

			　今はそんな次女を見て少し落ち着こう。そうだ、落ち着けばたいていの事は対処可能なはずだ。

			「何よ。結婚してあげるって言ったのに、私も親友も拒否して。〝いや、ちょっとないです〟なんて酷いじゃない」

			　実は次女が熱を上げた子爵家の先輩と俺は知り合いだ。俺が空賊たちを売りは──引き渡した先が、次女と親友が結婚しても良いと言っていた相手の家だった。

			　色々と聞いてみたが、次女と親友が盛り上がっていただけでお相手は他にいたらしい。

			　俺は、次女は気にしなくて良いから、って笑顔で言っておいた。

			　迷惑料代わりにサービスだってしてきたよ。本当に酷い姉で申し訳ないと謝罪してきた俺は、きっと出来た弟だろう。

			　そして次女は親友と仲直りをしたらしい。

			　狙っていた男に腹を立てて文句を言い合っていたら、仲直りをしたようだ。

			　──女の友情は儚いって言った奴は誰？　もっと強固に結びついたよ！

			　俺はベッドに倒れ込むように横になった。

			「これは夢だ。起きたら学園生活が始まる入学式で、俺はダニエルやレイモンドと一緒に婚活が大変だと愚痴りあうんだ。お茶の道を極めるために師匠の指導を受けて、新しいティーセットを買うためにダンジョンに挑んで、そして地味だけど優しくておっぱいの大きな女子が困っているところを助けて恋をするんだ。三年間、無難に過ごしてそのおっぱいと結婚して地元に帰るんだ。温泉に浸つかって、和食に舌鼓をうって幸せに暮らすんだ。子爵？　人違いです」

			　ダダ漏れになった願望を口にする俺を見た次女が、舌打ちをした。

			「男って本当に駄目ね。女をなんだと思っているの？　最低よ」

			　次兄も酷い。

			「お前、最後はおっぱいと結婚しているぞ」

			　親父も酷い。

			「大事なのはお尻だろ？　母ちゃんみたいな、丸いお尻が──痛いっ！」

			「あんた！」

			　何か酷いことを言おうとした親父に、お袋が平手打ちした。いいぞ、もっとやれ。

			　クラリス先輩が興味を示す。

			「あら、温泉を持っているの？　良いわね」

			　アンジェがそんな先輩を睨んだ。

			「どういう意味で言っている？」

			　そんなアンジェに余裕を見せるクラリス先輩は、

			「あら、気になるのかしら？」

			　クラリス先輩をちょっと可愛いと思ったが、アンジェの睨みが半端ないので目をそらした。

			　ディアドリー先輩が温泉と聞いて、

			「気に入ったわ。浮島ごと私が買い取ってあげるわ」

			　リビアが困っていた。

			「え？　いや、でも、島を買うだなんて」

			「ローズブレイド家にはそれだけの資産があるわよ」

			　アンジェの声が低くなってくる。

			「ほう、浮島を買うだけか？　リオンは公爵家と付き合いがある。分かるな、ディアドリー？」

			「アンジェリカ、貴女のその顔──ゾクゾクするわ」

			　この人やっぱり変態だわ。

			　それよりも、このまま式典から逃げ出したいのでみんな帰ってくれないだろうか？

			　リビアが少し怒りながら俺を起こす。

			「リオンさん、式典が始まりますから早く行きましょう！　ほら、起きてください」

			　アンジェが睨み合っていた二人から視線をそらすと、俺の方を見る。

			　リビアと一緒に俺をベッドから出そうと、腕を引っ張るのだった。

			「ほら、行くぞ。父上も兄上も今回の式典に参加する。二人ともリオンを褒めていたぞ」

			　──こんなの間違っている！

			


			　　　◇

			


			　冬休み初日。

			　学園では盛大な式典が行われた。

			　公国との戦闘で活躍した男爵をはじめ、若い生徒たちの活躍をたたえて勲章を授与したのである。

			　男子生徒の多くは騎士として認められ、そして女子の多くは勲章を得たことで僅かばかりではあるが年金が出ることが決まる。

			　男子に年金は支払われないのが、この世界の厳しさを物語っていた。

			　そしてリオン・フォウ・バルトファルトは子爵に陞爵。

			　階位を四位下として、大出世を遂げた。

			　短期間でこれだけの出世が出来たのは、王国の歴史の中でもリオンだけである。

			　昇進した理由だが、公国との戦いが決定的だった。

			　加えて、フィールド家、セバーグ家、アークライト家の三家をはじめ、多くの名門貴族から推薦状を貰い異例の出世となったのだ。

			　この日、リオンは王国の歴史に名を刻んだ。

			


			　　　◇

			


			　式典が終わり、騎士服の襟元を緩めた俺は校舎裏に逃げ込んだ。

			　日陰となっている校舎裏は、季節もあって寒かった。

			　パーティーとか、この後のことを考えると頭が痛い。

			「どうしてこうなった」

			　側にいるルクシオンは相変わらずだった。

			『何もしない方がよかったですね』

			「あいつらに期待した俺が馬鹿だった。二度と関わらないぞ」

			　ユリウス殿下たちに関わったのがいけなかったのか？　とにかく、俺はルクシオンと話をしながら心を落ち着けていた。

			　頭を抱える。

			「子爵って何さ。四位下？　俺に一体どんな働きを求めるんだ！」

			　そんなに期待されても何も出来ないよ！

			　一人で落ち込んでいると、俺を捜しに来たリビアが校舎裏にやってくる。

			　思い出してみれば、ここはリビアが以前に塞ふさぎ込んでいた場所だった。

			「あ、リオンさんここにいたんですね」

			「リビア──」

			　急に気恥ずかしくなってきたのは、あの公国との戦い以降──二人きりになったのがはじめてだからだ。何だかんだと、アンジェがいたので三人で行動していた。

			　いや、意識して三人で行動していた。

			　しかし、二人になると告白されたことを思い出す。

			　リビアも同じだったのか、頬を少し赤くしている。

			「あ、あの！」

			「は、はい！」

			　リビアが声を張り上げたので、俺も驚いて返事をしてしまった。

			　一度だけ深呼吸をしたリビアは、とてもいい笑顔だった。

			「リオンさんには迷惑かも知れませんけど、あの時の言葉は嘘じゃありません」

			「──迷惑じゃない。ただ、どうしたらいいのか分からなくなった」

			　リビアが困ったように笑っていた。

			「私のことを避けていましたよね？」

			「何を話せばいいのか分からなくて」

			　肩を落とすと、ルクシオンが横で『情けないマスターですね』などと言った。こいつ、ボールとして投げてやりたい。

			　リビアが俺の手を握る。

			「いつか、答えを聞かせてください。私は待っていますから」

			「──リビア」

			「さぁ、いきましょう。皆さん待っていますよ」

			　リビアに手を引かれて、俺は日陰となっている校舎裏から連れ出された。

			


			　　　◇

			


			　冬休み。

			　実家に帰ってきた俺は、新しい屋敷を見上げていた。

			　田舎っていいね。まるで都会の出来事が全部嘘のように思えるよ。

			　俺を優しく迎えてくれる場所だ。

			「大きな屋敷だね」

			　照れながら自慢してくる親父は、大変嬉しそうにしていた。

			「俺を訪ねてくる客も増えたからな。やっぱりビシッとした屋敷で出迎えたいから頑張ったぜ。お前のおかげだ」

			　大金を持っていたので両親にいくらか仕送りしたのだが、それで屋敷を建て直したらしい。

			　以前の屋敷は──何というか、うん。趣おもむきがあったとだけ言っておこう。

			　次兄の方は、親父から自分たちの部屋があると聞いて複雑な顔をしていた。

			「卒業したら戻ってくることも減るだろうけど、何だか嬉しいな」

			　和やかな雰囲気をぶち壊したのは、不満そうな次女だった。

			「──ミオルの部屋は？」

			　親父が困っていた。ミオルの部屋を求められるとは思わなかったのだろう。

			「え？　使用人の部屋ならあるぞ」

			　次女が怒る。

			「屋敷の使用人と同じ部屋を使えって言うの？　普通は専用の部屋を用意するのよ。それに、屋敷を建て直したなら言ってよ。部屋があるなら、ミオルを連れて来られたのに」

			　今回ミオルは学園で留守番しているらしい。

			「い、いや、サプライズで驚かそうと」

			「もっと気を遣ってよ。それより、私の部屋を勝手に触ったの？」

			　親父が次女に責められていた。

			　お袋が娘に責められている親父を庇う。

			「貴女の部屋は私が片付けたわ。だから安心して」

			「嫌よ！　なんで勝手に触るのよ！　屋敷を建て直すなら連絡してくれれば良いじゃない！　リオンに送り迎えをさせたのに！」

			　俺はつばを吐く。

			　それを次兄が咎めてきた。

			「馬鹿。ややこしくなるから放っておけ」

			「あいつぶん殴っていい？」

			「気持ちは分かるが抑えろ。ほら、男子にフラれて気が立っているだけだから」

			　そうだな。親友共々男子にフラれて笑わせてくれたから、今回の件には目をつむってやるよ。

			　──しばらくこのネタでからかうか。

			　次女がプリプリと怒って屋敷に入っていくのを見送り、俺たちは落ち込んでいる親父の肩に手を置いて屋敷を褒めるのだった。

			　戻ってきて久しぶりに領地の様子も見たが、随分と発展してきている。

			　これなら、二年後は立派な男爵家になっていることだろう。

			


			　　　◇

			


			　──グレッグが目を覚ましたのは、決闘の翌日だった。

			　医務室で目を開けると、ユリウスたちが集まってくる。

			「グレッグ！　おい、しっかりしろ！」

			　ブラッドが声をかけてくると、グレッグは医務室にいることで結果を察した。

			「みんな、すまねぇ。俺のせいで負けちまった」

			　そんなことを言うグレッグに、ジルクが微笑んだ。

			「グレッグ君に任せたんです。それで負けたのなら、みんなの敗北です。それに、我々も彼の強さを見誤っていました」

			　名工を名乗る男が手がけた鎧でも駄目だった。本当は詐欺師だったが、五人はそのことに気が付いていない。

			　気落ちしているグレッグに声をかけるのは、ユリウスだった。

			「落ち込むな。次がある」

			「殿下？」

			「ユリウスでいい。グレッグ、俺たちはまたバルトファルトに挑む。お前も手を貸して欲しい」

			　グレッグが上半身を起こして小さく笑った。

			「みんながやる気なのに、俺だけ引き下がれるかよ。何度でも手伝うぜ、ユリウス！」

			　クリスが眼鏡を外し、涙を拭った。

			　クールキャラに徹していた。

			　グレッグは周囲を見ながら。

			「マリエはいないのか？」

			　ブラッドが肩をすくめる。

			「あぁ、色々と忙しいみたいだよ。カイルと何か話をしていたね。それと──」

			　ブラッドがマリエに訊かれたことを思い出したのか、グレッグに確認を取る。

			「グレッグ、前に空賊退治でバルトファルトが倒した空賊の頭がいただろ？」

			「あぁ、いたな」

			「空賊の頭が使っていた鎧から、バルトファルトが首飾りを手に入れたのを見たか？」

			　グレッグは、リオンが空賊の鎧から何か取り出していたのを思い出す。

			「首飾りか何か分からないが、確かにバルトファルトが何か言っていたな。相手も取られたら困るようだったな。それがどうした？」

			　ブラッドは考え込んでいた。

			「いや、マリエに尋ねられてね。倒した相手がウイングシャークだと教えたら、とても真剣な顔をしていたんだ。随分と気にしていたよ」

			　グレッグは顎に手を当てる。

			「首飾りか。前にマリエが見せてくれたのは〝腕輪〟だったな。あの時も、随分と真剣だったからな。何か関係があるのかも知れないな」

			　クリスも頷く。

			「王都のダンジョンで見つけたそうだな。確かに関係がありそうだ」

			　ユリウスはマリエの身を案じていた。

			「あまり無茶をして欲しくないが、何か重要な物らしいな」

			　ユリウスは、ジルクが真剣な顔付きをしているのに気が付いて声をかける。

			「どうした？」

			「最近、マリエさんが神殿に顔を出しているのを思い出しましてね。私たちに何か隠しているのでは、と。いえ、気にしすぎでしょうね」

			　五人が答えの出ない話を終え、今度はマリエに何かプレゼントでもしないかという話で盛り上がるのだった。

			


			　　　◇

			


			　新築である屋敷に乗り込んできたのは、親父の正妻であるゾラだった。

			　随分と強気な態度で乗り込んできたゾラは、一緒に神殿の偉い神官を連れていた。その人は女性で丸眼鏡をかけていた。

			　ゾラとは親しい様子だった。

			「この不届き者！　神殿の宝を返しなさい！」

			　そして、俺を呼びつけるといきなり泥棒扱いだ。

			「はぁ？　神殿の宝？」

			　何を言っているのかと思いながら、畑仕事から戻ってきた俺は靴についた泥を落としていた。

			　神官は俺のそんな態度を見て「なんて臭いのかしら」とか言っている。きっと、都会育ちの女性なのだろう。

			　ゾラと親しい段階で性格はお察しだ。

			　神官が咳払いをする。

			「バルトファルト子爵、貴方は以前に空賊を退治しましたね」

			　屋敷の外には武装した神殿の騎士たちが配置され、親父もお袋も随分と警戒している。

			　次女や三女は家から出てこない。

			　次兄は別の畑に行っており、この場にはいなかった。

			「討伐したね。それが何か？」

			　神官が顔を真っ赤にして怒鳴ってくる。

			「その空賊たちは、神殿の宝を持ち出したのです！　あるはずです！　神殿の紋章が刻まれた首飾りが！　それを所持していた空賊も、貴方が奪ったと証言していますよ！」

			　口を封じておけば良かったか？

			　いや、それよりも、だ。

			「なんでそれで泥棒扱いなの？　空賊を倒した奴に、そいつらが持っていたお宝を手に入れる権利があるの。これ、王国の法律だよ」

			　俺が悪いみたいに言っているが、認められた権利だ。悪いのは俺じゃない。

			　俺の言い分に対して、神官が激怒する。

			「神殿の紋章が刻まれていたならば、神殿に返すのが筋です！」

			　何この暴論？

			　お前の当たり前とか常識は、俺にとっての非常識だから。

			　追い返そうと思ったが、今の俺は丸腰だった。対して、あちら側は武装した騎士に加え、遠くに飛行船が見える。

			　ルクシオンが俺に通信を送ってきた。

			『マスター、残念ですがここは諦めるべきかと』

			　ルクシオンの説明を待った。

			『この場を切り抜けるのは簡単です。ただし、マスターが大事にしている安全な暮らしに、致命的な問題が発生します。以前マスターが言っていた方針からすれば、渡した方が問題は少ないかと』

			　神殿という宗教組織も戦力を所持しているのだが、随分とかき集めてきたらしい。

			　ルクシオンが言うには、男爵家を相手にするには過剰戦力だそうだ。

			　随分と気合が入っている。

			　騒いでいる神官を無視しつつルクシオンの説明を聞く。

			『神殿の勢力と事を構えるのは得策ではありません。オリヴィアを聖女と認定する組織ですよね？』

			　宗教って面倒だよね。確かに敵対するのは得策じゃない。

			　首飾りの偽物を用意することも考えたが──。

			『レプリカでは見抜かれるかと』

			　俺は舌打ちしたいのを我慢して、ゾラを睨んだ。勝ち誇った笑みをしているのが腹立つ。

			「取りあえず持ってくるからそこにいろよ」

			　すると、神官が俺に言うのだ。

			「子爵は随分と貯め込んでいると聞きます。いっそ、その財を神殿に寄き付ふしなさい」

			　上から目線で言ってくる神官にゾラが同調した。

			「そうよ。貴方も神殿には逆らえないでしょう」

			　ただ、ルクシオンが──。

			『そちらは拒否していただいて結構です。どうやら、寄付の件は組織とは無関係。個人の判断だと推測します』

			　神殿の飛行船に、ドローンを忍び込ませ情報を集めたようだ。

			　彼らは、俺が神殿の宝を持っているためにかき集められたらしい。極悪非道の騎士が、神殿の宝を隠し持っている。もしかしたら争うことになるかも知れないと、随分と警戒しているようだ。

			　公国の軍を一人で退けた俺を怖がっていると言っていた。

			　それよりも──極悪非道？　誰が極悪だ。

			「考えておきます」

			　それだけ言うと、二人は互いに顔を見合わせて笑みを浮かべコソコソと話をしていた。きっと、分け前の話をしているのだろうが、誰も渡すなんて言っていないよ。

			　考えたけど、やっぱり渡したくないので渡さないことにした。

			　精々、喜んでいればいい。

			　俺はルクシオンと合流し、首飾りを持って二人のところへ──ではなく、港にいる神殿の関係者に首飾りを持っていく。

			


			　　　◇

			


			　港にいたのは緊張した様子の四十代の将軍だった。

			　急激に成り上がった俺の噂を聞いているのか、酷く警戒している様子だ。

			「貴方が責任者ですか？」

			「はい。この艦隊を率いています。バルトファルト子爵、出来れば手荒な真似はしたくありません。神殿の宝を返していただけますか？」

			　最初からこう言えばいいのに。

			　俺が首飾りを見せると、将軍は目を見開いてすぐに鑑定士を呼んだ。鑑定士が首飾りを確認すると、激しく首を縦に振る。

			「ま、間違いありません。伝承通りです！」

			　それを聞いて将軍が震えた。

			「こ、これが失われた宝！」

			　大事な物ならちゃんと神殿で保管して欲しい。

			　俺は将軍に言うのだ。

			「それより、屋敷に来た人たちを連れて帰ってよ。お目当ての宝以外にも財宝を出せとか言われたから、ちょっと困っているんだけど」

			　俺の話に将軍が驚く。

			「こ、これは失礼しました！　我々は首飾りを受け取りに来ただけです。すぐに連れて帰りますので」

			　別に争うつもりはなかったらしい。

			　ルクシオンって便利だな。余計な争いをせずに済んだ。

			　それにしても、神殿に宝が渡ったなら早くダンジョンの腕輪を回収した方が良いのだろうか？

			　首飾りを受け取った将軍は安堵した。

			「聞いていた噂とは違いますね」

			「噂？」

			「傍ぼう若じゃく無ぶ人じんだと聞いていましたので。聖女様が怒るのも無理はないと思うのですが、噂に聞いていたよりも落ち着いておられますから」

			　──今、なんて言った？

			「ちょっと待ってくれ。聖女様？」

			「──あ」

			　将軍が安堵から漏らしてしまった情報に、周囲の関係者たちも顔に手を当てていた。

			　俺が問い詰める。

			「聖女──様が見つかったのか？」

			　もしや、リビアが──そう思った。だが、将軍の口から出た名前は意外すぎた。あり得ない。あり得ないのだ。

			「面識はあると思うのですが──【マリエ・フォウ・ラーファン】様です。首飾りと同様に失われていた腕輪を持って、王都の神殿に現れまして」

			　どうしてあいつが腕輪を手にするのか？　手にしただけならまだ許そう。それがリビアの手に渡れば結果的に問題ない。

			　ただ──ただ、聖女を名乗るなんてあり得ない。

			　あいつは転生者だ。

			　上手く立ち回って五人を籠絡したのは、許せないが理解しよう。だが、聖女を名乗るなんて許されない。

			　〝ゲーム知識を持っているなら──ゲームをクリアしていたのなら絶対にあり得ない〟のだ。

			　だって、最後に必要になるのは、聖女の力ではなくリビア自身の力なのだから。

			「マリエが聖女？」

			「はい。聖なる治療魔法の使い手にして、その技は既に神官殿たちよりも優れておりました。杖もマリエ様に反応し──」

			　そこまで口にする将軍に、近くにいた関係者が注意をする。

			　将軍は喋りすぎたと反省する。

			「し、失礼しました。それでは、我々はこれで撤収します。神官殿はこちらで人を出して連れ帰ります」

			　俺は去って行く彼らが見えなくなるまで立ち尽くしていた。

			　そして、すぐにルクシオンに連絡を取る。

			『どうされました』

			「マリエが聖女になりやがった。あのアマ、絶対に許さねぇ──」

			


			　　　◇

			


			　公爵家の領地。

			　屋敷の近くにある乗馬の施設にアンジェとリビアはいた。

			　アンジェは、馬に乗って怖がっているリビアを見ている。

			「ほら、怖がるな」

			「高いですよ。これ、思っていたよりも高いです！」

			「この程度は高いとは言わない」

			　冬休み。

			　リビアを屋敷に招待したアンジェは、乗馬を教えていた。

			「二年生になれば学力以外にもこうした実技のテストが出てくる。今のうちになれておけ」

			　ガクガクと震えているリビアは、学力に問題はない。だが、それ以外に問題を抱えていた。

			　それをどうにかしたいと言うので、アンジェがリビアの指導を行っている。

			　本当はリオンの実家に行こうか迷った二人だが、工場の立ち上げなどで忙しいリオンに遠慮していた。

			「ほら、姿勢が崩れているぞ」

			　怖がるリビアにコツを教えていると、雪が降り始める。

			（今年は早いな）

			　アンジェはリオンの領地にある温泉が恋しくなる。

			　そして、リオンの顔が思い浮かんだ。同時に、式典前の騒ぎも思い出す。

			（父上も兄上も、リオンを取り込むつもりだが──クラリスにディアドリーも何か企たくらんでいる。早めに相手を見つけた方が良いのではないか？　縁者の娘を出すとしたら、いったい誰をリオンの嫁にするのだろうか？　子爵となっては、釣り合いが取れる相手を探すのも難しいか？）

			　リオンの結婚だが、ここに来て選択肢が広がっている。

			　男爵だった頃なら同格の男爵家、上は子爵家の娘が結婚相手になる。

			　しかし、子爵になったのなら下は男爵家から上は伯爵家までが候補になる。

			　辺境伯もありだが、とにかく選択肢が広がった。

			　流石に公爵家とは格が釣り合わないが、伯爵家の娘なら結婚できる可能性が生まれたのだ。

			　同時に、これからは多くの女子に言い寄られる立場になる。全校生徒の三分の一がリオンの活躍を見ていた。

			　誰が黒騎士を退けたのか──戦いを見ていなくても、少し考えれば分かることだ。

			　公国との戦いでの活躍に加え、リオンの爵位は子爵。階位は四位下。パルトナーという大型飛行船に、アロガンツという黒騎士を退けた鎧。これらを間近で見た女子たちや、噂を聞いた女子たちはどう思うだろうか？

			　アンジェは頭が痛くなってくる。

			（クラリスとディアドリーも狙っているのか？　確かに、あいつらなら嫁いでも釣り合う。だが、あいつらにリオンを渡すわけには──）

			　妙にモヤモヤとした気持ちになるアンジェは、首を横に振る。

			　すると、リビアが泣きそうな顔でアンジェに助けを求めてきた。

			「アンジェ。足がつりそうです」

			「お、お前、もしかして運動不足か？」

			　元々インドア派であるリビアは、学園に来てから実家のように家の手伝いで体を動かす機会も減っている。

			　そのため体力が逆に落ちていた。

			「まいったな。これでは卒業までにダンジョンの攻略は難しいぞ」

			「ダンジョンの攻略？　あ、あの、ダンジョンって攻略すると消えるから王都のダンジョンは攻略したら駄目なのでは？」

			　アンジェがリビアを馬から下ろしつつ説明した。

			「攻略と言っても地下三十階だ。そこまで行けば一人前と判断される。逆を言えば、そこまで辿り着かなければいつまでも半人前だ。護衛を雇う方法もある。ただ、体力がないと行きも帰りも大変だぞ」

			　特別な理由がない限り、ダンジョン攻略は必須だ。学園を卒業するための条件にもなっている。

			　リビアがソレを聞いて肩を落とすのだった。

			「が、頑張ります」

			　脚が震えているリビアを抱きしめ、アンジェがクスクスと笑う。

			「震えているじゃないか。それにしても、リビアは温かいな」

			「アンジェ、そんなに強く抱きしめないで」

			　イチャイチャしている二人を見守るのは、護衛とメイドたちだった。

			


			　　　◇

			


			　神殿の貴賓室。

			　マリエはソファーの背もたれに腕をかけ、足を組んでローテーブルの上を見ていた。

			「ふふ、ついに手に入れたわよ」

			　首飾りを手に入れたマリエは、早速それを自分の首に提げた。

			　左手首に輝く腕輪は〝聖なる腕輪〟。

			　首元を飾るのは〝聖なる首飾り〟。

			　そして、近くに立てかけてある〝聖女の杖〟。

			　それらは間違いなくマリエに反応を示している。

			


			

			


			「主人公様の居場所を奪ったけど、そもそも私が聖女でも問題ないわよね。だって、私も治療魔法が得意だもの。──頑張って習得したもの」

			　血の滲にじむような努力をして治療魔法を習得したのは、実家の子爵家が酷かったから。酷い両親に、酷い兄姉──いつか抜け出してやると、マリエは治療魔法を鍛えに鍛えてきた。

			　転生者として──あの乙女ゲーを知るプレイヤーとしての知識を使い習得した。

			　マリエの知識というのは確かにゲームから来ている。

			「イベントムービーでも、聖女様が祈れば大丈夫だったし──何が起きても私が代わりに対処してあげる。だから、今まで良いことがなかった私に全て譲ってね、オリヴィア」

			　転生者であるマリエの知識は──主にイベントのムービーや画像。そして、ネットの攻略情報が、中途半端にあるだけだった。

			　何しろゲームは難しくて途中で投げてしまった。

			　クリアしたのは前世の〝兄〟だ。

			「それにしても大変だったわ。腕輪を回収するために無茶をしたし、おまけに神殿の人たちを説得するのも苦労したし」

			　そしてもう一つ。

			「あのモブ野郎が倒した空賊。確認したら首飾りを持っていた連中だったわ。あの男、もしかして何か知っているのかしら？」

			　そもそもバルトファルトなんて家名をマリエは知らなかった。

			　ゲームにも登場していない。

			「そもそもアンジェリカを助けたのも不自然よ。それに、あの強い鎧。待って、もしかして、あいつも私と同じ？　だから私の邪魔をしてきた？　──あいつ絶対に許さない！」

			　激怒するマリエは、どうやって復讐してやろうか考えるのだった。

			「でも──今は私の方が立場は上よね。同じ転生者で、向こうも成り上がっているみたいだけど、今の私は未来の王妃にだってなれる立場を手に入れたわ。ユリウスを王太子に戻して、なんとしても王妃様にならないと！　夢の都会で、豪華で贅沢な暮らしが私を待っているの！」

			　リオンとマリエは酷く似ている。

			　ただし、その目指している場所が違った。

			　リオンが田舎で平凡な生活を目指しているのに対して、マリエは王都で贅沢な暮らしを望んでいた。

			「美形の男を侍らせて、毎日のように贅沢な暮らしをしてやる。前世でも苦労したんだから、これくらい許されるはずよね。主人公はあのモブがお似合い。あれ？　そうなると、このまま放置が良いのかしら？　いえ、駄目ね。私の腹の虫が治まらないわ」

			　マリエは前世を思い出す。

			「前世は本当に辛かったわ。夜のお店で仕事をして、人気も出たのに駄目な男に引っかかって──あぁ、私って何て不幸なのかしら」

			　夜のお店で働いた経験が活きてしまった。

			　無駄に男を籠絡する腕を磨いた前世。

			　マリエが五人を籠絡できたのは、その外見以上に前世の経験が大きかった。

			　マリエは立ち上がり笑顔になる。

			「私、この世界では絶対に幸せになってみせるの！」

		

	

			


			幕間「ルクシオンレポート２」

			


			　実家の自室で眠るリオンを、ルクシオンは見ていた。

			　建て直した屋敷で個室を与えられたリオンは、ベッドの上で幸せそうに眠っている。

			　起きている時はマリエへの罵ば詈り雑ぞう言ごんを繰り返していたが、この調子では明日の朝にはまた忘れて遊び回るだろうと思うルクシオンだった。

			『マリエが聖女になるのはあり得ないと言っていたのに。ことごとく予想を外すマスターを持って私は幸せです』

			　聞こえるわけでもないのに、皮肉を口にするルクシオンは二学期について振り返った。

			『それにしても色々とありました』

			　学園祭ではリオンも大忙しだった。

			　半分は自分の責任で忙しかったのを、本人は気が付いているか疑わしい。

			　空賊退治に公国との戦争も大変だった。

			　今回、リオンの最大の失敗は──功績を他者に押しつけたことだろう。

			　ブラッド、グレッグ、そしてクリスに功績を押しつけ、おまけに実家との絶縁を解くために資金を流してしまった。

			　リオンは三人の名前で、それぞれの実家にかなりの金額を送りつけている。

			　空賊退治で得た宝をほとんど使い切る勢いで、だ。

			　だが、本人にしてみれば痛くも痒くもない話である。

			　何しろ、リオンにはルクシオンが側にいる。

			　大抵の資源はルクシオンが用意するし、資金も得ようと思えばいくらでも方法があるのだ。

			　だが、周囲はそれを知らない。

			　三人の実家にしてみれば、絶縁した息子のために功績を譲って面目の立つ形で復縁する機会を作ってくれたのだ。

			　リオンが余計なことをしなければ、という気持ちは三家に当然ある。

			　だが、功績も譲り、相応の誠意も見せられて許さないのでは、三家の貴族社会での立場に色々と問題が出てくる。

			　腹は立つが、誠意は見せたので許してやろうというのが三家の立場だ。

			　そして、昇進を推薦するような立場に回ったのは、お互いに過去のことは水に流したと周囲に知らしめる目的があったからだ。

			　好きで推薦したわけではない。

			『巡り巡って、まさか自分が昇進するとは思いもしなかったのでしょうね』

			　気が付けば子爵にして宮廷階位は四位下だ。

			　一代でここまで上り詰めたリオンは、本当にホルファート王国の歴史上でも数人しかいないような英雄である。

			　のんきにベッドの上で寝ているリオンが、そのことにちゃんと気が付いているのかルクシオンは心配になるのだった。

			『さて、もう一つ──いえ、もう二つの問題もどうなるのか』

			　リオンが昇進したことで、結婚相手の選択肢が増えてしまった。

			　名乗りを上げそうな女子が既に二人もいる。

			『クラリス、そしてディアドリーですか。その気がない相手に好かれるとは、マスターは器用なのか不器用なのか分かりませんね』

			　ジルクとの間にあった不満を解消し、おまけに慰めてクラリスのハートを射止めた。

			　ディアドリーは──ルクシオンも分からない。

			　だが、嫌ってはいないだろうと判断している。

			　もしくは、嫌いだからこそ側に置いて従えたいのか──ルクシオンは深く考えないことにした。

			『マスターはこれから忙しくなるのでしょうね。王国の存亡の危機はほぼ回避したと聞いていますが、これからどのように事態が動くのか大変楽しみです』

			　寝ているリオンを見るルクシオンは、これから忙しくなるのを予想していた。

			　だが、特に自分から動くつもりはない。

			　何故なら、ルクシオンは王国が滅ぼうが気にしないからだ。

			　最悪、リオンと関係者を回収して逃げるつもりだ。

			　王国の危機に対して興味もないため、深く調べることもしない。

			　何しろ──。

			『マスターが命じてくれれば、私がすぐに公国や王国を滅ぼし──マスターの悩みを全て解消するというのに』

			　──ルクシオンは新人類が嫌いだから。

			　旧人類の作り出したロストアイテムである。

			　リオンが命令すれば、すぐにでも世界を崩壊させるだろう。

			　窓から見える月に、ルクシオンは赤い瞳を向けて浮かんでいた。

		

	

			


			あとがき

			


			　いつも応援ありがとうございます。

			　作者の三み嶋しま与よ夢むです。

			　あとがきは何を書けばいいのか毎回悩んでしまいますので、二巻と主人公であるリオンについて書こうと思います。

			　この『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です』は、『小説家になろう』にて連載している作品となっております。

			　Ｗｅｂ版を読んでくださった読者の方なら分かると思いますが、流れは同じでも大幅に手を入れております。

			　序盤の流れなど、Ｗｅｂ版とはまったく違います。

			　他には、リオンが学園の生徒たちを煽あおるところも大幅に改稿しております。

			　リオンと対するディアドリー先輩は、Ｗｅｂ版では名前もなかった台詞が少しだけあるキャラでしたね。

			　二巻では、名前を付けてリオンと絡ませてみました。

			　あとはリビアの頑張りでしょうか？

			　Ｗｅｂ版よりも頑張っているシーンを増やしております。

			　細かいところを書くときりがないので止めておきますが、書籍版はそれだけ手を加えております。

			　──全部コピペじゃないよ。

			　誤字脱字のチェックのみで販売できると楽ですけどね。

			　でも、それだとＷｅｂ版を読んでくれている読者さんが楽しめないので、それなら完成度を高めようと頑張るわけです。

			　その中で、一番苦労したのはリオンの煽りでしょうか？

			　Ｗｅｂ版での感想や、通販サイトなどのレビューを読みますが、あんなに高い評価をもらえたのはリオンの煽り力のおかげだと思っています（笑）。

			　だから、リオンが学生たちを煽るシーンは力を入れて書きました。

			　リオンの煽りを楽しんでもらえたら幸いです。

			　リオンという主人公ですが、実は重要になるのはルクシオンです。

			　相棒である口の悪い人工知能が側そばにいて、ツッコミを入れているからあの性格でも受け入れられたのだろうと考えています。

			　自分の発言を顧かえりみないリオンだけでは「嫌な奴」で終わってしまう可能性が高いですからね。

			　ルクシオンという存在は、リオンにとって凄い力です。

			　もう、チートそのものです。

			　ただ、作者側からするとルクシオンという存在がいてリオンが活きてくるわけでして、チートより大事なのはその役割ですね。

			　乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です、は勢いで書きはじめました。

			　ただ、書き出す前に主人公については色々と考えていました。

			　乙女ゲーが舞台で、女性に優しく男に厳しい世界で暴れ回る主人公──性格は少し捻くれている方がいいかな、と。

			　リオン単体だと好かれない、もしくは理解されないから、事情を知っていて主人公のボケに対応できるツッコミがいるな、と。

			　ルクシオンがいるから、リオンというキャラが人気を得たと思っています。

			　実際、アンケートでのキャラクター人気投票は、リオンが一位でした。

			　──アンジェやリビアを抜いて一位でした。

			　自分もビックリです。

			　これからも煽りまくるリオンが活躍する『乙女ゲー世界はモブに厳しい世界です』の応援をよろしくお願いいたします。
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